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令和５年壱岐市議会定例会３月会議 会議録目次 

審議期間日程    １ 

上程案件及び議決結果一覧    ２ 

一般質問通告者及び質問事項一覧    ５ 

 

第１日（３月２日 木曜日） 

  議事日程表（第１号）    ７ 

  出席議員及び説明のために出席した者    ９ 

  再 開（開議）    ９ 

  会議録署名議員の指名   １０ 

  審議期間の決定   １０ 

  諸般の報告   １０ 

  施政方針   １０ 

  議案説明 

    議案第３号 壱岐市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用 

          等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供 

          に関する条例の一部改正について   ２７ 

    議案第４号 壱岐市個人情報の保護に関する法律施行条例の制定について   ２８ 

    議案第５号 壱岐市職員の分限に関する手続及び効果に関する条例の一部改正 

          について   ２９ 

    議案第６号 壱岐市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正について   ３０ 

    議案第７号 こども家庭庁設置法の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の 

          制定について   ３１ 

    議案第８号 壱岐市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子 

          ども・子育て支援施設等の運営に関する基準を定める条例の一部 

          改正について   ３２ 

    議案第９号 壱岐市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条 

          例の一部改正について   ３３ 

    議案第１０号 壱岐市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を 

           定める条例の一部改正について   ３３ 

    議案第１１号 壱岐市福祉医療費の支給に関する条例の一部改正について   ３４ 

    議案第１２号 壱岐市出産祝金支給条例の一部改正について   ３４ 
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    議案第１３号 壱岐市国民健康保険条例の一部改正について   ３５ 

    議案第１４号 壱岐市公共下水道事業受益者負担に関する条例の廃止について 

             ３５ 

    議案第１５号 壱岐市公共下水道区域外流入に関する条例の一部改正について 

             ３６ 

    議案第１６号 第２期壱岐市子ども・子育て支援事業計画（中間見直し）の策 

           定について   ３７ 

    議案第１７号 公有水面埋立について   ３８ 

    議案第１８号 令和４年度壱岐市一般会計補正予算（第１２号）   ３９ 

    議案第１９号 令和４年度壱岐市国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号） 

             ４２ 

    議案第２０号 令和４年度壱岐市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１ 

           号）   ４３ 

    議案第２１号 令和４年度壱岐市介護保険事業特別会計補正予算（第３号） 

             ４４ 

    議案第２２号 令和４年度壱岐市下水道事業特別会計補正予算（第３号）   ４５ 

    議案第２３号 令和４年度壱岐市水道事業会計補正予算（第４号）   ４６ 

    議案第２４号 令和５年度壱岐市一般会計予算   ４７ 

    議案第２５号 令和５年度壱岐市国民健康保険事業特別会計予算   ５２ 

    議案第２６号 令和５年度壱岐市後期高齢者医療事業特別会計予算   ５４ 

    議案第２７号 令和５年度壱岐市介護保険事業特別会計予算   ５５ 

    議案第２８号 令和５年度壱岐市下水道事業特別会計予算   ５６ 

    議案第２９号 令和５年度壱岐市三島航路事業特別会計予算   ５８ 

    議案第３０号 令和５年度壱岐市農業機械銀行特別会計予算   ５９ 

    議案第３１号 令和５年度壱岐市水道事業会計予算   ６０ 

    要望第１号 会計年度任用職員の不安定雇用問題に対する緊急要望書   ６１ 

    要望第２号 「第２期壱岐市子ども・子育て支援事業計画」の中間見直しに対 

          する壱岐市議会基本条例第１３条の規定に基づいた慎重な審議を 

          求める要望   ６１ 

 

第２日（３月７日 火曜日） 

  議事日程表（第２号）   ６３ 
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  出席議員及び説明のために出席した者   ６４ 

  市長提出追加議案の審議（説明、採決） 

    承認第１号 議案の撤回について   ６６ 

  議案に対する質疑 

    議案第３号 壱岐市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用 

          等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供 

          に関する条例の一部改正について   ６８ 

    議案第４号 壱岐市個人情報の保護に関する法律施行条例の制定について   ６８ 

    議案第５号 壱岐市職員の分限に関する手続及び効果に関する条例の一部改正 

          について   ７０ 

    議案第６号 壱岐市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正について   ７１ 

    議案第７号 こども家庭庁設置法の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の 

          制定について   ７２ 

    議案第８号 壱岐市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子 

          ども・子育て支援施設等の運営に関する基準を定める条例の一部 

          改正について   ７２ 

    議案第９号 壱岐市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条 

          例の一部改正について   ７２ 

    議案第１０号 壱岐市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を 

           定める条例の一部改正について   ７４ 

    議案第１１号 壱岐市福祉医療費の支給に関する条例の一部改正について   ７５ 

    議案第１２号 壱岐市出産祝金支給条例の一部改正について   ７６ 

    議案第１３号 壱岐市国民健康保険条例の一部改正について   ７６ 

    議案第１４号 壱岐市公共下水道事業受益者負担に関する条例の廃止について 

             ７６ 

    議案第１５号 壱岐市公共下水道区域外流入に関する条例の一部改正について 

             ７６ 

    議案第１７号 公有水面埋立について   ７６ 

    議案第１８号 令和４年度壱岐市一般会計補正予算（第１２号）   ７６ 

    議案第１９号 令和４年度壱岐市国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号） 

             ７７ 

    議案第２０号 令和４年度壱岐市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１ 
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           号）   ７７ 

    議案第２１号 令和４年度壱岐市介護保険事業特別会計補正予算（第３号） 

             ７７ 

    議案第２２号 令和４年度壱岐市下水道事業特別会計補正予算（第３号）   ７７ 

    議案第２３号 令和４年度壱岐市水道事業会計補正予算（第４号）   ７７ 

    議案第２４号 令和５年度壱岐市一般会計予算   ７８ 

    議案第２５号 令和５年度壱岐市国民健康保険事業特別会計予算   ７８ 

    議案第２６号 令和５年度壱岐市後期高齢者医療事業特別会計予算   ７８ 

    議案第２７号 令和５年度壱岐市介護保険事業特別会計予算   ７８ 

    議案第２８号 令和５年度壱岐市下水道事業特別会計予算   ７８ 

    議案第２９号 令和５年度壱岐市三島航路事業特別会計予算   ７８ 

    議案第３０号 令和５年度壱岐市農業機械銀行特別会計予算   ７８ 

    議案第３１号 令和５年度壱岐市水道事業会計予算   ７８ 

  委員会付託（議案）   ７９ 

  予算特別委員会の設置   ７９ 

    要望第１号 会計年度任用職員の不安定雇用問題に対する緊急要望書   ７９ 

    要望第２号 「第２期壱岐市子ども・子育て支援事業計画」の中間見直しに対 

          する壱岐市議会基本条例第１３条の規定に基づいた慎重な審議を 

          求める要望   ７９ 

  委員会付託（要望）   ７９ 

 

第３日（３月８日 水曜日） 

  議事日程表（第３号）   ８１ 

  出席議員及び説明のために出席した者   ８１ 

  一般質問   ８２ 

     ３番 武原由里子 議員   ８２ 

    １５番 土谷 勇二 議員   ９５ 

     ９番 赤木 貴尚 議員  １０５ 

     ５番 中原 正博 議員  １１８ 

 

第４日（３月９日 木曜日） 

  議事日程表（第４号）  １２７ 
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  出席議員及び説明のために出席した者  １２７ 

  一般質問  １２８ 

     ６番 山川 忠久 議員  １２８ 

     ４番 山口 欽秀 議員  １３８ 

     ７番 植村 圭司 議員  １５０ 

     ８番 清水  修 議員  １６３ 

 

第５日（３月１０日 金曜日） 

  議事日程表（第５号）  １７３ 

  出席議員及び説明のために出席した者  １７３ 

  一般質問  １７５ 

    １４番 市山  繁 議員  １７５ 

     １番 森  俊介 議員  １８５ 

 

第６日（３月２２日 水曜日） 

  議事日程表（第６号）  １９９ 

  出席議員及び説明のために出席した者  ２０１ 

  委員長報告、委員長に対する質疑  ２０２ 

  議案に対する討論、採決 

    議案第３号 壱岐市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用 

          等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供 

          に関する条例の一部改正について  ２０６ 

    議案第４号 壱岐市個人情報の保護に関する法律施行条例の制定について  ２０６ 

    議案第５号 壱岐市職員の分限に関する手続及び効果に関する条例の一部改正 

          について  ２０６ 

    議案第６号 壱岐市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正について  ２０６ 

    議案第７号 こども家庭庁設置法の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の 

          制定について  ２０６ 

    議案第８号 壱岐市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子 

          ども・子育て支援施設等の運営に関する基準を定める条例の一部 

          改正について  ２０６ 

    議案第９号 壱岐市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条 
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          例の一部改正について  ２０６ 

    議案第１０号 壱岐市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を 

           定める条例の一部改正について  ２０６ 

    議案第１１号 壱岐市福祉医療費の支給に関する条例の一部改正について  ２０６ 

    議案第１２号 壱岐市出産祝金支給条例の一部改正について  ２０６ 

    議案第１３号 壱岐市国民健康保険条例の一部改正について  ２０６ 

    議案第１４号 壱岐市公共下水道事業受益者負担に関する条例の廃止について 

            ２０６ 

    議案第１５号 壱岐市公共下水道区域外流入に関する条例の一部改正について 

            ２０６ 

    議案第１７号 公有水面埋立について  ２０７ 

    議案第１８号 令和４年度壱岐市一般会計補正予算（第１２号）  ２０７ 

    議案第１９号 令和４年度壱岐市国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号） 

            ２０８ 

    議案第２０号 令和４年度壱岐市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１ 

           号）  ２０８ 

    議案第２１号 令和４年度壱岐市介護保険事業特別会計補正予算（第３号） 

            ２０８ 

    議案第２２号 令和４年度壱岐市下水道事業特別会計補正予算（第３号）  ２０８ 

    議案第２３号 令和４年度壱岐市水道事業会計補正予算（第４号）  ２０８ 

    議案第２４号 令和５年度壱岐市一般会計予算  ２０９ 

    議案第２５号 令和５年度壱岐市国民健康保険事業特別会計予算  ２１１ 

    議案第２６号 令和５年度壱岐市後期高齢者医療事業特別会計予算  ２１１ 

    議案第２７号 令和５年度壱岐市介護保険事業特別会計予算  ２１１ 

    議案第２８号 令和５年度壱岐市下水道事業特別会計予算  ２１２ 

    議案第２９号 令和５年度壱岐市三島航路事業特別会計予算  ２１２ 

    議案第３０号 令和５年度壱岐市農業機械銀行特別会計予算  ２１２ 

    議案第３１号 令和５年度壱岐市水道事業会計予算  ２１２ 

    要望第１号 会計年度任用職員の不安定雇用問題に対する緊急要望書  ２１２ 

    要望第２号 「第２期壱岐市子ども・子育て支援事業計画」の中間見直しに対 

          する壱岐市議会基本条例第１３条の規定に基づいた慎重な審議を 

          求める要望  ２１２ 
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  市長提出追加議案の審議（説明、質疑、委員会付託省略、討論、採決） 

    諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦について  ２１３ 

    諮問第２号 人権擁護委員候補者の推薦について  ２１３ 

  議員提出追加議案の審議（説明、質疑、委員会付託省略、討論、採決） 

    発議第１号 壱岐市議会の個人情報の保護に関する条例の制定について  ２１４ 

  議員派遣の件  ２１６ 

  市長の挨拶  ２１６ 

  散 会  ２１８ 

  資料 

    議員派遣の件  ２２１ 
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 令和５年壱岐市議会定例会３月会議を、次のとおり開催します。 

    令和５年２月22日 

                             壱岐市議会議長 豊坂 敏文 

１ 期 日  令和５年３月２日（木） 

２ 場 所  壱岐市議会議場（壱岐西部開発総合センター２Ｆ） 

────────────────────────────── 

令和５年壱岐市議会定例会３月会議 審議期間日程 

日次 月  日 曜日 会議の種類 摘         要 

１ ３月 ２日 木 本会議 

○再開      ○会議録署名議員の指名 

○審議期間の決定 ○諸般の報告 

○施政方針    ○議案の上程 

○議案説明 

２ ３月 ３日 金 

休 会 

○議案発言（質疑）通告書提出期限（正午） 

３ ３月 ４日 土 
 （閉庁日） 

４ ３月 ５日 日 

５ ３月 ６日 月  

６ ３月 ７日 火 

本会議 

○議案審議（質疑、委員会付託） 

７ ３月 ８日 水 ○一般質問 

８ ３月 ９日 木 ○一般質問 

９ ３月１０日 金 
○一般質問 

○予算発言（質疑）通告書提出期限（正午） 

１０ ３月１１日 土 
休 会  （閉庁日） 

１１ ３月１２日 日 

１２ ３月１３日 月 委員会 ○常任委員会 

１３ ３月１４日 火 休 会  

１４ ３月１５日 水 委員会 ○予算特別委員会 

１５ ３月１６日 木 

休 会 

 

１６ ３月１７日 金  

１７ ３月１８日 土 
 （閉庁日） 

１８ ３月１９日 日 

１９ ３月２０日 月  （議事整理日） 

２０ ３月２１日 火  （閉庁日） 

２１ ３月２２日 水 本会議 

○議案審議（委員長報告、討論、採決） 

○追加議案審議（説明、質疑、委員会付託省
略、討論、採決） 

○散会 
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令和５年壱岐市議会定例会３月会議 上程案件及び議決結果一覧（1/2） 

番 号 件    名 
結   果 

審査付託 本会議 

承認第１号 議案の撤回について － 
承 認 

（３／７） 

議案第３号 

壱岐市行政手続における特定の個人を識別するための番号

の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個

人情報の提供に関する条例の一部改正について 

総務文教厚生常任委員会 

可 決 
原案のとおり可決

（３／22） 

議案第４号 
壱岐市個人情報の保護に関する法律施行条例の制定につい

て 

総務文教厚生常任委員会 

可 決 
原案のとおり可決

（３／22） 

議案第５号 
壱岐市職員の分限に関する手続及び効果に関する条例の一

部改正について 

総務文教厚生常任委員会 

可 決 
原案のとおり可決

（３／22） 

議案第６号 
壱岐市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正につい

て 

総務文教厚生常任委員会 

可 決 
原案のとおり可決

（３／22） 

議案第７号 
こども家庭庁設置法の施行に伴う関係条例の整備に関する

条例の制定について 

総務文教厚生常任委員会 

可 決 
原案のとおり可決

（３／22） 

議案第８号 

壱岐市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに

特定子ども・子育て支援施設等の運営に関する基準を定め

る条例の一部改正について 

総務文教厚生常任委員会 

可 決 
原案のとおり可決

（３／22） 

議案第９号 
壱岐市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定

める条例の一部改正について 

総務文教厚生常任委員会 

可 決 
原案のとおり可決

（３／22） 

議案第10号 
壱岐市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基

準を定める条例の一部改正について 

総務文教厚生常任委員会 

可 決 
原案のとおり可決

（３／22） 

議案第11号 壱岐市福祉医療費の支給に関する条例の一部改正について
総務文教厚生常任委員会 

可 決 
原案のとおり可決

（３／22） 

議案第12号 壱岐市出産祝金支給条例の一部改正について 
総務文教厚生常任委員会 

可 決 
原案のとおり可決

（３／22） 

議案第13号 壱岐市国民健康保険条例の一部改正について 
総務文教厚生常任委員会 

可 決 
原案のとおり可決

（３／22） 

議案第14号 
壱岐市公共下水道事業受益者負担に関する条例の廃止につ

いて 

産業建設常任委員会 

可 決 
原案のとおり可決

（３／22） 

議案第15号 
壱岐市公共下水道区域外流入に関する条例の一部改正につ

いて 

産業建設常任委員会 

可 決 
原案のとおり可決

（３／22） 

議案第16号 
第２期壱岐市子ども・子育て支援事業計画（中間見直し）

の策定について 
－ 

撤 回 

（３／７） 

議案第17号 公有水面埋立について 
産業建設常任委員会 

可 決 
原案のとおり可決

（３／22） 

議案第18号 令和４年度壱岐市一般会計補正予算（第１２号） 
予算特別委員会 

可 決 
原案のとおり可決

（３／22） 

議案第19号 
令和４年度壱岐市国民健康保険事業特別会計補正予算（第

４号） 

総務文教厚生常任委員会 

可 決 
原案のとおり可決

（３／22） 

議案第20号 
令和４年度壱岐市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第

１号） 

総務文教厚生常任委員会 

可 決 
原案のとおり可決

（３／22） 
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令和５年壱岐市議会定例会３月会議 上程案件及び議決結果一覧（2/2） 

番 号 件    名 
結   果 

審査付託 本会議 

議案第21号 令和４年度壱岐市介護保険事業特別会計補正予算（第３号）
総務文教厚生常任委員会 

可 決 
原案のとおり可決

（３／22） 

議案第22号 令和４年度壱岐市下水道事業特別会計補正予算（第３号）
産業建設常任委員会 

可 決 
原案のとおり可決

（３／22） 

議案第23号 令和４年度壱岐市水道事業会計補正予算（第４号） 
産業建設常任委員会 

可 決 
原案のとおり可決

（３／22） 

議案第24号 令和５年度壱岐市一般会計予算 
予算特別委員会 

可 決 
原案のとおり可決

（３／22） 

議案第25号 令和５年度壱岐市国民健康保険事業特別会計予算 
総務文教厚生常任委員会 

可 決 
原案のとおり可決

（３／22） 

議案第26号 令和５年度壱岐市後期高齢者医療事業特別会計予算 
総務文教厚生常任委員会 

可 決 
原案のとおり可決

（３／22） 

議案第27号 令和５年度壱岐市介護保険事業特別会計予算 
総務文教厚生常任委員会 

可 決 
原案のとおり可決

（３／22） 

議案第28号 令和５年度壱岐市下水道事業特別会計予算 
産業建設常任委員会 

可 決 
原案のとおり可決

（３／22） 

議案第29号 令和５年度壱岐市三島航路事業特別会計予算 
総務文教厚生常任委員会 

可 決 
原案のとおり可決

（３／22） 

議案第30号 令和５年度壱岐市農業機械銀行特別会計予算 
産業建設常任委員会 

可 決 
原案のとおり可決

（３／22） 

議案第31号 令和５年度壱岐市水道事業会計予算 
産業建設常任委員会 

可 決 
原案のとおり可決

（３／22） 

要望第１号 会計年度任用職員の不安定雇用問題に対する緊急要望書 
総務文教厚生常任委員会 

不採択 
不採択 

（３／22） 

要望第２号 

「第２期壱岐市子ども・子育て支援事業計画」の中間見直

しに対する壱岐市議会基本条例第１３条の規定に基づいた

慎重な審議を求める要望 

総務文教厚生常任委員会 

不採択 
不採択 

（３／22） 

諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦について 省 略 
了 承 

（３／22） 

諮問第２号 人権擁護委員候補者の推薦について 省 略 
了 承 

（３／22） 

発議第１号 壱岐市議会の個人情報の保護に関する条例の制定について 省 略 
原案のとおり決定

（３／22） 

 

 

 

 

 



- 4 - 

令和５年壱岐市議会定例会３月会議 上程及び議決件数 

市長提出 上程 可決 否決 撤回 継続  議員発議 上程 可決 否決 継続

条例制定、 

一部改正、廃止 
１３ １３ 

 発議 (条例制定)
   (一部改正)

１ １ 

予算 １４ １４ 
 

発議（意見書） 
  

その他  ５  ４ 
 

１ 決議・その他   

報告   
 

計 １ １ 

決算認定 
 (内前回継続) 

  
 請願・陳情等 

 (内前回継続) 
２  ２

計 ３２ ３１  １ 計 ２  ２  
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令和５年壱岐市議会定例会３月会議 一般質問一覧表 

月日 順序 議 員 氏 名 質  問  事  項 ページ

３
月
８
日
（
水
） 

１ 武原由里子 

こども家庭センター「いきいろ」の新設を契機とした壱岐

市のこども政策の再構築について 

82～94
壱岐市自治基本条例の視点を反映させた行政計画の効果検

証ならびに情報公開と市民参画について 

壱岐市職員のコンプライアンス（規範意識の高揚・法令遵

守）徹底に向けた研修体制について 

２ 土谷 勇二
新型コロナウイルス感染症について 

95～105
農業振興について 

３ 赤木 貴尚 令和５年度予算について 105～117

４ 中原 正博 
壱岐市防災訓練について 

118～126
令和５管理年度太平洋クロマグロWCPFC漁獲枠について 

３
月
９
日
（
木
） 

５ 山川 忠久 
動物愛護について 

128～138
ヤングケアラーについて 

６ 山口 欽秀 

壱岐クリーンエネルギー株式会社が行った寄付金行為に対

する市長、壱岐市の責任を問う 

138～150壱岐クリーンエネルギー株式会社の今後の経営のあり方に

ついて 

学校給食に有機米、有機野菜の使用の取り組みを 

７ 植村 圭司 

精神科入院病床０への対応は 

150～162壱岐空港整備方針の早期決定を 

市長希求の「エンゲージメント」とは何か 

８ 清水  修 

屋内でのマスク着用が個人に委ねられることについて 

163～172
民間の認定こども園の開園事業が遅れていることについて 

スポーツ合宿等誘致に向けての展望について 

壱岐市定住促進奨学資金償還補助金の創設について 

３
月
10
日
（
金
）

９ 市山  繁

壱岐市の婚活事業について 

175～185民生委員、児童委員の活動費の増額について 

芦辺町イオンの前面道路の横断歩道の設置について 

10 森  俊介
壱岐市公式ラインについて 

185～195
ペーパーレスについて 
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 

令和５年 壱 岐 市 議 会 定 例 会 ３ 月 会 議 会 議 録（第１日） 

 

議事日程（第１号） 

                    令和５年３月２日 午前10時00分開議 

日程第１ 会議録署名議員の指名 
14番 市山  繁 

15番 土谷 勇二 

日程第２ 審議期間の決定 21日間 決定 

日程第３ 諸般の報告 議長 報告 

日程第４ 施政方針 市長 説明 

日程第５ 議案第３号 

壱岐市行政手続における特定の個人を識別

するための番号の利用等に関する法律に基

づく個人番号の利用及び特定個人情報の提

供に関する条例の一部改正について 

市民部長 説明 

日程第６ 議案第４号 
壱岐市個人情報の保護に関する法律施行条

例の制定について 
総務部長 説明 

日程第７ 議案第５号 
壱岐市職員の分限に関する手続及び効果に

関する条例の一部改正について 
総務部長 説明 

日程第８ 議案第６号 
壱岐市職員の特殊勤務手当に関する条例の

一部改正について 
総務部長 説明 

日程第９ 議案第７号 
こども家庭庁設置法の施行に伴う関係条例

の整備に関する条例の制定について 
市民部長 説明 

日程第10 議案第８号 

壱岐市特定教育・保育施設及び特定地域型

保育事業並びに特定子ども・子育て支援施

設等の運営に関する基準を定める条例の一

部改正について 

市民部長 説明 

日程第11 議案第９号 

壱岐市家庭的保育事業等の設備及び運営に

関する基準を定める条例の一部改正につい

て 

市民部長 説明 

日程第12 議案第10号 

壱岐市放課後児童健全育成事業の設備及び

運営に関する基準を定める条例の一部改正

について 

市民部長 説明 

日程第13 議案第11号 
壱岐市福祉医療費の支給に関する条例の一

部改正について 
市民部長 説明 

日程第14 議案第12号 
壱岐市出産祝金支給条例の一部改正につい

て 
市民部長 説明 

日程第15 議案第13号 
壱岐市国民健康保険条例の一部改正につい

て 
保健環境部長 説明 

日程第16 議案第14号 
壱岐市公共下水道事業受益者負担に関する

条例の廃止について 
建設部長 説明 
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日程第17 議案第15号 
壱岐市公共下水道区域外流入に関する条例

の一部改正について 
建設部長 説明 

日程第18 議案第16号 
第２期壱岐市子ども・子育て支援事業計画

（中間見直し）の策定について 
市民部長 説明 

日程第19 議案第17号 公有水面埋立について 農林水産部長 説明 

日程第20 議案第18号 
令和４年度壱岐市一般会計補正予算（第１２

号） 
財政課長 説明 

日程第21 議案第19号 
令和４年度壱岐市国民健康保険事業特別会

計補正予算（第４号） 
保健環境部長 説明 

日程第22 議案第20号 
令和４年度壱岐市後期高齢者医療事業特別

会計補正予算（第１号） 
保健環境部長 説明 

日程第23 議案第21号 
令和４年度壱岐市介護保険事業特別会計補

正予算（第３号） 
保健環境部長 説明 

日程第24 議案第22号 
令和４年度壱岐市下水道事業特別会計補正

予算（第３号） 
建設部長 説明 

日程第25 議案第23号 
令和４年度壱岐市水道事業会計補正予算

（第４号） 
建設部長 説明 

日程第26 議案第24号 令和５年度壱岐市一般会計予算 財政課長 説明 

日程第27 議案第25号 
令和５年度壱岐市国民健康保険事業特別会

計予算 
保健環境部長 説明 

日程第28 議案第26号 
令和５年度壱岐市後期高齢者医療事業特別

会計予算 
保健環境部長 説明 

日程第29 議案第27号 
令和５年度壱岐市介護保険事業特別会計予

算 
保健環境部長 説明 

日程第30 議案第28号 令和５年度壱岐市下水道事業特別会計予算 建設部長 説明 

日程第31 議案第29号 
令和５年度壱岐市三島航路事業特別会計予

算 
総務部長 説明 

日程第32 議案第30号 
令和５年度壱岐市農業機械銀行特別会計予

算 
農林水産部長 説明 

日程第33 議案第31号 令和５年度壱岐市水道事業会計予算 建設部長 説明 

日程第34 要望第１号 
会計年度任用職員の不安定雇用問題に対す

る緊急要望書 
 

日程第35 要望第２号 

「第２期壱岐市子ども・子育て支援事業計

画」の中間見直しに対する壱岐市議会基本

条例第１３条の規定に基づいた慎重な審議

を求める要望 

 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

（議事日程第１号に同じ） 
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────────────────────────────── 

出席議員（15名） 

１番 森  俊介君       ２番 樋口伊久磨君 

３番 武原由里子君       ４番 山口 欽秀君 

５番 中原 正博君       ６番 山川 忠久君 

７番 植村 圭司君       ８番 清水  修君 

９番 赤木 貴尚君       10番 音嶋 正吾君 

11番 小金丸益明君       13番 中田 恭一君 

14番 市山  繁君       15番 土谷 勇二君 

16番 豊坂 敏文君                 

────────────────────────────── 

欠席議員（なし） 

────────────────────────────── 

欠  員（１名） 

────────────────────────────── 

事務局出席職員職氏名 

事務局長    山川 正信君   事務局次長 平本 善広君 

事務局係長   折田 浩章君                

────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

市長  白川 博一君  副市長  眞鍋 陽晃君 

教育長  久保田良和君  総務部長  久間 博喜君 

企画振興部長  中上 良二君  市民部長  西原 辰也君 

保健環境部長  﨑川 敏春君  建設部長  増田  誠君 

農林水産部長  谷口  実君  教育次長  塚本 和広君 

消防本部消防長  山川  康君  総務課長  平田 英貴君 

財政課長  原  裕治君  会計管理者  篠崎 昭子君 

 

午前10時00分開議 

○議長（豊坂 敏文君）  皆さん、おはようございます。 

 会議に入る前に、あらかじめ御報告いたします。壱岐新聞社ほか２名の方から、報道取材のた

め撮影機材等の使用の申出があり、許可をいたしております。 
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 ただいまの出席議員は１５名であり、定足数に達しております。 

 ただいまから令和５年壱岐市議会定例会３月会議を開きます。 

 これより本日の会議を開きます。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１．会議録署名議員の指名 

○議長（豊坂 敏文君）  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 ３月会議の会議録署名議員は、会議規則第８８条の規定により、１４番、市山繁議員、１５番、

土谷勇二議員を指名いたします。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第２．審議期間の決定 

○議長（豊坂 敏文君）  日程第２、審議期間の決定を議題とします。 

 ３月会議の審議期間は、本日から３月２２日までの２１日間とし、審議期間の日程につきまし

ては、タブレットに配信のとおりにしたいと思います。これに異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  異議なしと認めます。よって、３月会議の審議期間は、本日から３月

２２日までの２１日間と決定いたしました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第３．諸般の報告 

○議長（豊坂 敏文君）  日程第３、諸般の報告を行います。 

 諸般の報告については、タブレットに配信のとおりでございます。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第４．施政方針 

○議長（豊坂 敏文君）  日程第４、施政方針の説明を行います。白川市長。 

〔市長（白川 博一君） 登壇〕 

○市長（白川 博一君）  おはようございます。施政方針を申し上げます。 

 本日ここに、令和５年壱岐市議会定例会３月会議の開催に当たり、市政運営について所信の一

端を申し述べますとともに、令和５年度当初予算案、市政の重要事項等について、その概要を御

説明申し上げ、議員各位並びに市民皆様の御理解と御協力を賜りたいと存じます。 

 初めに、去る２月９日、壱岐市立郷ノ浦中学校軟式野球部が、令和４年度長崎県スポーツ教育

長顕彰のスポーツ奨励顕彰を受賞いたしました。郷ノ浦中学校野球部は、第１９回九州中学生選

抜軟式野球大会での優勝など、好成績が高く評価されたものであります。 

 さて、令和２年３月１４日、本市において新型コロナウイルス感染者が初めて確認されてから
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３年が経過しようとしております。政府においては、新型コロナの感染症法上の位置づけを、

５月８日に季節性インフルエンザ等と同じ５類に移行することを見据え、屋内では原則として推

奨していたマスクの着用を３月１３日から個人の判断に委ねることとされました。しかしながら、

皆様御承知のとおり、感染のリスクがゼロになったわけではなく、これから春休みや年度末、年

度初めを迎え、人と人との交流がより活発となることで感染の再拡大も懸念されますので、特に

御高齢の方や重症化リスクの高い方は、感染から自身を守るための基本的な感染防止対策の徹底

をお願いいたします。 

 次に、少子化対策について申し上げます。 

 国においては、次元の異なった少子化対策を表明しておりますが、去る２月２８日、厚生労働

省が人口動態統計速報を公表し、令和４年の出生数は７９万９,７２８人で、１８９９年の統計

開始以来、初めて８０万人を下回りました。これは、国立社会保障・人口問題研究所の将来予測

よりも１１年早く少子化が進んでいることになります。本市においても、平成２８年２１５人で

あった出生数が、令和３年１４５人、令和４年は１０７人と激減しており、少子化対策は喫緊の

課題であります。 

 具体的には基本目標の中で述べますが、結婚、妊娠、出産、子育て、保育、医療、給食費等に

相応の支援をし、危機感を持って少子化対策に取り組みます。 

 ＳＤＧｓについては、本市に暮らす皆様が豊かで自分らしい暮らしが実現できる持続可能な社

会の実現を目指して積極的に推進しておりますが、人口減少・超高齢化が進行し、急激に社会情

勢が変化する中で、未来に向けた希望を抱きにくい状況になっております。本市では、これまで

築いてきた「対話型のまちづくり」をさらに強化していくことで社会の変化に適応しながら、住

み続けたい地域を自らの手で創造していく市民皆様の挑戦をサポートする共創の仕組みを確立し、

市民皆様一人一人が抱える「個人の課題」の延長としての「社会の課題」を設定し、誰もがまち

づくりに参加できる仕組みを構築してまいります。 

 次に、本市と日本郵便株式会社の包括連携協定及び３月１日に締結したエンゲージメントパー

トナー協定に基づき、日本郵便株式会社と慶應義塾大学ＳＦＣ研究所が連携して取り組む日本郵

便社会イノベーションのプロジェクトメンバーである社員１名を地域活性化起業人として受け入

れます。日本郵便社会イノベーションプロジェクトは、現場での実践的な研究活動を通じ、社会

課題の解決を実現できる人材を育成する新たな仕組みであり、本市の研究活動が、日本郵便が目

指す地方創生の実現に寄与することを期待いたしております。 

 次に、本年度の壱岐市長特別表彰について、去る２月２４日に、個人９名及び１団体を表彰い

たしました。 

 第４７回「ごはん・お米とわたし」作文・図画コンクールの郷ノ浦中学校１年、下村翔渉さん、
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第３８回防火ポスターコンクールの石田中学校２年、田町日渚さん、ＪＯＣジュニアオリンピッ

クカップ陸上競技大会の郷ノ浦中学校３年、長岡美桜さん、第１８回都道府県対抗全日本中学生

女子ソフトボール大会の勝本中学校３年、今田希美さん、同じく勝本中学校３年、篠﨑柚陽さん、

第４４回全国中学校軟式野球大会の勝本中学校野球部の皆さん、第７５回全国高等学校陸上競技

対抗選手権大会の壱岐高校２年、竹下紘夢さん、第３４回全国健康福祉祭神奈川大会ねんりんピ

ックかながわ２０２２陸上競技の勝本町、松山サチ子さん、同じく卓球競技の郷ノ浦町、古田早

苗さん、並びに郷ノ浦町、日保光子さんを表彰いたしました。本年度は幅広い世代において、目

を見張る御活躍に心から感銘を受けたところであります。 

 受賞された皆様に心からお慶び申し上げますとともに、今後のさらなる御活躍を期待いたしま

す。 

 それでは、第３次壱岐市総合計画の基本目標に沿って申し上げます。 

 基本目標１、希望の仕事があり安心して働くことができ、起業もできるについて。 

 農業については、水稲、肉用牛を主体に、施設園芸、葉たばこ、露地野菜、花き類の産地化に

取り組んでおりますが、地域の担い手への利用集積を進め、集落営農により農業の維持・発展を

図ることといたしております。 

 担い手対策については、地域の中心体となる経営体として、現在、認定農業者２８９経営体、

法人経営体５０経営体、集落営農法人３０組織となっております。令和３年度に効率的な農地利

用を目的に策定した「人・農地プラン」を基に、目指すべき将来の農地利用の姿を明確化する地

域計画を令和５年から６年度で作成することといたしております。その実現に向けて、地域農業

の担い手となる新規就農者や認定農業者、集落営農組織など多様な担い手の確保に努め、農地の

利用集積や農業経営の規模拡大などに適応したスマート農業を取り入れ、引き続き経営安定に向

けた取組を行ってまいります。 

 施設園芸については、複合部門の重要な作物である野菜、花き、果樹等は、高生産性・高収益

が期待できる作物であり、特にアスパラガスについては、１６年連続県下トップの成績を維持し

ております。 

 畜産振興については、優良系統牛への更新と増頭に対する支援を継続し、肥育素牛の導入の支

援を行ってまいります。 

 ２月に開催された子牛せり市では、平均価格が１２月子牛市より５万３,０００円安の６０万

５,０００円と、厳しい中でも６０万円台を維持することができました。 

 また、本年１月末現在における繁殖牛飼育農家数は５７４戸で、前年度末比１７戸減少したも

のの、飼養頭数は１７頭増の６,０６１頭となっております。 

 ウクライナ情勢による資材、飼料価格等の高騰により、農業経営が厳しくなっていることから、
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農業生産価格の高騰対策の支援を引き続き行ってまいります。 

 土地基盤整備事業については、令和３年度から木田地区において区画整備工事に着工しており、

区画整理を契機として、経営体の体質強化、農地の集約集団化の拡大、省力化で低コスト営農の

確立を図り、高収益作物への転換と水田のフル活用による所得向上を目指してまいります。 

 次に、水産業の振興については、令和４年４月から令和５年１月までの市全体の漁獲量、漁獲

高を前年と比較いたしますと、漁獲量は１,６８５トン、１２.１％の減、漁獲高は１９億

９,０００万円の２２.１％増と、漁獲量は減少しておりますが、漁獲高は増加しております。こ

れは、春先から夏場にかけてケンサキイカ漁が好調であったことが主な要因でありますが、年末

年始におけるブリ、イカ類の漁獲の低調、新型コロナウイルス感染症の影響による全体的な魚価

の下落等に加え、資源の減少、漁場環境の悪化等による不漁、生産コストの高止まり、漁業者の

高齢化並びに後継者不足など、漁業者及び漁協の経営は依然として厳しい状況が続いております。 

 このような中、漁業用燃油については単価が高騰し、漁業者の経営を圧迫していることから、

漁業者の経営維持及び本市水産業の維持・存続を目的として、燃油１リットル当たり１０円の補

助を継続するとともに、漁業用資材等の物価高騰対策として、発泡スチロール箱と氷に対して支

援することとし、所要の予算を計上しております。 

 水産業の振興を図るため、市単独事業としては、本市水産業の重点課題と捉えている磯焼け対

策をさらに強化するため、引き続き磯根資源回復促進事業を実施するとともに、壱岐市磯焼け対

策協議会を中心に積極的な取組を進めてまいります。 

 また、離島輸送コスト支援事業、離島漁業再生支援交付金をはじめとする国・県の事業につい

て、今後もこれらの制度を積極的に活用いただき、漁業・漁村の活性化につなげていただくこと

を期待しております。 

 次に、市営漁港整備については、漁港施設機能の充実及び利便性の向上を図るため、初山漁港

初瀬地区の防風柵設置のための突堤及び岸壁取付整備に係る費用並びに久喜漁港臨港道路の機能

保全対策工事に係る予算を計上いたしております。 

 郷ノ浦港整備については、県において進められている浮き桟橋等整備が令和６年度末に完成予

定となっており、同時期にターミナル、駐車場等の再編整備を完了し、供用開始を図るため、

ターミナルビル整備設計、駐車場等整備測量設計及び駐車場等整備工事に係る予算を計上してお

ります。 

 勝本港整備については、県において黒瀬地区物揚場等整備が進められ、物揚場背後に埋立土搬

入が可能となったことから、埋立工事に係る予算を計上いたしております。 

 芦辺漁港整備については、県において進められている浮き桟橋等整備が令和５年度末に完成予

定となっており、同時期にターミナル、駐車場等の再編整備を完了し、供用開始を図るため、
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ターミナルビル改修工事及びターミナル周辺整備工事に係る予算を計上いたしております。 

 次に、商工業を取り巻く環境は、新型コロナウイルス感染症の影響に加え、燃油高騰の影響に

より、あらゆる物資が値上がりし、非常に厳しい状況にあります。そのような中、ウィズコロナ

として飲食需要の回復及び物価高騰に対する市民生活の一助となるよう、昨年１２月には物価高

騰対策プレミアム付き商品券を発行し、２月には第３回となるキャッシュレス消費喚起対策事業

を実施いたしました。商品券事業については、累計販売数５万９,０１０セット、販売率

９８.３５％、約２億３,６００万円の経済効果が見込めたものと考えております。キャッシュレ

ス消費喚起対策事業については、速報値で、ポイント付与額が対前年比１４６％と前回を大きく

上回る見込みとなっております。 

 次に、本市の優れた食材を大都市圏へ販売する壱岐市ふるさと商社について、新型コロナウイ

ルスの感染拡大により、業績は大変厳しい状況でありましたが、本年度はコロナ禍前の売上げを

上回る予測であります。上向きの要因といたしましては、都市部の飲食店からの需要の回復並び

にコロナ禍においても可能な範囲で営業活動を継続してきた成果であると捉えております。 

 本年４月からは、令和４年度に引き続き、本市の観光・物産プロモーションを東京、大阪、福

岡で開催することといたしており、各壱岐の会をはじめ関係皆様の御協力を賜りながら、本市の

ＰＲに努めてまいります。 

 雇用の創出につきましては、昨年度、市内の高等学校を卒業した生徒数は２１６名で、そのう

ち市内就職２６名、市内進学１名、合計２７名、１２.５％の生徒が本市に残っております。 

 本市では人口流出に歯止めをかけるべく、昨年１０月には高校教員向けの市内企業訪問活動を、

１１月には高校生向けに市内企業説明会を実施し、身近にある企業の事業内容を知ることにより、

将来的なＵターンを含む市内就職の推進を積極的に行っております。 

 そのような中、本年２月１日に保険業務の壱岐コールセンターを開設いただいた株式会社ＮＨ

Ｓ様の壱岐市進出は、雇用の場の創出はもとより地域経済の活性化に大きく期待できるものであ

ります。今後も、長崎県産業振興財団等の関係機関との連携を図り、良質な雇用の場の確保に向

けた企業誘致の取組を積極的に進めてまいります。 

 また、壱岐市内で新たに１年間就業した就職者に壱岐市就職奨励金を、雇用した事業所にふる

さと就職支援事業補助金をそれぞれ支給しており、本年度５０名、２５事業所の方々に本制度を

活用していただく見込みとなっております。今後も市内での就業の動機づけとなるよう本制度に

ついて積極的に周知を図り、定住人口の確保に努めてまいります。 

 次に、壱岐市消費生活センターでは、本年度から毎月各戸配布で「消費生活センターだより」

を発行し、様々な被害の未然防止に努めるとともに、本センターを知ってもらうことで被害の泣

き寝入りを防ぐ活動を展開いたしております。本年度の相談件数は既に８０件を超え、昨年度の
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実績を上回っております。最も多い相談はインターネットを介した通信販売ですが、中には高齢

者を狙って不当に金銭を要求する事案や相手に好意があるように装い金銭を要求する事案など、

非常に悪質で巧妙な手口の詐欺行為も発生いたしております。 

 市民皆様におかれましては、被害の未然防止に努めていただきますとともに、おかしいと思っ

たら悩まず、まずは商工振興課内に設置している壱岐市消費生活センターへ御相談いただきます

ようお願いいたします。 

 観光業については、令和４年は、コロナ禍後、初めてとなる行動制限のないゴールデンウィー

ク、夏休み、年末年始を迎え、感染防止対策と社会経済活動の両立を図るウィズコロナ期に突入

したものと考えております。 

 本市への観光客数を推計する上で重要な指標である九州郵船とＯＲＣの乗降客数は４９万

４,０１３人、対前年比１３０％でありましたが、一方でコロナ禍前の令和元年と比較いたしま

すと６７.３％にとどまっております。 

 この数字が示すように、コロナ禍で激減した観光需要は徐々に回復しておりますが、これは、

昨年１０月１１日に開始された全国旅行支援に加え、壱岐市プレミアム付き宿泊券発行事業、ツ

アー造成支援事業など、本市独自の観光需要喚起対策の実施効果等による一時的なものと捉えて

おり、本格的な回復に至っていないと認識しております。 

 このことから、全国旅行支援終了後、切れ目なく、本市独自の観光需要喚起対策として壱岐市

プレミアム付き宿泊券発行事業、令和２年度から実施している「行っ得クーポン券」付与事業の

継続実施、そして初の試みとして、対馬市との連携による団体ツアーの誘致獲得に向けた「壱岐

市・対馬市」周遊ツアー送客支援事業など、即効性の高い施策に積極的に取り組んでまいります。 

 本市の主要観光施設である「壱岐イルカパーク＆リゾート」の入園者数はコロナ禍により大き

く落ち込んでおりましたが、本市の観光需要回復と比例し徐々に回復しており、本年度の入園者

数は１月末時点で２万１,９８４人の対前年度比４０％増となっております。 

 一方、残念な出来事として、２月２７日にイルカの死亡が確認されました。当個体は、２月に

入り肝臓値が上昇したことから、獣医師常駐の下、健康観察及び投薬による治療を行っておりま

したが死亡に至り、現在、死因を特定するため細胞を採取し、精密検査を依頼しております。 

 今後も本市の主要観光施設として、指定管理者とともにさらなるサービスの充実を図り、より

多くの皆様が足を運んでいただけるよう努めてまいります。 

 次に、新たな交流人口創出の仕掛けづくりとして、日本トップクラスの美術大学である武蔵野

美術大学癩癩通称ムサビでございますが癩癩と地方創生事業に取り組むＡＮＡあきんど株式会社

との産学官連携による「滞在型観光促進プロジェクト事業」を実施することといたしております。

これは、武蔵野美術大学の学生による本市での作品制作活動のほか、小学生等との教育交流プロ
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グラムを実施する全国初となる取組であり、本事業による交流人口創出にとどまらない多元的効

果を期待しております。 

 また、実業団等の合宿誘致につきましては、国内トップクラスの女子プロバスケットボール

チームの三菱電機コアラーズ、ＥＮＥＯＳサンフラワーズ、陸上競技では、本市出身の濱田征司

監督率いるＹＫＫ陸上競技部、スターツコーポレーション株式会社陸上競技部、日立女子陸上競

技部、駿河台大学陸上競技部の名門４チームの壱岐合宿が実現し、合宿期間中には市内小中学生

等を対象としたクリニックを開催いただくなど、将来を担う子どもたちに、一流に学ぶすばらし

い機会を提供いただいております。選手及びスタッフの皆様からは合宿地として高評価を頂いて

おり、今後も引き続き積極的なスポーツ合宿誘致に努めてまいります。 

 また、文化系合宿誘致につきましては、県立佐世保東翔高等学校の吹奏楽部の皆様に御来島い

ただき、去る２月２５日に壱岐の島ホールにおいて、「ふるさとコンサート」と題したチャリテ

ィーコンサートを開催いただきました。 

 同校吹奏楽部の顧問である中村明夫先生は、教員として最初の勤務地が本市であったことが御

縁で今回の合宿が実現したものであります。当日のコンサートでは、壱岐商業高校、郷ノ浦中学

校の各吹奏学部、壱岐市消防音楽隊「ハミングバーズ」との合同演奏のほか、本コンサートに合

わせ、大分市から４人のウクライナ避難民の方々が来場されるなど、有意義な機会を提供いただ

いたところであります。 

 次に、基本目標２、結婚・出産・子育て・教育の希望がかなうについてでありますが、令和

４年中における本市の婚姻届受理件数は７５件となっており、コロナ禍であった令和２年の

５５件、令和３年の６３件と比較すると回復傾向が見えております。しかしながら、令和４年中

の出生数は過去最少となる１０７人であり、これは近年の婚姻数の減少が大きく起因しているも

のと捉えており、婚姻数の増加を図ることは喫緊の課題であると認識いたしております。 

 結婚支援に係る具体的な取組として、壱岐市ふれあい交流事業補助金の拡充を図り、独身男女

が参加するイベント開催の支援を行うことで出会いの機会を創出し、島全体の結婚機運の上昇に

つなげてまいります。 

 また、令和３年に実施された出生動向基本調査によると、職場や友人を介した結婚が減り、Ｓ

ＮＳやマッチングアプリといったインターネットサービスを利用して知り合った夫婦が最近の結

婚の１３.６％を占めるとされていることから、結婚希望者には長崎県婚活サポートセンターが

実施するお見合いシステムへの登録を推進してまいります。 

 令和４年度から新たな取組として実施している壱岐市商工会女性部が中心となった婚活支援に

継続して取り組むとともに、結婚新生活支援事業及び成婚奨励金事業を引き続き実施し、結婚の

希望をかなえるための支援に取り組んでまいります。 
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 次に、現在、郷ノ浦庁舎の市民部こども家庭課に設置している「子ども家庭総合支援拠点（児

童福祉）」と芦辺庁舎の保健環境部健康増進課に設置している「子育て世代包括支援センターい

きいろ（母子保健）」の両機能を維持した上で、統合と組織の見直しを行い、全ての妊産婦、子

育て世帯、子どもへ一体的な相談支援を行う機能を有する機関として「こども家庭センター（い

きいろ）」を、本年４月１日から市民部こども家庭課内に新たに設置し、併せて、こども家庭課

の課名を「いきいろ子ども未来課」といたします。 

 こども家庭センター（いきいろ）の設置により、児童福祉と母子保健の一体的な提供体制を構

築することで、結婚、妊娠、出産、その後の子どもの成長に寄り添い、これまで行ってきた健

診・相談に加え、支援の必要な子ども及び家庭の把握並びに情報共有が、これまで以上に可能と

なるものであります。各家庭の情報や問題等を保健師、子ども家庭支援員等が共有した上で、本

センター内において、特定妊婦、要支援児童等への支援並びに当該家庭への支援方針の検討及び

決定を迅速に行うことができ、適切な支援へいち早くつなぐことが可能となるものであります。 

 次に、出産・子育て支援の拡充について。 

 まず、出産祝金については、本市独自の子育て支援策である出産祝金について見直しを行い、

これまで第２子３万円、第３子以降１０万円の支給を、本年４月１日から、第２子１０万円、第

３子以降２０万円に増額し、子育て世帯の経済的支援の強化を図ってまいります。 

 出産・育児等の見通しを立てるための伴走型相談事業に加え、国、県の出産・子育て応援交付

金事業を活用し、妊産婦の妊娠届出時に５万円、出産後に５万円の合わせて１０万円の経済的支

援を行います。 

 さらに、本市独自の支援策「生まれてくれて“ありがとう”」事業として、３万円相当の出産

記念品の贈呈を行い、子どもの健やかな成長を応援する取組を行ってまいります。 

 また、本年４月１日から市内全保育施設を対象に、ゼロから２歳の第２子以降の保育料を完全

無償化といたします。現在、国の制度により、３歳から５歳児は保育料が無償化されており、今

回、本市独自の子育て支援策を講じることで、さらなる子育て世帯の負担軽減を図り、産み育て

やすい壱岐の島を目指してまいります。 

 長崎県子ども福祉医療費制度の見直しに伴い、本年４月から、現在の中学生までの医療費の助

成を高校生までに対象年齢を拡大し、子育て世帯への経済的な負担軽減と市民サービスの向上を

図ってまいります。 

 なお、これらの子育て支援策を強力に進める上で、関係条例の一部改正について議案を提出し、

所要の予算を計上しております。 

 次に、いきっこ留学制度については、年々留学生が増加し、令和４年度は延べ４２名の留学生

を受け入れております。 
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 本年４月からのいきっこ留学生は、募集期間終了後も全国各地から問合せや学校見学等に来島

され、その都度、受入れへの対応を行っており、里親留学１４名、孫戻し留学１名、親子留学

７名の計２２名が新たな留学生として入市いたします。現在、留学中の児童生徒のうち、継続さ

れる２３名を加えると４５名の予定であります。 

 本制度の開始から約５年が経過し、これまで留学生として受け入れた関係者からの声が口コミ

によって広がり、一層の宣伝効果が図られているものと感じており、今後も留学希望の内容等を

慎重に検討し、可能な限り受入れを行ってまいります。 

 次に、去る２月３日、本市の「田河小学校学校運営協議会・田河小学校サポート隊」が、令和

４年度「コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的推進」に係る文部科学大臣表彰を

受賞いたしました。これは、地域の子どもを対象にクリスマス装飾や門松作り、餅つきなど、季

節に合った様々なイベントを実施し、子どもの郷土愛を育み、伝統文化の継承を図ることを目的

とした活動が高く評価されたものであります。 

 また、三島小学校が、公益財団法人日本学校保健会による令和４年度全国健康づくり推進学校

優良校を受賞いたしました。三島小学校は児童数２名の極小規模校ですが、地域住民と共に健康

推進活動を行っており、特に長崎県のがん教育総合支援事業を活用した講話には地域住民も参加

するなど、地域の健康教育情報センターと言える役目を果たしていることが評価されたものであ

ります。 

 次に、学校教育について、壱岐市立小・中学校管理規則を改正し、令和５年度から学期及び休

業日を一部変更いたします。 

 今回の改正の狙いは、本市の子どもたちの学びを保障し、確かな学力を身につけさせるために

授業時間を確保することであります。 

 改正内容については、４月１日から８月３１日までとしていた第１学期を４月１日から８月

２４日までとし、９月１日から１２月３１日までとしていた第２学期を８月２５日から１２月

３１日までと変更いたしました。 

 また、学年始めの休業日について、４月１日から４月５日までを４月１日から４月６日までと

し、夏季休業日について、７月２１日から８月３１日までを７月２１日から８月２４日までとい

たしました。 

 学年始め休業日を１日延ばすことで、学校は、第１学期の始業式に十分な準備を整えて児童生

徒を迎え入れることができ、また、夏季休業日を１週間短縮し、授業日を４日増やすことで、こ

れまで以上に丁寧な教育活動が可能となるものであります。 

 次に、学校給食費の負担軽減についてであります。 

 学校給食は、児童生徒の心身の健全な発達及び食に関する正しい理解と適切な判断を養う上で



- 19 - 

重要な役割を果たしておりますが、物価の上昇傾向や国の栄養摂取基準の改正等、学校給食を取

り巻く環境は厳しく、現行の給食費では運営が困難になることが見込まれます。また、以前から

要望の多いパン食を令和５年度から実施するように計画しており、現行の給食費を改定しなけれ

ばならない状況にあります。このため、必要な改定額の試算を行ったところ、小学校で現在の

３,８００円から４,９００円に、中学校で現在の月額４,５００円から６,０００円へと大幅な増

額となる結果となりました。 

 しかしながら、少子化対策を進める上では増額改定ではなく、現行の給食費より、さらに減額

が必要と考え、学校給食費について、小学校月額２,０００円、中学校月額２,５００円といたし

ます。この金額は本来改定されるべき給食費の半額以下であり、現在の給食費の半額強となりま

す。軽減分については市が負担することとし、所要の予算を計上いたしております。 

 市立幼稚園の統廃合については、壱岐市子ども・子育て会議から提出された答申に基づき、勝

本町及び芦辺町の幼稚園の統廃合に向けた検討を進めるため、各幼稚園の保護者等の皆様を対象

に第１回目の説明会を開催いたしました。この説明会では、本市の幼稚園教育を取り巻く状況と

見通し等をお伝えし、今後、幼稚園はどうあったらよいのかの視点で保護者の御意見等を伺った

ところであります。頂いた御意見等を参考に、今後、協議及び検討を進めてまいります。 

 次に、市立幼稚園の預かり保育料及び副食費の無償化についてであります。 

 現在、市立幼稚園では、教育標準時間終了後の午後からの保育を希望する園児を預かり、幼児

の心身の健全な発達を図るとともに、保護者の子育てを支援することを目的とした預かり保育及

び一時預かり保育を実施しておりますが、その利用料について、令和５年度から無償といたしま

す。また、幼稚園において、おやつ代相当として副食費を負担いただいておりましたが、預かり

保育料と併せて無償といたします。 

 幼稚園における子育て支援策を講じることで、幼稚園を利用する保護者の負担軽減を図り、子

育て世帯が利用しやすい教育・保育環境の整備を行ってまいります。 

 次に、基本目標３、地域コミュニティが守られ、安心して健康に暮らせるについてであります。 

 地域が抱える課題への対応や市民皆様が主体となったまちづくりの実現に向けて進めているま

ちづくり協議会について、本年２月１日に田河まちづくり協議会が新たに設立され、これにより、

全１８校区中１４地域で設立されております。 

 また、芦辺小学校区においては、発起人を中心に地域の主要なメンバーで構成する幹事会が設

立されております。まちづくり協議会の設立に向けた準備が加速しているところであります。 

 引き続き、市民皆様が主体となる協働のまちづくりを実現するため、ＳＤＧｓ未来課及び地域

担当職員を中心に、まちづくり協議会設立に向けた一層の取組を進めてまいります。 

 次に、新型コロナウイルス感染症の流行により、市民皆様との対面での事業継続が困難な状況
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にありましたが、アフターコロナを踏まえ、市民皆様が健やかで心豊かな生活を送ることができ

る社会の実現を目指し、各種健診、相談、健康教室を引き続き実施するとともに、積極的に地域

へ出向き、新しい形の健康づくりの推進と、市民皆様の健康寿命の延伸に資する取組を進めてま

いります。 

 また、新型コロナウイルスワクチン接種については、本年４月以降も継続の方針となっており

ますので、引き続き、壱岐医師会の御支援の下、予防接種法に基づき安全に実施してまいります。 

 国民健康保険については、県が財政運営の責任主体であることから、所要額の通知を県から受

け、令和５年度の予算編成を行ったところであります。 

 県に納付する国民健康保険事業費納付金は、人口減少や社会保険適用事業所の拡大等による被

保険者の減少に伴い、昨年度より減少しておりますが、国保財政の運営は厳しい状況にあり、新

型コロナウイルス感染症や原油価格・物価高騰等の影響を勘案の上、基金からの繰入で不足分を

補填し、令和５年度における税率については据え置くこととしております。 

 また、健康保険法施行令の一部改正に伴い、出産育児一時金の額を５０万円に引き上げる国民

健康保険条例の一部改正について議案を提出いたしております。 

 後期高齢者医療制度については、運営主体である長崎県後期高齢者医療広域連合との連携の下、

被保険者皆様が適切な医療サービスを受けられるよう努めてまいります。 

 令和５年度から後期高齢者健康診査において、心電図検査を詳細健診として追加し、心不全や

心筋梗塞、脳梗塞等の循環器疾患を早期に発見し、早期治療及び重症化予防につなげてまいりま

す。 

 介護保険については、高齢者皆様が住み慣れた地域で安心して暮らし続けることができるよう、

医療、介護、介護予防、住まい、生活支援サービスを一体的に切れ目なく提供できる地域包括ケ

アシステムの充実及び深化に取り組んでまいります。 

 また、令和５年度は、第８期介護保険事業計画の最終年度となりますので、介護保険事業の進

捗状況の総点検と第９期計画の策定の準備を進めてまいります。 

 基本目標４、自然・歴史文化が調和した持続可能な社会基盤が整っているについてでございま

すが、まず、地域脱炭素に向けた取組についてであります。 

 頻繁に起こる豪雨、大型台風、熱波、山林火災、豪雪などの極端な気象災害により、多くの人

的・物的被害が地球規模で発生しております。本市においても、気候変動の影響は深刻であり、

重要な産業である漁業での漁獲量の著しい減少や、豪雨、大型台風等による被害など、毎年のよ

うに発生しております。 

 一方、市内の電力はほとんど火力発電に頼っており、また、公共交通の利便性の観点から自家

用自動車の利用が多く、そのほとんどが化石燃料車であります。このような状況の中、本市にお
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いて、気候変動の原因であるＣＯ２などの温室効果ガスの排出抑制に有効な再生可能エネルギー

の導入拡大に取り組んでいるところであります。 

 具体的には、再生可能エネルギーを水素貯蔵と組み合わせて有効に活用するための実証試験、

市有施設への太陽光発電設備導入、地域固有の有望な再生可能エネルギー資源である洋上風力発

電の導入可能性についての検討などを進めております。 

 洋上風力発電の導入可能性の検討については、導入可能性エリア案について、先行利用者並び

に市民皆様等と意見交換させていただいた結果を、本年３月に行われる検討協議会に提示し、導

入可能性エリアの最終的な判断を頂き、県等への情報提供を行うことといたしております。この

導入可能性エリアの設定が一つの区切りとはなりますが、市としましては、令和５年度以降も引

き続き、漁業者並びに市民皆様との対話を継続し、洋上風力発電について皆様と共に考えてまい

ります。 

 次に、本市では、令和３年４月、「壱岐市デジタル化推進本部」を設置し、デジタル技術を活

用した行政サービスの利便性向上並びに行政事務の業務効率化を図り、行政サービスのさらなる

充実・向上につなげるため、ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）の推進に積極的に取り

組んでおります。 

 また、令和４年度から導入した共同電算システムにより、５年間のリース期間の比較で約

５１％、４億３,０００万円以上の大幅な経費削減を実現することができました。 

 また、導入に合わせてコンビニ納付・電子納付を開始し、令和５年１月末現在の１０か月間の

実績で、納付書払いのうち、税関係が１６.７％、上下水道が４１.２％、全体で２万８,９６０件、

２億６,４２９万２,１５４円がコンビニまたは電子納付により納付されており、納付場所と利用

時間の拡大が、住民ニーズに合ったサービスとして実現できたものと考えております。 

 次に、デジタル本庁舎構想の実現についてですが、本市では、デジタルの活用により、４庁舎

分庁方式による行政サービスや事務の課題を解決し、スピード感のある市民サービスの実現及び

庁舎間の業務遂行・情報共有を図るため、デジタルコミュニケーションツール「Ｓｌａｃｋ」を

活用した「壱岐市テジタル本庁舎構想」に取り組んでおります。デジタルを活用した迅速な報告、

連絡、相談等の業務遂行、情報共有、業務の見える化等、既に災害時やイベントの際の利用で有

効性を実感しており、引き続き他の業務にも展開しつつ、全庁的な取組として住民サービスにつ

なげられるよう積極的な運用を図ってまいります。 

 一方、デジタルデバイド（情報格差）対策についてであります。 

 本市のマイナンバーカード申請率は、１月末現在７３.４６％、県下２１市町の中で第７位で

あります。今後の行政手続の活用に期待されるところでありますが、スマートフォンやマイナン

バーカードの連携、利用方法、電子申請等の手続には、高齢者の皆様をはじめ不慣れな方が多く
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おられますので、情報格差の解消、詐欺防止の対策等についても適切な対応ができるよう、民間

事業者と連携し、国や関係機関の支援による講習会やスマートフォン教室の開催を計画してまい

ります。 

 壱岐市ケーブルテレビについて、現在、データ放送システムの改修を進めており、本年３月中

に試験放送を実施し、４月から本放送が開始できる見込みとなっております。船便情報、天気予

報、市の新着情報等を提供するとともに、データ放送の内容の一部をスマートフォンの専用アプ

リと連携するなど、充実した情報提供が可能となるものであります。 

 次に、火災予防について、３月１日から７日までの１週間、春季全国火災予防運動を実施して

おります。空気が乾燥し、火災が発生しやすい時期であり、市民皆様には火の取扱いなど、十分

に御注意願います。 

 一方、近年の災害においては、複雑多様化、大規模化の傾向にあります。いつ起こるか分から

ない自然災害等に対し、今後も市消防団をはじめとする関係機関等との連携強化を図り、その対

応に当たってまいります。 

 また、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、これまで実施できなかった壱岐市防災訓

練について、その実施に向けて準備を進め、今後の災害対策に万全を期してまいります。 

 市道整備については、令和５年度当初予算において、国の補助事業により、道路改良事業１路

線、交通安全施設整備事業２路線、道路防災安全事業２路線、橋梁補修事業３橋を予定しており

ます。併せて起債事業の１５路線、単独事業１路線の整備費を計上しております。 

 また、急傾斜地崩壊対策事業として３地区、河川の浚渫事業として２河川の予算を計上してお

り、道路の整備と併せ、適切な維持管理に努めてまいります。 

 水道事業については、公営企業として将来にわたり持続可能な事業経営を維持するため、アセ

ットマネジメントに基づき、丸田水源の広域的活用など長期的な視点に立って施設整備を行い、

基盤強化を図るとともに、水道料金については、県内各市等の状況を鑑みながら必要な改定を行

ってまいります。 

 令和５年度以降についても水道施設運転監視・保守点検業務を委託し、民間ならではのコスト

意識や技術力で機器類等の予防保全的な維持管理により長寿命化を図り、重大事故を未然に防ぐ

ことでコスト縮減を図ってまいります。 

 下水道整備計画区域、漁業集落排水整備区域については、さらなる加入促進を図ってまいりま

す。 

 下水道事業特別会計については、国の公営企業会計の適用拡大に向けた取組に基づいて、令和

６年４月からの公営企業会計への移行に取り組んでまいります。 

 今後も、施設の維持管理を安定的に行っていくため、ストックマネジメント計画、機能保全計
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画に基づき、老朽化する施設の計画的な維持管理を実施し、施設の長寿命化を図ってまいります。 

 合併処理浄化槽設置整備事業については、令和５年度も、国、県の補助制度により１００基の

設置を予定いたしております。 

 今後も、汚水処理施設の整備により生活環境や住居環境の改善、海域や河川などの公共用水域

の水質保全を図ってまいります。 

 また、使用者負担の公平性を確保するため、公共下水と漁業集落排水の料金統一を図ってまい

ります。そのための前段として、壱岐市公共下水道事業受益者負担に関する条例の廃止について、

議案を提出いたしております。 

 公営住宅については、国の社会資本整備総合交付金事業を活用し、現在、永田団地の改修工事

を実施しております。今後も、壱岐市公営住宅等長寿命化計画に基づき、計画的に整備を図って

まいります。 

 文化財行政につきましては、令和３年度から実施している郷ノ浦町田中触に所在する車出遺跡

発掘調査は、令和４年度においても３万点を超える弥生時代の土器、石製品、金属器等が発見さ

れました。調査面積１００平方メートルの中で、これほど多くの遺物が出土していることは、弥

生時代当時の一支国の拠点が原の辻だけではないことを示しております。次年度も調査を継続し、

その成果を本市の貴重な歴史財産として活用を図ってまいります。 

 平成２年５月に開園した壱岐風土記の丘については、開園以来３３年間、壱岐島の民俗や古墳

の展示公開施設として管理運営を行ってまいりましたが、令和３年６月に開催した壱岐市文化財

展示施設再編計画検討委員会の結果を踏まえ、本年３月末で休園することといたします。今後は

閉園を視野に、当該用地の活用を検討してまいります。 

 次に、基本目標５、関係人口を増やし、壱岐への新しい人の流れをつくるでありますが、まず、

移住・定住の促進について。 

 本市の最重要課題である人口減少対策として、移住・定住の促進は大きなウェイトを占めてお

ります。これまで、ＵＩターン者に対する経済的支援やワンストップ相談窓口の設置に加え、長

崎県と連携した移住相談会及び東京事務所と連携した市単独での移住相談会の開催、さらには空

き家バンクの活用促進など、取組を強化してまいりました。その結果、市の相談窓口を介して転

入された移住者の数は、令和４年度に初めて１００名を超える状況となっております。 

 これまで、芦辺浦の市民団体「たちまち」の皆様と平成３１年２月に連携協定を結び、毎週土

曜日に同地区の拠点に「イエマチ」を開設し、地域おこし協力隊員が滞在して空き家活用や移住

相談に取り組んでおりましたが、同地区の空き家活用に一定の目途がついたこともあり、この

４月から「イエマチ」の活動拠点を勝本浦に移し、新たな展開を進めることといたしております。 

 また、本年４月から、新たに壱岐市定住促進奨学資金償還補助金を創設することとしており、
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若年層の定住促進と人材確保につなげてまいります。 

 次に、壱岐市東京事務所の新たな取組について申し上げます。 

 私は、市長就任以来、「市民皆様がイキイキと暮らし続けられる島にしたい」と思い続け、考

え続けてまいりました。そして、そのためには壱岐市に共感し、愛着を感じ、主体的に関わりを

持ってくれる人や企業を増やすことが重要であるとの確信に至ったところであります。 

 契機となりましたのは、平成２７年の富士フイルムビジネスイノベーション株式会社との連携

協定であります。その取組の一環として、地域創生の中間支援組織である一般社団法人壱岐みら

い創りサイトを立ち上げ、官民連携に力を入れてまいりました。 

 民間の考え方を積極的に取り入れ、全国でもいち早くテレワークやワーケーションを推進する

ことで、多くの企業や自治体に先進地視察として本市を訪れていただき、そのことがさらなる企

業や大学との連携へとつながっております。平成３０年には、本市が全国で初めてのＳＤＧｓ未

来都市の１つに選定され、現在では地域創生のモデルケースとして、全国でも知られる存在とな

っております。 

 このような良好かつ円滑な流れの中で、市民皆様の充実した生活のために外からの活力を取り

込むという戦略をより具体的に進めるため、本年３年目を迎えた東京事務所において新たな取組

を始めております。 

 その戦術として注目したのが、昨今、様々な分野で注目を集めているエンゲージメントという

考え方です。御存じの方もいらっしゃるかと思いますが、エンゲージメントとは企業と従業員の

結びつきの強い状態を示す概念であり、組織と個人の成長が連動し、お互いに貢献し合える関係

性のことを指します。 

 この考え方を、壱岐市と外部の企業、大学等との関係性に置き換えたのがエンゲージメント

パートナー制度であります。具体的には、壱岐市へ共感し、愛着を感じ、壱岐市に対して主体的

な貢献を行っていただける企業、大学、自治体等をエンゲージメントパートナーとして登録して

いくというものであります。 

 ３０年後には日本の人口が１億人を切り、４０年後には生産年齢人口の約４割が減少すると言

われているこれからの時代において、島の外に仲間を増やしていくという戦略・考え方は、持続

可能な地域社会を目指す上で必要不可欠なものであり、その中でも、より大きな効果が期待でき

る企業が注目するエンゲージメントを活用していくことは効果的な戦術であると考えているとこ

ろであります。 

 東京事務所の具体的な活動内容については、別途、本３月会議において御報告の機会を頂くこ

とといたしております。 

 次に、基本目標６、協働のまちづくりのもとで、効率的で質の高い行政運営が行われているに
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ついてであります。 

 昨年１１月１８日、現行の離島振興法を改正・延長する法律が成立し、本年４月１日から施行

されます。昭和２８年の法制定からこれまで、離島振興に大きな役割を果たしてきた本法律の改

正・延長は全国離島の悲願であり、御尽力を賜りました谷川弥一自由民主党離島振興特別委員会

委員長をはじめ関係皆様へ心から感謝申し上げます。 

 今般の改正では、関係人口創出、ＤＸや再生可能エネルギーの利用推進、遠隔医療、離島留学

制度、小規模離島の生活環境維持など、本市の重点課題が盛り込まれており、本法律をしっかり

と活用し、離島振興を着実かつ強力に推進してまいります。 

 次に、ふるさと納税については、壱岐出身の皆様をはじめ本市を応援していただける全国の

方々から寄附を頂いており、本市の貴重な自主財源となっております。令和４年度の寄附額は、

最終的に７億３,０００万円、対前年比で３億７,０００万円の大幅な増加を見込んでおります。 

 近年、コロナ禍における巣ごもり需要の増加により全国的に寄附額が伸びておりますが、それ

ゆえに自治体間競争が激化しておりますので、一層の効果的な情報発信に努めるとともに、定期

便商品や壱岐ならではの特徴ある返礼品開発により差別化を図るなど、さらなる推進を図ってま

いります。 

 また、ケーブルテレビや広報紙を活用して制度の周知を行ってまいりますので、市民皆様には

島外にお住まいの御親族や友人、知人の皆様への寄附の呼びかけに御協力くださいますようお願

いいたします。 

 企業版ふるさと納税については、新規案件として令和５年２月に１社から寄附申込みがあり、

観光振興の財源として活用を希望されておりますので、基金に積み立てた上で、次年度以降の財

源として活用させていただくことといたしております。 

 企業版ふるさと納税制度は、財源確保にとどまらず、関係人口創出及び人材確保の面からも有

益な制度であり、エンゲージメントパートナー登録と併せ、引き続き関係企業への働きかけや企

業にとって魅力ある創生事業の情報発信を行い、積極的に本制度を活用してまいります。 

 次に、国の令和５年度の予算編成に当たっては、コロナ禍からの社会経済活動への正常化が進

みつつある中で、国際的な原材料価格の上昇や円安の影響等によるエネルギー・食料価格の高騰

など、我が国経済を取り巻く環境には厳しさが増しているとの認識のもと、令和４年１０月に物

価高克服・経済再生実現のための総合経済対策を策定し、経済の再生を最優先課題とするととも

に財政健全化に向けて取り組むとされております。 

 一方、地方財政対策については、社会保障関係経費の増加、地域のデジタル化や脱炭素化の推

進など様々な行政課題に対応するとともに、行政サービスを安定的に提供するために必要となる

一般財源総額について、令和４年度の地方財政計画の水準を下回らないよう実質的に同水準を確
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保することを基本として地方財政対策を講じるとされております。 

 本市においても、国の政策に歩調を合わせ、これまで複数回にわたり産業振興並びに経済の回

復に資するための壱岐市独自の緊急経済対策事業を実施したところでありますが、長引くコロナ

禍への対応や燃料油価格高騰の影響については先行きが不透明な状況が続いております。 

 このような中、本市の財政状況は、令和３年度末の一般会計の市債現在高が２６２億９,６２８万

２,０００円、対前年度比９億３,３２０万３,０００円の減、経常収支比率については８９.０％、

対前年度比マイナス１.６％となっており、前年度と比較して改善しておりますが、本市の財政

構造は依然として市税などの自主財源に乏しく、収入の多くを地方交付税や国庫支出金に依存し

ている状況に変わりはありませんので、引き続き壱岐市財政基盤確立計画に基づく財政健全化の

取組を進めるとともに、第３次壱岐市総合計画における政策の着実な展開を図るための予算編成

を行っているところであります。 

 なお、令和５年度の一般会計の予算規模は２４１億９,０００万円、対前年度当初予算比

１８億円、８.０％増、特別会計を含めた予算規模は３２５億７７２万９,０００円、対前年度当

初予算比１６億９,４３５万１,０００円、５.５％増となっております。 

 また、持続可能な財政基盤の確立に向け、市民部税務課内に課内室として新たに債権管理室を

設置し、市税及び税外債権の債権管理の適正化及び強化を図るとともに、効率的な債権管理に努

めてまいります。 

 次に、議案関係について御説明いたします。 

 本日提出した案件の概要は、条例の制定・改廃に係る案件１３件、計画の策定１件、その他

１件、予算案件１４件でございます。何とぞ慎重に御審議を頂き、適正なる御決定を賜りますよ

うお願い申し上げます。 

 以上、今日までの取組を振り返りながら、市政運営に対する所信の一端と新年度の事業内容等

について申し述べましたが、今後も様々な行政課題に誠心誠意対応しながら、財政の健全化に努

め、誰一人取り残さない、協働のまちづくりに全力で取り組み、明日に希望の持てる持続可能な

壱岐市の未来を皆様と共に築いてまいります。議員各位並びに市民皆様の御理解と御協力を賜り

ますようお願い申し上げ、令和５年度の施政方針といたします。 

〔市長（白川 博一君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  これで施政方針の説明を終わります。 

 ここで暫時休憩をいたします。再開を１１時１０分といたします。 

午前11時00分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午前11時10分再開 
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○議長（豊坂 敏文君）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第５．議案第３号～日程第３３．議案第３１号 

○議長（豊坂 敏文君）  日程第５、議案第３号から、日程第３３、議案第３１号まで、以上

２９件を一括議題とします。 

 ただいま上程いたしました議案について、提案理由の説明を求めます。白川市長。 

〔市長（白川 博一君） 登壇〕 

○市長（白川 博一君）  本日提出いたしております案件につきましては、担当部長及び課長に説

明をさせますので、よろしくお願いいたします。 

〔市長（白川 博一君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  西原市民部長。 

〔市民部長（西原 辰也君） 登壇〕 

○市民部長（西原 辰也君）  議案第３号壱岐市行政手続における特定の個人を識別するための番

号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改

正について御説明いたします。 

 壱岐市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人

番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例を別紙のとおり定める。 

 本日の提出でございます。 

 提案の理由は、外国人の保護に関する事務について、独自利用事務として特定個人情報の取扱

いができるよう、所要の改正を行うものでございます。 

 次のページをお開き願います。 

 本条例の改正条文は、１ページから７ページに記載のとおりでございます。 

 また、議案資料１の１ページから８ページに改正条例新旧対照表を記載しておりますので、御

参照願います。 

 改正内容でございますが、別表第１において、特定個人情報を利用する事務を、別表第２にお

いて、利用することができる特定個人情報を、それぞれに第２項として外国人の保護に関する事

務に必要な項目を追加しております。 

 現在、自治体の様々な業務においてマイナンバーの利活用が進められておりますが、外国人の

生活保護については日本国民に準じた取扱いとなっており、行政手続における特定の個人を識別

するための番号の利用等に関する法律癩癩いわゆる番号法でございますが癩癩に規定された法定

事務には含まれておりません。このため、個人番号の利用等については独自利用事務として地方

公共団体の条例に規定し、国の個人情報保護委員会へ届け出る必要があることから、今回、所要
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の改正を行うこととしております。 

 別表第２において、利用することができる特定個人情報について様々な法律等を挙げておりま

すが、これは生活保護法第４条において、「ほかの法律に定める扶助は、全てこの法律による保

護に優先して行われる」と定められており、関係するものを記載しているためでございます。 

 附則として、この条例は公布の日から施行するものでございます。 

 以上で、議案第３号の説明を終わります。御審議のほど、よろしくお願いいたします。 

〔市民部長（西原 辰也君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  久間総務部長。 

〔総務部長（久間 博喜君） 登壇〕 

○総務部長（久間 博喜君）  議案第４号、議案第５号、議案第６号を続けて説明をいたします。 

 最初に、議案第４号壱岐市個人情報の保護に関する法律施行条例の制定について御説明を申し

上げます。 

 壱岐市個人情報の保護に関する法律施行条例を別紙のとおり定める。 

 本日の提出でございます。 

 提案理由でございますが、個人情報の保護に関する法律の一部改正に伴い、同法の施行に際し、

必要な事項を規定するため、本案を提出するものでございます。 

 同法の一部改正では、デジタル業務改革の進展及びデータ利活用の活発化により、団体ごとの

個人情報保護法制の相違がデータ流出の支障となり得るなどから、各地方自治体ごとに定めてい

た個人情報の取扱いを全国的に共通化されることとなり、制度全体の所管も国の個人情報保護委

員会に一元化されたものでございます。 

 なお、同法の改正を受けて、条例で規定する必要な事項を全面的に改正する必要があるため、

平成１６年壱岐市条例第２４６号、壱岐市個人情報保護条例を廃止することとし、併せて、同法

によって、保有個人情報の開示請求に係る手数料の額につきましては条例に委任されていること

から、必要な事項を規定するため、同法の施行条例として新たに制定するものでございます。 

 今後の個人情報の保護に関する取扱いにつきましては、同法及び本条例等に基づき、実施して

いくこととなるものでございます。 

 説明に当たりまして、今回制定する壱岐市個人情報の保護に関する法律施行条例を法施行条例、

現行の壱岐市個人情報保護条例を現行条例と表現させていただきます。 

 まず、第１条において趣旨を、第２条において定義を定めております。 

 第２条第１項の実施機関については、現行条例に規定されている実施機関から議会を除いたも

のになります。議会については、国会や裁判所と同様に、改正法に係る個人情報保護制度の適用

対象外とされていることから、法施行条例の実施機関から除外しております。 
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 次に、第３条において実施機関の責務、第４条において市民の責務を定めております。 

 次に、第５条において開示決定等の期限を定めております。個人情報の開示請求に係る決定ま

での期限は、同法において３０日以内と定められており、現行条例では３０日以内と規定してお

りましたが、今回の法施行条例において、通常の期限を開示請求があった日から１５日以内、ま

た、延長後の期限を開示請求があった日から３０日以内と規定しております。こちらについては、

壱岐市情報公開条例と同一の期間として定めたものでございます。 

 また、第６条において開示決定等の期限の特例として、開示請求があった日から４５日以内に、

その全てについて開示決定等をすることにより、事務の遂行に著しい支障が生じるおそれがある

場合には、延長後の期間内に処理可能な分の決定を行った上で、残りの分を相当の期間内に決定

することを定めております。 

 次に、第７条において、開示請求に係る手数料等について定めております。開示請求の手数料

は無料とし、写しの交付を受ける者は、写しの作成等に要する費用について負担するものと定め

ております。 

 次に、第８条及び第９条において、審査会の設置等について定めております。審査会について

は、現行条例から規定内容の変更等はございません。 

 次に、第１１条において罰則を定めております。罰則については審査会の委員に係るものを定

めており、現行条例から規定内容の変更等はございません。 

 次に、附則について御説明をいたします。施行期日は、令和５年４月１日でございます。 

 第２条に、先ほど申し上げました壱岐市個人情報保護条例の廃止について、第３条及び第４条

に経過措置を規定しております。 

 第５条から第９条まで関係条例の一部改正を行うもので、壱岐市情報公開条例、壱岐市暴力団

排除条例、壱岐市附属機関設置条例、壱岐市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に

関する条例、壱岐市債権管理条例の一部改正について規定をしております。 

 一部改正の新旧対照表は資料１に記載しておりますので、後ほどご覧いただきたいと思います。 

 以上で、議案第４号の説明を終わります。 

 続きまして、議案第５号壱岐市職員の分限に関する手続及び効果に関する条例の一部改正につ

いて御説明いたします。 

 壱岐市職員の分限に関する手続及び効果に関する条例の一部を改正する条例を別紙のとおり定

めるものでございます。 

 本日の提出でございます。 

 提案理由でございますが、壱岐市職員の給与に関する条例の一部改正に伴い、定年を延長した

職員の給料月額について、降給事由を位置づける規定を整備するものでございます。 
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 職員の定年につきましては、令和５年度より段階的に引き上げられることになります。定年を

延長した職員の給料月額につきましては、壱岐市職員の給与に関する条例、附則第１２項により、

当該職員が６０歳に達した日後における最初の４月１日以後、当該職員に適用される給料月額の

７割とすると規定しております。地方公務員法第２７条の２項で規定されております分限の１つ

である降給につきましては、法律では要件を定めておらず、条例で定めることとされているため、

定年延長期に降給の規定を追加するものでございます。 

 次のページをお願いいたします。 

 第１条につきましては、この条例の趣旨を定めており、職員の意に反する分限処分として降給

を加える規定を改正するものでございます。 

 次に、附則第５項につきましては、降給に関する経過措置といたしまして、壱岐市職員の給与

に関する条例、附則第１２項に規定する給料月額７割措置を、地方公務員法第２７条第２項に規

定する職員の意に反する降給とすることを規定するものでございます。 

 附則といたしまして、この条例は令和５年４月１日から施行するものでございます。 

 以上で、議案第５号の説明を終わらせていただきます。 

 続きまして、議案第６号壱岐市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正について御説明い

たします。 

 壱岐市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例を別紙のとおり定めるものでご

ざいます。 

 本日の提出でございます。 

 提案理由でございますが、養護老人ホームにおいて、介護及び医療に従事する会計年度任用職

員の雇用の継続と安定を図るため、特殊勤務手当の改正を行うものでございます。 

 次のページをお願いいたします。 

 第２条は、特殊勤務手当の種類について規定をしております。夜間割増手当と介護職員処遇改

善手当を追加しております。 

 次に、第６条で、夜間割増手当の内容について規定をしております。養護老人ホームに勤務す

る会計年度任用職員が、正規の勤務時間による勤務の全部または一部が、深夜において行われた

介護等の業務に従事したときに支給するものでございます。夜間割増手当の支給額は、勤務１回

につき２,０００円と規定しております。 

 現在、午後１０時から翌日の午前５時までの深夜に介護等の業務に従事した場合、壱岐市職員

の給与に関する条例第２４条を根拠に、正規職員及び会計年度任用職員に対し、夜間勤務手当と

して、時間単価に１００分の２５を乗じた額の６時間分を支給しております。 

 しかしながら、正規職員の支給額と会計年度任用職員の支給額に格差があることから、これを
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是正する目的で、会計年度任用職員夜間割増手当として２,０００円を別途支給するものでござ

います。 

 次に、第７条で、介護職員処遇改善手当の内容について規定をしております。この手当は、養

護老人ホームに勤務する看護師、介護士及び医療技術職員の業務に従事する会計年度任用職員に

対して支給するものでございます。 

 第２項において手当の額を定めております。 

 第１号、看護師、介護福祉士及び医療技術職員の業務に従事するフルタイム会計年度任用職員

につきましては月額１万円、第２号、介護職員初任者研修または実務者研修を受講し、介護業務

に従事するフルタイム会計年度任用職員につきましては月額８,０００円、第３号、看護師、介

護福祉士及び医療技術職員の業務に従事するパートタイム会計年度任用職員につきましては月額

５,０００円、第４号、介護職員初任者研修または実務者研修を受講し、介護業務に従事する

パートタイム会計年度任用職員につきましては月額３,０００円と規定をしております。 

 附則といたしまして、この条例は令和５年４月１日から施行するものでございます。 

 以上で、議案第４号から議案第６号まで、説明を終わらせていただきます。御審議のほど、よ

ろしくお願いをいたします。 

〔総務部長（久間 博喜君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  西原市民部長。 

〔市民部長（西原 辰也君） 登壇〕 

○市民部長（西原 辰也君）  議案第７号から議案第１２号まで一括して御説明いたします。 

 まず、議案第７号こども家庭庁設置法の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定につい

て御説明いたします。 

 こども家庭庁設置法の施行に伴う関係条例の整備に関する条例を別紙のとおり定める。 

 本日の提出でございます。 

 提案理由は、こども家庭庁設置法の施行に伴う関係法律の整備に関する法律の施行に伴い、関

係条例について所要の改正を行うものでございます。 

 次のページをお開き願います。 

 こども家庭庁設置法の施行に伴う関係条例の整備に関する条例、改正条文については記載のと

おりでございます。 

 また、議案資料１の２２ページから２３ページに改正条例新旧対照表を記載しておりますので、

御参照願います。 

 改正内容は、こども家庭庁設置法の施行に伴い、子ども・子育て支援法に規定をされていた子

ども・子育て会議の条項の第７２条から第７６条が削られたため、第７７条から第８７条を５条
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ずつ繰り上げたことによる関係条例の引用条項を改正するもので、当該議案の対象条例は２条例

でございます。 

 また、この条例の構成は、子ども・子育て支援法の改正による引用条項の一部改正を、一本の

条例で条立てにより規定をしております。 

 第１条は、壱岐市子ども・子育て支援法第８７条の規定による過料に関する条例の一部改正で、

題名及び第１条中の「第８７条」とあるのを「第８２条」に改めるものでございます。 

 次に、第２条は、壱岐市附属機関設置条例の一部改正で、別表ア、市長の附属機関の壱岐市子

ども・子育て会議の項中、「第７７条第１項各号」を「第７２条第１項各号」に改めるものでご

ざいます。 

 附則として、施行期日を令和５年４月１日としております。 

 次に、議案第８号壱岐市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育

て支援施設等の運営に関する基準を定める条例の一部改正について御説明いたします。 

 壱岐市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援施設等の運

営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例を別紙のとおり定める。 

 本日の提出でございます。 

 提案理由は、こども家庭庁設置法の施行に伴う関係法律の整備に関する法律及び特定教育・保

育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援施設等の運営に関する基準の一部

改正に伴い、所要の改正を行うものでございます。 

 次のページをお開き願います。 

 壱岐市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援施設等の運

営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例、改正条文については記載のとおりでござい

ます。 

 また、議案資料１の２４ページから３５ページに改正条例新旧対照表を記載しておりますので、

御参照願います。 

 改正内容は、子ども・子育て支援法に規定をされていた内閣総理大臣と厚生労働大臣の協議に

ついて定める第１９条第２項が削られたこと、及び学校教育法第２５条に、新たに第２項、文部

科学大臣は児童福祉法並びに就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関す

る法律との整合性の確保に配慮しなければならないこと、第３項、文部科学大臣は幼稚園の教育

課程その他の保育内容に関する事項を定めるときは、あらかじめ内閣総理大臣に協議しなければ

ならないことの２項が追加されたことに伴う引用条項等の改正でございます。 

 次に、民法等の一部を改正する法律の施行に伴う厚生労働省令の整備に関する省令、懲戒に係

る権限の濫用禁止規定を削除する改正により、第２６条を削除するものであります。 
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 附則として、施行期日を令和５年４月１日とする。ただし、第２６条の改定規定は公布の日か

らとしております。 

 次に、議案第９号壱岐市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改

正について御説明いたします。 

 壱岐市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例を別

紙のとおり定める。 

 本日の提出でございます。 

 提案理由は、家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準の一部改正に伴い、所要の改正を

行うものでございます。 

 次のページをお開き願います。 

 壱岐市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例、改

正条文については記載のとおりでございます。 

 また、議案資料１の３６ページから３８ページに改正条例新旧対照表を記載しておりますので、

御参照を願います。 

 改正内容は、第７条の次に、家庭的保育事業者等の安全計画の策定の義務化に関する規定と、

自動車を運行する場合の所在の確認に関する規定の２条を加えるものでございます。 

 次のページ中段下、第１３条削除については、民法等の一部を改正する法律の施行に伴う厚生

労働省令の整備に関する省令、懲戒に係る権限の濫用禁止規定を削除する改正により、第１３条

を削除するものであります。 

 次に、第１４条第２項中の改正については、感染症及び食中毒の予防及びまん延防止に必要な

措置の明確化等について規定がされたことに伴う改正でございます。 

 附則として、施行期日を令和５年４月１日とします。ただし、第１３条の改正規定は公布の日

からとするものであります。附則第２項で経過措置も定めております。 

 次に、議案第１０号壱岐市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例

の一部改正について御説明いたします。 

 壱岐市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条

例を別紙のとおり定める。 

 本日の提出でございます。 

 提案理由は、放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準の一部改正に伴い、所要の

改正を行うものでございます。 

 次のページをお開き願います。 

 壱岐市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条
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例、改正条文につきましては記載のとおりでございます。 

 また、議案資料１の３９ページから４０ページに改正条例新旧対照表を記載しておりますので、

御参照を願います。 

 改正内容は、議案第９号と同様に、第６条の次に、放課後児童健全育成事業者等の安全計画の

策定の義務化に関する規定と、自動車を運行する場合の所在の確認に関する規定の２条を加える

ものでございます。 

 次のページの第１２条の次に、業務継続計画の策定等の努力義務化の規定を加え、また、第

１３条第２項中の改正については、感染症及び食中毒の予防及びまん延防止に必要な措置の明確

化等について規定がされたことに伴う改正でございます。 

 附則として、施行期日を令和５年４月１日とし、また、経過措置も定めております。 

 次に、議案第１１号壱岐市福祉医療費の支給に関する条例の一部改正について御説明いたしま

す。 

 壱岐市福祉医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例を別紙のとおり定める。 

 本日の提出でございます。 

 提案理由は、こともの福祉医療対象年齢を満１８歳に達する日以後の最初の３月３１日までに

拡大をするため、所要の改正を行うものでございます。 

 次のページをお開き願います。 

 壱岐市福祉医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例、改正条文につきましては記載の

とおりでございます。 

 また、議案資料１の４１ページに新旧対照表を記載しておりますので、御参照願います。 

 改正内容は、これまでこどもの福祉医療費の対象年齢は、小学校就学の始期から満１５歳に達

する日以後の最初の３月３１日までの中学生までが対象でございましたが、今回、長崎県におい

て、新たな子ども医療費助成制度が創設され、高校生世代に係る医療費について、入院・通院に

よる医療費を県の１０分の１０の償還払いによって助成されることとなったものでございます。 

 施行期日は令和５年４月１日からとし、また、経過措置も定めております。 

 次に、議案第１２号壱岐市出産祝金支給条例の一部改正について御説明いたします。 

 壱岐市出産祝金支給条例の一部を改正する条例を別紙のとおり定める。 

 本日の提出でございます。 

 提案理由は、出産祝金を増額し、子育て世帯の経済的負担を軽減することにより、少子化の抑

制及び次世代を担う若者の定住・移住の推進を図るため、所要の改正を行うものでございます。 

 次のページをお開き願います。 

 壱岐市出産祝金支給条例の一部を改正する条例、改正条文については記載のとおりでございま



- 35 - 

す。 

 また、議案資料１の４２ページに、新旧対照表を記載しておりますので、御参照を願います。 

 改正内容でございますが、出産祝金の額について、第２子「３万円」を「１０万円」に、第

３子以降「１０万円」を「２０万円」に増額するものでございます。 

 施行期日については令和５年４月１日からとし、また、経過措置も定めております。 

 以上で、議案第７号から議案第１２号の説明を終わります。御審議のほど、よろしくお願いい

たします。 

〔市民部長（西原 辰也君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  﨑川保健環境部長。 

〔保健環境部長（﨑川 敏春君） 登壇〕 

○保健環境部長（﨑川 敏春君）  議案第１３号壱岐市国民健康保険条例の一部改正について御説

明申し上げます。 

 壱岐市国民健康保険条例の一部を改正する条例を別紙のとおり定める。 

 本日の提出でございます。 

 提案理由は、健康保険法施行令の一部改正に伴い、出産育児一時金について、所要の改正を行

うものであります。 

 次のページをお開き願います。 

 改正内容は、壱岐市国民健康保険条例第６条第１項中、「４０万８,０００円」を「４８万

８,０００円」に改めます。 

 今回の改正は、国において出産に係る経済的負担を軽減するため、出産育児一時金の支給額を

令和５年４月から全国一律で４２万円から５０万円に引き上げられたことを踏まえ、産科医療保

障制度加算分１万２,０００円を除く出産育児一時金を４８万８,０００円に改めるものでござい

ます。 

 附則第１項は、施行期日としまして令和５年４月１日から施行するものでございます。 

 また、第２項につきましては、施行期日前の出産に係る経過措置でございます。 

 以上で、議案第１３号の説明を終わります。御審議のほど、よろしくお願い申し上げます。 

〔保健環境部長（﨑川 敏春君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  増田建設部長。 

〔建設部長（増田  誠君） 登壇〕 

○建設部長（増田  誠君）  議案第１４号及び議案第１５号について、続けて御説明申し上げま

す。 

 まず、議案第１４号壱岐市公共下水道事業受益者負担に関する条例の廃止についてですが、壱
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岐市公共下水道事業受益者負担に関する条例を廃止する条例を別紙のとおり定めるものでござい

ます。 

 本日の提出でございます。 

 提案理由でございますが、令和５年度から受益者負担金を廃止するため、この条例を定めるも

のでございます。 

 次のページをお開きください。 

 これは、令和６年４月使用分から公共下水道使用料と漁業集落環境整備事業下水道使用料の統

一に向け、令和５年度から公共下水道の受益者負担金を廃止するため、本条例を廃止するもので

す。 

 附則第１項としまして、施行期日は令和５年４月１日から施行するものとします。 

 また、附則第２項としましては、この条例の施行の日前に、廃止前の壱岐市公共下水道事業受

益者負担に関する条例の規定によりなされた処分、手続その他の行為は、なお従前の例によるも

のといたします。 

 次に、議案第１５号壱岐市公共下水道区域外流入に関する条例の一部改正について御説明申し

上げます。 

 壱岐市公共下水道区域外流入に関する条例の一部を改正する条例を別紙のとおり定めるもので

ございます。 

 本日の提出です。 

 提案理由は、壱岐市公共下水道受益者負担に関する条例の廃止に伴い、所要の改正を行うもの

でございます。 

 次のページをお願いいたします。 

 壱岐市公共下水道区域外流入に関する条例の一部を次のように改正するものです。 

 第１条中、「及び本市が施行する公共下水道事業に要する費用の一部に充てるため、地方自治

法第２２４条の規定に基づき受益者から徴収する区域外流入に係る分担金」を削ります。 

 以下は、条の削除と、それに伴う文言などの改正です。 

 附則第１項としまして、施行期日は令和５年４月１日から施行するものといたします。 

 また、第２項につきましては、この条例の施行の日前に、改正前の壱岐市公共下水道区域外流

入に関する条例の規定によりなされた処分、手続その他の行為は、なお従前の例によるものとい

たします。 

 議案関係資料１の４４ページから４６ページに新旧対照表を添付しておりますので、御参照を

お願いいたします。 

 以上で、議案第１４号並びに議案第１５号の説明を終わらせていただきます。御審議のほど、
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よろしくお願いいたします。 

〔建設部長（増田  誠君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  西原市民部長。 

〔市民部長（西原 辰也君） 登壇〕 

○市民部長（西原 辰也君）  議案第１６号第２期壱岐市子ども・子育て支援事業計画（中間見直

し）の策定について御説明いたします。 

 第２期壱岐市子ども・子育て支援事業計画（中間見直し）を別冊のとおり定めることについて、

地方自治法第９６条第２項及び壱岐市議会基本条例第１３条の規定により議会の議決を求めるも

のであります。 

 本日の提出でございます。 

 次のページをお開き願います。 

 第２期壱岐市子ども・子育て支援事業計画（中間見直し）の全体版でございます。表紙の裏の

本計画の目次で、第１章から第７章までの構成となっておりますが、今回、中間見直しにおいて

は、第４章、子ども・子育ての環境整備及び第５章、施策の展開について見直した部分を赤字で

記載をしております。 

 また、策定に当たっては、子ども・子育て支援法に基づき、壱岐市子ども・子育て会議におい

て慎重に検討、協議を重ねていただき、パブリックコメントを実施し、修正等を行っております。 

 それでは、議案資料４の議案第１６号関係資料をお開き願います。概要版で御説明をいたしま

す。 

 資料の１ページをお願いします。 

 １、計画の中間見直しについて示しております。今回の中間見直しに当たっては、本計画策定

時から現在までの社会環境の変化や住民ニーズの変化等の影響を考慮して、見込み量と現在の希

望、利用状況との乖離を確認するとともに、へき地保育所の閉園及び新たな民間による認定こど

も園の開設に伴う令和５年度及び令和６年度の見込み量の見直しを行っております。 

 国の基本指針においても、支給認定の状況を踏まえ、計画期間の中間年を目安として、必要な

場合には市町村子ども・子育て支援事業計画の見直しを行うこととあることから、中間年に当た

る本年度に見直しを行っております。 

 ２、量の見込みの推計について、今回の中間見直しにおいて、量の見込みを推計する対象者及

び事業者等を、それぞれ表のとおり記載しております。 

 次に、２ページをお開き願います。 

 ３、教育・保育の量の見込みについて、算出方法、推計児童数を記載しております。推計の結

果、年少人口は減少傾向にあり、今後の教育・保育の量の推計及び整備の方向性にも影響してい
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くことが予想されます。 

 ３ページをお開き願います。 

 ③支給認定割合について、今回、令和５年度から６年度の推計には、直近の令和４年度の支給

認定割合を使用することとし、３ページの下、④今後の量の見込みですが、上段に計画値、下段

に実績と今後の推計として、令和５年度と６年度の推計を記載しております。 

 ４ページ以降、赤字部分について、今回見直した推計値となっております。 

 ４ページ下の文章、下から４行目、令和５年度から６年度において、市内全域においては量の

見込みを確保できる体制が整備されています。今後も市民のニーズを注視し、増加していく可能

性がある２号認定及び３号認定の受皿確保や、教育・保育サービスの地域格差解消等にも検討を

重ね、さらなるサービス提供体制の確保に努めることとしています。 

 次に、５ページから１０ページをご覧ください。 

 ４、地域子ども・子育て支援事業の量の見込みを記載しております。①の利用者支援事業から

⑪の放課後児童健全育成事業まで、それぞれ見込み量と確保方策を記載しております。 

 次に、１１ページから１３ページは、５、市が実施している施策の見直しとして、赤字の部分

を修正及び追記をしております。 

 以上で、議案第１６号の説明を終わります。御審議のほど、よろしくお願いいたします。 

〔市民部長（西原 辰也君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  谷口農林水産部長。 

〔農林水産部長（谷口  実君） 登壇〕 

○農林水産部長（谷口  実君）  議案第１７号公有水面埋立について御説明申し上げます。 

 下記地先の公有水面埋立免許の出願に係る意見について異議のない旨、長崎県知事に答申した

いので、公有水面埋立法第３条第４項の規定により議会の議決を求めるものでございます。 

 本日の提出でございます。 

 埋立位置につきましては、壱岐市郷ノ浦町初山東触字花川１５８８番１１及び同地に隣接する

道路の地先公有水面でございます。 

 埋立面積は５７.７７平方メートル、埋立地の用途は護岸敷であります。 

 埋立承認出願人は壱岐市でございます。 

 提案理由としまして、公有水面埋立法第３条第１項の規定により意見を求められたので、公有

水面埋立法第３条第４項の規定に基づき、議会の議決を経ようとするものであります。 

 次のページに位置図を添付しております。赤で着色した部分が当該箇所でございます。この埋

立地につきましては、壱岐市管理の初山漁港、初瀬地区内でありまして、就労環境の改善と漁労

作業の安全を図るためには、港内の静穏度を確保するための防風柵を設置する必要があります。
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今回、その防風柵の設置に当たり、護岸敷のマイナス３メートル岩壁取付を改良するための公有

水面埋立申請に伴い、埋立承認の議会議決が必要となったものでございます。 

 以上で、議案第１７号の説明を終わります。御審議のほど、よろしくお願い申し上げます。 

〔農林水産部長（谷口  実君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  原財政課長。 

〔財政課長（原  裕治君） 登壇〕 

○財政課長（原  裕治君）  議案第１８号令和４年度壱岐市一般会計補正予算（第１２号）につ

いて御説明申し上げます。 

 令和４年度壱岐市の一般会計補正予算（第１２号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ２億７１０万円を減

額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２４８億１,２７８万８,０００円とします。第

２項は記載のとおりでございます。 

 繰越明許費の補正、第２条、繰越明許費の追加・変更は、第２表繰越明許費補正によるもので

ございます。 

 地方債の補正、第３条、地方債の変更は、第３表地方債補正によるものでございます。 

 本日の提出でございます。 

 ３ページから５ページをお開き願います。 

 第１表歳入歳出予算補正の款項の区分の補正額等については、記載のとおりでございます。 

 ６ページをお開き願います。 

 第２表繰越明許費補正の１、追加として、２款１項総務管理費の乗合タクシー運行事業等

１７件、合計７億４,６６７万９,０００円について、年度内に事業が完了しない見込みであるた

め、繰越明許費の追加として計上しております。 

 次のページをご覧ください。 

 ７ページ、２、変更は、７款２項道路橋りょう費の道路改良費の補助事業分につきまして、さ

きに計上しておりました繰越明許費に追加するもので、１億６,３００万円を追加し、２億

６,８０１万６,０００円としております。 

 なお、事業の完了予定及び繰越理由等の詳細につきましては、別添資料２、令和４年度３月補

正予算（案）概要の１９ページから２４ページに記載しておりますので御参照ください。 

 次のページをお開き願います。 

 ８ページ、第３表地方債補正の１、変更の辺地対策事業債は、消防ポンプ自動車購入事業ほか

充当事業の実績見込み及び事業費の調整により、限度額を３７０万円減額し、２億９,１３０万

円としております。 
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 次の過疎対策事業債は、一支国博物館大規模改修工事ほか、充当事業の実績見込み及び事業費

の調整により、限度額を３,０６０万円減額し、５億４,１６０万円としております。 

 ９ページの過疎対策事業債、過疎地域持続的発展特別事業は、過疎対策事業債ソフト事業分の

限度額を越える分について配分がなされたため限度額に８,０００万円を追加し、３億３,６９０万

円としております。 

 以下、計上しております各地方債につきまして、事業費の確定及び起債対象事業費の調整など

によりまして限度額の変更を行っております。 

 それでは、事項別明細書により主な内容につきまして御説明いたします。 

 まず、歳入について御説明いたします。 

 １６ページから１７ページをお開き願います。 

 １款市税１項２目法人税の現年課税分につきまして、今年度見込みにより６１７万２,０００円

減額しております。 

 １１款１項１目地方交付税は、普通交付税を６,９１９万５,０００円計上しております。 

 次のページをお開き願います。 

 １８ページから１９ページ、１５款国庫支出金１項４目教育費国庫負担金の公立学校施設災害

復旧費国庫負担金は、今年度の台風災害に係る小中学校施設の災害復旧について、一部、国の補

助対象となる見込みとなりましたので、これに係る国庫負担金、合わせまして１６２万４,０００円

を計上しております。 

 同じく、２項１目総務費国庫補助金の離島活性化交付金は、充当事業のウルトラマラソン、離

島留学生ホームステイ事業などの事業費の確定及び実績見込みにより１,１７１万９,０００円を

減額しております。 

 同じく、２項３目衛生費国庫補助金の出産・子育て応援交付金は、さきに補正いたました出

産・子育て応援交付金事業の国負担分につきまして、当初、県を経由して交付予定とされており

ましたが、国からの直接補助となりましたので組替えを行うもので、８７０万円を計上し、同額、

県補助金を減額しております。 

 このほか、国庫支出金全般におきまして、事業費の確定または実績見込みにより、それぞれ補

正をしております。 

 １６款県支出金１項２目民生費県負担金の国民健康保険基盤安定負担金は、今年度の交付額の

確定により３５６万２,０００円を計上しております。 

 次のページをお開き願います。 

 ２０ページから２１ページ、１６款２項１目総務費県補助金の国境離島地域雇用機会拡充事業

交付金は、今年度の事業実績見込みにより１,９０６万３,０００円を減額しております。 
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 このほか、県支出金におきましても、事業費の確定または実績見込みにより、それぞれ補正を

しております。 

 次のページをお開き願います。 

 ２２ページから２３ページ、１８款寄附金１項２目指定寄附金の企業版ふるさと納税寄附金は、

新たに１件の企業版ふるさと納税がございましたので、２００万円を計上しております。 

 １９款繰入金１項１目基金繰入金は、財政調整基金の繰入れ５,０００万円を減額するほか、

特定目的基金につきましても、充当事業の実績見込み及び一般財源に係る財源の調整がなされま

したので繰入れの減額を行うもので、財政調整基金、特定目的基金、合わせまして２億９,２０４万

６,０００円を減額しております。 

 ２２款市債につきましては、地方債補正で説明のとおりでございます。 

 次に、歳出について説明いたします。 

 歳出につきましては、別紙資料２の令和４年度３月補正予算（案）概要の主要事業から、主な

内容について御説明いたします。 

 まず、歳出全般につきまして、今年度の事業費の確定及び入札執行などの実績見込みによる不

用額につきまして減額補正を行っております。 

 ２ページをお開き願います。 

 ２款１項６目企画費の企業版ふるさと納税寄附金は、企業版ふるさと納税に係る積立金及び支

援業務委託料合わせまして、２６４万１,０００円を計上しております。 

 次のページをお開き願います。 

 ３ページ、同じく、６目企画費の特定有人国境離島地域社会維持推進交付金事業は、実績見込

みにより、観光課分として滞在型観光割引事業、滞在型観光商品造成等支援事業で２,５４７万

円を減額、商工振興課分の雇用機会拡充事業、特定経営基盤維持事業補助金の実績見込みにより

２,３０６万４,０００円を減額しております。 

 ５ページをお開き願います。 

 ３款民生費１項３目老人福祉費の老人福祉事業費は、養護老人ホーム措置費の実績見込み及び

老人スポーツ大会補助金の確定により１,２３５万４,０００円を減額しております。 

 ８ページをお開き願います。 

 ４款衛生費１項４目病院費の病院事業費は、長崎県病院企業団構成団体負担金の令和４年度負

担金額の確定によるもので１,３７１万５,０００円を計上しております。 

 次のページをお開き願います。 

 ９ページ、５款農林水産業費１項３目農業振興費のながさき農林業・農山村構造改善加速化支

援事業は、国が事業主体に直接補助を行う他の補助事業に採択されたため不用となり、減額する
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もので、１,８７３万７,０００円を減額しております。 

 次のページをお開き願います。 

 １０ページ、５款１項４目畜産業費の家畜診療所費は、予防ワクチン等の実施頭数が大幅に増

えたため医薬材料費を２００万円追加し、備品購入費の入札執行残１００万円を減額するもので

ございます。 

 １３ページをお開き願います。 

 ７款土木費３項２目急傾斜地崩壊対策事業費は、県営急傾斜地崩壊対策事業の地元負担金の追

加及び単独分の執行残を減額するもので、１,３７５万７,０００円を計上しております。 

 次のページをお開き願います。 

 １４ページ、７款４項１目港湾管理費の郷ノ浦港ターミナルビル改修事業は、油圧配管取替え

等の追加、鋼材、油脂燃料価格の上昇により事業費を追加するもので１,１００万円を計上して

おります。 

 １６ページをお開き願います。 

 １０款災害復旧費２項１目公共土木施設災害復旧費の単独分は、測量設計費の入札実績による

減額及び工事費の追加を行うもので８１０万円を計上しております。 

 ２６ページをお開き願います。 

 基金の状況でございます。歳入のところで御説明いたしました取崩しの減額のほか、歳出予算

で財政調整基金３億６,２００万円、減債基金９,０００万円の積立てを計上しております。 

 なお、各基金の年度末残高見込みは記載のとおりでございます。 

 以上で、議案第１８号令和４年度壱岐市一般会計補正予算（第１２号）について説明を終わり

ます。御審議のほど、よろしくお願いいたします。 

〔財政課長（原  裕治君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  ここで暫時休憩をいたします。再開を１３時といたします。 

午後０時03分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午後１時00分再開 

○議長（豊坂 敏文君）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 議案説明を続けます。﨑川保健環境部長。 

〔保健環境部長（﨑川 敏春君） 登壇〕 

○保健環境部長（﨑川 敏春君）  議案第１９号から２１号について、続けて御説明申し上げます。 

 初めに、議案第１９号令和４年度壱岐市国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）につい

て御説明申し上げます。 
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 令和４年度壱岐市の国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）は、次に定めるところによ

る。 

 歳入歳出予算の補正、第１条、保険事業勘定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ

１１０万円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３６億５,０８１万３,０００円と

します。第２項は記載のとおりでございます。 

 本日の提出でございます。 

 それでは、内容を御説明申し上げます。 

 ８から９ページをお開き願います。 

 まず、歳入でございますが、１款１項１目一般被保険者保険税は、保険基盤安定繰入金等の増

額により、１,２１０万１,０００円減額いたしております。 

 ６款１項１目一般会計繰入金は、保険基盤安定繰入金などの繰入額の確定により６００万

１,０００円を増額し、６款２項１目財政調整基金繰入金は、不足分の補正財源としまして

５００万円を増額いたしております。 

 １０ページ、１１ページをお開き願います。 

 歳出でございますが、１款１項１目一般管理費は、新型コロナの影響で出張による会議がウェ

ブ方式に変更されたことにより、職員の普通旅費を１４０万円減額いたしております。 

 ２款５項１目葬祭費は、被保険者死亡者数の増加により、３０万円を増額いたしております。 

 次に、議案第２０号令和４年度壱岐市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）につい

て御説明申し上げます。 

 令和４年度壱岐市の後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところに

よる。 

 歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ７８１万６,０００円

を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３億８,２１５万５,０００円とします。第

２項は記載のとおりでございます。 

 本日の提出でございます。 

 内容につきまして、御説明申し上げます。 

 ８から９ページをお開き願います。 

 歳入でございますが、４款１項２目保険基盤安定繰入金は、繰入額の確定により７８１万

６,０００円を減額いたしております。 

 １０から１１ページをお開き願います。 

 歳出でございますが、２款１項１目後期高齢者医療広域連合納付金は、後期高齢者医療保険基

盤安定負担金の交付決定に基づき７８１万６,０００円を減額いたしております。 
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 次に、議案第２１号令和４年度壱岐市介護保険事業特別会計補正予算（第３号）について御説

明申し上げます。 

 令和４年度壱岐市の介護保険事業特別会計補正予算（第３号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正、第１条、保険事業勘定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

１,９５８万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３７億３,３１９万３,０００円、

介護サービス事業勘定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４００万円を追加し、歳入歳出

予算の総額を歳入歳出それぞれ４,００４万３,０００円とします。第２項は記載のとおりでござ

います。 

 本日の提出でございます。 

 内容につきまして御説明申し上げます。 

 ８ページから１１ページをお開き願います。 

 歳入でございますが、３款、４款、５款及び７款１項１目一般会計繰入金は、歳出における総

務費、介護給付費並びに地域支援事業費の減額による法定負担割合に基づき、それぞれ減額補正

をいたしております。 

 ７款３項１目介護サービス事業勘定繰入金につきましては、介護サービス事業の実績見込みに

より４００万円を増額いたしております。 

 ８款１項１目繰越金は、歳出における介護給付費準備基金積立金の増額分の補正財源とするた

め、３,２２０万円を増額いたしております。 

 １２ページから１５ページをお開き願います。 

 歳出でございますが、１款３項２目認定調査費は、新型コロナの影響から、更新申請の有効期

限が最長１年の延長が認められたことにより申請数が減り、主治医意見書作成料や委託料を

５００万円減額いたしております。 

 ２款１項１目介護サービス費は、住宅改修の実績見込みにより５００万円減額いたしておりま

す。 

 ３款２項１目一般介護予防事業費、３款３項１目包括的支援事業任意事業費は、新型コロナ感

染症予防のため、各種事業の中止や成年後見制度の利用が少なかったことにより、それぞれ減額

補正いたしております。 

 ４款１項１目介護給付費準備基金積立金は、次期介護保険事業計画に向け、事業の安定的な運

営を確保することを目的に４,０００万円増額いたしております。 

 次に、介護サービス事業勘定でございます。 

 ２４から２５ページをお開き願います。 

 歳入でございますが、１款サービス収入は、要支援認定者及び総合事業利用者の増加により、
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サービスプラン作成収入４００万円を増額いたしております。 

 ２６から２７ページをお開き願います。 

 歳出でございますが、３款１項１目保険事業勘定繰出金は、サービスプラン作成費の収入増を

見込み、４００万円を増額いたしております。 

 以上で、議案第１９号から２１号の説明を終わります。御審議のほど、よろしくお願いいたし

ます。 

〔保健環境部長（﨑川 敏春君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  増田建設部長。 

〔建設部長（増田  誠君） 登壇〕 

○建設部長（増田  誠君）  議案第２２号及び議案第２３号について、続けて御説明申し上げま

す。 

 まず、議案第２２号令和４年度壱岐市下水道事業特別会計補正予算（第３号）について御説明

いたします。 

 令和４年度壱岐市の下水道事業特別会計補正予算（第３号）は、次に定めるところによります。 

 歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１,３７７万

５,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３億９,７３５万１,０００円と

します。第２項は記載のとおりです。 

 繰越明許費、第２条、地方自治法第２１３条第１項の規定により翌年度に繰り越して使用する

ことができる経費は、第２表繰越明許費によります。 

 地方債の補正、第３条、地方債の変更は、第３表地方債補正によります。 

 本日の提出でございます。 

 ４ページをお開き願います。 

 第２表繰越明許費として、中央水処理センター脱水装置更新工事ほか２件、事業費総額

４,７７０万円について、年度内に事業が完成しない見込みであるものについて、繰越明許費と

して記載をいたしております。 

 なお、事業の完了予定及び繰越理由の詳細につきましては、別紙資料２、令和４年度３月補正

予算（案）概要の２５ページに記載のとおりでございます。 

 ５ページには、第３表地方債補正、１変更、下水道事業債について借入限度額を４０万円減額

補正し、５,１１０万円といたしております。 

 １０ページをお開きください。 

 歳入ですが、下水道事業の実績に伴い、６款１項一般会計繰入金１,３３７万５,０００円、

９款１項下水道事業債を４０万円減額する財源調整を行っております。 
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 １２ページをお願いいたします。 

 歳出の１款下水道事業費では、郵便料、消費税納付金、修繕費を、また、２款漁業集落排水整

備事業費でも、消費税納付金、設計業務委託料などを実績額により減額いたしております。 

 以上で、議案第２２号の説明を終わらせていただきます。 

 次に、議案第２３号令和４年度壱岐市水道事業会計補正予算（第４号）について御説明申し上

げます。 

 １ページをお開き願います。 

 第１条、令和４年度壱岐市水道事業会計補正予算（第４号）は、次に定めるところによります。 

 第２条、令和４年度壱岐市水道事業会計予算第３条に定めた収益的支出の予定額を、次のとお

り補正します。支出で、第１款、水道事業費用３３万円の増額を行い、総額８億１,３７９万

７,０００円とします。 

 第３条、予算第４条本文括弧書き中、不足する額２億４,９６６万６,０００円は、当年度分消

費税資本的収支調整額２,２２１万４,０００円、過年度分損益勘定留保資金２億２,７４５万

２,０００円を、不足する額２億２３０万８,０００円は、当年度分消費税資本的収支調整額

１,３２５万３,０００円、過年度分損益勘定留保資金１億４,７２３万５,０００円、当年度損益

勘定留保資金４,１８０万２,０００円に改め、資本的収入及び支出の予定額を、次のとおり補正

します。収入、第１款、資本的収入を５,１２０万７,０００円減額し、総額１億５,３８８万

２,０００円とし、支出、第１款、資本的支出も９,８５６万５,０００円減額し、総額を３億

５,６１９万円とします。 

 本日の提出です。 

 ８ページ、９ページをお願いいたします。 

 収益的収入及び支出ですが、支出で１款水道事業費用１項営業費用で３３万円増額いたします。

これは、男女岳ダムの管理費負担金を増額いたしております。 

 １０ページ、１１ページをお開き願います。 

 資本的収入及び支出ですが、収入ですが、国庫補助金及び他会計補助金、合わせて５,１２０万

７,０００円を減額いたしております。支出ですが、水道施設建設改良費９,８５６万５,０００円

を減額いたしております。これは、令和４年度中に計画いたしておりました水道水源自動監視施

設等整備事業でありますが、新型コロナウイルス感染症の影響等諸般の事情により、本年度の事

業の完了が見込めないため、県とも協議の上、未契約であることから、全額を不用額として減額

するものです。本事業は、改めて事業計画を見直し、令和５年度事業として、まず設計業務を実

施することとし、新年度予算に再計上いたしております。 

 以上で、議案第２２号及び議案第２３号についての説明を終わります。御審議のほど、よろし
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くお願いいたします。 

〔建設部長（増田  誠君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  原財政課長。 

〔財政課長（原  裕治君） 登壇〕 

○財政課長（原  裕治君）  議案第２４号令和５年度壱岐市一般会計予算について御説明申し上

げます。 

 令和５年度壱岐市の一般会計の予算は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算、第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ２４１億９,０００万円と

します。第２項については記載のとおりでございます。 

 債務負担行為、第２条、地方自治法第２１４条の規定により債務を負担する行為をすることが

できる事項、期間及び限度額は、第２表債務負担行為によるものでございます。 

 地方債、第３条、地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の起債

の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、第３表地方債によるものでございます。 

 一時借入金、第４条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の最高額は、

３０億円と定めるものでございます。 

 歳出予算の流用、第５条、地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により、歳出予算の各

項の経費の金額を流用することができる場合は、第１項第１号に定めるものでございます。 

 本日の提出でございます。 

 ２ページから５ページをお開き願います。 

 第１表歳入歳出予算の款項の区分の金額につきましては、記載のとおりでございます。 

 ６ページから７ページをお開き願います。 

 第２表債務負担行為で令和５年度以降に発生する債務負担の内容につきましては、記載のとお

りでございます。 

 次のページをお開き願います。 

 ８ページ、第３表地方債で、令和５年度に借り入れるものの起債の目的、限度額、起債の方法、

利率、償還の方法につきましては、記載のとおりでございます。限度額の総額は２１億７,４８０万

円でございます。 

 それでは、事項別明細書により主な内容について御説明いたします。 

 まず、歳入について御説明いたします。 

 １４ページから１５ページをお開き願います。 

 １款市税の１項市民税は８億１,７２０万７,０００円、対前年度３,１６２万円の減、同じく、

２項固定資産税は１０億１,３５５万６,０００円で、対前年度３,９７１万７,０００円の増とし
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ております。 

 次のページをお開き願います。 

 １６ページから１７ページ、７款地方消費税交付金は６億１,６７２万４,０００円で、対前年

度２,３０７万５,０００円の増としております。 

 次のページをお開き願います。 

 １８ページから１９ページ、１１款地方交付税は、普通交付税８９億円、特別交付税８億

５,０００万円、合計で９７億５,０００万円、対前年度１億５,５００万円の増としております。 

 ２６ページから２７ページをお開き願います。 

 １５款国庫支出金２項１目総務費国庫補助金の離島活性化交付金は、戦略産品輸送経費支援、

三島地区買物支援、離島留学生事業など１０事業に対し、２分の１の補助金８,８６３万

４,０００円、デジタル田園都市国家構想交付金は、昨年度までの地方創生推進交付金を統合し

た補助金となり、ＳＤＧｓ推進事業、外部人材活用推進事業など４事業に対し、２分の１の補助

金３,５９５万６,０００円、特定有人国境離島地域社会維持推進交付金は、農水産物輸送コスト

支援に係る６０％補助の９,９４１万７,０００円、エネルギー構造高度化・転換理解促進事業補

助金は、ＲＥ水素実証試験に係る対象経費１００％補助で６,４８６万５,０００円を計上してお

ります。 

 次のページをお開き願います。 

 ２８ページから２９ページ、１５款２項６目消防費国庫補助金の消防防災施設整備費補助金は、

消防指令台更新に係る補助金で３,８９８万円を計上しております。 

 次のページをお開き願います。 

 ３０ページから３１ページ、１６款県支出金２項２目民生費県補助金の福祉医療費助成費補助

金は、これまでの乳幼児等の２分の１の補助に加え、令和５年度から１８歳までを対象拡大する

分については県の１０分の１０補助となり、合計１,８７６万５,０００円を計上しております。 

 ３６ページから３７ページをお開き願います。 

 １８款１項２目指定寄附金は、令和５年度のふるさと応援寄附金を１０億円、企業版ふるさと

納税寄附金を１,０１０万円の見込額で計上しております。 

 １９款１項１目基金繰入金は、財源調整のための財政調整基金を４億６,０００万円、減債基

金を２億円計上しております。特定目的基金については、地域福祉基金は障害者福祉医療費、入

湯券等助成事業などの財源として１億３,０００万円を、合併振興基金につきましては地方バス

路線維持、まちづくり交付金、乗合タクシー運行業務などの財源として６億円を、ふるさと応援

基金につきましては、ふるさと納税の返礼品等に係る費用及び定住奨励事業、ふるさと就職支援

事業などのほか、ふれあい交流事業、不妊治療費助成、学校給食支援事業等、結婚・出産・子育
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て関係事業の財源の一部として８億円を、過疎地域持続的発展特別事業基金は、出産祝金、磯焼

け対策などの事業の財源として２億４,５００万円を計上しております。 

 ４４ページから４５ページをお開き願います。 

 ２２款市債につきましては、合計２１億７,４８０万円、対前年度２億２,５３０万円の増とな

っております。 

 まず、１目辺地対策事業債は、市道鶴亀中央線、市道初山中央線など、補助事業及び単独起債

事業の道路事業２３事業などに充当するもので、２億３,８７０万円を計上しております。 

 ２目過疎対策事業債は、市道黒崎線道路改良事業など、道路改良事業７事業のほか、芦辺港

ターミナル整備事業、勝本港埋立事業、壱岐病院増築に係る長崎県病院企業団建設改良特別負担

金などの事業に８億８,１２０万円、ソフト分の過疎地域持続的発展特別事業分として離島航空

路線確保対策補助金、島外スポーツ団体誘致事業など、２億４,９７０万円を計上しております。 

 ４目民生債の緊急防災・減災事業債は、ふれあいセンターかざはや及びクオリティーライフセ

ンターつばさの改修工事に充当するもので、４,４８０万円を計上しております。 

 ５目衛生債の一般廃棄物処理事業債は、クリーンセンター塵芥車更新、汚泥再生処理センター

の施設補修工事に充当するもので、８,９１０万円を計上しております。 

 次のページをお開き願います。 

 ４６ページから４７ページ、土木債の公営住宅建設事業債は、古城団地、永田団地の改修事業

に充当するもので、１億９,９３０万円を計上しております。 

 ８目消防債の防災基盤整備事業債は、消防指令台更新に係る補助裏に充当するもので、１億

３,４１０万円を計上しております。 

 次に、歳出について御説明いたします。 

 歳出につきましては、別紙資料３、令和５年度当初予算（案）概要により御説明いたします。 

 ４ページから６ページをお開き願います。 

 令和５年度の重点事業としております結婚・出産・子育て支援の充実の概要を記載しておりま

す。保育料第２子以降無償化事業など、歳出予算を伴わない負担軽減策などもございますので、

こちらに概要を記載しております。 

 それでは、主要事業の中から主な内容につきまして御説明いたします。 

 ７ページをお開き願います。 

 ２款総務費１項１目一般管理費の市制施行２０周年記念事業は、令和６年３月に市制施行

２０周年を迎えるに当たり記念事業を行うもので、記念式典及び記念誌作成等に係る費用

８９８万６,０００円を計上しております。 

 次のページをお開き願います。 
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 ８ページ、２款１項５目財産管理費で、長崎県に埋立てを要請し実施しておりました郷ノ浦港

鎌崎地区の用地について県との協議が整いましたので、企業誘致等に活用する用地として購入す

るための取得費６,１３６万９,０００円を計上しております。 

 次のページをお開き願います。 

 ９ページ、同じく６目企画費の地方バス路線維持費は、市内路線バスの維持・確保を図るため、

路線バス運行事業者の実質損失額に対する７０％を補助するもので、８,７１３万６,０００円を、

本土通院等航路運賃支援事業は、県が航路事業者に対して行っておりましたリフレッシュ補助が

終了することに伴い、引き続き本土通院等に係る負担軽減の割引を市で実施するもので、

１,０００万円を計上しております。次のふるさと応援寄附金は、令和５年度のふるさと納税見

込み１０億円に係る返礼品等に要する経費及び寄附金の積立金、合わせまして１５億８,４２０万

８,０００円を計上しております。 

 次のページをお開き願います。 

 １０ページ、同じく６目企画費のＳＤＧｓ推進事業は、壱岐なみらい創りプロジェクト等５つ

の事業について、２,２００万円を計上しております。次の総合計画策定業務は、現行の第３次

壱岐市総合計画の計画期間が令和６年度までとなっており、次期総合計画の策定に着手するもの

で、５２４万３,０００円を計上しております。 

 １２ページをお開き願います。 

 １項目めの外部人材活用推進事業は、大学や企業からの外部人材を活用し、共創の社会の実現

を目指す取組を実施するもので、１,２７０万円を計上しております。次の外部人材活用促進事

業は、日本郵便株式会社より地域活性化企業人の受入れを行うもので、５６０万円を計上してお

ります。 

 次のページをお開き願います。 

 １３ページ、２款１項６目企画費の国境離島航路・航空路運賃軽減事業は、本土との交通手段

の負担軽減を図るため、国境離島航路・航空路運賃低廉化負担金で、８,９９４万５,０００円を

計上しております。 

 １５ページをお開き願います。 

 ２款１項７目情報管理費の自治体ＤＸ推進事業は、デジタル本庁舎構想に基づく行政事務のオ

ンライン化を推進するもので、コミュニケーションツールＳｌａｃｋの利用料、ＬＩＮＥ公式ア

カウントシステム利用料等、１,３９２万円を計上しております。 

 １７ページをお開き願います。 

 ３款民生費２項１目児童福祉総務費の出産祝金事業は、これまで第２子が３万円であったもの

を１０万円に、第３子以降が１０万円であったものを２０万円に拡充するもので、１,７００万
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円を計上しております。 

 次のページをお開き願います。 

 １８ページ、同じく１目児童福祉総務費の福祉医療費助成事業は、こどもの福祉医療助成対象

を１８歳まで拡大することに伴う１０分の１０県負担分、４００万円を計上しております。 

 次のページをお開き願います。 

 １９ページ、４款衛生費１項１目保健衛生総務費の不妊治療費助成事業は、不妊治療に係る自

己負担額を助成するもので４５０万円を計上しております。次の出産・子育て応援事業は、令和

４年度から開始された妊娠時５万円、出産時５万円の経済的支援に加えて、「生まれてくれて

“ありがとう”」事業として３万円相当の出産記念品を贈ることとしており、１,７３６万

６,０００円を計上しております。 

 ２１ページをお開き願います。 

 ４款１項４目病院費は、長崎県病院企業団への負担金と壱岐病院の増築等に係る建設改良特別

負担金３億円、また、医師の派遣等を行っている大学への寄附金などを合わせまして、８億

７,７５０万５,０００円を計上しております。 

 ５款農林水産業費１項３目農業振興費の農業生産価格高騰対策事業は、令和４年度において緊

急経済対策事業として実施した農業用原材料等の価格上昇に係る支援を引き続き実施するもので、

３,０４６万４,０００円を計上しております。 

 次のページをお開き願います。 

 ２２ページ、５款１項４目畜産業費の堆肥利用推進対策事業は、堆肥販売価格の２割引下げを

引き続き実施するもので、１８０万７,０００円を計上しております。 

 ２４ページをお開き願います。 

 ５款３項２目水産業振興費の漁業生産緊急支援事業は、漁業用資材の価格高騰対策として発泡

スチロール箱及び氷に対して補助を行うもので、２,０５５万円を計上しております。 

 次のページをお開き願います。 

 ２５ページ、５款３項３目漁港管理費の芦辺港ターミナル整備事業は、芦辺港ジェットフォイ

ル乗り場の移転整備に併せましてターミナルビルの改修、駐車場等の周辺整備を行うもので、

１億４,９９７万１,０００円を計上しております。 

 次のページをお開き願います。 

 ２６ページ、６款１項２目商工振興費の地域商社運営費等補助金は、壱岐市ふるさと商社の運

営費等の補助金として３,２６５万円を計上しております。同じく４目観光費の滞在型観光促進

プロジェクト事業は、美術大学学生の滞在型制作活動、地域交流などにより、美術に関心を持つ

層の誘客促進につなげるもので、６８４万５,０００円を計上しております。 
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 次のページをお開き願います。 

 ２７ページ、７款土木費２項３目道路橋りょう新設改良費は、補助事業として継続の市道黒崎

線道路改良事業をはじめ１０路線２億４,０２８万３,０００円を、次のページをお開き願います。

２８ページ、起債事業として市道銀台線道路改良事業をはじめ１９路線２億４,２９０万円を計

上しております。 

 ７款４項１目港湾管理費の勝本港埋立事業は、県の港湾整備に併せまして勝本港の埋立てを実

施するもので、１億３,００５万円を計上しております。 

 次のページをお開き願います。 

 ２９ページ、同じく１目港湾管理費の郷ノ浦港ターミナルビル改修事業は、ジェットフォイル

乗り場の移転整備に併せまして駐車場の再整備を行うための測量設計及びターミナルビルの一部

改修費用等、４,０２５万円を計上しております。 

 ７款７項２目住宅建設費の公営住宅等改善事業は、永田団地、古城団地の改修事業、三本松住

宅の解体工事、合計で２億４,９５０万８,０００円を計上しております。 

 ８款消防費１項１目常備消防費の高機能消防指令センター総合整備事業は、平成２６年運用開

始の消防指令台の更新を行うもので、２億１,７７５万６,０００円を計上しております。 

 ３２ページをお開き願います。 

 ９款７項１目学校給食費の学校給食費支援事業は、学校給食費を月額１人当たり、小学校

２,９００円、中学校３,５００円の助成を行うもので、７,０１４万７,０００円を計上しており

ます。 

 以上が、歳出の主な内容でございます。 

 その他、基金の状況につきましては、資料３の３５ページに、地方債の状況に関する調書は予

算書２６０ページに記載のとおりでございます。 

 以上で、議案第２４号令和５年度壱岐市一般会計予算について説明を終わります。御審議のほ

ど、よろしくお願いいたします。 

〔財政課長（原  裕治君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  﨑川保健環境部長。 

〔保健環境部長（﨑川 敏春君） 登壇〕 

○保健環境部長（﨑川 敏春君）  議案第２５号から第２７号まで、続けて御説明を申し上げます。 

 初めに、議案第２５号令和５年度壱岐市国民健康保険事業特別会計予算について御説明を申し

上げます。 

 令和５年度壱岐市の国民健康保険事業特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算、第１条、保険事業勘定の歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ３５億
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６０万１,０００円、診療施設勘定の歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ４,９９８万

９,０００円とします。第２項は記載のとおりでございます。 

 債務負担行為、第２条、地方自治法第２１４条の規定により債務を負担する行為をすることが

できる事項、期間及び限度額は、第２表債務負担行為によるものでございます。 

 一時借入金、第３条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最

高額は、２億円と定めるものでございます。 

 歳出予算の流用、第４条は、記載のとおりでございます。 

 本日の提出でございます。 

 それでは、予算の主な内容を御説明申し上げます。 

 ５ページをお開き願います。 

 第２表債務負担行為で、令和６年度に発生する債務負担行為の内容は、記載のとおりでござい

ます。 

 １０から１１ページをお開き願います。 

 歳入でございますが、１款１項１目一般被保険者健康保険税は、新型コロナの影響や物価高騰

を考慮し、令和５年度の保険税率を据え置く予定であり、５億２,９９２万６,０００円を予算計

上いたしております。 

 １２ページから１３ページをお開き願います。 

 ４款１項１目保険給付費等交付金は、事務費、医療費、保険事業に係る長崎県からの交付金

２６億５,２６０万１,０００円を予算計上いたしております。 

 ６款１項１目一般会計繰入金は、法定分としまして総額２億７,３０８万８,０００円、６款

２項１目財政調整基金繰入金は、保険税を据え置き、長崎県への国保納付金の歳入不足を補うこ

とから４,３２５万６,０００円を予算計上いたしております。 

 １８ページから１９ページをお開き願います。 

 歳出でございますが、１款総務費は、運営事務費としまして総額１,９５６万２,０００円を予

算計上いたしております。 

 ２０から２１ページをお開き願います。 

 ２款１項１目一般被保険者療養給付費は、窓口負担を除く医療費２２億１,８００万円、３目

一般被保険者療養費は、補装具等の償還払い分の医療費１,４８０万円を予算計上いたしており

ます。 

 ２２ページから２３ページをお開き願います。 

 ２款２項１目一般被保険者高額療養費は、自己負担限度額を超える償還分の医療費としまして

３億４,６００万円を予算計上いたしております。 



- 54 - 

 ２款４項１目出産育児一時金につきましては、５０万円の２０人分で１,０００万円、２款

５項１目葬祭費は１４０万円を予算計上いたしております。 

 ３款国民健康保険事業費納付金は、国保財政の責任主体である長崎県から示された納付金、総

額８億２,５９６万５,０００円を予算計上いたしております。 

 ２４から２７ページをお開き願います。 

 ５款保健事業費は、生活習慣病の早期発見、重症化予防を図るため、保健事業普及費、特定健

診並びに特定保健指導の事業費としまして、総額５,２１８万８,０００円を予算計上いたしてお

ります。 

 次に、診療施設勘定について、主な内容を御説明申し上げます。 

 ３９ページをお開き願います。 

 第２表債務負担行為で、令和６年度に発生する債務負担行為の内容は、記載のとおりでござい

ます。 

 ４４ページから４５ページをお開き願います。 

 歳入でございますが、１款診療収入は、新型コロナの影響や令和４年度の診療収入の実績見込

みを考慮し、２,２５０万円を予算計上いたしております。 

 また、３款１項１目一般会計繰入金は、診療所運営費不足分としまして２,７０２万５,０００円

を予算計上いたしております。 

 ４６ページから４７ページをお開き願います。 

 歳出でございますが、１款１項１目施設管理費は、診療所施設の維持管理費及び医師への診療

業務委託料としまして４,８９８万９,０００円を予算計上いたしております。 

 次に、議案第２６号令和５年度壱岐市後期高齢者医療事業特別会計予算について御説明申し上

げます。 

 令和５年度壱岐市の後期高齢者医療事業特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算、第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ３億９,３９７万８,０００円

とします。第２項は記載のとおりでございます。 

 債務負担行為、第２条、地方自治法第２１４条の規定により債務を負担する行為をすることが

できる事項、期間及び限度額は、第２表債務負担行為によるものでございます。 

 本日の提出でございます。 

 予算の主な内容を御説明申し上げます。 

 ５ページをお開き願います。 

 第２表債務負担行為で、令和６年度に発生する債務負担行為の内容は、記載のとおりでござい

ます。 
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 １０ページから１１ページをお開き願います。 

 歳入でございますが、１款１項１目後期高齢者医療保険料は、令和５年度の保険料率は据え置

きでございますが、被保険者の増加により２億４,２０１万円を予算計上いたしております。 

 また、４款１項一般会計繰入金は、広域連合への納付金など法定負担分１億５,０５９万

９,０００円を予算計上いたしております。 

 １４ページから１５ページをお開き願います。 

 歳出でございますが、１款総務費は、事業運営事務費としまして２２２万１,０００円、２款

１項１目後期高齢者医療広域連合納付金は、広域連合から示された納付金３億９,０３５万

７,０００円を予算計上いたしております。 

 次に、議案第２７号令和５年度壱岐市介護保険事業特別会計予算について御説明申し上げます。 

 令和５年度壱岐市の介護保険事業特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算、第１条、保険事業勘定の歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ３７億

１７８万７,０００円、介護サービス事業勘定の歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ

３,３６３万９,０００円とします。第２項は記載のとおりでございます。 

 債務負担行為、第２条、地方自治法第２１４条の規定により債務を負担する行為をすることが

できる事項、期間及び限度額は、第２表債務負担行為によるものでございます。 

 一時借入金、第３条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最

高額は２億円と定めるものでございます。 

 歳出予算の流用、第４条は記載のとおりでございます。 

 本日の提出でございます。 

 予算の主な内容を御説明申し上げます。 

 ５ページをお開き願います。 

 第２表債務負担行為で、令和６年度に発生する債務負担行為の内容は、記載のとおりでござい

ます。 

 １０ページから１３ページをお開き願います。 

 歳入でございますが、１款１項１目第１号被保険者の保険料は、令和５年度は第８期介護保険

事業計画の最終年度であり、保険料率は据え置きとし、５億８,７６９万６,０００円を予算計上

いたしております。 

 また、３款から５款及び７款につきましては、事務費、介護給付費並びに地域支援事業費の財

源としまして、法定負担割合及び第８期介護保険事業計画に基づき算定し、それぞれ予算計上い

たしております。 

 １６から１９ページをお開き願います。 
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 歳出でございますが、１款総務費は事業運営事務費としまして総額４,４８８万６,０００円と

し、令和５年度は介護保険事業計画の見直しであり、昨年度と比較し１,０４６万１,０００円の

増となっております。 

 ２０ページから２７ページをお開き願います。 

 ２款１項１目介護サービス諸費は、自己負担分を除く介護サービス費としまして３２億

４,９６０万円を予算計上いたしております。 

 ２款３項１目高額介護サービス費は、自己負担限度額を超える償還払い分の介護サービス費と

しまして８,９４０万円を予算計上いたしております。 

 また、３款１項１目介護予防・生活支援サービス事業費は、壱岐市が実施する総合事業の費用、

１億５,２４３万７,０００円を予算計上いたしております。 

 ３款２項１目一般介護予防事業費は、介護予防のための費用、４,７８２万４,０００円を予算

計上いたしております。 

 ３款３項１目包括的支援事業・任意事業費は、高齢者の総合的な相談窓口や配食サービス事業

などの費用、９,２４４万１,０００円を予算計上いたしております。 

 次に、介護サービス事業勘定について、主な内容を御説明申し上げます。 

 ４６から４７ページをお開き願います。 

 歳入でございますが、１款サービス収入は、要支援認定者並びに総合事業利用者へのサービス

プラン作成収入としまして２,９６１万６,０００円を予算計上いたしております。 

 ４８ページから５１ページをお開き願います。 

 歳出でございますが、１款１項１目一般管理費は、地域包括支援センターの運営事務費

１,００７万４,０００円、３款１項１目保険事業勘定繰出金２,３００万円を予算計上いたして

おります。 

 以上で、議案第２５号から２７号までの説明を終わります。御審議のほど、よろしくお願いい

たします。 

〔保健環境部長（﨑川 敏春君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  増田建設部長。 

〔建設部長（増田  誠君） 登壇〕 

○建設部長（増田  誠君）  議案第２８号令和５年度壱岐市下水道事業特別会計予算について御

説明申し上げます。 

 令和５年度壱岐市の下水道事業特別会計の予算は、次に定めるところによります。 

 歳入歳出予算、第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ３億８,３５０万１,０００円

と定めます。２項及び第２条並びに第３条は記載のとおりです。 
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 一時借入金、第４条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最

高額は３億円と定めます。 

 第５条は記載のとおりです。 

 本日の提出です。 

 １０ページから１１ページをお願いいたします。 

 ２、歳入でございます。１款使用料及び手数料の１項１目下水道使用料は、現年度分の公共下

水道と漁業集落排水整備事業分の６,７３１万４,０００円を見込んでおります。 

 ２款国庫支出金は、公共下水道事業費補助金１,７５０万円を、３款県支出金は、漁業集落排

水整備事業費補助金２,７５０万円を、５款一般会計繰入金を２億３,３９６万９,０００円など

を計上いたしております。 

 １２ページから１３ページをお願いいたします。 

 ８款市債として、公共下水道事業及び漁業集落環境整備事業分として、公営企業会計適用債

３,６９０万円を計上いたしております。 

 １４ページから１５ページには、歳出として、１款下水道事業費の１目一般管理費１２節委託

料には、公共下水道の公営企業会計法適用移行業務など１,２０８万８,０００円を、１６ページ

から１７ページには、１項２目施設管理費として、１２節委託料に公共下水道施設管理業務費な

ど３,２９５万９,０００円などを計上いたしております。 

 １８ページから１９ページには、２項１目施設整備費の１４節工事請負費には、公共下水道の

更新工事費として北部水処理センターの発電機更新工事など３,３００万円を計上いたしており

ます。 

 ２款漁業集落排水整備事業費１項１目一般管理費を掲載しております。 

 ２０から２１ページには、１２節委託料として、漁業集落排水整備事業の公営企業会計法適用

移行業務など５４５万５,０００円を、２２から２３ページには、１項２目施設管理費の１２節

委託料に山崎、恵美須、瀬戸、芦辺の施設管理業務費など２,５０２万２,０００円、２項施設整

備費の１４節工事請負費には、山崎地区漁業集落排水処理施設のマンホールポンプ場の分電盤更

新工事費１,１００万円、瀬戸、芦辺地区のマンホールポンプの非常通報装置更新工事費

４,６００万円などを計上いたしております。 

 ２７から３３ページは給与明細書を、３４から３５ページは債務負担行為の支出予定額等を、

３６ページには地方債の前々年度末における現在高及び前年度末並びに当該年度末における現在

高の見込みに関する調書を、それぞれ記載しております。 

 議案第２８号に関する主要事業は、資料３の令和５年度当初予算（案）概要の３４ページに記

載をいたしております。 
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 以上で、議案第２８号の説明を終わります。御審議のほど、よろしくお願いをいたします。 

〔建設部長（増田  誠君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  久間総務部長。 

〔総務部長（久間 博喜君） 登壇〕 

○総務部長（久間 博喜君）  議案第２９号令和５年度壱岐市三島航路事業特別会計予算について

御説明を申し上げます。 

 令和５年度壱岐市の三島航路事業特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

 第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１億２,４２６万８,０００円と定める。

２項は記載のとおりでございます。 

 第２条、地方自治法第２１４条の規定により債務を負担する行為をすることができる事項、期

間及び限度額は、第２表債務負担行為による。 

 第３条、一時借入金の借入れの最高額は５,０００万円と定める。 

 本日の提出でございます。 

 予算の内容については、歳入歳出予算事項別明細書により説明をいたします。 

 １０ページ及び１１ページをお願いをいたします。 

 歳入について御説明いたします。１款使用料及び手数料１項使用料１目船舶使用料でございま

すが、本年度は１,５００万円を計上いたしております。前年度と比較しますと７５万円増加し

ておりますが、これは前年度実績を基に乗船運賃の増加を見込んでおります。 

 次に、２款国庫支出金、国庫補助金は、３,９３５万６,０００円を計上しております。国庫補

助金につきましては、標準的な事業経費等を前提とした事前算定方式となっており、既に内示も

あっておりまして、昨年度と比較しますと減額となります。 

 ３款県支出金、県補助金は、２,２０２万８,０００円を計上いたしております。県補助金につ

きましては、国からの補助残を基に算定することになります。県負担金は、国境離島航路運賃軽

減事業に伴う運賃低廉化による県の負担金でございます。 

 ４款繰入金、一般会計からの繰入金は、国、県の補助残等と国境離島航路運賃軽減事業に伴う

運賃低廉化による市の負担分を計上しております。 

 １２ページ及び１３ページをお開き願いします。 

 歳出について御説明を申し上げます。 

 １款運航費１項運航管理費１目一般管理費でございますけども、これにつきましては経常的な

経費でございます。船員関係については、海事職員４人、会計年度任用職員３人の人件費を計上

いたしております。 

 次に、１４ページ及び１５ページをお願いたします。 
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 ２目業務管理費でございますが、これも経常的なものであり、１０節需用費の修繕料２,６００万

円につきましては、主に中間検査に係る修繕料とドックに係る費用でございます。また、１３節

使用料及び賃借料でございますけれども、これはドック検査に入ったときに係る臨時代船の用船

料でございます。 

 １８ページから２５ページにかけましては、給与費明細書でございます。 

 以上で、議案第２９号の説明を終わります。御審議のほど、よろしくお願いいたします。 

〔総務部長（久間 博喜君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  谷口農林水産部長。 

〔農林水産部長（谷口  実君） 登壇〕 

○農林水産部長（谷口  実君）  議案第３０号令和５年度壱岐市農業機械銀行特別会計予算につ

いて御説明いたします。 

 令和５年度壱岐市の農業機械銀行特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算、第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１億２,９９６万６,０００円

と定める。第２項は記載のとおりでございます。 

 本日の提出でございます。 

 次に、８ページ、９ページをお開き願います。 

 歳入について御説明いたします。 

 １款使用料及び手数料１項１目使用料６,２８６万１,０００円は、機械使用料の収入でござい

ます。前年度までの実績を見込みまして２１６万５,０００円の増といたしております。 

 ３款繰入金１項１目減価償却基金繰入金６５０万円は、機械器具購入のための繰入金を計上い

たしております。 

 ５款諸収入１項１目受託事業収入６,０６０万１,０００円は、道路、公園等維持管理に係る作

業受託料を計上いたしております。 

 １０ページ、１１ページをお開き願います。 

 歳出について御説明いたします。 

 １款総務費１項１目一般管理費１億２,９９５万５,０００円は経常的経費でありまして、主に

は需用費に消耗品費、燃料費、修繕料等２,８４０万６,０００円、備品購入費にトラクター等機

械器具購入費１,４７３万１,０００円、負担金補助及び交付金にオペレーター等人件費分として、

農業機械銀行振興会への負担金等６,８５３万円を予算計上いたしております。 

 以上で、議案第３０号の説明を終わります。御審議のほど、よろしくお願いいたします。 

〔農林水産部長（谷口  実君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  増田建設部長。 
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〔建設部長（増田  誠君） 登壇〕 

○建設部長（増田  誠君）  議案第３１号令和５年度壱岐市水道事業会計予算について御説明申

し上げます。 

 第１条、令和５年度壱岐市水道事業会計の予算は、次に定めるところによります。 

 第２条、業務の予定量は記載のとおりです。 

 第３条、収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定めます。収入、第１款水道事業収益

は７億４,８９７万円、支出、第１款水道事業費用は９億３２４万５,０００円です。 

 第４条、資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定めます。収入の第１款資本的収入は

３億９１４万８,０００円、２ページをお願いいたします。支出の第１款資本的支出は４億

７,７７５万４,０００円です。 

 第５条から第９条は記載のとおりです。 

 本日の提出です。 

 ４ページには、別表、債務負担行為を、６ページから７ページには、予算の実施計画書として

収益的収入及び支出を、８ページから９ページには、資本的収入及び支出を記載しております。 

 １０ページには、業務活動によって実際に得られた収入から外部への支出を差し引いて、手元

に残る資金の流れを表すキャッシュフロー計算書を、１２から１５ページには、職員の給与明細

書を記載しております。 

 １６から２３ページには、令和４年度と令和５年度の予定損益計算書と予定貸借対照表を記載

しております。 

 ２４ページをお願いいたします。 

 令和５年度の予算実施計画明細書の収益的収入及び支出の収入でございまして、１款水道事業

収益１項１目給水収益は、現年度分の水道料金として５億３,７７２万３,０００円を見込んでお

ります。また、２目その他の営業収益３節他会計負担金として２,１８４万９,０００円を見込ん

でおります。２項営業外収益は、長期前受金戻入などを計上いたしております。 

 ２６ページをお願いいたします。 

 支出でございます。１款水道事業費用１項１目原水及び浄水費は、水質検査委託料や水道施設

の電気料など、１億９,９０１万４,０００円を計上いたしております。２目配水及び給水費は、

６節委託料に水道検針業務や漏水調査、水道施設運転監視委託などを、８節修繕費は水道施設修

繕費など、１億８,７０６万２,０００円を計上いたしております。 

 ２８から２９ページには、３目総係費１１節委託料として、丸田水源の有効活用を図るための

変更認可申請作成等業務や市内各施設の測量調査等業務費として４,７４１万５,０００円を、

４目減価償却費３億４,３２４万６,０００円などを計上いたしております。 
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 ３０から３１ページをお願いいたします。 

 資本的収入及び支出でございます。１款資本的収入ですが、１項企業債借入金９,３００万円

を、２項出資金では他会計出資金１億６０４万８,０００円、３項工事負担金は道路改良工事な

どに伴う水道管布設替補修費を、４項には国庫補助金などを計上いたしております。 

 ３１ページの１款資本的支出は、１項に給配水管布設替工事費や基幹施設改良費２億３,８３７万

２,０００円を、委託料として基幹施設改良設計業務費２,２９６万８,０００円を、２項資産購

入費は量水器や量水ボックス、公用車の購入費用１,１７４万１,０００円、３項企業債償還金は、

これまでの建設改良などに伴う企業債償還金２億４６７万３,０００円を計上いたしております。 

 一般会計繰入金の減額により赤字経営となるため、赤字分については内部保留金による補填に

より対応する予定となっています。 

 以上で、議案第３１号の説明を終わります。御審議のほど、よろしくお願いいたします。 

〔建設部長（増田  誠君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  これで、市長提出議案の説明が終わりました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第３４．要望第１号～日程第３５．要望第２号 

○議長（豊坂 敏文君）  次に、日程第３４、要望第１号及び日程第３５、要望第２号、以上の

２件を議題とします。 

 ただいま上程いたしました要望第１号及び要望第２号につきましては、タブレットに配信させ

ていただいておりますので、説明にかえさせていただきます。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（豊坂 敏文君）  以上で、本日の日程は終了いたしました。 

 次の本会議は、３月７日火曜日午前１０時から開きます。 

 本日はこれで散会いたします。お疲れさまでした。 

午後２時15分散会 

癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘 
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 

令和５年 壱 岐 市 議 会 定 例 会 ３ 月 会 議 会 議 録（第２日） 

 

議事日程（第２号） 

                    令和５年３月７日 午前10時00分開議 

日程第１ 承認第１号 議案の撤回について 
市民部長説明、質疑あり、 

承認 

日程第２ 議案第３号 

壱岐市行政手続における特定の個人を識別

するための番号の利用等に関する法律に基

づく個人番号の利用及び特定個人情報の提

供に関する条例の一部改正について 

質疑なし、 

総務文教厚生常任委員会付託 

日程第３ 議案第４号 
壱岐市個人情報の保護に関する法律施行条

例の制定について 

質疑あり、 

総務文教厚生常任委員会付託 

日程第４ 議案第５号 
壱岐市職員の分限に関する手続及び効果に

関する条例の一部改正について 

質疑なし、 

総務文教厚生常任委員会付託 

日程第５ 議案第６号 
壱岐市職員の特殊勤務手当に関する条例の

一部改正について 

質疑あり、 

総務文教厚生常任委員会付託 

日程第６ 議案第７号 
こども家庭庁設置法の施行に伴う関係条例

の整備に関する条例の制定について 

質疑なし、 

総務文教厚生常任委員会付託 

日程第７ 議案第８号 

壱岐市特定教育・保育施設及び特定地域型

保育事業並びに特定子ども・子育て支援施

設等の運営に関する基準を定める条例の一

部改正について 

質疑なし、 

総務文教厚生常任委員会付託 

日程第８ 議案第９号 

壱岐市家庭的保育事業等の設備及び運営に

関する基準を定める条例の一部改正につい

て 

質疑あり、 

総務文教厚生常任委員会付託 

日程第９ 議案第10号 

壱岐市放課後児童健全育成事業の設備及び

運営に関する基準を定める条例の一部改正

について 

質疑あり、 

総務文教厚生常任委員会付託 

日程第10 議案第11号 
壱岐市福祉医療費の支給に関する条例の一

部改正について 

質疑あり、 

総務文教厚生常任委員会付託 

日程第11 議案第12号 
壱岐市出産祝金支給条例の一部改正につい

て 

質疑なし、 

総務文教厚生常任委員会付託 

日程第12 議案第13号 
壱岐市国民健康保険条例の一部改正につい

て 

質疑なし、 

総務文教厚生常任委員会付託 

日程第13 議案第14号 
壱岐市公共下水道事業受益者負担に関する

条例の廃止について 

質疑なし、 

産業建設常任委員会付託 

日程第14 議案第15号 
壱岐市公共下水道区域外流入に関する条例

の一部改正について 

質疑なし、 

産業建設常任委員会付託 

日程第16 議案第17号 公有水面埋立について 
質疑なし、 

産業建設常任委員会付託 
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日程第17 議案第18号 
令和４年度壱岐市一般会計補正予算（第１２

号） 

質疑あり、 

予算特別委員会付託 

日程第18 議案第19号 
令和４年度壱岐市国民健康保険事業特別会

計補正予算（第４号） 

質疑なし、 

総務文教厚生常任委員会付託 

日程第19 議案第20号 
令和４年度壱岐市後期高齢者医療事業特別

会計補正予算（第１号） 

質疑なし、 

総務文教厚生常任委員会付託 

日程第20 議案第21号 
令和４年度壱岐市介護保険事業特別会計補

正予算（第３号） 

質疑なし、 

総務文教厚生常任委員会付託 

日程第21 議案第22号 
令和４年度壱岐市下水道事業特別会計補正

予算（第３号） 

質疑なし、 

産業建設常任委員会付託 

日程第22 議案第23号 
令和４年度壱岐市水道事業会計補正予算

（第４号） 

質疑なし、 

産業建設常任委員会付託 

日程第23 議案第24号 令和５年度壱岐市一般会計予算 
質疑なし、 

予算特別委員会付託 

日程第24 議案第25号 
令和５年度壱岐市国民健康保険事業特別会

計予算 

質疑なし、 

総務文教厚生常任委員会付託 

日程第25 議案第26号 
令和５年度壱岐市後期高齢者医療事業特別

会計予算 

質疑なし、 

総務文教厚生常任委員会付託 

日程第26 議案第27号 
令和５年度壱岐市介護保険事業特別会計予

算 

質疑なし、 

総務文教厚生常任委員会付託 

日程第27 議案第28号 令和５年度壱岐市下水道事業特別会計予算
質疑なし、 

産業建設常任委員会付託 

日程第28 議案第29号 
令和５年度壱岐市三島航路事業特別会計予

算 

質疑なし、 

総務文教厚生常任委員会付託 

日程第29 議案第30号 
令和５年度壱岐市農業機械銀行特別会計予

算 

質疑なし、 

産業建設常任委員会付託 

日程第30 議案第31号 令和５年度壱岐市水道事業会計予算 
質疑なし、 

産業建設常任委員会付託 

日程第31 要望第１号 
会計年度任用職員の不安定雇用問題に対す

る緊急要望書 
総務文教厚生常任委員会付託 

日程第32 要望第２号 

「第２期壱岐市子ども・子育て支援事業計

画」の中間見直しに対する壱岐市議会基本

条例第１３条の規定に基づいた慎重な審議

を求める要望 

総務文教厚生常任委員会付託 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

（議事日程第２号に同じ） 

────────────────────────────── 

出席議員（15名） 

１番 森  俊介君       ２番 樋口伊久磨君 

３番 武原由里子君       ４番 山口 欽秀君 
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５番 中原 正博君       ６番 山川 忠久君 
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事務局長    山川 正信君   事務局次長 平本 善広君 

事務局係長   折田 浩章君                

────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

市長  白川 博一君  副市長  眞鍋 陽晃君 

教育長  久保田良和君  総務部長  久間 博喜君 

企画振興部長  中上 良二君  市民部長  西原 辰也君 

保健環境部長  﨑川 敏春君  建設部長  増田  誠君 

農林水産部長  谷口  実君  教育次長  塚本 和広君 

消防本部消防長  山川  康君  総務課長  平田 英貴君 

財政課長  原  裕治君  会計管理者  篠崎 昭子君 

 

午前10時00分開議 

○議長（豊坂 敏文君）  皆さん、おはようございます。 

 会議に入る前に、あらかじめ御報告いたします。壱岐新聞社ほか１名の方から、報道取材のた

め撮影機材等の使用の申出があり、許可をいたしております。 

 ただいまの出席議員は１５名であり、定足数に達しております。 

 これより本日の会議を開きます。 

 本日までに白川市長より追加議案１件を受理しております。 

 ここで、白川市長より発言の申出があっておりますので、これを許します。白川市長。 
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〔市長（白川 博一君） 登壇〕 

○市長（白川 博一君）  おはようございます。 

 社会福祉法人北串会による認定こども園施設整備事業について、議員皆様、市民皆様へ御報告

申し上げます。 

 昨日３月６日、社会福祉法人北串会理事長中路秀彦氏から電話があり、このたびの壱岐市にお

ける認定こども園施設整備事業について撤退したいとの申出がありました。 

 この件につきましては、昨年、令和４年６月会議で予算議決を頂きましたが、同年９月に事業

延期の申出がありましたので、今回３月会議に議案第１８号令和４年度壱岐市一般会計補正予算

（第１２号）において繰越明許費の提案をしているところであります。 

 社会福祉法人北串会には、本市の保育行政に大きく関わる事案であり、これまで様々な議論が

なされた経過を踏まえ、事業撤退について、その理由を含めて、正式文書により提出されるよう

申入れしたところでございます。議員皆様には、正式な文書が提出され次第、改めて御報告申し

上げます。 

 本市といたしましては、保育環境の充実に大きく期待しておりましただけに非常に残念な思い

でありますが、取りあえず、以上、御報告させていただきます。 

〔市長（白川 博一君） 降壇〕 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１．承認第１号 

○議長（豊坂 敏文君）  日程第１、承認第１号議案の撤回についてを議題とします。 

 撤回理由について説明を求めます。白川市長。 

〔市長（白川 博一君） 登壇〕 

○市長（白川 博一君）  本件につきましては市民部長に説明をさせますので、よろしくお願いい

たします。 

〔市長（白川 博一君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  西原市民部長。 

〔市民部長（西原 辰也君） 登壇〕 

○市民部長（西原 辰也君）  おはようございます。承認第１号議案の撤回について御説明いたし

ます。 

 令和５年３月２日に提出をいたしました議案第１６号第２期壱岐市子ども・子育て支援事業計

画（中間見直し）の策定については、撤回したいので、壱岐市議会会議規則第１９条第１項の規

定により、議会の承認を求めるものでございます。 

 本日の提出でございます。 
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 撤回の理由でございますが、先ほど市長から報告がありましたとおり、令和６年４月開園予定

でありました社会福祉法人北串会の認定こども園施設整備事業の撤退により、令和６年度の教

育・保育施設の確保方策として見込んでいました数値の見直しが必要となったためでございます。 

 御承認いただきますよう、よろしくお願いいたします。 

〔市民部長（西原 辰也君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  お諮りします。ただいま議題となっております承認第１号議案の撤回に

ついては、これに承認することに御異議ありませんか。（「これにも質問駄目なんですか」と呼

ぶ者あり） 

 今、説明いたしましたが、これについて質問だけ受けましょうかね。山口議員。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  では、見直しをもう一回見直すということの受け止めですが、中

間報告の見直しだけじゃなくて、この間の前提とした保育所とか幼稚園の受入れの状況が進んで

いますよね。そのあたりの見直しまで含めた見直しになるのか、単なる中間見直しだけになるの

か、そのあたり、ちょっと聞かせてください。 

○議長（豊坂 敏文君）  西原市民部長。 

○市民部長（西原 辰也君）  ただいまの山口議員の御質問にお答えいたします。 

 本議案については撤回をいたしますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（豊坂 敏文君）  山口議員。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  撤回は理解できますけども、当然だと思いますが、どこまでの撤

回なのか、中間見直しだけなのか、この間、北串会が認定こども園を開設するという前提で動い

ていた一連のことも見直しの対象として上がってくるのかどうか、それをお答えください。 

○議長（豊坂 敏文君）  白川市長。 

○市長（白川 博一君）  ただいま提案をいたしておりますのは議案の撤回でございまして、見直

しの議案でございませんので、御理解をお願いしたいと思っております。 

○議長（豊坂 敏文君）  ようございますか。ほかに、質疑ありませんか。音嶋議員。 

○議員（１０番 音嶋 正吾君）  いいですか。 

 撤回の理由に関しては、市長の今報告がありました内容で一定の理解はいたします。しかし、

市議会に安易に提案された議案が簡単に取り下げられるということは、議会軽視であります。も

っと慎重に事をなすべきです。そのことを申し添えておきます。拙速にやるからこういうことが

起こるんです。 

 以上。 

○議長（豊坂 敏文君）  所管の問題もありますが、これを承認することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（豊坂 敏文君）  異議なしと認めます。したがって、承認第１号議案の撤回については、

これを承認することに決定いたしました。 

 これにより、日程第１５、議案第１６号第２期壱岐市子ども・子育て支援事業計画（中間見直

し）の策定については、議事日程より削除をします。 

 ここで暫時休憩をいたします。再開を１０時１５分といたします。 

午前10時07分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午前10時15分再開 

○議長（豊坂 敏文君）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 議案質疑を続けます。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第２．議案第３号 

○議長（豊坂 敏文君）  日程第２、議案第３号壱岐市行政手続における特定の個人を識別するた

めの番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の

一部改正についてを議題といたします。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  質疑がありませんので、これで議案第３号の質疑を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第３．議案第４号 

○議長（豊坂 敏文君）  日程第３、議案第４号壱岐市個人情報の保護に関する法律施行条例の制

定についてを議題とします。 

 質疑の通告があっておりますので、これを許します。４番、山口議員。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  これまで壱岐市個人情報保護条例がありましたが、それが廃止さ

れてということであります。新しく壱岐市個人情報保護に関する法律施行条例ということですが、

今まであった保護条例が廃止されていくわけですが、全国的にも各自治体ごとで保護条例がつく

られてきて、各自治体ごとでの条例案があったわけですが、今回の国が一本化する、リセットす

るという形で壱岐の個人情報保護条例が廃止されるわけですが、その中で個人情報の保護に関し

て、今まで保護がかかっていたのに保護が後退すると、そういう事例は、この条例の廃止によっ

てあるのかないのか、そのあたりはどのように把握されているか、お願いいたします。 

○議長（豊坂 敏文君）  ただいまの質疑に対する理事者の答弁を求めます。久間総務部長。 

○総務部長（久間 博喜君）  山口議員の御質問にお答えをいたします。現行の壱岐市個人情報保
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護条例は平成１７年４月１日に施行し、これまで法改正等に伴う必要な改正等を行いながら、関

係規則等と合わせ、その規定に基づき運用を図っております。現行条例につきましては、当時の

法律の定めの下、制定されたものであり、法律の範囲を超えて規定している事項はないものと認

識をいたしております。 

 今回提出しております議案第４号壱岐市個人情報の保護に関する法律施行条例につきましては、

議案説明の際に申し上げましたところでございますが、個人情報の取扱いが今般の改正法の下、

全国的に共通化されることとなり、制度全体の所管も国の個人情報保護委員会に一元されたもの

でございます。 

 今回の法律の改正に当たり、個人情報保護委員会においては、改正後の個人情報保護法の規則

にのっとり、本人の権利利益を保護するため、行政機関等における個人情報等の取扱いを確保す

るべきことと意見されており、法改正後も引き続き本人の権利利益が保護されるものと認識をい

たしております。 

 したがいまして、施行日であります令和５年４月１日からは、改正後の法律が直接適用される

ものであり、旧条例を廃止して個人情報の保護が後退することになる事案はないものと考えてお

ります。 

 以上でございます。 

○議長（豊坂 敏文君）  山口議員。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  条例の中で、要配慮個人情報等の取扱い制限規定というのがあり

ますが、これは壱岐市の今回廃止する規定の中にあったのでしょうか。壱岐独自の規定というの

はあったのかどうか。 

 それからもう一つは、個人情報の目的外利用とか外部提供で、今回、壱岐市暴力団排除条例が

出されておりますが、外部への提供の点で、この暴力団排除条例以外に、壱岐市は外部情報を提

供するという条例はないということでよろしいのか、この２点をお聞かせください。 

○議長（豊坂 敏文君）  久間総務部長。 

○総務部長（久間 博喜君）  まず１点目の要配慮個人情報の収集の制限ということになると思い

ますけども、これにつきましては議案の説明の折にも触れましたが、今回の法改正は、これまで

の別個の法律や条例等により生じていた個人情報の規律に関する不整合を是正することを目的と

されております。よって、個人情報の基本的な枠組みについては法において統一的に規定され、

条例においては法の施行に当たって必要な事項を定めることとされております。 

 なお、法においても、その目的として個人の権利利益の保護がうたわれているほか、個人情報

の保有や提供の制限等が規定されており、要配慮個人情報等に関する規律についても従来の水準

が維持されているものと解しております。 
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 次に、２番目の質問でございますけども、目的外利用についての御質問でございますけども、

現行条例においては、特定された利用の目的の達成に必要な範囲を超えて、個人情報を保有して

はならないとなっております。今回の法改正に伴い、個人情報の目的外利用については慎重に対

応すべきものと考えております。地方自治体においても、法の規定に基づき対処することとされ

ており、新条例においては、現行条例と同様の規定を設けることは考えていないところでござい

ます。 

 以上です。 

○議長（豊坂 敏文君）  いいですか。山口議員。３回目。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  最後ですが、壱岐市個人情報保護審査会というのがこれまでもあ

りましたが、今後もあるというふうに理解していますが、今回初めて報酬が載りましたが、これ

まで報酬が出されていなかったのか。 

 それから、これまで、例えば令和４年度、この保護審査会というのは何回ほど開かれて、幾つ

の調査議案が諮問されたのか、そのあたりをお聞かせください。 

○議長（豊坂 敏文君）  久間総務部長。 

○総務部長（久間 博喜君）  壱岐市個人情報保護審査会についての御質問でございますけども、

これにつきましては、一部県内市町の共同設置により実施しております。委員は、弁護士、大学

教員、行政経験者、人権擁護委員、報道関係者の５名で構成されており、任期は２年。選任は、

長崎県行政振興協議会において実施されておるところでございます。 

 報酬等の部分につきましては、これまで情報公開審査会のほうと統一的に対応されておりまし

たから、１本で載せておりましたけども、今回、法改正に伴い、分けて載せているところでござ

います。 

 それと、これまでの実績についてでございますが、開示請求につきましては、令和４年度が

１件、令和３年度も１件、令和２年度が２件、令和元年度はゼロ件、平成３０年度が１件でござ

います。 

 審査請求については、実績はございません。 

 以上です。 

○議長（豊坂 敏文君）  以上で、通告による質疑は終わります。 

 ほかに質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  質疑がありませんので、これで議案第４号の質疑を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第４．議案第５号 
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○議長（豊坂 敏文君）  日程第４、議案第５号壱岐市職員の分限に関する手続及び効果に関する

条例の一部改正についてを議題とします。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  質疑がありませんので、これで議案第５号の質疑を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第５．議案第６号 

○議長（豊坂 敏文君）  日程第５、議案第６号壱岐市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改

正についてを議題とします。 

 質疑の通告があっておりますので、これを許します。４番、山口議員。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  養護老人ホームで働いていらっしゃる方のことですが、正規職員、

それからフルタイム会計年度任用職員、それからパートタイム会計年度任用職員のそれぞれの、

現在の状況になって、どういう人数で働いているのかということと、あと第６条について、深夜

割増し手当についてですが、この勤務というのは、介護等の業務に従事したときというふうに書

いてありますが、これは介護のために必ず従事している人、ではないかなということで思うと、

６条の中身、ちょっと疑問に思うんですが、そのあたりはよろしいのかということです。すみま

せん。 

○議長（豊坂 敏文君）  ただいまの質疑に対する理事者の答弁を求めます。久間総務部長。 

○総務部長（久間 博喜君）  山口議員の１点目の、養護老人ホームに働く正規職員とフルタイム

会計年度任用職員、パートタイム会計年度任用職員の人数は、との質問にお答えをいたします。 

 令和５年３月１日現在、正規職員が１４名、フルタイム会計年度任用職員が１７名、パートタ

イム会計年度任用職員が２１名、合計５２名でございます。 

 なお、２点目の御質問につきましては、市民部長より答弁させていただきます。 

○議長（豊坂 敏文君）  西原市民部長。 

○市民部長（西原 辰也君）  山口議員の２つ目の第６条、夜勤割増し手当の内容につきましてお

答えをいたします。 

 本条例第６条では、養護老人ホームに勤務をする会計年度任用職員が、いわゆる夜勤を行った

場合への夜勤割増し手当について規定しております。 

 現在、養護老人ホームでは、２交代制、１夜勤２勤務という形態を取っております。午後４時

から翌日の午前９時までの１５.５時間勤務となっております。この場合、労働基準法の深夜労

働時間帯、午後１０時から午前５時までの６時間においては、夜間勤務手当として、勤務１時間

当たりの給与額の１００分の２５を支給することとなっておりますが、夜勤に従事をする会計年
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度任用職員への雇用の継続と安定を図るため、今回、会計年度任用職員に対し、夜勤割増し手当

の支給の改正を行うものであります。 

 なお、老人ホームに従事をする職員としましては、介護士、看護師、作業療法士等おりまして、

夜勤に従事をする職員は介護士ということで、今回の特殊勤務手当の改正ということになってお

ります。 

○議長（豊坂 敏文君）  山口議員。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  かなりフルのパートの方が多いなという感じもしますが、このあ

たりの賃金アップになるということは歓迎ですが、その点で、この条文の６条のところで最後の

ところの、介護等の業務に従事したときというのは、これは必ず介護等に従事するということに

ならないんですか。その時間、働いておれば、必ずもらえるということでいいわけでしょう。そ

の点で、介護等業務に従事したときという限定的な表現というのはよろしいのかどうか、それは

どうですか。 

○議長（豊坂 敏文君）  西原市民部長。 

○市民部長（西原 辰也君）  山口議員の再質問にお答えいたします。 

 介護等に従事をする、夜勤勤務をする職員に全て、１回につき２,０００円ということで、そ

の時間帯を従事する会計年度任用職員には支給するということの改正でございます。失礼します。 

○議長（豊坂 敏文君）  いいですか。以上で、通告による質疑を終わります。 

 ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  質疑がありませんので、これで議案第６号の質疑を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第６．議案第７号～日程第７．議案第８号 

○議長（豊坂 敏文君）  日程第６、議案第７号から日程第７、議案第８号までの２件を議題とし、

これから一括して質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  質疑がありませんので、これで議案第７号、外１件の質疑を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第８．議案第９号 

○議長（豊坂 敏文君）  日程第８、議案第９号壱岐市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する

基準を定める条例の一部改正についてを議題とします。 

 質疑の通告があっておりますので、これを許します。４番、山口議員。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  まず、壱岐市家庭保育事業者は現在何件あるのでしょうか。 
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 それから、そこへ通っている子供の人数は何人ほど。 

 それから、実際、事業所として保育している家庭保育者、家庭保育補助者は実際壱岐に何人い

らっしゃるのか。 

 それから、家庭保育者の研修が必要だというふうに書いてありますが、実際この間、その研修

はどのように行われてきたのか。 

 それから、５番目、乳幼児の送迎の自動車へのブザーをつけると、その他見落とし防止装置を

つけると。昨今の幼稚園の見落とし事故等に関わる措置だと思いますが、このあたりのどのよう

なものを考えているのかをお聞かせください。 

 以上５点です。 

○議長（豊坂 敏文君）  西原市民部長。 

○市民部長（西原 辰也君）  山口議員の御質問にお答えいたします。 

 まず、家庭的保育事業の定義についてですが、家庭的な雰囲気の下で、主としてゼロ歳から

２歳までの少人数、５人以下の子供を対象にきめ細かな保育を行うものであります。現在、壱岐

市においては、家庭的保育事業者はございません。ですから、通っている子供さんもいらっしゃ

いません。 

 次に、家庭的保育者、家庭的保育補助者は何人かという御質問ですが、家庭的保育事業者等の

設備及び運営に関する基準により、子供３人を保育する場合は、家庭的保育者１人、子供５人を

保育する場合には家庭的保育者１人に加えて家庭的保育補助者１人となっております。 

 次に、家庭的保育者の研修はどのように行われるのかという御質問ですが、これにつきまして

は長崎県が子育て支援員研修として、小規模保育事業、家庭的保育事業、事業所内保育事業、保

育所、認定こども園等の保育分野の担い手となる人材に対して、子育て支援の基本研修、見学実

習も含めた地域型保育の専門研修を実施しております。 

 次に、送迎の自動車運行についてでございますが、壱岐市においては、現在送迎等を行ってい

る保育所、こども園、幼稚園はございませんが、利用乳幼児の送迎を目的とした自動車に備える

ブザー、その他の車内の利用乳幼児の見落としを防止する装置は、例えば自動車のエンジンが停

止すると自動的に音声やブザーが鳴り、自動車内の後方にあるボタンを押さなければ音声やブ

ザーが止まらないという機能があるものや、自動車内の点検が未実施の場合に車外へ警告のアナ

ウンスが鳴るもの、また、自動車内に人が残っているとセンサーが作動し、警告音により周囲に

異常を知らせるものなど、国土交通省で策定をされた送迎用バスの置き去り防止を支援する安全

装置ガイドラインに適合するものを想定しております。 

 以上でございます。 

○議長（豊坂 敏文君）  山口議員、いいですか。 
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○議員（４番 山口 欽秀君）  はい。 

○議長（豊坂 敏文君）  以上で、通告による質疑を終わります。 

 ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  質疑がありませんので、これで議案第９号の質疑を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第９．議案第１０号 

○議長（豊坂 敏文君）  日程第９、議案第１０号壱岐市放課後児童健全育成事業の設備及び運営

に関する基準を定める条例の一部改正についてを議題とします。 

 質疑の通告があっておりますので、これを許します。４番、山口議員。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  １２条の２に関わることですが、ここにあるように、非常時体制

での早期業務再開を図るための計画とかというふうに書いてあります。今回のコロナ感染拡大等

に対する状況の中での学童保育の対応についての計画となるのでしょうか。この業務継続計画を

策定しというふうなことがありますが、どのような内容を想定しているのか、お聞かせください。 

○議長（豊坂 敏文君）  ただいまの質疑に対する理事者の答弁を求めます。西原市民部長。 

○市民部長（西原 辰也君）  山口議員の御質問にお答えいたします。 

 業務継続計画とは、感染症の蔓延や地震等の自然災害、テロ等の事件、大事故、供給網の途絶、

突発的な経営環境の変化など、不測の事態が発生しても重要な事業を中断させない、または中断

しても可能な限り短い時間で復旧させるための方針、体制、手順等を示した計画であります。 

 放課後児童健全育成事業所等においても、非常時や緊急事態宣言などの制限下であっても継続

的なサービスが求められる施設であることから、児童福祉施設の設備運営基準等の一部を改正す

る省令により、業務継続計画の策定等の努力義務化が定められたものであります。 

 この業務継続計画を策定するに当たっては、令和３年度子ども・子育て支援推進調査研究事業

において、配慮すべき事項をまとめた業務継続ガイドラインが作成されており、当該ガイドライ

ンを用いて策定することとなります。感染症、主に新型コロナウイルス感染症等の蔓延や地震と

風水害の自然災害を対象リスクとして、利用する子供の安全、保護者の安全及び施設等の職員の

安全を確保し、非常時に業務を継続するために必要な業務を明確にすることを想定しております。 

 以上でございます。 

○議長（豊坂 敏文君）  山口議員。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  今言われましたように、そのガイドラインがある、ガイドライン

に沿って各学童保育事業者がつくるということで。そのためのいろんな対応というか、計画の立

案についての相談を含めた対応は市のほうもやるということでよろしいんですね。 
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○議長（豊坂 敏文君）  西原市民部長。 

○市民部長（西原 辰也君）  ただいまの御質問にお答えいたします。 

 ガイドラインに沿いまして、市のほうも計画書の策定癩癩これは努力義務でございますが癩癩

相談、指導等を行ってまいりたいと思っております。 

○議長（豊坂 敏文君）  いいですか。以上で、通告による質疑を終わります。 

 ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  質疑がありませんので、これで議案第１０号の質疑を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１０．議案第１１号 

○議長（豊坂 敏文君）  日程第１０、議案第１１号壱岐市福祉医療費の支給に関する条例の一部

改正についてを議題とします。 

 質疑の通告があっておりますので、これを許します。４番、山口議員。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  福祉医療の保護者負担の件ですが、窓口で一旦払って、そして、

後、申請をして返金してもらうという償還払い方式を壱岐は取っているというふうに思いますが、

実際、窓口で払った保護者の医療費と、それから償還払いで返金した差額、どのような割合なの

かをお聞かせください。 

○議長（豊坂 敏文君）  西原市民部長。 

○市民部長（西原 辰也君）  山口議員の御質問にお答えいたします。 

 今回、新たに対象者の拡大として提案をしております高校生世代の福祉医療費につきましては、

現在の小中学生と同様、入院・通院に係る保険適用の窓口負担額から、医療機関ごとに１日

８００円、月上限が１,６００円を控除した額が助成額となります。薬代につきましては全額助

成の対象となります。ただし、入院等により、高額療養費や付加給付等の対象となる場合は、そ

の分を差し引いた額となります。 

 以上でございます。 

○議長（豊坂 敏文君）  山口議員、いいですか。山口議員。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  ちょっと聞いとる趣旨が伝わっていないので。 

 保護者が一旦窓口で払って、後日１か月分なりまとめて、保護者が市のほうに医療費の返還請

求をしますよね。必ず全ての保護者が壱岐市のほうへ医療費の返還の請求をするわけじゃない状

態だと思うんですが、そのあたり、保護者が窓口負担したのに、実際、保護者が請求しないので、

実際医療費の返還が少なくなっているというふうに思うんですが、そのあたりの償還払いの必然

ですが、必ずそういうふうに差が出ると思うんですが、どのくらいの差で少なく償還払いになっ
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ているかということですが、分かりませんか。そういう割合は分からないですか。 

○議長（豊坂 敏文君）  西原市民部長。 

○市民部長（西原 辰也君）  ただいまの御質問でございますが、乳幼児におきましては現物給付

という制度が取られておりますけれども、小中学生、今回の高校生世代につきましては、これは

県の制度で償還払い、１０分の１０の負担ということでございます。現在、対象者数としては

７６０人程度を想定しておりますが、助成額といたしましては、令和５年度の見込みとしまして

は４００万円程度を見込んでおります。 

 議員の御指摘のように、償還払い、この請求をなされない方の割合ということでございますが、

今現在、ここに把握をいたしておりません。 

 以上でございます。 

○議長（豊坂 敏文君）  山口議員、３回目。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  委員会のほうで、また細かく質問をしたいと思いますので、その

あたりの数字が分かりましたら委員会のほうで教えてください。よろしくお願いします。 

○議長（豊坂 敏文君）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  質疑がありませんので、これで議案第１１号の質疑を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１１．議案第１２号～日程第１４．議案第１５号 

○議長（豊坂 敏文君）  日程第１１、議案第１２号から日程第１４、議案第１５号まで４件を議

題とし、これから一括して質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  質疑がありませんので、これで議案第１２号、外３件の質疑を終わりま

す。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１６．議案第１７号 

○議長（豊坂 敏文君）  日程第１６、議案第１７号公有水面埋立についてを議題とします。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  質疑がありませんので、これで議案第１７号の質疑を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１７．議案第１８号 

○議長（豊坂 敏文君）  日程第１７、議案第１８号令和４年度壱岐市一般会計補正予算（第１２号）
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を議題とします。 

 本件につきましては、議長を除く全議員で構成する特別委員会を設置し、審査を行うようにし

ておりますので、質疑については委員会でお願いをいたします。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１８．議案第１９号～日程第２２．議案第２３号 

○議長（豊坂 敏文君）  日程第１８、議案第１９号から日程第２２、議案第２３号までの５件を

議題とします。 

 これから一括して質疑を行います。質疑をどうぞ。 

○議員（１０番 音嶋 正吾君）  議案第１８号で重大な案件がありますので、質問をさせていた

だきます。 

 今回、市長のコミットメントによりますと、北串会が認定こども園の事業で撤退をされており

ます。そうしますと、本補正予算で認定こども園が繰越明許をされております。この取扱いはど

のようにされるんですか。明らかに撤退をするということでありますから、１億７,２００万円

の繰越明許が出ております。どうするんですか。これだけをお尋ねをいたしたい。 

○議長（豊坂 敏文君）  答弁をお願いします。原財政課長。 

○財政課長（原  裕治君）  ただいまの音嶋議員の御質問についてお答えいたします。 

 現在、本件につきましては、口頭による申出があっているという段階を踏まえて、現在、認定

こども園整備に係る、先ほど御質問がございました繰越明許費を含めた予算全般についての取扱

いについて、現在の想定につきまして御説明いたしたいと思います。 

 まず、歳出予算についてでございますけれども、６月会議にて議決いただきました歳出予算の

施設整備補助金につきましては、現在、補助金申請に対しての交付決定を行っており、支出負担

行為を行っている段階でございます。 

 支出負担行為とは、地方自治法第２３２条の３において、「法令または予算の定めるところに

従い、これをしなければならない」とされているもので、予算に基づいてなされる支出の原因と

なる契約等の行為でございます。 

 今回の場合で申し上げますと、補助金の交付決定に伴い、予算執行の第一段階を行っている状

況でございます。先ほども申しましたとおり、現時点では口頭による申出があった段階でありま

して、補助金に係る事業の取りやめや中止等の手続までは行われておりませんので、支出負担行

為は行った状態であり、現金支出は行われておりませんけれども、予算の執行ということはなさ

れておりますので、現在の段階で最終予算の減額はできないものとなっております。 

 また、現在提出しております一般会計補正予算（第１２号）におきまして、繰越明許費として

認定こども園施設整備事業を計上いたしておりますが、さきの支出負担行為同様、取りやめや中
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止等の手続は現時点では行われておりませんし、長崎県におきましても本予算に係る繰越明許費

を計上しておる状況でございますので、年度末であるという状況も踏まえまして、今回において

は予算案の修正は行わず、次の取扱いとさせていただきたいというふうに考えております。 

 今後の当該事業に係る予算につきましては、事業の取りやめ等の手続がなされた後となります

けれども、財源の一部には社会福祉施設整備事業債も充当しておりますので、当該地方債の減額

補正も必要となります。 

 したがいまして、例年３月３１日付で行っております専決補正予算において、当該歳出予算の

減額と併せまして、充当しております地方債及び県支出金の減額を行うとともに、繰越明許費補

正で本事業に係る繰越明許費を廃止するという対応でさせていただきたいというふうに考えてお

ります。 

 このような状況でございますことを御理解賜り御審議いただきたいと考えておりますので、よ

ろしくお願いいたします。 

○議長（豊坂 敏文君）  いいですか。音嶋議員。 

○議員（１０番 音嶋 正吾君）  詳しくは予算特別委員会で質疑をします。しかし、これ、主な

ことですから、現に発生していることですから、自主的に撤退するときに、こういうこともござ

いますということは、議会から説明しなくて、執行部から説明すべきであると、私はそう考えて

おります。 

 あとは、詳しくは予算特別委員会で尋ねますから、答弁は結構であります。 

○議長（豊坂 敏文君）  続きまして、日程第１８、議案第１９号から日程第２２、議案第２３号

までの５件を議題とし、これから一括して質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  質疑はありませんので、これで議案第１９号外４件の質疑を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第２３．議案第２４号 

○議長（豊坂 敏文君）  日程第２３、議案第２４号令和５年度壱岐市一般会計予算を議題としま

す。 

 本件につきましては、議長を除く全議員で構成する特別委員会を設置し、審査を行うようにし

ておりますので、質疑については委員会でお願いします。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第２４．議案第２５号～日程第３０．議案第３１号 

○議長（豊坂 敏文君）  日程第２４、議案第２５号から日程第３０、議案第３１号まで７件を議

題とし、これから一括して質疑を行います。質疑はありませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  質疑がありませんので、これで議案第２５号外６件の質疑を終わります。 

 以上で、議案に対する質疑を終わります。 

 これより委員会付託を行います。 

 議案第３号から議案第１５号まで及び議案第１７号並びに議案第１９号から議案第２３号、議

案第２５号から議案第３１号まで、タブレットに配信しております議案付託表のとおり、それぞ

れの所管の委員会に付託します。 

 お諮りします。議案第１８号及び議案第２４号については、議長を除く全議員で構成する予算

特別委員会を設置し、これに付託して審査することにしたいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  異議なしと認めます。したがって、議案第１８号及び議案第２４号につ

いては、議長を除く全議員で構成する予算特別委員会を設置し、これに付託して審査することに

決定しました。 

 お諮りします。ただいま設置されました予算特別委員会の委員の選任については、委員会条例

第８条第１項の規定により、議長を除く１４名を指名したいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  異議なしと認めます。したがって、議長を除く１４名を予算特別委員に

選任することに決定しました。 

 今定例会における予算特別委員会の正副委員長につきましては、議会運営委員会で協議し、産

業建設常任委員の中からとし、委員長に中原正博議員、副委員長に赤木貴尚議員と決定しました

ので報告いたします。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第３１．要望第１号～日程第３２．要望第２号 

○議長（豊坂 敏文君）  日程第３１、要望第１号及び日程第３２、要望第２号を議題とします。 

 ただいま上程しました要望第１号及び要望第２号については、タブレットに配信の陳情等文書

表のとおり、それぞれの所管委員会へ付託します。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（豊坂 敏文君）  以上で、本日の日程は終了いたしました。 

 次の本会議は、明日３月８日水曜日午前１０時から開きます。 

 なお、明日は一般質問となっております。４名の議員が登壇予定となっています。 

 壱岐市ケーブルテレビ、壱岐ＦＭにて生中継いたします。市民の皆様におかれましては御視聴

いただきますようよろしくお願いを申し上げます。 
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 本日はこれで散会をいたします。お疲れさまでした。 

午前10時54分散会 

癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘 
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令和５年 壱 岐 市 議 会 定 例 会 ３ 月 会 議 会 議 録（第３日） 

 

議事日程（第３号） 

                    令和５年３月８日 午前10時00分開議 

 日程第１ 一般質問 

           ３番 武原由里子 議員 

          １５番 土谷 勇二 議員 

           ９番 赤木 貴尚 議員 

           ５番 中原 正博 議員 

────────────────────────────── 
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出席議員（15名） 

１番 森  俊介君       ２番 樋口伊久磨君 

３番 武原由里子君       ４番 山口 欽秀君 

５番 中原 正博君       ６番 山川 忠久君 

７番 植村 圭司君       ８番 清水  修君 

９番 赤木 貴尚君       10番 音嶋 正吾君 

11番 小金丸益明君       13番 中田 恭一君 

14番 市山  繁君       15番 土谷 勇二君 

16番 豊坂 敏文君                 

────────────────────────────── 

欠席議員（なし） 

────────────────────────────── 

欠  員（１名） 

────────────────────────────── 

事務局出席職員職氏名 

事務局長    山川 正信君   事務局次長 平本 善広君 

事務局係長   折田 浩章君                

────────────────────────────── 



- 82 - 

説明のため出席した者の職氏名 

市長  白川 博一君  副市長  眞鍋 陽晃君 

教育長  久保田良和君  総務部長  久間 博喜君 

企画振興部長  中上 良二君  市民部長  西原 辰也君 

保健環境部長  﨑川 敏春君  建設部長  増田  誠君 

農林水産部長  谷口  実君  教育次長  塚本 和広君 

消防本部消防長  山川  康君  総務課長  平田 英貴君 

財政課長  原  裕治君  会計管理者  篠崎 昭子君 

 

午前10時00分開議 

○議長（豊坂 敏文君）  皆さん、おはようございます。 

 会議に入る前に、あらかじめ御報告いたします。壱岐新聞社ほか１名の方から、報道取材のた

め撮影機材等の使用の申し出があり、許可をいたしておりますので、御了承願います。 

 ただいまの出席議員は１５名であり、定足数に達しております。 

 これより本日の会議を開きます。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１．一般質問 

○議長（豊坂 敏文君）  日程第１、一般質問を行います。 

 一般質問通告者一覧表の順序によりまして、順次登壇をお願いします。 

 それでは、質問順位に従い、３番、武原由里子議員の登壇をお願いいたします。 

〔武原由里子議員 一般質問席 登壇〕 

○議員（３番 武原由里子君）  おはようございます。本日３月８日は国際女性デーです。国連が

定める国際記念日です。労働条件の改善と参政権を求めたデモを行った日と言われています。そ

の成果を祝い、勇気を与える日、「ミモザの日」とも言われる、本日、トップバッターとして一

般質問をいたします。通告に従って行います。 

 まず１点目です。 

 こども家庭センター「いきいろ」の新設を契機とした壱岐市のこども政策の再構築についてお

尋ねします。 

 ２０２３年４月１日にこども家庭センター「いきいろ」が新設されるということです。これを

機に、子供の最善の利益のため、こども政策が抜本的に再構築されることを期待し、次の点につ

いて伺います。 

 １点目、こども家庭センター「いきいろ」の人員体制と年間事業計画について。 
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 ２点目、壱岐こどもセンターとこども家庭センターの組織の統合について。 

 ３点目、子ども・子育て会議の委員の再編成についてです。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（豊坂 敏文君）  武原由里子議員の質問に対する理事者の答弁を求めます。西原市民部長。 

〔市民部長（西原 辰也君） 登壇〕 

○市民部長（西原 辰也君）  おはようございます。３番、武原議員の御質問にお答えいたします。 

 まず、こども家庭センター設置の経緯についてでございますが、国は、令和４年６月に成立を

した「改正児童福祉法」により、子ども家庭総合支援拠点（児童福祉）と子育て世代包括支援セ

ンター（母子保健）の意義や機能を維持した上で、組織を見直し、全ての妊産婦・子育て世帯・

子どもへ一体的な相談支援を行う機能を有する機関として、こども家庭センターの設置を令和

６年４月の施行に向けて努めることとされました。 

 本市におきましても、子ども・子育て支援は喫緊の課題であり、早急に対策に取り組む必要が

あることから、令和６年４月の国の施行を待たずに前倒して、保健環境部健康増進課に設置して

いる子育て世代包括支援センター「いきいろ」の機能を市民部こども家庭課に設置することとし

ております。 

 議員御質問の人員体制につきましては、現在の保健師・看護師・子ども家庭相談員及び支援員

の人員に加え、専門的な知見や経験を有する職員などを配置することで、さらに手厚い支援体制

が可能となるよう準備を進めております。 

 次に、こども家庭センター「いきいろ」の年間事業計画につきましてでございますが、具体的

な事業計画は、４月以降に新たな体制の下、策定していくこととなりますが、支援が必要な子供

や家庭の把握と必要に応じた適切な支援につなぐための取組を強く推し進めてまいります。 

 また、これまで同様に、子育て世代包括支援センター「いきいろ」が担っていた妊娠から子育

て期にわたる母子保健の総合的な相談・支援・健診などに加え、子ども家庭総合支援拠点が担っ

ている児童虐待や、ひとり親家庭をはじめとする子育て世代全般における相談・支援など、これ

まで以上に連携し、情報を共有することができ、支援が必要な子供や家庭への迅速かつ適切な支

援と、児童虐待などの未然防止等に大きな役割を果たすものと考えております。 

 次に２つ目の、壱岐こどもセンターとこども家庭センターの組織の統合についての御質問です

が、壱岐こどもセンターは、御存じのとおり、障害児等に日常生活での基本的な知識・技能の付

与や集団生活への適応訓練を行う児童発達支援や放課後等デイサービスなどを提供する障害児通

所支援事業所でありますが、子育て親子の交流の場の提供と交流の促進・子育て支援に関する講

座等を実施する地域子育て支援拠点の一つでもあり、子育ての悩みや不安、子供の成長に関する

相談窓口としての役割も担っております。 
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 これまでも、壱岐こどもセンター、子ども家庭総合支援拠点、子育て世代包括支援センター

「いきいろ」と、それぞれが相談窓口となり、連携しながら支援を行ってまいりました。 

 今回、新たに設置するこども家庭センターでは、子育て世代包括支援センター「いきいろ」が

担ってきた妊娠から子育て期にわたる母子保健の総合的な相談・支援と、子ども家庭総合支援拠

点で担っていた児童虐待やひとり親家庭をはじめとする子育て世帯全般における相談・支援を一

体的に提供してまいります。 

 先ほど申し上げましたように、壱岐こどもセンターは地域子育て支援拠点として、子育ての悩

みや不安を抱える親子が孤立をしないよう、子育て親子の交流の場を提供するという役割を担っ

ていく必要がありますし、その中で気軽に相談できる場の一つとなるものと考えております。 

 御質問の組織の統合につきましては、現在の体制と機能を維持しながら、壱岐こどもセンター

とこども家庭センター「いきいろ」がそれぞれの役割を担い、これまで以上に連携していくこと

が子育て世代の支援の充実につながるものと考えております。 

 次に、子ども・子育て会議の委員の再編成につきましてでございますが、壱岐市子ども・子育

て会議設置要綱第３条組織及び第４条委員及び臨時委員の規定において定められております。委

員の任期は２年と定められており、現在の委員の残任期間は令和６年３月までとなっております。

ですので、現時点では委員の再編成は考えておりません。 

 諸事情等により委員の欠員が生じた場合などは、壱岐市子ども・子育て会議設置要綱の規定に

沿って、今後とも適切に対処してまいります。 

 以上でございます。 

〔市民部長（西原 辰也君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  武原議員。 

○議員（３番 武原由里子君）  御丁寧に説明いただきました。 

 まず、１点目の追加の御質問をいたします。今ある芦辺の「いきいろ」の体制がプラスされて、

郷ノ浦のほう、今地下で改修が行われている場所になると思いますが、そちらに移動するという

ことの認識でいいでしょうか。 

 今、人員体制のところで保健師・家庭支援員・人員体制の今の体制がそのまま芦辺のほうの方

が全部郷ノ浦に移動して相談業務をされるのかどうか。今が芦辺だけでされていますけれども、

保健師さんの数とか、どの程度移動されてくるのかというのが今の説明では分らなかったので、

人数等お知らせください。 

○議長（豊坂 敏文君）  西原市民部長。 

○市民部長（西原 辰也君）  ただいまの御質問にお答えいたします。 

 人員体制につきましては、今、現在芦辺庁舎の方で行っております「いきいろ」の母子保健の
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担当をされている方が郷ノ浦庁舎のほうで統合をするということで、人数につきましては、私の

ほうからは今の段階で、私のほうからはまだ人事のことに関わりますので申し上げることはでき

ません。 

○議長（豊坂 敏文君）  武原議員。 

○議員（３番 武原由里子君）  分かりました。それでは先ほどの説明によりますと、全ての妊産

婦・子育て世帯・子どもに対する相談支援ということで、かなりのボリュームのお仕事だと思い

ます。今の「いきいろ」だと３名ぐらいでされていたと思うんですが、それでは到底無理かなと

感じておりましたので、どのような人員体制でされるのか、やはりすごく人がいないとこういう

相談はできませんので、実際に４月にならないと分らないという御回答ですけれども、ぜひその

あたりきちっと計画もまだということですので、保護者や子どもたちが困らないような体制をぜ

ひ作っていただきたいと思います。 

 児童福祉と母子保健、一緒になっているということですので、今の子ども家庭課の相談員さん

も新しい「いきいろ」のほうに移動して、ワンフロアで相談業務をされるという認識でよかった

でしょうか。 

○議長（豊坂 敏文君）  西原市民部長。 

○市民部長（西原 辰也君）  現在のこども家庭課に家庭相談員、支援員等おりますので、その

２人も含めまして、新しいこども家庭センター「いきいろ」のほうで活動、業務を行っていくこ

とになります。 

 以上でございます。 

○議長（豊坂 敏文君）  武原議員。 

○議員（３番 武原由里子君）  はい、分かりました。実際に利用される保護者は、最初かなり戸

惑われると思います。広報等をきちっとよろしくお願いいたします。 

 引き続いて２点目ですけれども、実際にこの壱岐こどもセンターとこども家庭センター「いき

いろ」と、やっぱり名前だけ聞いたら本当に今言ったように皆さん戸惑われます。どこで何を相

談できるとか、先ほどのこどもセンターの説明では、やはり、療育的な場所ですということでし

たが、一部、相談業務等もされていますので、やはり利用する保護者の方は、本当にこどもセン

ターが利用しやすいというお声をいただいています。 

 なぜかというと、今まで「いきいろ」あったんですが、なかなかほかの窓口と同じフロアです

ので、個別の相談がしづらいということでした。そしてまた子どもを連れて市役所に行って、な

かなか相談できない、やっぱり落ち着いてゆっくり話ができない、ほかの来庁者の方に気兼ねを

するなどの声がありました。 

 また、相談に連れていくお子さん以外に、下のお子さん等おられる方、やっぱり一時預かりが



- 86 - 

必要なんですが、今の状態ではそれも難しいということで、とても悩んでおられました。そうい

うときに子どもセンターだとスペースもあって、子どもたちがちょっと遊べるスペースもあって、

相談もしやすくて、すごくありがたいこどもセンターの存在がありがたいということを聞いてお

りますので、現段階では統合はないということですけれども、本来であれば、あの施設をそうい

う広げた形で壱岐の子育てに対するセンターだという位置づけになればいいなと思って、今回こ

の質問をいたしました。 

 その中でちょっと現場に行ったんですけれども、実は令和３年４月１日からエレベーターが利

用できないと張り紙がありました。以前からちょっと聞いてはいたんですけれども、現場を見て、

これは本当にお子さんをもった、障害を持った方や何人も子どもを連れた方は大変だろうなと本

当に思いました。そして所長さんに聞きましたら、「いや、ちょっとですね見積もりをしたら三

千何百万と言われてですね、もうできないと諦めております。」という御回答で、その分、困難

さを人力で子どもを何人かの方は職員が行って抱えるとか、外からのスロープで上がってくるな

どの対応をされているということでした。 

 お金の問題なので、そうすぐにはできないかもしれませんが、もしその統合とか、ここを拠点

にするということで整備をしていただけるんだったら、そこら辺もできるのかなと思ってちょっ

と考えておりましたので、もし将来的なところで、あのセンターの役割をものすごくお母さんた

ちに、また、おじいちゃんおばあちゃんたちも利用されておりますので、無くさないで本当に拠

点になってほしいなと思っております。 

 ちょっと戻りますが一番との兼ね合いで、先ほどの人員配置のときですけど、現在やはり訪問

支援という、センターに来てもらうよりも出かける訪問支援を国も言っておりますので、やはり

人員体制もう少しプラスしていただけるような形でお願いします。 

 あともう一つは、来れない、そこのセンターに出向けない方も、またいるかと思います。アウ

トリーチプラスオンラインでの相談等も、今後検討していただきたいと思っております。 

 続いて３点目の子ども・子育て会議の委員の再編成についてですが、先ほどの説明では設置要

綱にあるということでした。実際に今、要綱では２０人以内とあります。しかし、今１６人だと

思いますが、名簿が公開されておりませんので、ぜひこれは公表が必要かなとは思っております。 

 実際に聞いたところ条項の中では、ほとんどが現在の幼稚園とか保育所とかの先生とか、保護

者にしても市の関係者、半数が市の関係者、公的機関の職員になっているという実態があるとい

うことです。その場合、どうしても市の考えに対して疑問があってもなかなか言えないという声

もいただきました。やはりこの委員の中には職員さん以外の方もぜひ入れていただきたい、特に

公募委員ですね。 

 これは、壱岐市自治基本条例第１８条にもあります。その中には、委員の選任は「全部または
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一部を市民からの公募等により行い、市民の多様な意見を反映しなければならない」と書いてあ

ります。ぜひ次回からの委員選定の折には、それも考慮していただきたいと思います。 

 あと、その３条には、委員以外に外部の専門家の登用もできる、臨時委員を置くことができる

ともあります。今回、かなり子育て会議でいろいろ議論されていると思いますが、なかなか専門

的なところが難しい場合は、やはりこういう臨時委員さんとかを利用されて、外部の方の専門的

な意見も聞きながら、計画等をしていただきたいなと思っております。 

 実際、今、こども家庭庁がもうすぐできますが、一番、こども家庭庁が目指している基本姿勢

の中で、やはり子どもの視点、子育て当事者の視点、これが一番だということです。なので、視

点が子どもや子育て当事者にとってどうなのかというのを今一度考えられて、実際センターがで

きて、また利用等を当事者が本当に利用しやすいような形に深化させていただきたいと思ってお

りますので、お願いします。 

 これらの、本当に国も変化をしているときです。実際、壱岐市もまだ計画の見直し等もあると

思いますが、こども政策の基本構想とか理念について、これは次の計画にも大きく関わってくる

と思いますが、そのあたり、市長の御見解をお願いできますでしょうか。 

○議長（豊坂 敏文君）  白川市長。 

○市長（白川 博一君）  武原議員の御質問にお答えいたします。 

 ただいま、総合的な子育て問題について御意見を賜りました。条例もそうですし、委員の宣伝

についてもそうでございますけれども、ただいまの御意見を参考にさせていただきたいと思って

おります。 

○議長（豊坂 敏文君）  武原議員。 

○議員（３番 武原由里子君）  ぜひ前向きに取り組んでいただいて、この島が子育てしやすい、

外からでも入って、この島は子育てしやすくて、もっともっとそれをアピールして子育て世代を

呼び込みましょうと実際言っている方もいらっしゃいます、本当に。なので、そういう方の声も

聞き入れていただきながら、それ以上に深化できるような形で、ぜひ前向きにしていただきたい

と思っております。 

 国も、町の支援からアウトリーチ、外へ行ってということを言っていますので、市役所やセン

ターで待っているのではなく、困っている方のところに出向いて、ぜひしっかりとそういう声を

聞き入れて改善しながら、より子育てしやすい環境を作っていただきたいと思っております。

１番目の質問はこれで終わります。 

 続きまして２点目です。壱岐市自治基本条例の視点を反映させた行政計画の効果検証並びに情

報公開と市民参画の検証について質問いたします。 

 １つ目です。壱岐市政策市民参加制度（パブリックコメント）実施要綱第７条に基づく意見等
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の概要や市の考え、修正内容等の公表の実施についてです。 

 ２点目が、ＰＤＣＡサイクルのプロセスにおける評価と検証についての情報公開と市民参画の

保障について。 

 そして３点目が、壱岐市自治基本条例第１９条情報公開に基づく市長の交際費の公表・公開を

ということです。 

 以上３点です。よろしくお願いいたします。 

○議長（豊坂 敏文君）  中上企画振興部長。 

〔企画振興部長（中上 良二君） 登壇〕 

○企画振興部長（中上 良二君）  私のほうからは、１つ目の壱岐市政策市民参加制度パブリック

コメントの公表の実施の件、そして２つ目のＰＤＣＡサイクルのプロセスにおける評価と検証に

ついての件について、答弁をさせていただきます。 

 まず、１つ目の壱岐市政策市民参加制度（パブリックコメント）実施要綱第７条に基づく意見

等の概要、市の考え修正内容等の公表の実施についてでございますが、パブリックコメントの実

施に当たっては、対象となる施策等の策定を行う所管部署において、壱岐市政策市民参加制度

（パブリックコメント）実施要綱に基づく手続きを行っております。 

 提出された意見などにつきましては、実施要綱第７条に基づき、意見に対する市の考え方、計

画等への反映の有無及びその理由などについて、修正後の計画等と併せて市のホームページに掲

載し、原則として公表を行っております。 

 また、ホームページ上にパブリックコメントという共通のカテゴリーを設けているものの、所

管課で独自に作成したカテゴリーに掲載するなど、情報の集約化が図られていない状況がござい

ましたので、今後は政策企画課で情報を集約し、まとめて閲覧できるような見やすいページづく

りを行い、意見の募集から結果の公表まで確実に実施されるよう、適切な管理を行ってまいりま

す。 

 また、意見の募集に当たっては、ホームページのほか、各庁舎での閲覧も可能としております

ので、結果の公表につきましても、同様にホームページを閲覧できない方でも確認できるような

方法の検討も進めてまいります。 

 次に、２つ目のＰＤＣＡサイクルのプロセスの評価と検証の件でございますが、壱岐市自治基

本条例第１７条に基づく政策評価につきましては、毎年、前年度に実施した事務事業に対する事

後評価を行っております。 

 事後評価は、まず所管部署の自己評価に当たる一次評価を行いまして、このうち対象年度の主

要事業に位置づけられた事業や、自己評価で見直しの方針とした事業、新規に開始した事業など

の基準によりまして、効果検証が必要と判断した事業を抽出いたしまして、副市長を本部長とす
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る壱岐市政策評価推進本部により、二次評価を行っております。 

 さらに、二次評価の対象とした事業につきましては、壱岐市行政改革推進委員会による外部評

価を実施いたしまして、地域住民の視点から事務事業の成果に対する評価・検証を行っていただ

いております。なお、今年度実施をいたしました令和３年度実施事業の事後評価の対象事業につ

きましては１８１事業で、このうち２４事業について二次評価・外部評価を実施しております。 

 評価結果につきましては、ホームページに一次評価を含めた全事業の評価調書と併せて掲載し、

公表を行うとともに、次年度予算編成の資料としても活用をいたしております。 

 今後も引き続き、評価結果に基づく事業等の自主的な見直しや再構築を図ることで、ＰＤＣＡ

サイクルを確立させた確実な取組となるよう推進をしてまいります。 

 ３番目の交際費の公開の件につきましては、総務部からの答弁となります。 

〔企画振興部長（中上 良二君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  久間総務部長。 

〔総務部長（久間 博喜君） 登壇〕 

○総務部長（久間 博喜君）  ３番、武原議員の質問、壱岐市自治基本条例第１９条情報公開に基

づく市長の交際費の公開についてお答えいたします。 

 市長交際費については、交際費・食料費の支出基準を定め、これに基づいた運用を行っており

ます。合併以降、必要に応じて基準の見直し等を行い、合併当初の平成１６年度には、決算ベー

スで年間合計約４５０万円でございましたが、その後、経費縮減に努め、平成２８年度以降は約

１００万円前後の額で推移している状況でございます。 

 議員御指摘の市長交際費の公開については、毎年、９月会議において上程し、認定をいただい

ております決算書の中に年額合計について記載があり、議案の中での決算額が公表されておりま

すが、その支出状況等につきましては、現在、公表は行っておりません。 

 このことから、今後は市長の交際費の執行状況等について、他市の状況等も参考にしながら、

公表の方法、時期、内容等について検討を進めさせていただきます。 

 今後も、自治基本条例をはじめとする条例等の規定に基づき、公正で開かれた市政への推進に

努めてまいります。 

 以上です。 

〔総務部長（久間 博喜君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  武原議員。 

○議員（３番 武原由里子君）  答弁いただきました。 

 まず、１点目のパブリックコメントについて、私が通告を出した時点では、まだ公表がされて

いなかったので、こういう書き方をしましたが、子ども・子育て会議のほうのパブリックコメン
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トの結果等は、その後にホームページに掲載されておりました。 

 その後、先ほど説明がありましたが、一元化してということで大変それをしていただくと市民

は大変見やすくなるかと思います。やはり一つ一つの課にはなかなか皆さんアクセスしづらいで

すので、やはりきちっと政策企画課が取りまとめをしてまとめる。ぜひ、それでお願いしたいと

思います。 

 もう一つお願いですけれども、やはりパブリックコメント実施要綱では、実施期間は原則

３０日とあります。原則の捉え方なんでしょうが、今回、自殺のほうの対策計画案は２０日とい

うことで、２０日でもいいという書き方も、１０日以内、短縮することもできるというのがあり

ますから、条例違反ではないんですけれども、規則違反ではないんですけれども、できましたら

３０日原則というのを守っていただいて、広く市民の声を聞いて、またそれをフィードバックし

た形で公表していただくという、やっぱりかなりスケジュール的には大変だと思いますけれども、

そこを見越した計画策定のスケジュール管理、それはプロの皆さんがやっていただかないと、市

民はそこは何もできないところですので、ぜひチェック等を総務のほうがチェックされるのかも

しれませんが、政策企画課がチェックですかね、意見等を、これも含めて担当課との調整をぜひ

お願いいたします。 

 以前もやはり３０日ないところがありまして、原則だからと言われたということでした。でも

原則というのはやはり守ってもらうのが原則だと思います。３０日期間をぜひ取っていただきた

いと思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（豊坂 敏文君）  中上企画振興部長。 

○企画振興部長（中上 良二君）  武原議員の追加の質問にお答えをさせていただきます。 

 今、お話のように、壱岐市政策市民参加制度（パブリックコメント）の実施要綱の第６条では、

意見等の提出期間は原則として３０日の期間を確保することを基本に、実施機関が定めるとして

おります。 

 一方で、これもお話のように、同条第２項では、「緊急その他やむを得ない事情があると認め

るときは、この３０日の期間を１０日以内に限り短縮することができる。」つまり最低２０日以

上は意見の提出期間として確保しなければならないところでございます。 

 この緊急その他やむを得ない事情、例えば策定の期間とか時間が限られていることなどが考え

られると思いますが、いずれにいたしましても、本要綱に基づいてこれまでの対応をしてきてい

るところでございまして、今後も原則３０日間を確保することを基本にその状況に応じて対応し

てまいりますし、より多くの皆様への周知等がパブリックコメントの場合はポイントになるかと

思いますので、先ほど御説明をさせていただきました、答弁をさせていただきましたホームペー

ジ等でより確認できるように努めてまいりたいと考えております。 
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 以上でございます。 

○議長（豊坂 敏文君）  武原議員。 

○議員（３番 武原由里子君）  ぜひその方向でお願いいたします。 

 ２点目ですが、今、自己評価とまた外部評価、これが、以前のが、なかなか公表ができてなか

ったということがありましたので、ちょっと質問をいたしました。昨年度のはもう公表済みとい

うことで、ぜひそれを、形を整えていただきたいと思います。 

 これはやはり壱岐市の情報公開条例の第１条、市民の知る権利を尊重するものであります。ま

た、市政の諸活動を市民に説明する責務を全うしなければならないとも書いてあります。そして

市民参加の公正で開かれた市政を一層推進するための情報公開になりますので、常にその意識を

持って公開等をやっていただきたいと思います。 

 情報公開条例の３３条、実施状況の公表というのがありました。これが、先月末、２月２７日

にホームページできちんと一覧表になって載っておりました。こういうことも、ぜひ条例を見て

いただきながら、それに則った形できちんと市民へ伝えることもお願いいたします。 

 もう一つが、情報公開コーナー設置要綱というのもありました。このコーナーの設置は、今現

在どこでどのようにされているのでしょうか。 

○議長（豊坂 敏文君）  答弁を求めます。久間総務部長。 

○総務部長（久間 博喜君）  先ほど議員の方から御意見いただきました、情報公開の状況につき

ましては、市のホームページ等で情報の提供をしております。 

 コーナーにつきましては、その都度案件等がございますけども、オープンにできる部分、でき

ない部分がございます。今のところ、その部分のコーナーとしては出していないところでござい

ます。 

 以上です。 

○議長（豊坂 敏文君）  武原議員。 

○議員（３番 武原由里子君）  設置要綱には、第１条設置するとありまして、壱岐市情報公開

コーナーを設置するとなっております。ぜひ、まだできておりませんでしたら、次年度以降、そ

ういうコーナーを、どこに作られるのかもまた検討だと思うんですが、ぜひお願いいたします。

そして、１０条では前年度分６月末までに告示及び市の広報への掲載を行わなければならないと

なっております。これも併せてお願いいたします。 

 そして３点目です。今、御説明がありましたが、今後、市長の交際費の公開については検討す

るということでした。私も調べましたところ、壱岐市の姉妹都市の諏訪市、友好都市の朝来市、

友好都市もありますね。そこも公開です。市長の交際費公開。 

 また、県内でも、実は、壱岐と対馬と西海以外は全て公開されておりましたので、ぜひ公開の
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ほうをお願いいたします。中身のほうまで、他市は細かくされておりますので、御検討いただき

ながら早急に開かれた市政のためにも、ぜひお願いいたします。 

 本当に市長だけではなく、市長部局以外で議会とか、あと教育委員会、また監査委員会とか農

業委員会のほうまで、細かくこの交際費を公表している自治体もございました。他の自治体等を

見ていただきながら、検討してまた実施していただきたいと思います。２点目は以上です。 

 そして３点目に行きます。壱岐市職員のコンプライアンス、規範意識の高揚・法令遵守徹底の

ための職員研修体制についてお聞きいたします。２点です。 

 令和３年度の法令に関する職員研修の実績は。２点目が、令和５年度の法令に関する職員研修

の計画についてお尋ねいたします。 

○議長（豊坂 敏文君）  久間総務部長。 

〔総務部長（久間 博喜君） 登壇〕 

○総務部長（久間 博喜君）  ３番、武原議員の質問、コンプライアンス研修の実施状況につきま

してお答えをいたします。 

 １点目の、令和３年度の実績に対する組織としての自己評価と自己点検はとの御質問でござい

ますが、本市の職員研修につきましては、平成２９年４月に改定版として策定をしております人

材育成基本計画、壱岐市職員人材育成基本方針に基づき実施をしており、長崎県市町村振興協会

の長崎県市町職員研修センター主催による研修を主として行っておるところでございます。 

 長崎市内での職場外研修やインターネットを利用してのオンライン研修の受講、各市の要望に

基づくニーズ研修を活用しております。 

 全職員を対象としたコンプライアンス研修につきましては、直近では平成３０年度に集合研修

として実施いたしておりますが、その後、令和２年度に実施予定としておりましたけれども、新

型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響により、やむなく中止としたところです。なお、新規

採用職員については、初任者研修の中で公務員として必要な服務規律について学ぶこととしてお

ります。 

 また、内部統制としてコンプライアンス（法令遵守）等の徹底について、全職員に向けて随時

通知を出し、意識啓発を行っております。 

 次に、組織としての自己評価と自己点検はとの御質問ですが、本市では法令違反通報制度を設

けており、通報者が不利益な取扱いを受けないよう保護するとともに、自浄作用を働かせ、不正

行為の未然防止と早期発見を促し、市民の信頼を高めるよう努めており、その結果につきまして

は、ホームページ内の「人事運営等について」として掲載しております。 

 また、職員の人事記録評価、能力評価において、評価項目の中で、規律について法令、服務規

律や公務員倫理を把握し、これを常に遵守していたかなどを評定しております。 
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 次に、２点目の令和４年度の取組状況でございますが、コンプライアンス関係の主なものとし

ましては、行政法基礎研修や民法基礎研修、地方税法総則研修など業務に必要な法令研修を行っ

ております。 

 課題といたしましては、新型コロナウイルス感染症の感染防止の観点から、一同に会しての集

合研修の実施が難しい状況であるため、集合研修を減らし、各職員のパソコンで個別に受講する

オンライン研修を増やすことで、研修の受講環境の改善に取り組んでいるところでございます。 

 次に、３点目の令和５年度の展望と計画につきましては、先ほどお答えいたしました人材育成

基本計画、壱岐市職員人材育成基本方針に基づいて実施してまいります。 

 新型コロナウイルス感染症の感染状況を考慮した上で、できるだけ多くの職員が受講できるオ

ンラインウェブ形式による研修方法での実施を長崎県市町職員研修センターへ要望しておりまし

て、公務員としての基本であるコンプライアンス研修を実施するよう検討しております。 

 これからも市民との信頼関係を構築するため、壱岐市職員としてコンプライアンスを徹底し、

職員の能力向上や職場内の士気向上に努め、本市の将来を担う人材の育成に取り組んでまいりた

いと考えております。 

 以上でございます。 

〔総務部長（久間 博喜君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  武原議員。 

○議員（３番 武原由里子君）  説明いただきました。今、最後のほうにもありましたように法令

遵守、この壱岐市自治基本条例第１２条にもあります職員の責務、職員は全体の奉仕者であるこ

との認識を持ち、法令等を遵守し、公正かつ誠実に職務を遂行しなければならない。２、職員は

知識の取得及び能力の向上に努め、市民の視点に立ち、意欲を持って職務に取り組まなければな

らないとあります。 

 現在、集合研修ができていないということでの御回答でしたが、やはり法令はかなり変わって

おります。生き物です。毎年、何年かに１回ではなく、きちっとした研修等を市のほうで準備を

されて、長崎市のほうでということでしたが、以前は中央のほうでの研修を受けて、それを伝達

講習などされていたと聞きました。 

 やはりそういうことも、研修費はかかるかもしれませんが、中央からの最新の情報を得た人が、

また各課、各職員等への伝達講習など、やはりそういう体制を作っていただき、毎年、何らかの

法令に関する研修を受けて、常に知識の取得と能力の向上とありますように、それに努めて市民

の視点に立ったお仕事をしていただきたいと思っています。 

 そのためにはやはりここは市長の責務が大きいと思います。市長は自治基本条例第１１条「市

民の負託に応え市の代表者として指導力を最大限に発揮し公正かつ誠実にまた総合的に市政を運
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営するものとする。」とございます。やはりそういう研修等を市長がリーダーシップをとってき

ちっと指導力を発揮していただきながら総合的に市政を運営するためには、やはり一番の基本で

あります職員にとってのコンプライアンス、しっかりと学びながら、それは誰のための学びなの

か市民にとって利益が得るように学び、それを使っていただきたいそういう思いです。 

 先ほど最後には職員の人材育成、やはりこれは本当に大切です。職員の能力及び組織力が最大

限に発揮できるようには、この人材がきちっとしてないとできないと思います。その当たり壱岐

市の財務規則等もやっぱり変わったりしておりますので、きちっと職員全員がそれも知るような

機会を作っていただく、またそういうことをぜひ要望しております。それについて、市長はどの

ようにお考えでしょうか。 

○議長（豊坂 敏文君）  白川市長。 

○市長（白川 博一君）  武原議員の御質問でございますが、ただいまコンプライアンスについて

の強い御要望がございました。 

 私は職員研修、もちろんコンプライアンスが基本です。しかし、私はそれ以上に、やはり自己

啓発、そして壱岐市の発展のためにどういうことを自分がするのか、そういったことも含めて、

それまでも含めて研修を重ねなさいと。そういった気持ちで、また研修の計画を組んでおります。 

 今後とも、武原議員おっしゃるようにコンプライアンス研修を充実させるとともに、それより

もさらに高みを目指した研修をさせていきたいと思っているところです。 

○議長（豊坂 敏文君）  武原議員。 

○議員（３番 武原由里子君）  法令遵守プラス自己啓発、またどんどんその人材が育っていくよ

うに市長が自らそれを指し示していただきたいと思います。ぜひやはり職員にとって誰に向けて

仕事をしているのかというのを、今一度考えていただきたい。 

 また、そのあたりを常に意識しながら、皆さん多分されていると思うんですが、今一度そのこ

ういう研修を通して再認識し、また知識を取得し、能力を向上させるということがひいては市民

のためになるということをしっかりと、また認識していただきたいと思います。 

 市長自ら高みを目指してということでしたので、そういうことを次年度はまた計画されると思

います。実際にどういう形でなるかというのを市民は見ております。よろしくお願いいたします。

これで私の一般質問終わります。 

〔武原由里子議員 一般質問席 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  以上をもって、武原由里子議員の一般質問を終わります。 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

○議長（豊坂 敏文君）  ここで暫時休憩いたします。再開を１１時といたします。 

午前10時49分休憩 
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癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午前11時00分再開 

○議長（豊坂 敏文君）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 一般質問を続けます。 

 次に、１５番、土谷勇二議員の登壇をお願いします。 

〔土谷 勇二議員 一般質問席 登壇〕 

○議員（１５番 土谷 勇二君）  通告に従いまして、１５番、土谷勇二が一般質問をさせていた

だきます。 

 今回は大きく２点でございます。よろしくお願いをいたします。 

 １点目は、コロナウイルス感染について質問をいたします。 

 政府は令和５年５月８日、大型連休明けにコロナウイルス感染症の扱いを、現在の２類から季

節性インフルエンザと同じ５類へ引き下げる方針を示しました。また、３月１３日から、マスク

着用が個人の判断に委ねられるようになっております。 

 日本経済を回していく上では５類への引下げは必要と思いますが、反面、新型コロナはインフ

ルエンザと比べるとはるかに感染が広がりやすく、季節を問わず流行が起き、感染の時期や規模

を予測することが難しく、短い周期で変異株が出現する恐れがあるといわれております。 

 ５類に引き下げられると季節性インフルエンザと同じですから、入院患者の受入れが一般の医

療関係でも可能で、感染者や濃厚接触者に求められていました自宅待機がなくなるとのことです。

全額公費で負担されている入院費や検査の費用に自己負担が生じることになり、そのせいで受診

控えから感染発覚や治療が遅れてしまうケースも懸念されております。 

 昨年末より感染者が増えておりましたが、ここに来て減少傾向にあります。第８波では７０歳

以上、感染を機に持病が悪化し、体力低下を起こし亡くなるケースが大半であり、ウイルスの感

染はまだまだ強く、今後も年数回、流行を繰り返すのだろうといわれております。 

 また、厚生労働省はマスク着用の考え方について、マスク着用も３月１３日以降、個人の主体

的な選択を尊重し、着用は個人の判断に委ねることになります。本人の意思に反してマスクの脱

着を強いることがないよう、個人の主体的判断が尊重されるように配慮をお願いしますとの見解

を示してあります。 

 立場や職場環境で着用も異なると思いますが、一般の方々はマスク着用にどう対応するのか迷

うのではと思っております。新型コロナが終息するわけではなく、これからも繰り返すと考えら

れます。 

 それでは、新型コロナウイルスにつきまして５点質問をいたしますので、御回答をよろしくお

願いいたします。 
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 ①１２月、１月、２月の新型コロナの感染状況をお願いします。 

 ②２類から５類へ移行についての本市の考え方は。お願いいたします。 

 ③３月１３日以降のマスクの対応は国、県と同じ対応か。また、市独自の対応はしないのか、

お尋ねをいたします。 

 ④５類に移行したときの学校の対応をお尋ねいたします。 

 ⑤５類に移行したときの老人施設・介護施設の対応をお尋ねします。 

 御回答をよろしくお願いします。 

○議長（豊坂 敏文君）  土谷勇二議員の質問に対する理事者の答弁を求めます。﨑川保健環境部

長。 

〔保健環境部長（﨑川 敏春君） 登壇〕 

○保健環境部長（﨑川 敏春君）  １５番、土谷議員の御質問にお答えをいたします。 

 私のほうからは、①１２月から２月までの感染状況、②２類から５類への移行についての本市

の考え方、③３月１３日以降のマスクの対応方針、及び⑤５類移行後の老人施設・介護施設の対

応について、お答えをいたします。 

 初めに、①１２月から２月までの感染状況でございますが、令和４年９月末から全数把握の見

直しにより、週ごとの感染者数が長崎県のホームページで公表されております。 

 これによりますと、１１月２８日から１月１日まで７６３名、１月２日から２月５日まで

８１８名、２月６日から２月２６日まで２１３名が確認されており、人口１０万人当たりで比較

しますと、依然としまして同じ規模の市町の中で多い状況が続いています。 

 また、市内の１１月からの第８波以降のクラスターの発生は９件であり、内訳は保育所３、高

齢者施設５、医療機関１と公表されております。このような状況から、本市では、まだまだ終息

に向かっているとは言い難い状況でございます。 

 次に、②２類から５類への移行につきまして、本市の考え方でございますが、政府は１月に新

型コロナウイルス感染症対策本部におきまして、感染症法上の位置づけを５月８日から、季節性

インフルエンザと同じ５類に引き下げることを決定したところでございます。 

 本市としましては、これは国の専門家会議で審議された結果であり、国の方針を尊重し、アフ

ターコロナの取組を進め、家庭・学校・職場・地域など、あらゆる場面で新型コロナ前の日常を

取り戻すことができるように進めていきたいと考えております。 

 次に、③３月１３日以降のマスクの対応方針でございますが、国は令和５年３月１３日以降、

個人の主体的な選択を尊重し、マスクの着用については個人の判断に委ねることを決定しており

ます。 

 長崎県や壱岐保健所におきましても、これに準ずる方針でございますが、壱岐市は離島であり
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医療確保が難しく、重症化リスクの高い高齢者も多いことから、感染者の発生動向を見ながら緩

やかに解除していく方向で進めてまいりたいと考えております。 

 また、国からの通知の中でも、高齢者が多く集まることが予測される医療機関や高齢者施設に

おきましては、受診時・訪問時はマスクの着用を推奨し、併せて医療従事者や介護施設などの従

事者にも積極的なマスクの着用の推奨をお願いしてまいります。これは既に新型コロナワクチン

の追加接種が、高齢者や基礎疾患のある方、医療・介護従事者の方々を対象に、５月から８月に

かけて予定されていることからも裏づけされていると考えております。 

 また、市内事業者におかれましても、事業者が感染対策上または事業上の理由などにより、利

用者や従業員にマスクの対応を求めることが可能であることも、併せて周知を行ってまいりたい

と考えております。 

 ⑤５類移行後の老人施設・介護施設の対応でございますが、新型コロナウイルス感染症が５類

に移行しましても、ウイルスの感染力や感染状況が変わるものではありません。市所管の養護老

人ホーム及び市内の介護施設におきましては、重症化予防等の観点から引き続き、これまでと同

様の基本的感染対策を継続すると伺っております。 

 また、訪問や面会、イベントなども感染対策を行いながら、可能な部分は制限を緩和しながら

行われております。 

 今後、国・県から発出された通知に基づき、新型コロナ以外のインフルエンザや食中毒なども

含め、感染防止に配慮した適切な対応を求めてまいります。 

 以上でございます。 

〔保健環境部長（﨑川 敏春君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  久保田教育長。 

〔教育長（久保田良和君） 登壇〕 

○教育長（久保田良和君）  １５番、土谷議員の④の質問、第５類に移行したときの学校の対応に

ついてお答えいたします。 

 土谷議員がお話しのように、新型コロナウイルス感染症の位置づけが５月８日以降、第５類に

引き下げられること、第５類に移行する前の３月１３日からは、感染予防対策の一つであるマス

クの着用について、個人の判断に委ねることを政府対策本部が示したことで、私も土谷議員と同

じような不安を持っております。 

 このことについて、文部科学省は２月１０日付の通知で、マスクの取扱いに関して感染状況等

を踏まえ、今後、早期に見直し時期を含め、その結果を示すとしておりましたが、現在のところ、

まだその示しはあっておりません。 

 また、この通知では、卒業式におけるマスクの取扱い等についてを示し、教育委員会等の学校
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の設置者や各学校においては、各地域や学校の実情に応じて卒業式の適切な実施に努めていただ

くようお願いしますという記述になっております。 

 学校におけるマスク着用の考え方の見直しについては、令和５年４月１日から適用することと

されておりますので、壱岐市の学校の卒業式はこれまでどおり、感染症対策を講じて子供たちの

ための式典にするよう、各学校に指導をしているところです。 

 土谷議員のお尋ねは、第５類に移行した後、学校はどのような対応をするのか。マスクを外す、

外させないのことだけではなく、新型コロナウイルス感染予防の対策や、その意識が緩むことを

心配されていると受け止めています。 

 学校はほかの場とは違って、子供たちにとって、保護者にとって安全で安心な場所であり、学

びを保障してくれる場所としての信頼感を維持しなければなりません。そのため、壱岐市の学校

では、これまで取り組んできた感染症予防の基本的対策、検温・うがい・手洗い・マスク・消

毒・換気、そして３密を避ける等の継続をしなければならないと考えております。個人の判断で

マスクを外しても差し支えないの言葉を聞きますと、ほかの基本的な予防対策も個人の判断によ

って緩めてもよいのだと意識されることが心配です。 

 市内の学校の現在の感染状況、１月は実は小学生５１、中学生３１、教職員１７の報告が学校

からありました。２月になって小学生１２、中学生２、教職員２の１４名と激減しており、さら

に２月の２１日から本日までの１５日間は、学校からの報告はゼロでございます。 

 壱岐市内の学校で感染が再び広がらないために、学校はここで気を緩めることなく、感染予防

の基本的な対策を徹底していきますので、市民の皆様の御理解と御協力をお願いします。 

 また、その後の壱岐市内の感染状況、特に児童生徒の感染状況をしっかり見極め、その都度、

壱岐医師会の御指導を受け、教育委員会として具体的な対応策を示し、保護者の理解を得ながら

安心、安全な教育活動の推進に努めてまいります。 

〔教育長（久保田良和君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  土谷勇二議員。 

○議員（１５番 土谷 勇二君）  御答弁ありがとうございます。 

 １番目の感染状況ですが、すごい数で増えとったとが市民も不安になっていたと。ここになっ

て少なくなっておりますので、やはりこの放送をぜひ続けて、ゼロが続けば市民皆さん安心して、

こう数が増えたらはぁ～と言いながら注意をしながら、防災無線での放送はもう少し続けていた

だきたいと思います。それで感染状況を見極めていただきたいと思います。 

 次に、２番目の市の対応は国の方針と変わりはないと思いますが、やはり変わるということを

市民皆さんに意識づけをしていただければと思っております。 

 それで、３番目のマスクですね。やはり高齢者や重症者あたりの行く時のマスク着用はどうし



- 99 - 

ても推奨をしないといけないし、また感染の数でということでやっぱり市自体も本当に対応

を癩癩一般の人にしたらマスク着用は、若い人は外しても別にと思うかもしれませんが、やっ

ぱり高齢者になったら私は「うつりとうないけん、またしちょく」とか、「人にうつしたらいけ

んけん、しちょく」とか、そういう感覚がありますので、できればお年寄りとか、まだもう少し

５月の８日、５類になるぐらいまではマスク着用を推奨じゃなくてお願いをしたらいいと思うと

ですけど、そこのところちょっと後からお答えください。 

 学校のほうですけど、今度、卒業式はマスクの対応はそのままですかね。ほかの学校は何かし

ていないところもあるような言い方をしておりますが、この感染状況とかいろいろ見て文部科学

省は、４月１日からはもう多分マスク着用はなしでもいいとなっておりますので、壱岐市の小・

中学校の卒業式はマスク対応になるわけですかね。保護者、一般はつけていくと思うとですけど、

そこのところをもう一回ちょっとお知らせください。 

 ５番目です。介護施設ですけど、今まで面会はしていなかったし、都会におられる方は、せっ

かく準島民で安くなって老人介護施設に来て面会とかできるような状態になれば感染症対策をし

ながら癩癩５類になってもやはり対策をしながら少し緩和をしていただいて、面会とか外出を増

やしていけるような状態になっていただければ、やはり介護者も病院だけじゃなくて外の空気も

吸えるような状況になりますので、気分的にも全然違うとやないかなと思いますので、そこのと

ころをちょっとお聞かせを頂ければと思います。よろしくお願いします。 

○議長（豊坂 敏文君）  﨑川保健環境部長。 

○保健環境部長（﨑川 敏春君）  土谷議員さんからの追加の御質問について、お答えをいたしま

す。 

 市民皆様への周知でございますが、既にホームページにおきましては、３月６日から、市民向

け及び事業所向けに分けて周知を行っておるところでございます。 

 また、自治公民館への回覧につきましても、３月９日に回覧を配布する予定といたしておりま

す。 

 加えまして、市報の４月号にも、マスク着用への広報を行う準備をいたしているところでござ

います。 

 それと高齢者施設の面会等への対応についてでございますが、先ほど申し上げましたように、

高齢者それぞれの施設におきまして、可能な範囲で制限を緩和しながら、今も実施をされている

とお聞きをいたしているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（豊坂 敏文君）  久保田教育長。 

○教育長（久保田良和君）  土谷議員の卒業式における壱岐市の対応についてですが、壱岐市の場
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合は昨年度もその前も、実は卒業生についてはステージに上がるとき、卒業証書を授与してもら

うとき、あるいは保護者に対していろいろな言葉をかけるとき等はマスクを外した形で対応をし

てまいりました。その結果、特段の感染等の心配はなく来ておりましたし、今年度もまず、その

形はどこも踏襲をしていくだろうと考えております。 

 壱岐市内の学校にも児童生徒の数、体育館の広さ、そして保護者の出席なさる数、加えて来賓

の数等その学校の環境の中で、基本的な感染予防対策がどれだけ講じられるかを考えた上で学校

は判断をしてきております。率直に申し上げて、昨年度もその前の年も、来賓が３５名ぐらい来

た小学校もございます。それでしっかりできているという判断を尊重しているところでございま

す。 

 今年度も大きい学校は児童生徒が在校生を含めて３００人おりますので、その保護者、両親が

来られますと、かなりの広い体育館でも密な状況になるということは学校はしっかり把握をして

おりますので、学校の教育活動の中で主役は子どもたちでございます。あるいは保護者のこれま

でのお育ていただいたことへの感謝も含めて対応いたしますので、しっかりその学校なりに適切

な距離等が取れ、基本的な予防対策が講じられるなら前に向かって進むことをしておりますので、

校歌の斉唱をする、呼びかけの言葉をかける、そういうときにマスクを外しても飛沫感染の心配

がない距離が取れる場合は外しても構わない。 

 それぞれの学校がその学校独自の卒業式の在り方をつくっておりますので、その中でしっかり

判断をするということで、私どもは学校のほうに指導しているところでございます。 

○議長（豊坂 敏文君）  土谷勇二議員。 

○議員（１５番 土谷 勇二君）  ありがとうございます。それぞれの立場で、国や県の指導を仰

ぎながら対応をよろしくお願いをいたしたいと思っております。 

 長崎県は２月２０日に始まった県議会で、医療機関のオンライン診療を推進していくという考

えがありました。やはり病院自体もなかなか発熱外来とか受付がなかったら、薬だけとか、そう

いう状態やったらオンライン診療をお願いするようにということで、この前、答弁もされており

ました。 

 また、昨日ですかね、ワクチン接種、５月８日から高齢者と６５歳以上ですかね、のワクチン

接種と、９月末からは１２歳から６４歳と、来年の３月まではワクチン接種も無料ということが

昨日ニュースで報道されておりました。まだまだ終息はしませんが、国や県の対応をしていただ

きながら感染予防、また５類への移行をよろしくお願いをいたしたいと思っております。 

 これで、１番目の質問は終わらせていただきます。 

 次に、２番目の質問であります。農業振興について、お尋ねいたします。 

 これは昨年の６月会議で、中田議員も質問をされました、水田活用の直接支払交付金です。転
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作金です。この令和４年度以降５年間、水張りが行われない土地は、翌年度以降より交付対象水

田としない方針が国から示されました。 

 これは転換作物の生産が定着した農地、畑地化を促し、水田機能を維持しつつ、転換作物を生

産する農地については、水田とブロックローテーションによる地力の回復と収益性の向上を促す

ことを目的としておるということでされております。令和４年度の補正で多分、畑地化というこ

とが出たと思うんですね。 

 それで、ちょっと３点ほど質問をさせていただきます。 

 ①２０２３年、水田活用の直接支払交付金の変更点と壱岐市の対応を。 

 ②水田活用の直接支払交付金の転作金。今後５年間水張りが行われない農地、令和９年度以降

は交付対象水田にはならないとなっております。畑地化促進事業の一定期間、継続的に支援する

メニューは創設されており、取組の要望調査は２月２０日までの取りまとめとなっておりました。

もし、その結果が分かればお尋ねをいたします。また、交付対象者は、販売農家、集落営農とな

っておりますが、それ以外の農家への対応をお尋ねいたします。 

 ③農地化により、中山間地域等直接支払交付金、環境保全型農業直接支払交付金はどのように

なるのか、お尋ねをいたします。 

○議長（豊坂 敏文君）  谷口農林水産部長。 

〔農林水産部長（谷口  実君） 登壇〕 

○農林水産部長（谷口  実君）  １５番、土谷議員の農業振興についての１番目の、２０２３年

水田活用の直接支払交付金の変更点と壱岐市の対応はということでございます。 

 水田活用の直接支払交付金につきましては、飼料作物、飼料用稲のＷＣＳ、それから麦、大豆

など戦略作物の本作化を進めるとともに、地域で作成する水田収益力強化ビジョンに基づく、地

域の特色ある魅力的な産品の産地づくりに向けた取組へ支援される制度となっております。 

 水田活用の直接支払交付金の主な変更点につきましては、令和４年度から、湛水設備いわゆる

畦畔等を有しない農地や用水供給設備を有しない農地は、交付対象水田から除く現行ルールを再

徹底するとともに、現場の課題を検証しつつ、今後５年間、令和４年度から令和８年度に一度も

水張りが行われない農地は、その後、交付対象水田としない方針が国から示されました。 

 令和５年１月にこの方針が決定となりましたが、その対策として、令和５年度からの主な変更

点としましては、水田を畑地化して畑作物の本作化に取り組む農業者に対して、畑地利用への円

滑な移行を促し、畑作物の需要に応じた生産を促進することを目的として、畑作物の生産が安定

するまでの一定の期間、継続的に支援するメニューとして畑地化促進事業が創設をされたところ

であります。 

 本市の対応につきましては、本年１月１９日に畑地化促進事業に係る県の説明会を受け、県へ
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の需要額調査の報告が２月末までと示されたことから、１月２６日から１月３１日のうち４日間

で各町別に実行組合長会を開催し、２月２０日までに要望調査の取りまとめをお願いしたところ

でございます。 

 ２番目の御質問の中で、要望調査の取りまとめの結果についてのお尋ねでございますが、畑地

化促進事業の要望調査の取りまとめの結果につきましては、申請者は２月末現在５５０人、取組

筆数は２,９３６筆、取組面積は２６３ヘクタールとなっております。 

 しかしながら、畑地化促進事業には対象水田の要件があり、前年度に主食用米の作付水田また

は転作金の交付対象水田に該当している農地で、７月１日基準日において畑地化をする取組であ

ること、また、おおむね団地化された畑地を形成するものとなっております。 

 団地化要件については国の承認が必要となりますので、必ずしも対象水田とならない場合があ

りますので今後、団地化された畑地を形成できるかどうかは精査をいたしまして、交付申請手続

期限の６月３０日までに農家の方と協議してまいります。 

 次の質問の交付対象者は、販売農家または集落営農となっているが、それ以外の農家の対応に

ついてのお尋ねでございます。 

 販売農家とは、対象作物の販売実績がある農家となります。集落営農とは、複数の販売農家に

より構成される農作業受託組織であって、組織の規約及び代表者を定め、かつ対象作物の生産・

販売について共同販売経理を行っているものとなります。飼料作物については、利用供給協定の

締結または自家利用計画を策定していることが要件となります。それ以外の農家は対象とならな

い予定であります。 

 ３番目の御質問の畑地化により中山間地域等直接支払交付金、環境保全型農業直接支払交付金

はどうなるのかのお尋ねでございますが、中山間地域等直接支払交付金については、農業の生産

条件が不利益な地域における農業生産活動を継続するため、国及び県と市による支援を行う制度

でございます。 

 まず、中山間地域等直接支払交付金の対象農用地の定義については、田は、湛水するための畦

畔及びかんがい機能を有している土地で、湛水機能を有しているか否かの判定は畦畔の有無によ

るものとされており、ただし転作作物が作付されている場合であって、大型機械の進入、排水性

の確保等営農上の都合により、やむを得ず畦畔を除去している田については、一般的に農家が所

有する機械で畦畔を復旧できるものは湛水機能を有しているものとみなすとされています。畑は、

田以外の農地で草地を除く畑とし、樹園地は含まれるとされております。 

 議員お尋ねの中山間地域等直接支払交付金の対象農用地の中で、畑地化に取り組んだ場合です

が、畑地化は交付対象水田から除外する取組となっており、地目の変更を求めるものではござい

ません。よって、水田のままで維持管理することになりますので、中山間地域等直接支払交付金



- 103 - 

には影響はございません。 

 次に、環境保全型農業直接支払交付金については、化学肥料、化学合成農薬を原則５割以上低

減する取組と併せて行う地球温暖化防止や、生物多様性保全に効果の高い営農活動に対して支援

を行う制度でございます。対象農用地は、水田でも畑でも交付単価は変わらない取組であります

ので、環境保全型農業直接支払交付金にも影響はございません。 

 以上でございます。 

〔農林水産部長（谷口  実君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  土谷勇二議員。 

○議員（１５番 土谷 勇二君）  ありがとうございます。 

 それでは、１番目はあれですけれど、水張り要件のこの前文書が回ったとん中でお尋ねをした

いとですけど、水張り要件として、作付を行わなくてもかん水管理１か月以上の場合は水張りと

みなすと書いてありましたが、どのような状態であれば湛水していると認められるのか。湛水状

態における水深ですね。水の深さとか、水を張る時間や水張りの確認はどうやってされるのか。

一応、多分作らなくても、水張りさえすればいいちゅう考えですけど、それが本当に確認とかを

１か月できるのかとか、雨が降ったときだけほどいちょって水を入れればよかとか、そういう考

えになるのやないかなと思いまして、ちょっとお尋ねをいたします。 

○議長（豊坂 敏文君）  谷口農林水産部長。 

○農林水産部長（谷口  実君）  ただいまの土谷議員の再質問にお答えをいたします。 

 水張りの要件というところで申し上げますと、国の方針としましては、水張りの時期は年度内

であれば、特に時期の指定はないということでございます。 

 それから、天水による一時的なかん水ではなく、用水によるかん水管理を１か月以上行うこと

と。この１か月以上といいますのは、いわゆるその連作障害と害虫密度の低減効果を１か月以上

すれば効果が出るといったことで、１か月以上という期間が定められているようでございます。 

 水深は、水の深さについては、水稲作付と同様とするということでございますので、代かき状

態といったところになろうかというふうに考えております。 

 それから、作付しない水張り前後の作付については、転作の交付対象となるということになっ

ておりますので、水張りの前後について、転作作付も作付することは可能ということになってお

ります。 

 それから、作付しない、水張りをしても、その圃場において３年間、何も作付をしない場合は、

この転作の交付対象水田から外れるということで示されております。 

 それで、この水張りの確認についてでございますけど、これは事業主体が協議会の中で、水稲

のいわゆる水張りをしたか、していないかの確認をさせていただくことになります。そこで、や
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はり年間を通して、その確認作業というところで非常に個人ごとに時期がばらばらになるという

ところがあるかと思いますので、そこら付近は個人の農家の皆様には写真撮影等をお願いするこ

とになろうかと思いますが、確認自体は、その写真もしくはそういった現地に出向いての確認を

予定いたしているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（豊坂 敏文君）  土谷勇二議員。 

○議員（１５番 土谷 勇二君）  ありがとうございます。そうしたら、現地確認は写真と。こう

いう人が増えるかどうかはちょっと分かりませんが、写真と一応、現地確認ということです

ね。癩癩はい、分かりました。 

 それで、先ほどの牛農家と契約すれば、もう畑地化もできるということですかね。それとも、

集団、個人でも牛農家と契約しておけば畑地化の推進の中に入るという考えでいいとでしょうか。 

○議長（豊坂 敏文君）  谷口農林水産部長。 

○農林水産部長（谷口  実君）  ただいまの再質問にお答えをいたします。 

 まず、無畜農家の方は、有畜農家の方と利用供給協定の締結をしていただくと。それから、有

畜農家の方は自己利用計画で、自分で使いますよといった計画をつくっていただくということで、

それについては畑地化の事業にも取り組めることになっております。 

 しかしながら、この畑地化というのは今後５年間まで続きますけれども、その後は交付対象水

田、いわゆる転作の対象水田とはならないということになっておりますので、畑地化そのものは

５年間の中でそういうふうな定着をさせていくという事業になっていますので、ちょっと転作と

またいわゆる、そういう目的の事業ということで御理解を頂きたいというふうに思っています。 

○議長（豊坂 敏文君）  土谷勇二議員。 

○議員（１５番 土谷 勇二君）  ということは、もう５年もたてば水田じゃなくなるという理解

でよろしいですかね。 

○議長（豊坂 敏文君）  谷口農林水産部長。 

○農林水産部長（谷口  実君）  先ほど申したように、その地目は変わりませんが、畑作物を作

っていく農地ということになります。 

○議長（豊坂 敏文君）  土谷勇二議員。 

○議員（１５番 土谷 勇二君）  はい。ありがとうございます。やはりいろいろこう条件があっ

てなかなか分かりづらい政策ではあると思うとですけれど、国の制度ではありますが、国や県、

市、ＪＡ、関係機関と農業者支援（……）を十分に行っていただきまして、農業者に寄り添った

指導をしていただきたいと思っております。 

 ３年に及ぶ新型コロナウイルス、ウクライナ戦争や地球環境の悪化、人・環境に優しく持続的
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な農業の重要性はやっぱり大切なことだと思っております。国土や自然条件を生かした農業の発

展による食料自給率の向上や、農業多面的機能の発揮が求められております。 

 やはり先ほども言われました中山間とか環境保全型とか、やっぱり農家のためになる補助であ

りますので、国と県としっかりやっていただきまして、農業の生産意欲が減退しないように対策

をお願いいたします。御答弁ありがとうございました。 

 これで、私の一般質問を終わります。ありがとうございました。 

〔土谷 勇二議員 一般質問席 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  以上をもって、土谷勇二議員の一般質問を終わります。 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

○議長（豊坂 敏文君）  ここで暫時休憩をいたします。再開を１３時といたします。 

午前11時48分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午後１時00分再開 

○議長（豊坂 敏文君）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 一般質問を続けます。 

 次に、９番、赤木貴尚議員の登壇をお願いします。赤木議員。 

〔赤木 貴尚議員 一般質問席 登壇〕 

○議員（９番 赤木 貴尚君）  壱岐市内では、３月７日昨日と３月８日今日と、公立の高等学校

の入試が行われております。今朝も、入試に向かう子供たちに、「入試、頑張ってください」と

声をかけさせていただきました。私なりの応援をさせていただきました。いい結果につながるこ

とを期待したいと思います。 

 それでは、９番、赤木貴尚が、通告に従い、一般質問を行います。前回も大きく１点でしたが、

今回も大きく１点、質問したいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 今回は、令和５年度予算についてということで、予算特別委員会でも質問できますが、一般質

問で質問することをお許しください。大きな１点で、令和５年度予算についてということで質問

します。新年度予算の中で、物価高騰対策と人口減少対策、少子化に対する取組などを伺いたい

と思いますので、答弁のほうをよろしくお願いいたします。 

 まず、新型コロナウイルスの感染拡大や、ロシアのウクライナ侵攻、間もなく１年になります

が、円安ですね、今日は１ドル１３７円という表示がありましたが、幾つかの要因により、様々

な物価が高騰しました。壱岐市では、一次産業の農業、漁業、子育て支援や商工業や各世帯に対

する様々な施策を講じておられますが、電気料金の高騰や物価高の影響を受けて困難に直面して

いるのは、特定の業種や特定の世帯だけではありません。本当に様々な、いろんな分野等で影響
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があります。 

 物価の高騰は、２０２１年から、パンや食用油などの食料品、電気、ガソリンなどのエネル

ギーが値上がりし、２０２２年は、それに加えて食品、日用品など様々なものが値上がりしまし

た。現在も値上がりは続いています。まだまだ物価は高騰したままであります。 

 ２０２２年の１２月の帝国データバンクの調査においては、食品の主要１０５社の２０２３年

の値上げの予定は４,０００品目を超えるということです。壱岐市内の買物をするお店でも、い

ろんな商品を見ていると、知り合いの方から、「何もかも高くなっているね」という声を伺いま

した。本当に見るもの全て、手に取るものが値上がりしております。卵なんかも１パック１０個

入り、サイズの大きさはいろいろありますが、２４８円という表示がありました。これ安いとき

では、小さいサイズですけど、１パック９８円とかそういうふうな特売のときもありましたが、

今では２４８円ということで、１個当たりが、もう２４円くらいになりますよね。 

 昔、お腹空いたときに、卵かけご飯といって、ご飯に卵かけて食べてましたけど、昔は卵、安

かったんで、１杯当たり、ご飯が原価が３０円ぐらいのときもありますんで、卵１個で４０円ぐ

らいの食べ物だったんですけど、今は、もう５０円から６０円ぐらいする卵かけご飯になって、

ちょっと高級な料理になってきているのが、今現状だと思います。 

 本当に身近なところに物価高騰があって、それを、私たちの生活を徐々に真綿で首を絞めるか

のように苦しんできているわけですが、今年度の新年度予算において、やはり物価高騰の対策を

どのように考えられてあるのかということを、今回お聞きしたいと思います。新年度予算におい

て、物価高騰対策、そして２番目には、人口減少対策、全般において、今までの取組と実績、こ

れは物価高騰においてもそうですけども、そして３番目に、令和５年度予算の中においての人口

減少対策、これ少子化問題について、壱岐市の独自な取組とかそういうのがあれば、お伺いさせ

ていただきたいなと思いますし、今回、私、前回もそうですけど、提案型の一般質問ということ

で、いつもやっております。斬新な提案を、今回したいと、自分でハードルを上げてもしょうが

ないんですけれども、こういうのはどうかということを提案していきたいと思いますので、壱岐

市の取組と実績と、令和５年度の取組がありましたら、まず最初にお伺いさせていただきたいと

思います。理事者の答弁を求めます。 

○議長（豊坂 敏文君）  赤木貴尚議員の質問に対する理事者の答弁を求めます。久間総務部長。 

〔総務部長（久間 博喜君） 登壇〕 

○総務部長（久間 博喜君）  ９番、赤木議員の１つ目の御質問、①物価高騰による市民生活の悪

化に対する壱岐市独自の取組はあるのか、これまでの取組と実績、令和５年度予算においての取

組はについてでございますが、私のほうからは、全体的なことでお答えをさせていただきます。 

 昨今の物価高騰につきましては、コロナ禍から社会経済活動が正常化していく流れの中で、ロ
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シアのウクライナ侵攻など国際情勢の急激な変化や円安の影響などにより、国内における生産コ

ストの上昇も続いており、先行きが不透明な状況でございます。 

 一方、令和５年１月の消費者物価指数において、エネルギー関係の上昇幅は縮小しており、ま

た、２月の月例経済報告においても、景気は緩やかに持ち直していると示されており、今後も好

転していくことを願うばかりでございます。 

 物価高騰対策のこれまでの取組については、令和４年度に、国は新型コロナウイルス感染症対

応地方創生臨時交付金において、電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援地方交付金を創設し、

壱岐市では、本交付金を活用した緊急経済対策を複数回、実施をいたしました。 

 本交付金を活用した事業といたしましては、水道基本料金の減免、給食材料費高騰対策、プレ

ミアム付商品券など、直接、市民・消費者の支援となる事業、農業生産価格高騰対策事業、漁業

用燃油対策事業などの産業振興と併せて生産者の支援を行う事業、交通・貨物事業者、医療・介

護・福祉等事業者など事業者への支援のほか、観光需要を喚起し、地元の消費拡大を図るものな

ど、事業計画ベースで約５億９,７００万円の物価高騰に対応するための緊急経済対策を実施し

ております。 

 個別には、市民向け・消費者向けが１億９,３１０万４,０００円、生産者向けが１億

４,６７０万円、事業者向けが１億３,７３２万９,０００円、その他１億２,０２４万

９,０００円、合計の５億９,７３８万２,０００円でございます。 

 このうち、さきの２月会議にて議決をいただきました米販売価格緊急対策事業、農産物出荷資

材価格高騰対策事業につきましては、切れ目ない支援を行うものとして、繰越予算として執行す

ることとしております。 

 また、同じく繰越事業として実施することとしておりますプレミアム付宿泊券発行事業等につ

いては、この後、企画振興部長より説明をさせていただきます。 

 令和５年度におきましては、昨年度までの国からの交付金の措置は、現時点ではございません

ので、一部事業につきましては、市の単独事業として、引き続き事業を継続していくことといた

しております。 

 具体的には、産業振興・生産者支援の事業でございまして、農業関係では、生産原材料の価格

上昇に対する支援の農業生産価格高騰対策事業、堆肥の販売価格を２割引き下げるとともに、堆

肥利用の促進を図る堆肥利用推進対策事業、漁業関係につきましては、１リットル当たり１０円

を補助する漁業用燃油対策事業を、引き続き実施することとしております。 

 また、新規事業として漁業用資材の価格高騰に対応するため、発泡スチロール箱及び氷に対し

て補助を行う漁業生産緊急支援事業に係る予算を計上しておるところでございます。総額１億

３８２万１,０００円でございます。 
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 このように交付金がございましたが、令和４年度とは異なり、商品券事業のような、全ての市

民を対象とする事業は、まとまった財源がなければ難しいところでございますので、市が実施す

る物価高騰対策としては、直接的な援助ではなく、事業者の生産活動等に対する支援や地域での

消費活動を喚起する施策を的確に実施していくことが必要であると考えております。 

 また、以降の御質問にもございますが、令和５年度予算におきましては、子育て関係の支援の

充実がございます。物価高騰をはじめとする現在の社会経済情勢の中で、様々な負担の大きい子

育て世帯に対しまして、経済的負担の軽減という面だけではなく、社会全体で安心して子育てが

できる環境づくりを整備していくことといたしております。 

 今後につきましては、初めに申し上げましたとおり、先行きが不透明な状況下でございますの

で、引き続き、国の動向を注視するとともに、財源の状況などを踏まえまして、対応を検討して

まいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

〔総務部長（久間 博喜君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  中上企画振興部長。 

〔企画振興部長（中上 良二君） 登壇〕 

○企画振興部長（中上 良二君）  私のほうからは、物価高騰による市民生活悪化に対する壱岐市

独自の取組の観光分野・商工分野の件についてと、２つ目の、人口減少対策全般においての今ま

での取組と実績について、御答弁をさせていただきます。 

 まず、物価高騰に関する取組の分の観光分野でございます。 

 本市の観光業は、宿泊事業者、交通、お土産のほか、農水産物等の地場産品の消費拡大など、

一次産業にも幅広く波及効果を及ぼし、多くの事業者に関連する重要な産業でありますが、長期

化するコロナ禍に加え、令和４年度からの燃料油価格及び物価の高騰に対し、本市独自の取組と

して、本年度に３事業を実施をいたしております。 

 実績でございますが、プレミアム付宿泊券発行事業は、目標１万枚に対し、１万４７枚、達成

率１００.４％、経済効果といたしましては２億９１５万円。ツアー造成支援事業は、旅行会社

からの２月末時点での報告速報値では、目標５,０００人泊に対し、３,６０６人泊、達成率

７２.１％、経済効果といたしましては７,５００万円。教育旅行・燃料油価格上昇支援事業は、

目標２,０００人に対し、１,９１４人の見込みで達成率９５.７％であり、多くの事業者皆様に

対する支援となっております。 

 また、長引く燃料油価格高騰や物価高騰に対し、緊急に対応する必要があるため、さきの２月

会議で御承認いただきましたプレミアム付宿泊券発行事業などの観光需要喚起対策事業について

は、全国旅行支援の状況などを踏まえながら、切れ目なく実施するための準備を、現在進めてい
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るところでございます。 

 観光需要喚起対策事業については、観光客などによる観光消費、外貨獲得は、幅広い事業者の

皆様に対し、波及効果を及ぼすため、今後も経済情勢を注視しながら、経済対策について検討を

してまいります。 

 次に、商工分野でございます。商工分野の物価高騰対策につきましては、令和４年度で７事業

実施をし、また、２月会議で御承認いただきました令和５年度への繰越事業として１事業、これ

は、壱岐市物価高騰対策消費拡大支援事業を計画いたしております。 

 実績といたしましては、直近の事業で、壱岐市物価高騰対策プレミアム付商品券発行事業が、

販売数５万９,０１０セット、販売率９８.３５％、経済効果といたしましては、約２億

３,６００万円でございます。 

 第３回壱岐市キャッシュレス消費喚起対策事業の決済額は、速報値で２億２,５４１万

４,０００円で、対前回比１４６.５％の増となっております。壱岐市貨物運送事業者等燃油価格

高騰対策支援事業につきましては、４９事業者へ合計２,３８８万円の支援を行っております。 

 また、物産販路拡大対策事業では、東京赤坂にある超一流中華料理店の四川販店におきまして、

壱岐産食材を使ったフェアを、現在、実施中で、壱岐市物価高騰対策消費拡大支援事業では、

４月末に東京駅直結のＫＩＴＴＥ丸の内地下１階におきまして、壱岐フェアを３日間開催予定で

ございます。 

 今後も、商工の分野につきましても、今後も経済情勢を注視しながら、経済対策事業について

検討をしてまいりたいと考えております。 

 次に、２つ目の人口減少対策全般においての今までの取組と実績についてでございますが、人

口減少の要因といたしましては、１つ目に、出生数と死亡者の差による自然減と、２つ目として、

転入・転出の差による社会減がございます。 

 自然減につきましては、出生数の減少が顕著であり、全国の出生数が、速報値として、先日、

厚生労働省から発表されましたが、昨年１年間の出生数は７９万９,７２８人で、前年より４万

３,１６９人減少し、１８９９年の統計開始以来、初めて８０万人を下回り、過去最小を更新を

しております。このことは、国立社会保障・人口問題研究所の将来予測よりも１１年も早く少子

化が進んでいることとなり、次元の異なる少子化対策を表明されています。 

 本市においても、平成２８年に２１５人であった出生数が、令和３年に１４５人、令和４年は

１０７人と、減少、激減をしており、少子化対策は喫緊の課題と捉えております。これまでも、

結婚支援や出産・子育て支援の様々な取組を実施しておりますが、令和５年度から、こども家庭

センターを設置し、さらなる支援策の拡充を図ってまいります。 

 一方で、転入・転出の差である社会減については、平成２８年まで年間２００人以上の転出超
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過でございましたが、令和元年には過去最少となる８０人の転出超過に止まり、令和４年の速報

値は、転入者が６９９人に対し、転出者が８５２人で、１５３人の転出超過であり、一定の抑制

効果が出ておると捉えております。 

 中でも、移住定住施策については、本市への移住を検討している方に対する相談窓口を政策企

画課内に設置をし、電話や窓口による相談対応や空き家バンクの運営などを行っております。 

 相談業務につきましては、長崎県が設置しております「ながさき移住サポートセンター」と連

携をし、都市圏における移住相談会への参加を行うとともに、独自の取組として、東京事務所と

連携した移住相談会や、本市の移住者が最も多い福岡県における移住相談会なども実施をしてお

ります。 

 また、ＵＩターン者に向けた支援制度として、移住前の段階で住居や仕事を探したり、暮らし

の体験など、移住を目的とした活動に対する短期滞在費用の補助、実際に移住する際にかかる引

越費用や住宅の取得、改修、賃貸等による費用の一部補助を行っております。中古住宅の取得に

関しては、居住用住居を有しない市民向けの補助制度も設けております。 

 こうした支援制度を含めた情報発信につきましては、「いきしまぐらし」という専用のポータ

ルサイトを運営し、空き家バンクの物件情報、求人情報、移住体験談など、移住者向けの情報を

集約して発信をいたしております。 

 さらに、この３月からは、壱岐市公式ラインにおいて、移住定住向けの情報メニューを新たに

追加したことにより、住宅や仕事に関する情報などリアルタイムに取得できるようになり、移住

希望者や市民の皆様の利便性が、より高まるものと考えております。 

 以上のような取組の実績として、市の相談窓口を介した移住者数は、平成２９年度の４８人か

ら、平成３０年度に９６人と大きく増加をし、それ以降は、コロナ禍による行動制限などの影響

もございましたが、令和元年度から３年度までは、年間９０人前後で推移しているところでござ

います。 

 今年度に関しましても、新型コロナウイルス感染症が徐々に落ち着きを見せ、行動制限も緩和

されたこともございまして、２月末時点で１１０名と、既にこれまでの実績を上回り、過去最高

の移住者数となっております。 

 令和５年度につきましては、これまでの取組に加え、市内に居住・就労し、奨学資金等を償還

する市民に対する補助制度を新たに設けるよう準備を進めているところでございまして、若年層

の定住促進と産業人材の確保につなげてまいります。現在、テレワークやワーケーションなど、

場所にとらわれない新しい働き方が注目されていることに加え、Ｕターンを希望される壱岐出身

者からの相談も増加傾向にございますので、これを好機と捉え、今後も引き続き効果的な情報発

信と適切な相談対応に努めてまいります。 



- 111 - 

 私からは、以上でございます。 

〔企画振興部長（中上 良二君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  西原市民部長。 

〔市民部長（西原 辰也君） 登壇〕 

○市民部長（西原 辰也君）  赤木議員の３つ目の御質問にお答えいたします。 

 少子化問題に対する本市独自の取組でございますが、全国的な状況、本市の状況につきまして

は、先ほど企画振興部長が申したとおりでございます。少子化対策は、本市の喫緊の課題である

と捉えております。 

 そこで、令和５年度におきましては、妊娠・出産・子育てに係る経済的負担を大幅に軽減し、

安心して出産・子育てができる環境を構築することにより、少子化の抑制及び次世代を担う若者

の定住移住の推進を図るべく、これまでにない新たな施策に取り組むための予算を計上しており

ます。 

 具体的に申しますと、まず、こども家庭課の事業において、第２子以降、出産をされた方に支

給する出産祝金を、これまで第２子３万円、第３子以降１０万円としていたものを、令和５年度

より第２子１０万円、第３子以降２０万円に増額をいたします。次に、保育所におきましては、

第２子以降の保育料を、所得制限等の要件を設けず、無償化を行い、３歳から５歳児の副食費に

ついても減額をいたします。 

 また、県の子供福祉医療制度の見直しを受けまして、子供の医療費の助成対象を、現在の中学

生から高校生世代まで拡大し、１８歳までの全ての子どもに対して医療費の助成を行います。 

 令和５年度におきましては、これまでの事業に加え、今説明をいたしました新たな施策に盛り

込むことにより、子育て支援のさらなる充実を図り、人口減少、少子化の抑制につなげていきた

いと考えております。 

〔市民部長（西原 辰也君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  塚本教育次長。 

〔教育次長（塚本 和広君） 登壇〕 

○教育次長（塚本 和広君）  教育委員会における令和５年度の取組についてお答えします。 

 教育委員会における令和５年度予算の少子化対策に関する取組として、学校給食費支援対策事

業及び幼稚園預かり保育料無償化事業を計画しています。 

 学校給食費支援対策事業については、新型コロナウイルス感染症の長期化及びロシア・ウクラ

イナ情勢の悪化等で物価は上昇傾向にあることや、給食日数の増加、国の栄養摂取基準の改定等

により、給食費の見直しをせざるを得ない状況の中、子育て世帯に係る経済的負担の軽減や、安

心して子育てができる環境整備のために給食費の一部を助成するものです。 
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 令和４年度は、国の交付金を活用し、現行の給食費からの物価高騰上昇分について補助いたし

ましたが、令和５年度においては、これまでの給食費に据え置くのではなく、さらに減額した、

小学校で月額２,０００円、中学校で月額２,５００円とすることとしております。この金額は改

定される給食費の半額以下であり、現在の給食費よりも大幅に安くなります。軽減分は、市が負

担することとしております。 

 また、幼稚園預かり保育料無償化事業ですが、現在、幼稚園では、教育標準時間終了後の午後

からの保育を希望する園児を預かり、幼児の心身の健全な発達を図るとともに、保護者の子育て

を支援することを目的とした預かり保育及び一時預かり保育を実施しておりますが、その利用料

について、令和５年度から無償とするものです。 

 また、幼稚園において、おやつ代相当として副食費を負担いただいておりましたが、預かり保

育料と併せて無償といたします。 

 幼稚園における子育て支援策を講じることで、幼稚園を利用する保護者の負担軽減を図り、子

育て世帯が利用しやすい教育・保育の環境整備を行ってまいります。 

〔教育次長（塚本 和広君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  赤木議員。 

○議員（９番 赤木 貴尚君）  様々な取組を、事細かく答弁いただきました。各担当課が答弁さ

れて、私の頭の中もごちゃごちゃになっておるんですが。今の答弁を聞きながら、市民の方もい

ろんなことを、壱岐市は取り組んでいるんだなということを理解されたと思います。 

 シンプルに言うと、多分、市民の方からしたら、直接的というか、私たちの生活に関して、普

通に生活している中において、物価高で、先ほど卵の話をしましたけど、そういう買ったり使っ

たりしているものに対しての市からの手助けというか、そういうものが本当に身近に感じれるも

のがないんじゃないかと思われた方がおられるんじゃないかなと僕は思います。回りくどい言い

方ですけど。市民への直接的というか、直接、現金を配るわけではないんですけど、何か今の生

活の中において、これが値段が上がって生活をちょっと苦しめているなというところに、本当に

手を差し伸べてくれている施策を、ちょっと感じれない部分があるんじゃないかと、私なりの見

解ですけども思いました。 

 例えばですけど、水道料金のことも出ましたが、やはり生活において、日常生活、電気、水道、

ガスですね、車においてはガソリン、こういう市民生活において、やはり日々の生活に使ってい

ることだから自分で払うのは当たり前というところはあるんですけど、やはりそういうところが

生活を苦しめている物価高騰の中において苦しみの一つになっているというところはあると思う

ので、やはりそういうところに手を差し伸べてほしいなというのは、正直、市民の方はあると思

います。 
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 当初、私も、今、提案型と言いましたけど、じゃあ具体的にどういうのがあるのかと言われる

と、なかなかここは難しいとこなんですね。今回の質問に当たって、では、どういう提案をしよ

うかのということを思っておりました。 

 ちょっと話が変わりますけど、先ほどから子育て支援のところでも、いろんな対策というか、

この物価高騰の対策にもなるんで、いろんな無償化だったり、出産祝金だったりというのがある

んですけど、やはりこの物価高騰の対策、経済の対策、子育て支援、人口減少、同じ一連の中に

あると思います。いろいろな角度から、市は施策として提案することによって、市民の生活が少

しでも楽になるようにというのは理解します。 

 しかしながら、先ほど言いますように、本当に、市民の電気、水道、ガスとか車のガソリン代

とか、そういうところに手を差し伸べてほしいなというのは実際あります。じゃ、何なのかと言

われると、ちょっとそこは、まだ答えが出ないので、今後ここはいろんな方法を考えていくべき

だと思いますが。 

 ちょっと話を戻すと、子育て支援の部分ですね、本当にいろんな取組をされています。改めて

表にしましたけど、ちょっとまとめました。出産育児一時金、これ４２万円になっていますけど、

今度、新たに出産育児一時金、これ５０万円に増額されました。出産祝金のほうも、先ほどお話

ありましたが、第２子が１０万円、第３子から２０万円ということになって、そして妊娠・出産

の届出時に５万円、出産後に５万円ということですね。３万円相当の出産記念品というのが、壱

岐市独自での取組があるというふうに、私なりにちょっとまとめてみました。壱岐市は、こうい

うふうに手厚く、いろんな出産から子育ての支援を行っているということを改めてまとめたんで

すけど。 

 これですね、ちょっとした提案です。この申請、デジタル化できないかと思っています。施政

方針でもありましたが、ＤＸの取組を壱岐市は進めようとしていますので、この申請ですね、出

産祝金等も出生届を出したときに本当に必要かどうかという申請が要るみたいなんですけど、こ

ういうのも、どんどんデジタル化して、出産時に出産された方の負担を少しでも軽減するような

方法が行われたらいいんではないかなと思いましたので、ぜひこの申請のデジタル化、ぜひ進め

ていただきたいなと思っています。これちょっと１個目の提案です。 

 答弁は要りませんけど、私は男性なので出産はしていないんですけど、出産をされる方からす

ると多分こういう意見が出てくると思いますので、ぜひ出産をされた方に改めて意見を聞いてい

ただいて、登録時、申請時に何か負担が絶対あるはずなので、そういうところを、ちょっと手を

差し伸べてあげると、壱岐市独自の新たな手厚い支援ということになると思いますので、ぜひ取

り組んでいただきたいなと思います。１点目ですね。 

 答弁がかなり多かったので、どんどん提案していきたいと思うんですけど。出産までのいろん
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な手当を、先ほどこれ一覧に述べましたけど、かなり手厚いです。私も嫁と話していたら、改め

てこういうことがあったなと、かなり十何年前の話なんですけど、そういえば長男が生まれたと

きは助かったよねという話から、今回は、また５０万円に上がるんですよという話をすると、手

厚くなったねと、産みやすくなった時代に入ったねと、改めて話をしていましたけども。 

 これ産んでからの、まだまだ子育てにお金がかかるということで、もうちょっとこういうとこ

ろに手を差し伸べたらなと思ったので、ちょっと作ってきました。これ壱岐市独自でやってほし

いなと思ったんですけど。 

 先ほど、ちょっと音嶋議員とも話していたんですけど、壱岐市、もっと独自にオリジナリティ

溢れて斬新な予算をつけたほうがいいんじゃないかというような意見も頂いて、そうですねって

思いながらも、どんどん今回の提案で、どれか一つでもいいから進めていただきたいなと思うん

ですけど。 

 私の考えるところ、入学祝金というのは、どうかなと思いました。入学、小学校の入学、中学

校の入学、そして、できれば高校まで、その瞬時に、やはりお金がかかる。そうですね、今はも

う中学校になると学生かばんの廃止というか、そういうふうになって、学生かばんの部分がちょ

っと少し浮いたりするのもあるんでしょうけど、やはり入学時にお金がかかる。兄弟児が一緒に

入学してしまうと、やはりお金がかかってしまう。そういうときに、ちょっとした市からの支援

があると、かなり助かるんじゃないかなと思いました。 

 そして次は、修学旅行支援金。修学旅行ですね、これは高校の場合ですけど、高校でうちの子

供のときに７万円ぐらいかかっていましたね。やはり、それで小学校、中学校、高校とあります

けども、小学校、中学校において修学旅行に行くときに少し支援があるといいのではないか。こ

れ話していて、財源どうするんだお前、そんな何でもかんでもできるわけないじゃないかと思わ

れると思うんですが、まあ一つの提案として受け止めていただければなと思っております。 

 もう一つ、高校生のバス通学の支援というのをしていただければと思います。これ、三島の通

学とか、あとは離島留学生のバス通学の支援はあるようですが、やはり、今この島に住んでいる

子供たちのバス通学の支援、今通学に親御さんの送る車も非常に増えてきております。しかしな

がらガソリンも高くなってきて、もう一つ、ＳＤＧｓの観点からすると、やはりバスを使って二

酸化炭素排出を防げたらいいんじゃないかなと思いますし、島内のバス路線の維持にも、ひと役

買うのではないかなと思って、高校生のバス通学支援というのを、ちょっとどうかなと思ってお

ります。 

 非常に財源的なものを一切考えず、提案ばかりしておるところですが、いろんな支援の中に、

やはり所得制限が幾つかあるのもありましたし、先ほども所得制限なしの支援もありました。こ

れも所得制限をなくすというのも一つの手ではないかなと思いますので、所得制限を設けない支
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援策、できればなと思っております。非常に財源厳しい中、何でもかんでもやるというのは厳し

いと思うんですけども、どれか一つでもできるといいかなと思って提案をさせていただいていま

す。これも物価高騰の中の対策支援だと思っております。子供を産むまでの、産んですぐの出産

等の手当もありますが、それから育てていく中で、全てとは言いませんが、少しでもいいから支

援をしていただけると思って、こういう提案をさせていただいております。 

 人口減少の中において、今、出会う場というのが少なくなってきているというお話も、さっき

ちょっとご飯を食べながら、いろんな議員と意見交換をしました。今度は、ちょっとその出会う

場をいかに設けるかというところで、どういう対策をしたらいいかなというところを、ちょっと

お話をしていきたいと思いますが。 

 長崎県が、今、独身男女の婚活を応援する相談窓口「あいたか」といって、お見合いシステム

をやっております。これは県のほうからも推奨されてあって、いわゆるマッチングアプリという

ことで、市長の施政方針にもありましたが、ＳＮＳやマッチングアプリを使ったインターネット

での出会いというのが、かなり増えているということがありました。このマッチングアプリとい

うのがあって、端的に言うと、このマッチングアプリを推奨しようかということで提案したいの

ですが、マッチングアプリを利用して結婚した人の割合というのは、これ全国的な数値として

１５.１％ということです。 

 これは、オレンジの線がマッチングアプリを使って出会った方の数です。ちょっとテレビでは

見にくいかもしれませんが、水色は結婚相談所、下の方にある、ちょっとオレンジのやつは婚活

パーティーやイベントということです。オレンジの上に、ドンと伸びているのが、ネット系の婚

活サービス、いわゆるマッチングアプリ等で出会った方の数です。どんどんどんどん増えており

ます。ちょっと２０２１年、下がっているのは、もしかするとコロナ禍の影響だとは思うんです

が、そういうふうになっています。 

 このマッチングアプリを利用して、ぜひ出会っていただきたいなということで、壱岐市の提案

として、もう思い切ったやつはですね、婚活支援策の提案として、長崎県の婚活サポートセン

ターのマッチングアプリ登録料、２年間で１万円です。これを壱岐市が全額補助をして出会って

もらおうと。先ほど議員の中で、ちょっとご飯を食べながら、あっと思って言ったんですけども、

極論でいうと、壱岐市にお住まいの、独身の男女の方全てを登録していただきたいなと思ってい

るところなんですが、なかなかそういうわけにもいかないので、先着２０名ぐらいを設定して、

２年間の登録料を壱岐市が見ますよと、皆さん登録してはどうですかというようなお勧めをして

はいかがかなというのが一つの提案です。なかなか普通に募集しても埋まらない場合は、各種団

体から御推薦いただいて、こういういい若者がいるので、ぜひこういうのに登録してほしいなと

かいうそういう希望を募りながら、積極的にマッチングアプリに登録していただきたいな、そこ
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を壱岐市がちょっと後ろから押していただきたいなというのがあります。 

 マッチングアプリと結婚の率も、先ほども言いましたが、離婚される率も非常に低いというこ

とです。仕組み的には、やはりインターネットを使ってのなんですが、中にはＡＩということで、

人の相性ですね、相性をコンピューターで診断して、本当に相性のいい方と出会える仕組みにも

なっているということも聞きますので、ぜひこのマッチングアプリの登録料２年間分を壱岐市が

全額補助するのでいかがですかというのもどうかなと思っております。 

 一人でも多く出会う場を設ける、そして結婚をしていただいて出産ができるような環境もつく

っていく。今、壱岐市においては、産んでもらうため、産んだときの費用の支援だったり、育て

る環境だったり、本当に手厚くやられています。その後、ほかに、もうちょっと幾つか手を差し

伸べてあげることによって人口減少対策につながるのではないかなと思っておりますが、市長、

すみません、何か提案ばかりですけど、これはいいんじゃないかなというものがあれば、お答え

をいただきたいと思いますが。 

○議長（豊坂 敏文君）  白川市長。 

○市長（白川 博一君）  赤木議員の御質問にお答えしますが、赤木議員、御存じのように、今、

国も、もちろん私たちも、子育て、人口減少対策、本当に力を入れなければいけないと思ってい

るのです。そのために数々の施策を一応計画しているのですけども、今おっしゃるように、国は、

実は子育て、子育てと言いますけど、婚活については触れていないんですね。私はやっぱり結婚

をなさった方が、もう一人産んでいただく、それも大事なんですけど、やはりその源泉は、やは

り結婚だと思うのですね。ですから、一人でも多くの方が結婚してほしいと思っております。 

 今、赤木議員は、いろいろ御提案いただきました。まだ時間の都合で見せていただいていない

ものもあるようでございますので、そういったものも、ぜひ担当課のほうに御提案いただいて、

今、私も一、二、なるほどということもございましたので、どれとは申しませんけれども、ぜひ

参考にさせていただきたいと思っております。ありがとうございます。今後とも、この婚活、そ

れから、いわゆる出生数の増に対しまして、ぜひお力添えを賜りたいと思っております。よろし

くお願いします。 

○議長（豊坂 敏文君）  赤木議員。 

○議員（９番 赤木 貴尚君）  これまた、先ほどご飯を食べながら、樋口議員とかも一緒にお話

させていただいて、昔は青年団とかの活動があって、そういう場で、よく出会っていたと。そう

いう場がだんだん少なくなってきて、コロナ禍でもあって、人と出会う場が少なくなってきた。

このマッチングアプリ、出会う場にもなります。必ずしも、成婚、結婚につなげるわけでなくて

もいいと思うんですよね。ただ、人が出会って、やはり出会うことによって何か明るい話題がで

きたり、楽しみができたり、そういうふうなことでもいいですので、とにかく登録をしていただ
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いて、出会う場に皆さんが参加していただければなと思っております。 

 やはり、人がいなければ何も動かないし、壱岐の島も潤っていきません。出会う場があって、

そこから、結婚できれば結婚をして、その中から出産ができれば出産をしていただいて、子ども

が１人でも２人でも生まれることによって、この島がますます元気になることを、やはり私たち

も願いますし、市長も願ってあると思いますので、なかなか無理には言えない時代ですので難し

いところではありますが、私もそうですけど、ここにある議員の皆さんもそうですけど、結婚し

て本当によかったと思っていますし、素敵なパートナーにも出会いましたし、子育てもして、子

どもから元気をもらうこともいっぱいあります。人と出会ったことによって、結婚をしたり出産

をしたりしたわけなんですけども、まず出会う場を、いろんな皆さん、私たちも後押ししながら、

皆さん、出会う場をぜひつくっていただいて出会ってほしいなと思っております。 

 いろんなことを言いたくて支離滅裂になったんですが、最後に、一般質問をしながら、いろん

なことを考えながら、今回も提案ばかりをしてしまいました。しかしながら、私たち議員の仕事

としては、壱岐市のためにどういうものがいいのかというのを一生懸命提案して、その中から一

つでも、市長をはじめ、部長さんたちに理解していただいて、こういうのがいいな、試してみよ

うかなと思うことを、私たちは議員の仕事として、どんどんいろんな提案をしていきます。その

中でも、うまく行くこともあれば、うまく行かないこともあります。しかしながら、議員として

は、やはり、いろんなアイデアを出して、壱岐市の発展のために力を尽くすことが仕事ではない

かなと思って、今回も提案をさせていただきました。 

 今回は、ちょっと人口減少対策とか物価高騰対策、なかなか答えが出ないところではあります

が、今後もしっかり議員として、いろんな提案をしていきますので、市長をはじめ部長さん方々

にも理解してもらえるように提案をしていきますので、ぜひ採用していただきたいなと思ってお

ります。 

 物価高騰対策、まだまだ続きます。非常に生活を苦しめている問題です。どうにかして皆さん

の生活が楽になるようにしていかなければいけないと思いますので、市長、令和５年度予算、補

正予算をつけてもいいですので、市民の生活が少しでも楽になるように、よろしくお願いしたい

と思います。 

 以上で、私の一般質問を終わります。 

〔赤木 貴尚議員 一般質問席 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  以上をもって、赤木貴尚議員の一般質問を終わります。 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

○議長（豊坂 敏文君）  ここで暫時休憩いたします。再開を１４時といたします。 

午後１時49分休憩 
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癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午後２時00分再開 

○議長（豊坂 敏文君）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 一般質問を続けます。 

 次に、５番、中原正博議員の登壇をお願いします。 

〔中原 正博議員 一般質問席 登壇〕 

○議員（５番 中原 正博君）  皆さん、こんにちは。本日最後の質問となります。よろしくお願

いをいたします。 

 それでは、通告に従いまして、大きく２点、質問をさせていただきます。 

 まず１点目、壱岐市防災訓練についてであります。 

 壱岐市地域防災計画は、国の災害対策基本法第４２条に基づき、市及び関係機関、住民等がそ

の全機能を発揮し、市内に関わる災害予防対策、救急対策、復旧・復興対策を実施することによ

り、土地の保全及び住民の生命・身体・財産を保護することを目的に、壱岐市防災会議により策

定をされております。 

 これによりまして、台風、集中豪雨等の風水害、火災・震災等予期せぬ災害に備え、県・関係

機関・住民が連携し、防災訓練を行うこととなっており、壱岐市防災訓練が、コロナ前までは隔

年で行われ、県、市、消防本部、消防団、自衛隊、医療機関、指定地方行政機関、指定公共機関、

指定公共団体、防災士、ボランティア、住民の皆さんに参加いただき、訓練が行われております。 

 これまでの訓練内容は、地震による家屋の倒壊、建物火災、津波避難誘導訓練、病傷者搬送、

海上落下者救助等の訓練があったと思っております。この訓練は、消防・自衛隊・関係団体が連

携し、的確、迅速な対応で住民の防災意識も高まり、意義ある訓練と思っております。 

 また、年に一度、県の原子力防災訓練も行われ、玄海原子力発電所の事故を想定し、近隣の県

が連携して、島内外３０キロ圏外への避難誘導、搬送の訓練、モニタリング訓練等、県の的確な

指導の下、行われております。災害は、いつ、どこで発生するか分からず、被害を最小限にとど

めるには、このような訓練は必要不可欠と思っております。 

 しかし、近年、世界で発生している有事では、特に、今の時代では考えられない、昨年起きた

ロシアによるウクライナ侵攻で、多くのウクライナ国民が被害に遭っており、１年を過ぎても終

息する状況にはなっておらず、欧米側がウクライナへ支援をし、中国がロシアに支援することと

なれば、第三次世界大戦になる可能性もあるという報道もなされております。 

 我が国の近隣国でも、日本海に弾道ミサイルを何度も発射し、日本のＥＥＺ内にも落下してお

ります。また、我が国の領土を脅かす国もあり、政府も防衛費増額の閣議決定をし、国会で今、

議論されております。このようなことから、ウクライナで起きていることは人ごとではないと認
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識をいたしております。 

 私は、昨年の１１月に、壱岐市防衛協会の研修旅行に参加をさせていただき、陸上自衛隊相浦

駐屯地、竹松駐屯地へ視察をさせていただき、離島防衛における部隊の研修もさせていただき、

離島防衛のために訓練されている部隊があるということを、そこで初めて知りました。離島が侵

略されようというときに、我々一般市民にはどうすることもできず、自衛隊に守ってもらうこと

しかできず、離島防衛の第一線部隊の訓練を壱岐で行ってもらうことで、市民に対し、心強さと

安心感が増すのではないかと研修に行って思っております。 

 このようなことから、こうした事態を想定した防災訓練を、今後は行っていくべきではないか

と思っておりますが、市の考えをお聞かせ願いたいと思います。また、離島防衛の第一線部隊の

訓練を壱岐で行っていただくことができるのかお尋ねをいたします。 

○議長（豊坂 敏文君）  中原議員の質問に対する理事者の答弁を求めます。久間総務部長。 

〔総務部長（久間 博喜君） 登壇〕 

○総務部長（久間 博喜君）  ５番、中原議員の御質問にお答えをいたします。 

 壱岐市防災訓練につきましては、今お話しされましたように、地震等の自然災害を想定した訓

練を隔年で実施をしており、令和５年度には勝本地区において実施する予定でございます。 

 また、年に一度、長崎県原子力防災訓練にも参加し、３０キロメートル圏外への避難誘導訓練

を実施しておりまして、令和５年度には、現在、長崎県において日程の調整中でございます。 

 今回、中原議員の質問は、ロシアによるウクライナ侵攻や近隣国による弾道ミサイル発射等、

日本の安全保障環境が非常に厳しい状況であることから、そういった事態を想定した訓練を実施

してはどうか、離島防衛の第一線部隊である水陸機動団の訓練を壱岐で行っていただけないかと

の御質問だと考えております。 

 中原議員、御承知のとおり、武力攻撃事態等における国民の保護のための措置に関する法律、

いわゆる国民保護法では、武力攻撃事態等において、武力攻撃から国民の生命、身体及び財産を

保護し、国民生活等に及ぼす影響を最小にするための国・地方公共団体等の責務、避難、救助、

武力攻撃災害への対処等の措置が規定をされております。 

 本市におきましては、平成１８年度に、壱岐市国民保護計画及び国民保護避難実施マニュアル

を策定しているところであります。 

 まず、基本的なことになりますが、防災と国民保護の違いについてでございますが、防災の事

務及び対応の主体は、市でございますが、防災の事務及び対応の主体ではなく、国民保護という

ことになりますと、国主導によるものでございます。 

 具体的に申しますと、自然災害等の防災に係る取組については、対策本部の設置、避難情報の

発出等、市町村が主体となるものでございますが、国民保護については、国の指定による対策本
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部の設置、国による避難措置の指示、国による避難の指示、市町村による避難住民の誘導という

ことで明確に役割分担が定められております。 

 こういったことから、国民保護に係る訓練は、国、県において共同で実施されているところで

あり、県内では、昨年１１月６日に島原市において、令和４年度長崎県国民保護共同訓練が開催

をされております。 

 訓練の内容は、長崎県周辺海域において不審船が発見され、武装勢力潜伏の可能性が高いと見

積もり、緊急対処事態に認定し、島原市民を陸路・海路・空路それぞれで、諫早市、大牟田市、

熊本市へ避難させる訓練、すなわち他の地域へ避難させる域外避難訓練が実施をされております。 

 また、離島防衛の第一線部隊である水陸機動団の訓練といたしましては、昨年１１月１１日に、

五島列島の南側にある無人島・津多羅島において、沖縄の尖閣諸島を念頭に、外国の武装集団が

離島に上陸する事態を想定した特殊訓練が実施されております。 

 詳細な訓練内容は、公表をされておりませんが、ＮＨＫの報道によりますと、参加機関といた

しましては、陸上自衛隊から上陸作戦を専門とする水陸機動団、海上保安署から沖縄本島に拠点

を置くヘリコプター搭載型巡視艇「おきなわ」と、石垣島に拠点を置く大型巡視船「いけま」、

警察からは２年前に発足した沖縄県警察本部の国境離島警備隊が参加をしております。これはか

なり大規模な訓練だったと考えられます。 

 また、先月２月１６日に長崎県庁において、県内全ての市町防災担当職員を参集し、弾道ミサ

イルを想定した市町村の初動対処図上訓練、情報収集、報告、各機関との連携等の訓練が実施さ

れております。令和５年度には、五島市において弾道ミサイルを想定した住民避難訓練が実施を

される予定であります。 

 本市においては、令和１１年度に域外への避難訓練、令和１２年度にミサイル対処訓練を行う

予定となっております。 

 以上のように、壱岐市防災訓練の想定につきましては、地震等の自然災害となりますので、離

島が侵略されたときを想定した訓練などにつきましては、国民保護共同訓練の枠の中で、国及び

県主導での共同開催になろうかと思っております。 

 国民保護においては、市の主たる役割は、先ほど申しましたが、避難住民の誘導でありますの

で、原子力防災訓練における広域避難同様、関係機関と連携を図りながら対応したいと考えてお

ります。 

 なお、離島防衛の部隊の訓練につきましては、自衛隊等関係機関と意見交換を図りながら、そ

の実施が可能か、協議研究してまいりたいと思っております。 

 以上です。 

〔総務部長（久間 博喜君） 降壇〕 
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○議長（豊坂 敏文君）  中原議員。 

○議員（５番 中原 正博君）  ありがとうございます。そういう訓練が、ほかでももう行われて

いるということは知りましたけど、島原で行われた国民保護の共同訓練ということですが、壱岐

市も国境離島であります。やはりそういう訓練はしないと、本当に何もないことが一番いいわけ

ですけど、本当は、よそより早くしたいと思って言いましたら、よそは、もうしているというこ

とでしたが、国、県に、すぐ今年、来年とは無理とは思いますけど、そういう訓練も今後は必要

ではないかと思っております。 

 それと、先ほども言いましたけど、相浦駐屯地では、離島防衛の第一線部隊、水陸機動団とい

うことで、機動団の団長ともお話をさせていただきました。そしたら、機動団に壱岐出身の方も

おられるということで、もし壱岐でするときは、いつでも言ってくださいということで言ってお

られましたので、先ほど言われましたように、自衛隊とも協議されて、私たちも行ったときに本

当の訓練というのはあっておりませんでしたが、水陸両用車、そして大型ボートと、相当厳しい

訓練をされているということでありました。 

 離島ということで、ボートをヘリコプターに乗せていって、それを海に落とし、１キロか２キ

ロぐらい手前で落として、そして、それに乗り込んで、約１名だけ泳いでいって、敵がいないか

確認してボートで行くということでありました。それで、やはり過酷な訓練もされているという

ことでありました。やはりそういう自衛隊も訓練して国民を守るということも、市民の皆さんに

見ていただければ、先ほど言いましたように心強いのではないかと思って質問をさせていただき

ました。 

 もし、国等、そういうのもありますが、できるとするならば、１年、２年後になるのでしょう

か、訓練するとすれば。 

○議長（豊坂 敏文君）  久間総務部長。 

○総務部長（久間 博喜君）  中原議員の再質問のほうにお答えいたします。 

 議員おっしゃるように、訓練等の誘致をして、市民にその危機意識等の高揚を図ることという

ことを大切と思っております。 

 ただ、先ほど説明しましたように、市の訓練とか計画の中での枠では、ちょっと厳しいという

ところで、国、県等の共同訓練の枠の中で、どういう計画が立てられるかということで決まって

くると思っております。 

 ですから、今決まっている部分については、先ほど申し上げた壱岐市の訓練が、今のところそ

こということで、１年後、２年後、その誘致ができるかということは、今この場では、ちょっと

申し上げにくいところでございます。 

 以上です。 
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○議長（豊坂 敏文君）  中原議員。 

○議員（５番 中原 正博君）  分かりました。それと、竹松駐屯地のほうでは、高射特科群とい

う部隊がありまして、それは迎撃ミサイルで飛行機とかミサイルを撃ち落とすという訓練であり

ますが、それは、日本のほうではなかなかできないということで、一昨年ですかね、アメリカの

ほうに２０人ぐらい、その車両と２０人行って訓練をして撃ち落としたということも聞きました。 

 それで、日本のこういった防衛力も強いわけですが、やはり訓練というものは、本当に先ほど

言いますように、何もないが一番いいんですが、何でも訓練をしておかないと、次、とっさにど

うしたらいいということはできませんので、今後そういう方向で考えていただければと思ってお

ります。 

 以上です。 

 続きまして、２番目、令和５管理年度太平洋クロマグロＷＣＰＦＣの漁獲枠についてお尋ねを

いたします。 

 平成１７年に我が国がＷＣＰＦＣ、これは中西部太平洋まぐろ類委員会ということですが、そ

れに加入し、平成２７年より水産庁資源管理による第１管理期間として、クロマグロ小型魚

３０キロ未満の数量管理が始まり、平成３０年第４管理期間により大型魚３０キロ以上も対象と

され、太平洋地域の国で決まったこととはいえ、クロマグロ一本釣りの漁業者の方は、漁獲枠で

あまり捕れなくなったということで大変苦労されていると思っております。 

 これまで資源管理の方法も少しずつ変わってきているようですが、来年度、令和５管理年度の

日本、長崎県、壱岐市の漁獲枠が分かれば教えていただきたいと思います。よろしくお願いしま

す。 

○議長（豊坂 敏文君）  谷口農林水産部長。 

〔農林水産部長（谷口  実君） 登壇〕 

○農林水産部長（谷口  実君）  ５番、中原議員の令和５管理年度太平洋クロマグロＷＣＰＦＣ

漁獲枠についての御質問にお答えをいたします。 

 令和５管理年度の、現在、国から示されている当初配分としては、小型魚の漁獲枠が国全体で

３,５６５トン、長崎県への配分は７２８.９トンとなっており、長崎県への配分は、令和４管理

年度と同数となっております。また、大型魚の漁獲枠は、国全体で６,２４４トン、長崎県への

配分は１７３.３トンとなっており、長崎県への配分は、令和４管理年度と同数となっておりま

す。 

 今回、国から示された漁獲枠に加えて、今後、追加配分として、令和４管理年度漁期繰越分の

配分や国留保枠の配分がなされる予定となっております。 

 壱岐海区への配分につきましては、現在、県で検討されており、お示しをすることはできませ
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んが、県への配分が前年度同数であったことから、前年度並みになるのではないかと考えており

ます。 

 ちなみに、令和４管理年度の壱岐海区の漁獲枠が、小型魚では当初配分が１５７トン、大型魚

では当初配分が１１９トン、よって、参考までに昨年が２７６トンというふうになっております。 

 本市水産業において、クロマグロの漁獲は重要であると考えておりますので、これまで県知事

要望で、クロマグロの漁獲枠の拡大を要望しておりますが、今後も引き続き要望してまいりたい

と考えております。 

 以上でございます。 

〔農林水産部長（谷口  実君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  中原議員。 

○議員（５番 中原 正博君）  ありがとうございます。 

 令和４管理年度以降の配分の考え方ということで、今回は、２００２年から４年、ＷＣＰＦＣの

基準年に対しまして、大型まき網が１,２００トンの５２.８％で、あと沿岸漁業が２,２２１.８ト

ンと１３２％、そのときより増となっておりますが、これは、まき網の分を沿岸漁業に持ってきた

ということになるんですかね。 

○議長（豊坂 敏文君）  谷口農林水産部長。 

○農林水産部長（谷口  実君）  中原議員の再質問にお答えをさせていただきます。 

 この全体の枠の配分については、ちょっとそこの部分については把握しておりませんけども、

このいわゆる沖合漁業は、国の大臣が配分をすると、そして、沿岸漁業の分については県のほう

で配分されるわけでございまして、一応、今まで令和３年の１２月においてのＷＣＰＦＣにおい

ては、大型魚の漁獲枠を一律１５％増加させることで最終合意をされているというふうに聞いて

おります。 

 それから、そのときに小型魚については据置きとなったと。未利用分を翌年に繰り越せる上限

を漁獲枠の５％から１７％に拡大する特例を３年延長され、小型魚枠の１０％を上限に、大型魚

へ切り替え可能となったということで、その沿岸漁業の部分については、そのように把握をいた

しているところでございます。 

 それで、令和５の管理年度は国際ルールの変更年ではないので、基本的には、令和４管理年度

と同様の配分となるということで、お聞きをいたしているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（豊坂 敏文君）  中原議員。 

○議員（５番 中原 正博君）  分かりました。少しは沿岸漁業にも増えているようですが、正直

言いまして、これだけではマグロでは生活されるような状態ではないと思っております。 
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 それと、一つ分かれば教えていただきたいんですが、このマグロの枠を融通することができる

というようなことを書いてありますが、それは、もし壱岐で、もしすれば、沿岸漁業が今、全然

釣れていないので、定置の方に融通をしたりとか、そういうとができるようになっているという

ことですかね。 

 それと、もし融通して、もう今、融通したので枠が少なくなりました。そしたら国の留保分を

それに充てますよとか言うとも書いてありますが、そういうとを、ちょっとはっきり分かれば教

えていただきたいと思います。 

○議長（豊坂 敏文君）  谷口農林水産部長。 

○農林水産部長（谷口  実君）  中原議員の再質問にお答えをいたします。 

 融通制度のことでございますけども、県内の７海区がございまして、そこの中で、その漁獲枠

に、やはり余りがあれば、それを県の中で寄せ集めるというか、融通をして、そしてそれを、例

えば漁期が３月末に迫るので、その前の１か月前ぐらいに、例えば２月中に一気に捕るオリンピ

ック方式といったものがございます。そういったものを利用して融通をしたり、それから国で追

加配分もございますので、それが追加配分をされたりして、それで、その中で、それぞれの海区

の中で、そしてまた、その海区の中の漁協さんの中で配分が決まりまして、そこの中で漁獲をし

ていくという状況になっているところでございます。 

 以上です。 

○議長（豊坂 敏文君）  中原議員。 

○議員（５番 中原 正博君）  ということは、今、壱岐で、一本釣りは、あまり小さいマグロも

大きいとも上がっていないようで、何か定置には郷ノ浦も箱崎漁協も上がっているということで、

そこは何で一本釣り、釣れないのか分かりませんけど。そういったときに融通して、もし今から

４月とか５月に上がり出したときに、その分は国から融通してもらえるということになるんです

か。 

○議長（豊坂 敏文君）  谷口農林水産部長。 

○農林水産部長（谷口  実君）  今、もともと国の追加分というのは、それぞれの海区ごとに県

に割り当てておられます。その中で対応されるわけですけども、先ほど申された定置辺りは、や

はり定置を持っている漁協さんにおいては、そういった大型魚が入って、それで融通をされてで

も、融通枠がついてでも、その、もう１００％に近くなって、結局、定置に入ったら、やっぱり

逃がすしかないといった状況が続いていると聞いております。 

 そういったところの配分については、その漁船漁業と、いわゆる定置漁業ですね、そういった

ところの配分については、それぞれの海区ごとで、県も通じて配分調整があっているかというふ

うに考えております。 
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 以上でございます。 

○議長（豊坂 敏文君）  中原議員。 

○議員（５番 中原 正博君）  はい、分かりました。これは市のほうに言ってもあれなんですが、

本当に漁業というものは、特にマグロ類、海遊魚でありまして、そこに来た魚を捕るということ

で、それで定置にも入るし、一本釣りでも釣れるということでありますが、これは世界のあれで

あっておりますけど、本当に漁師さんにとっては本当に厳しい制度ではないかと思っております。

これは今言っても仕方ないことでありますが。 

 今、スルメイカですね、スルメイカも、今年、まだあまり取れなくて、そして、ブリが最近少

し上がり出して、丸々肥えたのが上がっておりますけど、何か海の中が少し変わってきたように

思います。スルメイカは、昔だったら１１月、１２月から、大体２月、３月にはもう終わって、

ケンサキに変わるということでした。ブリも大体１２月から１月、２月ぐらいで終わるというこ

とでしたが、何か海の中もおかしくなってきているように思います。 

 スルメイカは、昨年は４月、５月に捕れまして、大体普通、４月、５月はスルメがどこも上が

らないんですが、４月、５月に捕れております。それでまた今年も、スルメイカも今から捕れれ

ばいいと思っております。 

 それと、ケンサキイカも、昨年６、７、８で、今までここ近年にない大漁で値段もよくて、そ

のときはよかったと思いますけど、先ほどマグロと一緒で海遊するもので、いないときは全然釣

れない。それで９、１０、１１、１２はほとんど沖行っていないというイカ釣り漁船もおりまし

た。本当に漁業者の方も今厳しいと思っております。 

 それでいろいろ国も、セーフティーネットとかそういうとで漁業者の方も何とか食いつないで

いっておられるのかなと思っておりますけど、今回、１０円補助を延長ということと、また資材

に対して補助をするということで、私も本当に漁業者の方に沖に行っていただくには、そういっ

た沖に行けるような対策をつくっていただきたいと思っており、今回の市の資材の補助は、ちょ

っと少ないですけど、よかったのではないかと、少しでも漁業者のためになるのではないか。国

もそういう政策をつくっていただきたい。沖に行かんで金くれるような、そういう、ちょっと言

ったら政策はおかしくないか。やはり沖に行けるような、沖に行って釣ってくれる。もう一つ言

いたいのは、魚とかイカが大量に捕れて暴落したときに、最低価格、これ以上安くなったらそれ

を補填しますとか、そういうとも今後、もし国とそういう話ができるのであれば、そういった対

策も取っていただきたいなと思っております。 

 本当に今、第一次産業、漁業、農業も一緒だと思いますけど厳しいと思います。やはり市長も

言っておられましたように、第一次産業、壱岐の基幹産業ということで発展をさせたいというこ

とであります。本当に、これからですね、漁業が発展、農業も発展していくことを願っておりま
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す。 

 これからスルメイカも来て、ブリも捕れて、漁業、浜が活性化することを願いまして、私の質

問を終わらせていただきます。ありがとうございました。 

〔中原 正博議員 一般質問席 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  以上をもって、中原正博議員の一般質問を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（豊坂 敏文君）  以上で、本日の日程は終了いたしました。 

 次の本会議は、明日３月９日木曜日午前１０時から開きます。 

 一般質問で４名の議員が登壇予定となっています。 

 壱岐市ケーブルテレビ、壱岐ＦＭにて生中継いたします。市民の皆様におかれましては御視聴

いただきますようよろしくお願い申し上げます。 

 本日はこれで散会をいたします。お疲れさまでした。 

午後２時35分散会 

癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘 
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 

午前10時00分開議 

○議長（豊坂 敏文君）  皆さん、おはようございます。 

 会議に入る前に、あらかじめ御報告をいたします。壱岐新聞社ほか１名の方から、報道取材の

ため撮影機材等の使用の申出があり、許可をいたしておりますので、御了承願います。 

 ただいまの出席議員は１５名であり、定足数に達しております。 

 これより本日の会議を開きます。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１．一般質問 

○議長（豊坂 敏文君）  日程第１、一般質問を行います。 

 一般質問通告者一覧表の順序によりまして、順次登壇をお願いします。 

 それでは、質問順位に従い、６番、山川忠久議員の登壇をお願いします。 

〔山川 忠久議員 一般質問席 登壇〕 

○議員（６番 山川 忠久君）  おはようございます。それでは、通告に従いまして、６番、山川

忠久が一般質問を行います。 

 まず、動物愛護についてお伺いをします。昨年３月にも犬猫保護の取組について質問をしまし

た。この１年間でその状況も少しずつ好転しているように感じていますので、少し時間を割いて

おさらいをしていきます。 

 まず、長崎県の状況についてですが、昨年２月に誕生した大石知事は、公約の一つとして殺処

分ゼロを掲げていました。昨年の１２月の県議会においては、犬や猫を１０頭以上飼育する場合

は届出を義務づけることなどを定めた動物愛護の条例案が可決されました。また、野良犬や野良

猫を保護する長崎県動物管理所「アニマルポート長崎」が老朽化、そして、手狭であることから

建て替えが検討をされており、その建設検討委員会の委員には、後ほど述べます壱岐市の保護団

体の代表も名を連ねております。 
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 県は、県内各市町の聞き取りにも力を入れており、今年１月には県民生活環境部の部長が来島

され、市長と、そして、その後、保護団体との面会も実現をしております。その保護団体、壱岐

市の保護団体については、昨年４月に団体を立ち上げ、会員の会費や寄附金、そして、バザーの

売上げなどを資金として持続的な活動を目指しており、保健所で保護された子犬が譲渡施設に送

られるまでの間のミルクボランティアや保護した犬猫の譲渡会、併せて啓発活動などを精力的に

活動を続けております。 

 これらの動きを踏まえまして、以下の質問をします。 

 １つ目、４月からの動物愛護条例のスタートに併せ、壱岐市での条例の周知方法と市の協力体

制について、また市独自に条例を制定する考えはないでしょうか。 

 ２つ目、捕獲された犬猫の保護施設は建物も古く、保護環境も十分ではないのではないかと懸

念をされております。その現状認識と改善についてお尋ねをします。 

 ３つ目、野良猫を捕獲・避妊去勢手術を経て、元どおりに生息地域に戻すという地域猫活動の

推進についてお尋ねをします。 

 以上３点について、御回答をお願いします。 

○議長（豊坂 敏文君）  山川議員の質問に対する理事者の答弁を求めます。﨑川保健環境部長。 

〔保健環境部長（﨑川 敏春君） 登壇〕 

○保健環境部長（﨑川 敏春君）  皆様、おはようございます。６番、山川議員の御質問にお答え

をいたします。 

 初めに、長崎県動物愛護条例の周知方法と協力体制、市独自の条例制定でございますが、本条

例は、長崎県、市、町及び飼い主の責務並びに役割を明らかにし、人と動物が共生する住みよい

社会づくりを目指す目的で制定されたものであり、条例の施行に併せ、去る１月１８日に長崎県

県民生活部長が本市へ来島され、条例の趣旨説明及び協力依頼をされたところでございます。 

 本条例には、目的を達成するために、市・町に必要な協力を求めることができると定められて

おり、不適切な飼養への指導、チラシの配布、広報紙による周知、地域猫活動における自治会と

の調整、ボランティア団体との関係構築、災害時における飼い犬や飼い猫などと同行が可能な避

難所の設置などの協力依頼があったところでございます。これを受け、本市も、市報、ホーム

ページ、公式ＬＩＮＥなどで周知を図り、壱岐保健所やボランティア団体、関係部署と連携し、

必要な取組を進めてまいります。 

 また、市独自の条例につきましては、今回の長崎県条例で網羅していると思われ、上乗せ条例

は考えておりませんが、今後、動物愛護の観点から必要な事項等が生じた場合は、改めて検討し

てまいりたいと考えております。 

 次に、２つ目の捕獲された犬猫の保護施設についての御質問でございますが、御指摘の犬猫の
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保護施設は、長崎県の所管で平成８年度に設置されており、法律の規定に基づき、抑留した犬を

収容し、主に野犬などの殺処分を行う施設でございます。 

 施設の設置目的は、狂犬病の発生を予防し、蔓延を防ぐことにありましたが、今日では動物愛

護の観点から、殺処分を減らすために、譲渡可能な犬を大村の動物管理所へ送るまでの一時的な

飼養管理施設として利用されております。 

 今後の改善につきましては、設置から２５年以上が経過し、老朽化も進んでいることから、施

設の目的や環境を含め、所管する壱岐保健所と協議を行ってまいりたいと考えております。 

 ３つ目の地域猫活動の推進でございますが、地域猫活動とは、地域の皆さんが主体となり、飼

い主のいない猫について適切な管理を行い、その数を減らし、住みよい地域をつくることを目的

とした活動であります。市内では、昨年、犬猫の保護活動や適正飼養の普及啓発を目的とした任

意団体が設立され、地域猫活動も積極的に推進いただいているところでございます。 

 また、地域猫活動への市独自の支援としまして、令和５年度において、地域猫の不妊化事業を

予算計上しており、この事業は、飼い主のいない猫のふん尿などによる被害や殺処分を減らすこ

とを目的に、飼い主のいない猫に指定獣医師による不妊または去勢手術を受けさせ、その費用の

一部を補助するものであり、本事業の活用と長崎県動物愛護条例に規定されている飼い主のいな

い猫への餌やりのルール化などを市民皆様に広く周知を図ることにより、猫の繁殖抑制と殺処分

を減らし、飼い主のいない猫によって起こる近隣住民の生活環境の悪化防止に努めてまいります。 

 以上でございます。 

〔保健環境部長（﨑川 敏春君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  山川議員。 

○議員（６番 山川 忠久君）  １つ目の条例の周知と協力体制については理解をしました。壱岐

市独自の条例を今後状況を見ながら検討されるということですので、前向きな答弁だと捉えてお

ります。壱岐市でも条例制定を提案したのは、壱岐市が本気になってこの問題に取り組むという

姿勢を内外に示すというためにも必要だと考えたからです。 

 県の担当部長のお話がありました。来島の際にも保護団体に話をされたところ、壱岐市全体で

行政と民間とでしっかりと踏み込んだ取組がないことには様々な施策が空回りしてしまいますし、

また、私自身も大石知事とお話をする機会がありまして、このことについて意見を伺いました。

壱岐市の現状のことも当然御存じでありましたけれども、状況が突出して悪いからといって壱岐

市にだけ手厚い施策を打つこともできないと、ほかの市町からすると、努力されていないと感じ

るようなところに特に手厚いこともそういう印象を与えてしまうということで、積極的な関与が

必要だということでした。また、犬猫の命を真剣に考えている壱岐市民の目にも、壱岐市が真剣

に取り組んでいる姿勢にこそ期待が持てるという意味もあります。 
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 以上の理由ですので、今後検討されるということですので、進展に期待をしております。 

 ２つ目の保護施設については、狂犬病の防止の観点から、命を救うための施設として考えてい

るということですので、またこの施設についても協議を続けていただきたいと思っております。 

 ３つ目の地域猫の推進については、この質問をしようとしたときに、県がふるさと納税の使い

道に殺処分ゼロプロジェクトがありまして、それを参考に壱岐市でもこの制度を活用できないか

という提案をしようと考えていたところ、部長が言われましたように、令和５年の当初予算にふ

るさと納税を活用した地域猫の推進についての予算を計上しておりましたので、本当によくぞや

っていただいたと申し上げたいと思っております。 

 ただ、これに関しては、少し民間の動きとも協調していただきたいと思っております。この辺

の細かいところについては予算特別委員会で質疑の時間を頂きたいと思っておりますので、よろ

しくお願いします。 

 実は、直近の話ですけれども、大村の団体でしたか、壱岐市に来島していただいて、壱岐市の

団体でクラウドファンディングをして、それで地域猫活動をしようという動きもありますので、

そうした情報共有のほうも積極的にやっていただきたいと思っております。 

 それから、アニマルポート長崎の建設についても、壱岐市からせっかく検討委員が参加してお

りますので、壱岐市の立場としての情報もしっかりと共有していただきたいと思っております。

この情報共有については、壱岐市でもＳｌａｃｋを活用して情報を共有していただいていますの

で、ぜひ保護団体とも緊密な連携を取っていただきたいと思っております。それが可能かどうか

お伺いをしたいと思います。Ｓｌａｃｋの活用と、あとは、ほかの自治体では「犬猫の遺棄をし

ないで」という看板を設置をしてあるところもあります。これは景観の問題もあるかと思います

が、こうした看板の設置についても御検討いただけないかということで質問をいたします。 

 以上、Ｓｌａｃｋを活用した情報共有と、それから看板の設置についてお伺いをします。 

○議長（豊坂 敏文君）  﨑川保健環境部長。 

○保健環境部長（﨑川 敏春君）  山川議員の追加の質問につきましてお答えをいたします。 

 市内の犬猫の保護団体様とは、今も頻繁に情報交換はさせていただいておるところでございま

す。いろいろな方法を私どものほうにお伝えをしていただいておりますので、いろいろな方法の

コンテンツを使いながら周知を行ってまいりたいと思っております。 

 それと、犬猫の遺棄を防止する看板の設置につきましても、これも今後検討させていただきた

いと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（豊坂 敏文君）  山川議員。 

○議員（６番 山川 忠久君）  前向きな御答弁を頂きました。動物愛護の問題一つを取ってみて
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も、壱岐市が抱える様々な課題解決につながっていくのではないかと感じていることがあります。

例えば、野犬の繁殖ですけれども、壱岐だけかもしれませんが、痩せた野良犬はあまり見かけま

せん。栄養が十分足りているんじゃないかというような感じがします。栄養に問題がないとすれ

ば、その分長生きもしますし、出産回数も増えると。そして、生まれた子犬も丸々太ってという、

そういうことが繰り返されているんじゃないかと感じております。 

 昨年末の総務委員会でも申し上げたと思いますけれども、壱岐で特徴的な背戸の山がありまし

て、そういうところに例えば残飯を捨てるということなどがあれば、それを餌にして野良犬が栄

養を取ると。そういったことが原因だとすれば、そういった残飯をコンポストの設置をもっと推

進して犬が食べないようにするなどして、そして、そのコンポストから堆肥ができると。そうす

れば、高騰する肥料のわずかではあるかとは思いますけれども、足しになるのではないかと。そ

ういったことでマイナスの状況からプラスが生み出せるのではないかと感じることもありますし、

あるいは、地域猫を推進するにしても、これから餌が必要になってくると思います。餌にはやっ

ぱりただではできませんので、そういった水産関係で未利用魚があれば、そうしたところ、原料

に餌をつくったりとか、そういうところで新たな価値が生み出していけるのではないかというこ

とも考えたりもします。 

 また、動物の多頭飼育崩壊とはどういう状況で起こりやすいかというと、高齢者、そして認知

症の方、それから障害がある方、貧困を抱える方など、社会から孤立しやすい環境で起こること

も少なくないということがありまして、そうすると、また福祉の領域にも関わってくると思って

おります。そして、いろんなところに根っこがつながっていると、そういう根深い問題ではない

かなという思いがいたしますので、ぜひ市長からもこの問題については思いをお伺いしたいと思

っておりますが、市長、いかがでしょうか。 

○議長（豊坂 敏文君）  白川市長。 

○市長（白川 博一君）  山川議員の御質問にお答えいたしますけれども、おっしゃるように、例

えば多頭の飼育の家庭であるとか、あるいは先ほど申されました餌、餌というか、動物が生きる

ための環境、そういったものについてはいろんな課題がふくそうして関係しております。今御指

摘のことについては一つ、担当部署を通じて少し踏み込んで研究をさせたいと思っております。 

○議長（豊坂 敏文君）  山川議員。 

○議員（６番 山川 忠久君）  市長言われたように、これまでよりもより踏み込んだ取組に期待

して、この質問は終わりたいと思います。 

 続きまして、ヤングケアラーについてお伺いをします。 

 ヤングケアラーという言葉については、近年耳にするようになった言葉ですが、本来大人が担

うと想定されるような家事や家族の世話を日常的に行っている子供のことをヤングケアラーと呼
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びます。最近では、小説や漫画、ドラマの題材になることも多く、その存在が知れ渡ってきまし

た。私も朝ドラを毎日見ているわけではありませんけれども、主人公の友人が定職に就かない父

親のために家事をこなし、そして家計を支えている姿が描かれ、それはヤングケアラーを描写し

ているとも言われております。 

 ヤングケアラーの定義も幅広く、一概に言えることではありませんが、これまでこの問題が顕

在しにくかった理由は、家族の世話をすることが当たり前だと思っているとか、または、人に相

談するには勇気が要ることなどが言われております。 

 令和２年度に厚生労働省が行った調査によると、おおむね学校のクラスに１人か２人はいる計

算になるそうです。とすると、壱岐市にも当然そうした子供たちが存在するはずですので、これ

についてお伺いをしたいと思います。 

 １つ目、ヤングケアラーの実態を壱岐市はどれほど把握してあるか。 

 ２つ目、学校における実態把握、そして、教職員の対応についてお伺いします。 

 ３つ目、先ほど述べたように、潜在化しやすい本件の認知度を高める広報活動について。 

 ４つ目、自分がそうかもしれないと思ったときに相談するその窓口はどこになるのか。 

 ５つ目、ヤングケアラーに対する支援について。 

 以上の５点について御回答をお願いします。 

○議長（豊坂 敏文君）  西原市民部長。 

〔市民部長（西原 辰也君） 登壇〕 

○市民部長（西原 辰也君）  ６番、山川議員の御質問にお答えいたします。 

 ヤングケアラーについて、２つ目の学校における対応を除いて、市民部のほうより答弁をいた

します。その後、教育委員会より答弁いたします。 

 まず、１つ目のヤングケアラーの実態の把握につきましては、毎年、県よりヤングケアラーへ

の支援状況等についての調査があっております。令和４年８月末時点でこども家庭課が対応した

ヤングケアラーに関連する虐待等の報告もなく、該当はございませんでした。また、参考までに、

過去３年間、令和２年度から令和４年度におきましても、こども家庭課がヤングケアラーに関連

する虐待等での対応も、該当はございませんでした。 

 子供と接する機会が多い学校現場と教育委員会がヤングケアラーの存在を把握し、少しでも虐

待を疑うようなケースがあれば、こども家庭課へつないでいただき、双方の専門領域から連携・

対応を図っていきたいと考えております。 

 実態の把握につきましては、今後も引き続き、県教育委員会、学校現場、関係機関とも連携を

図り、ヤングケアラーの実態の把握や情報共有などに努めてまいりたいと考えております。 

 次に、３つ目の潜在化しやすい問題である本件の認知度を高める広報活動につきましては、厚
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生労働省より、１１月の児童虐待防止推進月間に向けたポスター・リーフレット、ヤングケア

ラー支援のための同ツールの配布などを通して、両事業の意識啓発の向上に向け、自治体が活用

できる新たな普及啓発ポスター・リーフレットの配布を行っております。 

 ポスターやリーフレットにつきましては、各支所窓口に設置をしており、ヤングケアラーにつ

いての事例や注意喚起と厚生労働省の特設ホームページなど、様々な相談窓口を紹介しておりま

す。 

 今後とも、国、県、教育委員会、学校現場など、関係機関と連携を図り、壱岐市ホームページ

など、様々な広報活動を行ってまいります。 

 次に、４つ目の壱岐市の相談窓口につきましては、壱岐市教育委員会、スクールカウンセラー

及びスクールソーシャルワーカー及び市民部こども家庭課に相談窓口を設置し、双方で連携を図

りながら対応を行うこととしております。 

 近年、ヤングケアラーが社会問題となっており、ヤングケアラーの支援に対しては相談支援体

制の構築が課題の一つとなっておりましたが、令和３年度には、一般社団法人ひとり親家庭福祉

会ながさきが県内初となる子どもヤングケアラー総合相談窓口を開設しております。ここでは、

子供たちの悩みについて、ＬＩＮＥやメール、時間外の相談が可能となっております。この相談

窓口の開設を学校現場や関係機関などへ広く周知し、県と各市町が連携を図りながら支援につな

げる支援体制を構築しております。 

 また、本市におきましても、本年４月より、こども家庭センターの運用開始に伴い、同一窓口

による一元的な対応が可能となり、母子保健と児童福祉が有する子供や家庭に関する情報の共有

と集約により、迅速かつ適切な支援につなぐことが可能となってまいります。 

 また、そのような社会問題の背景には、介護、医療、貧困、そして孤立といった様々な要因が

ありますので、様々な場所が相談窓口となり得るとも考えております。民生委員、児童委員もそ

の相談窓口の一つであり、支援の必要性の把握を担っていただいております。 

 今後とも、ヤングケアラー支援につきましては、各関係機関との連携を図りながら、適切な支

援と対応を行ってまいりたいと考えております。 

 次に、５つ目のヤングケアラーに対する支援についてですが、現時点でこども家庭課において

はヤングケアラーに該当する事案はここ数年発生しておらず、本市による支援等の実績はござい

ません。ただし、ヤングケアラーについての相談・連絡などがこども家庭課にあった場合の対応

につきましては、一つ、こども家庭課の相談員による子供との面談並びに子供の両親との面談、

二つ、家を出たいと希望する子供には、佐世保こども・女性・障害者支援センターを紹介するな

どの支援体制を取ることとなります。 

 また、先ほどの答弁の繰り返しになりますが、本年４月より、こども家庭センターの運用に伴
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い、専門的知識と経験を有する職員を配置することにより、切れ目ない支援体制を構築してまい

ります。 

 妊産婦並びに乳幼児及びその保護者の実態把握と児童虐待の未然防止や虐待発生後の支援とヤ

ングケアラーに対する支援も含め、迅速かつ適切な支援につなげてまいります。 

 以上でございます。 

〔市民部長（西原 辰也君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  久保田教育長、いいですか。久保田教育長。 

〔教育長（久保田良和君） 登壇〕 

○教育長（久保田良和君）  ６番、山川議員のヤングケアラーについての２つ目の学校における実

態把握と教職員の対応についてにお答えします。 

 学校における実態把握については、今年度は７月に長崎県こども家庭課からの依頼もあり、ヤ

ングケアラーに係る調査をいたしました。壱岐市の調査方法は、各学校が定期的に行っているい

じめ等の生活アンケート癩癩毎学期いたしております癩癩そこに設問を加えています。今回は、

「あなたは病気や障害のある家族のきょうだいのお世話をしていますか」。「お世話」というこ

とについては、小学生段階と中学生段階で少しニュアンスを変えて説明をしているところです。

この設問に「ある」と回答した児童生徒は５名でした。小中、小学生１名、中学生４名で、いず

れも女の子でした。この調査に「ある」と答えておりましたので、この子供たちに対して、学校

はすぐに具体的な生活の様子を尋ねるアセスメントシートというのを使って面談を進めています。 

 加えて、聞き取った内容を基に校内で検討会を行い、その子供の状況に応じてスクールソーシ

ャルワーカーも交えて連携を取り、家庭訪問等も実施をしているところでございます。その面談

等をした結果、５名は家庭で家族の世話をしている状況がありましたが、いずれも日常的でない

ということから、ヤングケアラーと認定するまでには至っておりません。そのうち２名について

は、お手伝いのあるいはお世話の状況が少し継続的に見守る必要があることから、壱岐市のこど

も家庭課と連携を取り合いながら、今も見守り活動を続けているところでございます。 

 なお、スクールソーシャルワーカーの力も大きく、毎回、その子供たちと対応した記録等が必

ずこういう形で報告をしていただき、赤い印をしているのは、関わる子供の記録だということに

なります。 

 壱岐市の学校では、児童生徒が一日の生活の大半を過ごす場であるということから、教職員は

ヤングケアラーに気づく立場にあると捉えています。そのため、ヤングケアラー支援マニュアル

等を活用し、「この子はヤングケアラーでは」と気になったら、アセスメントシートを用いてそ

の確認をするようにしています。 

 ヤングケアラーのマニュアルは八十数ページございます。子供の様子を聞いたときに、その状
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況に応じた部分を各学校は取り出しながら具体的な対応に役立てておりますし、先ほど言います

アセスメントシートも、その中から自分の子供たちに合うものを用いていると聞いております。 

 気になる事象について、校内で共有をするときには、先ほど申しましたように、スクールソー

シャルワーカーに入っていただくことはとても大きな力になります。その方たちは、子供たちが

場合によっては学校登校が遅れたり、家にいたりするときにも、教師に代わって家庭訪問をしな

がら、その子の状況を聞きながらアドバイス等をして支援に当たることができる点では大変大き

な力になっているところです。 

 学校の教職員は、そういう形でこども家庭課を含めながらいろいろな力を持たれた方たちと連

携をしながら、壱岐市でヤングケアラーの実態に近づかないように、早期に気づきながら努めて

いきたいと考えております。 

〔教育長（久保田良和君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  山川議員。 

○議員（６番 山川 忠久君）  実態については調査をしているけれども、ゼロであるという御回

答を頂きました。教育現場では５名、いずれも女の子ということでありましたので、その子たち

についてもしっかりと御対応いただいていると、そして、県も含めて支援体制ができているとい

うことで、その点については安心をしました。 

 しかし、虐待と結びつけられての調査はゼロ件ということでしたけれども、自分が進んでやっ

ていると、虐待だと思っていないというケースも多々あると思いますので、しっかりとこれから

広報活動を続けていただいて、もしいらっしゃるとすれば手を差し伸べられる環境づくりに今後

努めていただきたいと思っております。 

 厚生労働省のサイトに、ヤングケアラーについて専用ページが設けられておりますので、そこ

について少し御紹介をいたします。 

 そのページで強調されているのは、「本来なら勉強や部活、将来のことを考える時間的余裕、

友人との触れ合いなど、「こどもとしての時間」と引き換えに家事や家族の世話をしている実態。

そのことにまわりの人が気付き、声をかけ、手を差し伸べることで、ヤングケアラー自身が「自

分は一人じゃない」、「誰かに頼ってもいい」と思えることで、「こどもがこどもでいられる

街」を一緒につくっていきませんか」と呼びかけております。こうした社会をしっかりとつくっ

ていくためにも、これからもより踏み込んだ対応をお願いしたいと思っております。 

 ここまで現在進行形の今まさにヤングケアラーであるという方たちについての質問をしました

けれども、ヤングケアラーは成人をしてもなお生きづらさを抱えるという話があります。学校に

おいて遅刻・早退・欠席が増え、勉強の時間が取れないことによる学業の影響があり、また、自

分にできると思う仕事の範囲を狭めて考える傾向にあること、また、自分のやってきたことのア
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ピールができないことによる就職への影響、または、友人たちとコミュニケーションを取る時間

がないことにより、友人関係への影響などがあり、そして、そういった状況から、昨日も赤木議

員と市長のやり取りにもありましたけれども、結婚に対する問題も出てきます。家庭にいいイ

メージが持てないとか、自己肯定感が低いとか、それから家族が理由で破談になるおそれなども

抱いており、結婚に対しても消極的になる傾向があり、そしてまた、家を出たいと思うがために

性急に結婚をしてしまい、失敗するというようなケースもあるようです。そうなってくると、社

会的な損失というものも膨大なものになると考えております。 

 かつての自分はもしかしたらヤングケアラーだったのではないかという認識を持ってもらい、

正しい支援を受けることも必要だと思っております。そうしたヤングケアラーの成人後の相談と

支援の体制について、何かあればお伺いをしたいと思います。 

○議長（豊坂 敏文君）  西原市民部長。 

○市民部長（西原 辰也君）  山川議員の再質問にお答えいたします。 

 成人後のヤングケアラーの方の成人後も引き続いているというようなことで、その後の支援体

制ということだと思いますけれども、成人後につきましてはなかなか難しいところもございます

けれども、その辺も今後の新しいこども家庭センターのほうでも研究をしていきたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（豊坂 敏文君）  山川議員。 

○議員（６番 山川 忠久君）  少なくはないと思いますので、ぜひ研究を続けていただきたいと

思っております。 

 今回、動物愛護しかり、ヤングケアラーしかり、法律や条例、そして、支援の枠組みをつくる

ことで、これまでないがしろにされてきた権利を守ろうという取組は、今後も政治の場でしっか

りと推進しなければならないと改めて感じております。 

 ヤングケアラーについては、今後、支援のための法整備についても国会において議論されるこ

とを期待しております。法をつくることに関しては、例えば、障害者の権利を守ろうという考え

は障害者基本法によって規定され、かつては、僕たちの子供の頃は障害者に対する差別用語があ

りました。そうした言葉は今ほとんど聞こえてきません。聞いたことがない子供もたくさんいる

のではないでしょうか。それでも見えない差別はあるかもしれませんので、そのことについても

差別をなくすことについては強く訴える必要があると思っています。 

 あるいは、また別の法についてですが、愛煙家には肩身の狭い思いをされていることとは思い

ますけれども、受動喫煙防止法がなければ、今、この議場にもそれぞれの席に灰皿があってもお

かしくないと思います。ほかにも、国境離島という概念も法の制定によって確立されたと思いま

す。今後、「昔は動物の殺処分があった」とか「ヤングケアラーという言葉があってね」とか、
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次世代の人に昔話をする、そういう時代を政治がつくっていくことは可能だと思っております。 

 動物に関しては、動物嫌いの人もいらっしゃいますので、その人たちの声も無視することなく、

共生の世界をつくっていかなければならないということは付け加えておきたいと思います。 

 以上、市民の皆様にも、そうした共生の社会を共に考え、つくり上げていきましょうというこ

とを訴えまして、私の一般質問を終わります。 

〔山川 忠久議員 一般質問席 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  以上をもって、山川忠久議員の一般質問を終わります。 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

○議長（豊坂 敏文君）  ここで暫時休憩いたします。再開を１０時５０分といたします。 

午前10時42分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午前10時50分再開 

○議長（豊坂 敏文君）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 一般質問を続けます。 

 次に、４番、山口欽秀議員の登壇をお願いします。 

〔山口 欽秀議員 一般質問席 登壇〕 

○議員（４番 山口 欽秀君）  ４番、山口が一般質問を行います。 

 第１は、壱岐クリーンエネルギー株式会社が行った寄附金行為に対する質問をいたします。

１２月会議に続き、市長の政治姿勢を問うことになりました。市長、誠実な答えを期待しており

ます。 

 壱岐クリーンエネルギー株式会社は、壱岐市が資本２５.５％を出資している第三セクターで

あります。その第三セクターが寄附金行為として、政治資金規正法第２２条にある第三セクター

は政治活動に関する寄附をしてはならないとしている。ところが、壱岐クリーンエネルギー株式

会社は、自民党壱岐支部に６０万円の寄附を行いました。明確な政治資金規正法違反であると考

えます。この点で市長は、この問題での責任をどうお考えでしょうか。御答弁をお願いいたしま

す。 

○議長（豊坂 敏文君）  山口議員の質問に対する理事者の答弁を求めます。白川市長。 

〔市長（白川 博一君） 登壇〕 

○市長（白川 博一君）  ４番、山口欽秀議員の御質問にお答えいたします。 

 総務省が示す第三セクター等の経営健全化等に関する指針によりますと、第三セクター等は、

地方公共団体から独立した事業主体として自らの責任で事業を遂行する法人であり、第三セク

ター等の経営責任は経営者に帰するものであるとされております。すなわち、第三セクターであ
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る壱岐クリーンエネルギー株式会社は、壱岐市とは独立した会社であり、自主的・主体的な健全

経営に取り組むことが原則であると認識しているとこであります。 

 その上で、今回の壱岐クリーンエネルギー株式会社の寄附行為につきましては、その内容を事

前協議する取締役会等も招集されておりませんし、決算書においても知り得ない状況でございま

した。一方で、同指針には、地方公共団体は、関係する第三セクター等の現在または将来の経営

状況や資産、債務の状況について、適切に把握を行うことが必要であるとされ、第三セクター等

の経営状況等の正確な把握を行うためには、当該第三セクター等の財務諸表の適正性の確保が前

提となるため、当該法人の形態等に応じた適切な会計基準を適用することが重要であると示され

ております。 

 この点において、市として経営状況等の適切な把握、特に今回は寄附先の把握になるわけです

けれども、不十分であったことについて反省するところであります。今後、同社の取締役として、

経営の公共性や公益性が担保できるよう、また、市民の皆様から疑念を抱かれることのないよう

適切に指導・改善を求めてまいります。 

 なお、今回の問題につきましては、刑事告発がなされておりますので、警察の捜査の推移を見

守りたいと考えております。 

〔市長（白川 博一君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  山口議員。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  壱岐市長白川市長は、壱岐クリーンエネルギー株式会社の取締役

であります。会社の経営責任の一端を担っている。このことは認めていらっしゃると思います。 

 ただ、この政治資金規正法の違反の点では、代表取締役の中原氏が犯した罪だというふうにな

るのは理解できますが、今回の中原氏が行ったミスがあったから１月３０日に訂正を行ったと、

このようなことで事を済ますことはできないというふうに考えるわけです。 

 とりわけ、壱岐クリーンエネルギー株式会社は、壱岐市に対して正式に監査した結果を議会に

報告して、そしてその中で、議会の中で自民党壱岐支部へ６０万円の寄附があったということを

正式に報告しているわけですから、それを議会が認めた、このようなことですので、ミスがあっ

た、訂正をして済まされないと、そういう点では市長は確認できるん（……）。ミスがあったか

らそれで済ます、そういう問題ではないという認識は、市長は持っていらっしゃいますか。 

○議長（豊坂 敏文君）  白川市長。 

○市長（白川 博一君）  これは２点目の質問だと思っております。市民への説明とその責任を明

確にするべきということにつきましては、先ほど申し上げましたとおり、壱岐クリーンエネル

ギー株式会社は壱岐市とは独立した運営の会社であり、自主的、主体的な健全経営に取り組むこ

とが原則であると認識しているところでございます。 
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 このような中において、令和５年２月４日に臨時取締役会議が招集され、今回の寄附行為につ

いて当社の経営責任者である代表取締役から、これまでの経過説明並びに寄附金に関する振替処

理の修正が完了し、謝罪の意を示す文書を報道機関宛てに送付されたとの報告を受けたところで

あります。 

 振替処理を行ったことにより壱岐クリーンエネルギーは、結果として帳簿上、寄附はしていな

いことになりますけれども、当然のことながら寄附をした事実は消えることはありません。 

 繰り返しになりますが、市としましては、第三セクターの経営状況等について適切に把握を行

うことが必要であり、これまでは不十分な点があったことは先ほど申し上げたとおりであります。 

 今後、このような事案が発生しないようにするために、株主として定期総会等で詳しい内容説

明を求め、市民皆様の理解が得られるよう適切に監督していきたいと考えております。 

○議長（豊坂 敏文君）  山口議員。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  ミスでは済まされない行為であるということで、今後このような

寄附行為がないよう求めたいということですが、刑事告発、私行いましたので、今後刑事的にも

何らかの動きがあるということで、その上で壱岐市の対応をまた求めてまいりたいと思います。 

 第三セクター、独立した機関であると言いながら、民間の企業ではないわけでありますから、

そういう意味ではしっかりとした壱岐市の監督責任がなければならないというふうに思います。

その点で極めて不十分な経営がなされてきた、それが続いてきたというふうに考えるわけですが、

その中で一つ、白川市長は取締役として報酬を受け取っているということが議会の中で分かりま

したが、この点ではいつから取締役を務め、報酬はいつからもらっていらっしゃるんですか。お

答え頂きたいと思います。 

○議長（豊坂 敏文君）  白川市長。 

○市長（白川 博一君）  取締役として報酬を頂いております。その始期につきましては、市長に

なりましてから前市長との交代ということで取締役に就任いたしましたので、その就任の日から

ということで、正確な日付まではちょっと覚えておりません。 

○議長（豊坂 敏文君）  山口議員。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  そういう意味では長期にわたって取締役を務め、報酬をもらい続

けているということでありますね。では一方でふるさと商社、一般社団法人でありますが、これ

も第三セクターとして壱岐市が関わっている法人だと思います。株式会社と社団法人とは違うこ

とはありますが、このふるさと商社の代表理事は副市長の眞鍋さんでありますが、眞鍋さんは報

酬は受け取っていらっしゃいますか。この点をお答えください。 

○議長（豊坂 敏文君）  眞鍋副市長。 

○副市長（眞鍋 陽晃君）  山口議員の御質問にお答えいたします。 
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 この件につきましては、以前も議会の中で質問された方もいらっしゃいましたけども、私は一

切の報酬は受け取っておりません。 

○議長（豊坂 敏文君）  山口議員。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  ありがとうございました。報酬を受けてみえないということは私

も確認しました。 

 このように同じ第三セクターでも、市長は長年にわたって報酬をもらっている。一方で、眞鍋

副市長はもらっていない。この点で、私は第三セクターであるという総務省が出している資料見

ましたが、報酬についてはやっぱりもらうべきではないというふうに考えますが、この点での市

としての第三セクターでの報酬支払いについて、この違い、どのようにお考えですか。 

○議長（豊坂 敏文君）  中上企画振興部長。 

○企画振興部長（中上 良二君）  山口議員の御質問にお答えをいたします。 

 ふるさと商社につきましては、企画振興部のほうで担当をいたしておりますので、私のほうか

らお答えをさせていただきます。 

 ふるさと商社につきましては、第三セクターということではなくて、１００％市が出資をして

いるというような法人でございまして、その観点からクリーンエネルギーとは異なるということ

で、副市長のほうは辞退をされているということでございます。 

 以上です。 

○議長（豊坂 敏文君）  山口議員。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  資本出資比率が１００％だから報酬をもらわないんだと、

２５.５％で低いからということで報酬をもらうんだと、その理屈はないと思うんですよ。そう

いう点ではやっぱり統一すべきであるというふうに考えますが、その辺りはどうなんですか。 

○議長（豊坂 敏文君）  中上企画振興部長。 

○企画振興部長（中上 良二君）  ただいま申し上げましたとおり、ふるさと商社については第三

セクターではございません。１００％壱岐市が出資をしたものでございますので、明らかにそこ

は違うということでなっております。 

 以上です。 

○議長（豊坂 敏文君）  久間総務部長。 

○総務部長（久間 博喜君）  山口議員の御質問のほうにお答えをさせていただきます。 

 今企画振興部長が答弁した中で、ふるさと商社については第三セクターではないと。ただ、議

員おっしゃる市として、その分を市長として受け取ることがいかがなものかという意味の質問を

されておると思います。第三セクター等につきまして、その辺の関わり方については、他市の例

によれば一定のガイドライン、基準を設けたところもございます。現在、壱岐市としてはそこの
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分についての整備は行っておりませんし、今まで経過として報酬をもらってきていらっしゃると

いうことについては、何ら問題がないと思っております。 

 以上です。 

○議長（豊坂 敏文君）  山口議員。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  第三セクター、壱岐市が一定の資金を出資して、経営を支援もし

くは経営に携わっているということでいくと、税金が投入されているわけです。そういう導入さ

れている企業が、その利益の中から一定の報酬を払っているということでいくと、やはり税金の

還流になるのではないかな。そういう意味で市民から本当に理解が得られるのか。市長が取締役

として、そこに会社の経営に携わりながら報酬も受けている。そういう点で理解が得られるのか

という点をやっぱり考えなければならないと思います。 

 とりわけ今回の問題で、第三セクターであるという、そこに取締役として白川市長が座ってい

ると。そういう意味で市民からとったら、市長は公正で開かれた民主的な姿勢を発展のために寄

与しているのかと。そういう壱岐市政治倫理条例の疑惑を持たれる、そういうことにもつながり

かねないし、ましてや市民に対して自ら進んでその高潔性を明らかにしなければならないと、こ

ういう政治倫理条例に対してもやっぱり考えざるを得ないと。 

 それから、壱岐市基本条例には、市長は公正かつ誠実に市政を運営すると、そういうふうにし

てあります。そういう点でも今回のことは、公正、誠実に市政を運営したことになるかと、そう

いう疑問を市民から持たれかねないことだと私は思います。 

 とりわけ壱岐クリーンエネルギー会社が、自民党壱岐支部に対して違法な寄附をしているとい

うことに対して、信頼を失うことでありますし、そして議会の中で言いましたが、株式会社なか

はらのホームページを見ると、まさになかはらの会社というふうな位置づけのホームページにな

っていると。こういう会社の実態を今後も続けるのかと、市長のそういう報酬の件、それから会

社の件ですね。そういう面で、第三セクターの役割が何なのかと、もう一回確認しながら、今後

壱岐クリーンエネルギー株式会社をどうしていくのか問われているのではないかなと。 

 とりわけ第三セクターは、住民の暮らしを支える事業をやるんだと。それから公共性、公益性

が問われる企業なんだと、こういうふうに総務省も位置づけていますが、そういう面で今回のク

リーンエネルギー株式会社、極めて公共性、公益性の点でも、それから運営の点でも問題がある

というふうに思います。 

 その点でこれまで、ちょっと伺います。壱岐クリーンエネルギー株式会社、現在の経営状況は

壱岐市として正常な経営がなされているのかという点で、どのような見方をされているのか。健

全なのか、健全じゃなくてちょっと問題があるのか。 

 そしてなおかつ、第三セクターとして税金が投入されて運営されてきた長い２０年ぐらいの歴
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史がありますが、収益を住民サービスに還元したと、そのような例はこれまでにあるんでしょう

か、その点をお聞かせください。 

○議長（豊坂 敏文君）  久間総務部長。 

○総務部長（久間 博喜君）  山口議員の再質問のほうにお答えをさせていただきます。 

 壱岐クリーンエネルギー株式会社の経営は健全かという御質問でございます。健全でございま

す。なぜならば、今回リニューアルをして更新をしております。７億円程度の借入金を持って風

車のほうを更新したわけですけども、当初その更新の折に計画をしておりました経営についての

計画の中で、３年目で黒字化を目指すという計画を立てられておりまして、そのとおりに今黒字

化になったところでございます。 

 市民への還元につきましては、直接的にそれが還元されたという数字的にはございませんけど

も、地域の自治公民館等への支援、寄附もございますし、そのへんで徐々に還元されていくもの

と思っております。強いて言えば最終的には、株主としての配当等がなされれば、その分で還元

が達成できると思っております。 

 それと、先ほど議員御指摘の市長の報酬、そして取締役の件についてでございますけども、基

本的に政治倫理とかその辺の内容に抵触する部分ではございませんで、市長の兼業の禁止規定は

地方自治法１４２条に規定をされておりますので、そこでの判断をお願いをしたいと思っており

ます。 

 それと、株式会社なかはらのホームページについて前回質問頂きました。それに対しましては

社長のほうに口頭、電話で申入れをいたしまして、議会で誤解を招くような質問を頂きましたと。

そういうことで改善の検討お願いをしたいという申入れはさせていただきました。 

 以上です。 

○議長（豊坂 敏文君）  山口議員。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  市長が兼業規定には当たらないというのはそうでしょう、それは

いいんですが、総務省が出している第三セクターへの職員の派遣とか役員の派遣については慎重

であるべきだということを言っております。そういう点で市長が長年、慣例みたいに取締役とし

て座って、そして報酬ももらっていた。ところが一方で、配当がないままずっと来ているわけで、

そういう面で市民が、市長が報酬７０万円をもらっている、こういうことはやっぱり説明がつか

ないと。 

 そして今回のような不正な寄附が行われたと、そういうことが重なれば、市長として取締役と

して座っているわけですからね。そういう面では倫理条例に関わるし、基本条例に関わる、そう

いうふうに考えるべきだと、関係ないというのは全く問題だと思います。 

 そういう意味で、今後この第三セクター、壱岐クリーンエネルギー株式会社、芦辺町時代に設
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立されてそのまま続いておりますが、公共性、公益性の問題で今後このまま続くのか、それから

体制についても白川市長がこのまま代表取締役として座り続けるのか、その辺りの会社の在り方

含めて検討が必要であるというふうに思いますが、どのようにお考えですか。 

○議長（豊坂 敏文君）  白川市長。 

○市長（白川 博一君）  第三セクターとしての壱岐クリーンエネルギー株式会社の今後の経営の

在り方を検討すべきだという御質問であります。 

 壱岐クリーンエネルギー株式会社は、主として風力発電事業を行うため、平成１１年度に旧芦

辺町と株式会社なかはらとの第三セクターとして設立された企業であります。 

 発電事業は公共性、公益性が高いとの観点から、設立当初の風力発電設備については、現在の

国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構、通称ＮＥＤＯでございますけれども、

地域新エネルギー等導入促進対策費補助金を活用いたしまして、補助金が２分の１になる条件で

あります自治体の出資比率５０％以上を満たすために、旧芦辺町が出資比率の半分以上の５１％

を出資して設立されました。その後、平成２３年に当社の財務体質の強化を図る必要があったた

めに株式会社なかはらが増資を行ったことで出資比率が変化し、株式会社なかはらが７４.５％、

壱岐市が２５.５％の出資比率となったところであります。 

 この出資比率につきましては、当時、増資に関して補助金を所管するＮＥＤＯに交付済み補助

金の取扱いを確認いたしましたところ、既に１２年を経過して事業が終了しているため、自治体

の出資比率が５０％を下回った場合の補助金の取扱いについては特段の規定はないとしながらも、

自治体が関与している事業として出資比率２５％以上を確保することが望ましいとの見解が示さ

れたことから、現在まで２５％以上、２５.５％でありますけれども、出資比率を維持している

ところであります。 

 令和元年には、耐用年数を経過した風力発電設備を更新して風力発電事業を継続していること

から、今後も当面は第三セクターとして経営を続けてまいりますが、当初の補助金交付から

２０年以上が経過し風力発電設備自体も更新されておりますことから、再度ＮＥＤＯの見解等を

確認した上で、壱岐クリーンエネルギー株式会社について市が関わる第三セクターであることが

適切かどうかを含めて、経営の在り方について、また、先ほど申されました私の取締役の立場に

ついても、協議、検討してまいりたいと考えております。 

○議長（豊坂 敏文君）  山口議員。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  今回の問題、寄附金のことから起きた、この壱岐クリーンエネル

ギー株式会社の在り方について、今後検討するということですので、しっかり市民の立場で市民

の利益が十分保障される、そういう会社の経営の在り方をしっかり検討していただきたいという

ふうに思います。 
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 では次に、３点目の質問に移ります。学校給食に有機米、有機野菜の使用についてお聞きしま

す。 

 ＳＤＧｓでは、持続可能な農業の促進を目標にしています。また、農林水産省は、みどりの食

料システム戦略を策定しています。環境と調和の取れた食料システムの確立を推進するとしてい

ます。有機農業の面的な拡大に向けた生産から消費までの一貫した取組を地域ぐるみで進めるよ

う、市町村への支援を強める方針であります。 

 その点で壱岐市は、この有機農業の拡大推進を図るべきと考えておりますが、どのような考え

で進めていらっしゃるかお聞きします。 

 そして、今後、有機農業の拡大の進展の中で学校給食への有機野菜の使用の取組の方向は、お

持ちかどうかもお考えをお聞きします。 

○議長（豊坂 敏文君）  谷口農林水産部長。 

〔農林水産部長（谷口  実君） 登壇〕 

○農林水産部長（谷口  実君）  次に、３番目の御質問の有機農業の推進につきましてお答えを

いたします。 

 これまでの国の農業政策は、ほとんどの農家が農薬や化学肥料を使って作物を育て、結果、効

率的で収量増大を目指した昔から行われてきた農業、慣れる行うと書きまして「慣行農業」と言

いますけども、それを念頭において進められてきておりました。しかし、国連の定めたＳＤＧｓ、

持続可能な開発目標が象徴するように、世界では環境配慮型の産業への移行が大きなうねりとな

っております。 

 そこで国は、環境に配慮し、持続可能な農業を実現するのが目的で、化石燃料を使わない栽培

や施設、農業機械の開発、農薬の使用量の削減など多くの目標を打ち出し、有機農業の推進に取

り組む方向とした、みどりの食料システム戦略を策定いたしております。 

 今後の有機農業の展開につきまして、産地に適した環境に優しい栽培技術と省力化に資する先

端技術等を取り入れたグリーンな栽培体系への転換を進める方向性が示されており、２０４０年

までに有機農業に関する技術の確立を２０５０年度までにオーガニック市場を拡大しつつ、耕地

面積に占める有機農業の取組面積の割合を２５％、１００万ヘクタールに相当いたしますが、そ

こまで拡大することを目指すとされております。 

 長崎県におきましても、令和４年１２月に長崎県みどりの食料システム戦略ビジョンが策定さ

れ、環境負荷低減に関する基本的な方向、方針が示されたところであります。 

 そのような中で本市では、環境問題への関心が高い農家で現在は５名の農業者が有機農業に取

り組んでおられ、２６４.８アールの面積で、イチゴ、メロン、ミニトマト、水稲、野菜栽培な

どに取り組んでおられます。 
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 また、本年度、壱岐市スマート農業推進協議会が事業主体となり、水稲、アスパラ、飼料作物

におきまして、今後の環境負荷低減のための実証事業を実施をいたしております。 

 さて、有機農業の拡大・推進を図る考えはあるかとの御質問でございますが、現実的には広い

農地で効率的に、そして多収量の有機農業ができる技術は確立されておりません。 

 また、温暖で湿度の高い日本の気候の下では病害虫や雑草が発生しやすいとされており、病害

虫を早期に発見する技術や除草ロボット、病気に強い品種の開発などの課題に対応していく必要

があります。 

 また、農薬や化学肥料を使わないと天候などの影響を受けやすく、作物の形や大きさがふぞろ

いとなり、規格外の作物は通常より安価となり、一方で値段があまり高いと消費者の購買に結び

つかず、有機農業は広まりにくく手間がかかるため、いかに価格を抑えるかが大きな課題となっ

ています。 

 農業者の所得向上を考えたとき、栽培面でハードルが高い有機農業だけではなく、まずは化学

農薬、化学肥料の低減など環境負荷を軽減する環境保全型農業への取組を推進、拡大することが

栽培技術の革新や省力化にもつながり、みどりの食料システム戦略の目指す姿に近づけていける

のではないかと考えております。 

 以上でございます。 

〔農林水産部長（谷口  実君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  はい。塚本教育次長。 

〔教育次長（塚本 和広君） 登壇〕 

○教育次長（塚本 和広君）  山口議員の質問にお答えをします。 

 学校給食への有機米、有機野菜の使用の取組を進める考えはあるかとの御質問ですが、現在の

給食実施の状況等について御説明をさせていただきます。 

 まず給食は、主食、牛乳、副食の３つから構成をされています。主食、牛乳については長崎県

学校給食会との契約、副食については長崎県学校給食との契約と市内商店や農家の登録制になっ

ています。農家等の登録制については、登録の期間を８月１日から翌年の７月３１日までの１年

間としています。物資を納入したい農家・業者は、毎年申請をし、壱岐市学校給食運営委員会内

の物資検討委員会の承認を得て登録となります。 

 できるだけ地産地消の観点から壱岐の食材を利用するようにしており、壱岐で調達できない物

資を長崎県学校給食会より調達しています。特に野菜については、登録農家を主に食材の納入を

してもらっております。登録農家が出荷できない場合、登録業者の輪番制で納入している状況で

す。 

 議員御質問の有機米、有機野菜の使用の取組ということについてですが、有機野菜は農林水産
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省で定められた認定基準を満たしたＪＡＳ規格に適合するものとなっています。認定を受けるに

はいろいろな要件があり、栽培に手間がかかることから生産者が少ないと聞いております。 

 給食センターで使用する野菜の量は１日当たり３５０キロ程度にもなりますので、有機野菜の

使用については量の確保が難しい状況であります。 

 また、有機野菜の使用となれば通常の価格よりも高くなるため、給食費にも影響してくると考

えられます。給食センターでの取組として地産地消を推進する観点から、使用する野菜の種類、

年間使用量等を登録農家に御提示しながら作付計画等の検討をお願いしているところです。 

 また、登録農家がどのような野菜を作付しているのかリストを提供してもらい、献立に使用で

きる野菜についてはできるだけ使用しながら、地産地消に取り組んでいるところでもあります。 

〔教育次長（塚本 和広君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  山口議員。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  有機農業についてですが、昨今の食料価格の値上がりの中に、原

因は海外からの食料の輸入が高くなって国内生産が必要になってきている。それから、飼料代や

肥料代が値上がりしている、これも海外からの輸入が滞っていると。このような状況の中で、一

層有機農業の推進が問われているというふうに私は思うんですね。 

 とりわけ壱岐の場合、農畜協力して畜産で出ている牛ふんを肥料として使う。それを農業で米

とか野菜に使うと。この循環を進めるには最適の農業の立地条件を備えているのが壱岐ではない

かなと。そういう意味で壱岐は特にこの有機農業の推進を図るべきだというふうに、そういう立

場が必要ではないかと思うわけですね。 

 様々な手間がかかる、いろいろふぞろいだという理由がありますけども、もろもろの今の状況

の中から進むべき方向はやっぱり農林水産省が進めている、この肥料をできるだけ抑えて、それ

から農薬も抑えてと、そういう方向だと思うんですが。今年の予算の中にこの有機農業の予算案

というのは入っているんでしょうか。 

○議長（豊坂 敏文君）  谷口農林水産部長。 

○農林水産部長（谷口  実君）  ただいまの再質問についてお答えをいたします。 

 今年の令和４年度の中の有機農業の予算ということですけども、有機農業に特化した予算とし

てはなっておりません。しかしながら、通常の一般的な農業振興の中の予算では使用できる形に

なっております。 

 以上でございます。 

○議長（豊坂 敏文君）  山口議員。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  国のほうも、みどりの食料システム戦略推進総合対策ということ

で、もろもろの予算が設定されているので、やっぱり今年第一歩ということも含めて、有機農業



- 148 - 

の推進の方向をぜひ壱岐としてもしっかり検討していただきたいというふうに思います。 

 給食になぜ必要かという点でいくと、やっぱり子どもの健康面ですよね。政治で子どもの健康

をしっかり支える。そして、壱岐の子どもにいいものを食べさせて、健康で健やかに成長させて

いくんだと。そのためには一定のお金がかかるかもしれないけども、健康を第一に考えたらどう

かということです。 

 とりわけ今の子どもたち、アトピーとか食物アレルギーなんかが問題になっておりますし、そ

れから発達障害も最近増えているというような事態がよく耳にします。４０年前はアトピーも食

物アレルギーもありませんでした。ところが最近になってこういう状態出ていると。発達障害の

急増も農薬やＰＣＢなどの有害環境物質の暴露によって起きているのではないかという研究成果

も、報告もあるぐらいですので、そういう点で子どもたちに健康な食品を与えると、その立場で

給食に有機野菜、有機米を利用したらというふうに考えているわけですが。 

 とりわけ全国的に先進を行っているのが千葉県のいすみ市というところで、有機米を１００％

給食に利用しているという市があるんですが、この点でいすみ市の取組は把握していらっしゃい

ますでしょうか。 

○議長（豊坂 敏文君）  塚本教育次長。 

○教育次長（塚本 和広君）  山口議員の御質問にお答えをいたします。 

 いすみ市の状況については、ホームページ等で拝見をさせていただいているところでございま

す。 

○議長（豊坂 敏文君）  山口議員。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  この町では農家と協力して有機米を作って１００％給食に取り入

れていく。これは市長が率先してやろうということで一気に進んでいる市なんですね。ほかにも

全国１２３の自治体で、米じゃなくて野菜とか野菜の中でもニンジンだとか限られたものですけ

ども導入しているというのもあります。 

 そういう意味では、今の状況の中で健康な子供を育てるために安全な野菜を子供たちにまず給

食で進めるという点が、やっぱり大きな保護者の願いとして全国的にも広がっている。ぜひそう

いう意味で壱岐ＳＤＧｓということで先進を走っていくわけですから、ぜひ頑張っていただきた

いなと、市長にはそういう先頭に立っていただきたいと。 

 このいすみ市の取組のやっぱりいい点というのは、結果としてよくなったのは、有機農業で米

を利用するようになって有機農業をする面積が増えたと。それから田んぼとか住民環境が、生物

が増えて自然環境がよくなったと。いすみ市で子育てをしたいということで移住者が増えたと。

有機農業をそしてやりたいと、そういう若者が入ってきているということですね。こういう市民

のために頑張っている市政、市長に対して信頼が高まっているということを言っているわけです
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ね。 

 そういう意味では、壱岐市も国が進めるこのみどりの食料システムの最先端を取れば、私はこ

の壱岐がやっぱり農業で食べていける、そういう自治体として変わっていける方向がここにある

のではないかなというふうに思うわけですが、市長はどのようにお考えでしょうか。 

○議長（豊坂 敏文君）  白川市長。 

○市長（白川 博一君）  ただいま山口議員の質問でございますけれども、壱岐は第１次産業の島

でございまして、今山口議員が御提案の点も十分考慮すべきだと思っておりますけれども、あく

まで壱岐市の農業振興計画はＪＡ壱岐市と十分連携を取ってしておるわけです。有機米だけでは

ないわけでございますけれども、ＳＤＧｓ、そういった方向で今の山口議員の御意見も踏まえて、

ＪＡ壱岐市、農協長及びいわゆる生産部会等々にもお話を持っていきたいと思っております。こ

ちらが幾らやるやる言うても、実際に農家の方々の御理解を頂かなければなかなか進んでまいり

ません。その辺はどうぞ御理解頂きたいと思っております。 

○議長（豊坂 敏文君）  山口議員。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  今後の今の肥料、農薬が健康にも、それから物価の上昇で農家の

経営にも多大な影響を与えている。農薬や化学農薬の軽減を国も県も言っている。とりわけそこ

の先ほど言われましたように、県のほうもみどりの食料システム戦略ビジョンという、こういう

ビジョンの中に有機農業の推進をうたっているわけですね。ですから、その点で、もういすみ市

の例のように、やっぱり市長のお考えがかなり大きいと思いますので、ぜひこの状況の中でどう

いう壱岐の農業を推進していくのか、その点でのリーダーシップを発揮していただきたいと思い

ます。 

 最近私、沼津の刈田院のところで草刈り作業をやりましたが、川を見て、フナ、メダカ、カエ

ル、一切いないんですね、川の用水に。僕らが小さいときは、稲刈りや田植えに行ったら、もう

フナ釣りはする、カエルは捕まえる、そういうふうで、もう自然豊かであったと、そういう環境

が、今は全くなくなっているということですよね。 

 有機米の取組では、兵庫県の豊岡市ではコウノトリがやっぱり住み着いて環境の中で生きてい

けるようにということで、農薬や化学肥料を使わないようにということで自然環境を取り戻して

いるという例が、こういう例は全国にどんどん広がっているので、そういう環境を守る、子ども

の健康を守るというね、それこそ持続可能な世界をつくるという点で、この有機農業、小規模で

も力を合わせればできることは幾らでもあると思うんですね。 

 ですから小規模農業が多い壱岐市でのやり方、それから川に魚、フナとかいないという状況が、

昔いっぱいいたのがいなくなったと。それから刈田院でも川が下りていって湾の中に入って、昔

はボラがいっぱいいたんですよね。そのボラの姿も見えなくなっていると。川、それから陸上の
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環境の悪化が、やっぱり海の環境悪化、これは磯焼けの一端にもなっているんじゃないかなと、

そういう面も含めて壱岐の今後の環境、農業の点で、やっぱり広く見て施策を進めていただきた

いということを最後にお願いして、私の一般質問を終わります。 

 以上です。 

〔山口 欽秀議員 一般質問席 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  以上をもって、山口欽秀議員の一般質問を終わります。 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

○議長（豊坂 敏文君）  ここで暫時休憩いたします。再開を１３時といたします。 

午前11時38分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午後１時00分再開 

○議長（豊坂 敏文君）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 一般質問を続けます。 

 次に、７番、植村圭司議員の登壇をお願いします。 

〔植村 圭司議員 一般質問席 登壇〕 

○議員（７番 植村 圭司君）  皆さん、こんにちは。 

 それでは、通告にしたがいまして、７番、植村圭司が一般質問させていただこうと思います。 

 今日は、３つの質問を準備をしております。 

 最初に、精神科入院病床について、２番目に壱岐空港について、３番目に市長が申されました

エンゲージメントということで、施政方針に当たる内容についてお伺いしたいと思います。 

 まず最初に、精神科入院病床ゼロへの対応はということで質問させていただきます。 

 先月２月末日をもちまして、壱岐島内の精神科病棟の入院ベッドが、全て休床になったと理解

をしております。つまり、今後精神科にかかって、壱岐島内では入院が難しくなっているという

ことだと思いますけども、患者さんはもとより、御家族など関係者皆様の御負担が心配されます。 

 そこで、県や関係機関に対策を求める必要があるのではないかと思っております。 

 そこで、壱岐島内の精神科病床のこれまでの市民病院設置時からの経緯と、今の現状状態、そ

して、壱岐市で今後考えられる改善策をお伺いをしたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（豊坂 敏文君）  植村議員の質問に対する理事者の答弁を求めます。﨑川保健環境部長。 

〔保健環境部長（﨑川 敏春君） 登壇〕 

○保健環境部長（﨑川 敏春君）  ７番、植村議員の質問にお答えいたします。 

 精神科病床に関する、市民病院設置時からこれまでの経緯ですが、平成１７年４月に新壱岐市

民病院に精神科病床７０床が確保されましたが、平成２３年７月に休床となり、翌平成２４年
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７月に、旧かたばる病院との合併により、精神科病床を７０床から５０床に減らし、慢性期疾患

の入院患者を受け入れております。 

 また、平成２７年４月の長崎県病院企業団加入に当たり、精神科病床５０床の早期再開に向け、

長崎県と長崎県病院企業団へ要望を行っております。 

 その後、大きな動きはなく、令和２年３月に長崎市において、長崎県、病院企業団、市の関係

者で、精神科病床再開の要望に向けた面談が行われております。 

 令和２年４月以降は、新型コロナウイルス感染症の影響もあり、進展はなく、令和４年９月に

壱岐病院と情報交換を行い、課題等を再確認したところでございますが、本年２月に、市内で唯

一の精神科の入院先である民間病院が、２月末で精神科病床を休床する旨の発表があり、入院患

者の受入れ先などの確保がなされたと伺っております。 

 これにより、市内の精神科病床は、３月から全て休床となっており、市内の精神科医療は、長

崎県壱岐病院において、九州大学病院から日帰りで非常勤医師１名による外来診療のみが行われ、

入院が必要となった場合は、精神保健福祉の調整機関である壱岐保健所と受入れ先病院の連携の

下、市外への入院調整が行われております。 

 また、壱岐市の精神科入院患者数は、令和４年６月３０日現在４８人で、市内１１人、市外

３７人となっております。 

 今後の改善策としましては、精神科病床再開には、精神科医師２名の確保や看護スタッフなど

の人材確保が必要となります。 

 しかしながら、全国的に不足する精神科医師の確保は大きな課題であり、今後の方向性や役割

分担などを含め、引き続き、地域医療確保の観点から、長崎県や長崎県病院企業団、壱岐保健所

と連携を図ってまいります。 

〔保健環境部長（﨑川 敏春君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  植村圭司議員。 

○議員（７番 植村 圭司君）  御答弁いただきました。平成２４年７月、ここで７０床から

５０床に減った後に、平成２７年４月に休床になった後に再開の要望があったということで、そ

の後、時間が経過してまいりまして、最近の民間の休床に伴い、壱岐病院では、壱岐島内ではゼ

ロになったと。今後は人材確保は難しい。そして、県、国、保健所と連携してまいりますという

答弁であったかと思います。 

 ちょっと調べたんですけれども、壱岐市のほうでは、障がい福祉計画（第６期）というのをつ

くっておりまして、これが、計画が令和５年度までとなっております。この中でも、精神病床に

おける早期退院ということを目指しておりまして、退院率を指標としました目標ということを掲

げております。 
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 ここでいう退院率といいますのは、やっぱり、その病院に入院をしている方がいらっしゃると

いうことが前提でありまして、壱岐市のほうでも入院というのがあり得るということを想定して

おります。 

 そして、先ほど、壱岐島内の話として、令和２年の４８人という話でございました。島内で

１１人、島外に３７人の方が、今、壱岐島内の関係者で精神科のほうで入院している。かかって

いらっしゃる。 

 調べましたところ、五島は、例えば６７人いらっしゃいまして、そのうち６０人の方が島内、

島外は７人、対馬が３６人で、そのうち島内が１３人、島外が２３人、上五島に至っては全員島

外で、佐世保市と長崎市のほうに入院をされているということでございました。 

 このままいきますと、壱岐島内におきましても、この上五島のように、全員が島外、福岡とか

長崎とか佐賀とかというふうになってくると思うんですけれども、そちらのほうに入院をしない

といけなくなってくるのかなという状況だと思います。 

 私としましては、なるべく、この状態というのは早く脱して、島内において入院ができる状況、

環境を整備すべきだというふうに考えております。 

 このために壱岐市が何ができるのかというふうなことで、今、お伺いしているところなんです

けれども、県、国、保健所の連携が必要だということでございました。その連携というのもいろ

いろあるかと思うんですけれども、具体的に、では何をするのか、できるのかということを教え

ていただきたいんですが、よろしくお願いいたします。 

○議長（豊坂 敏文君）  﨑川保健環境部長。 

○保健環境部長（﨑川 敏春君）  植村議員の御質問にお答えをいたします。 

 ２月末の休床を受けまして、既に壱岐保健所、それと医師会の方々、それと関係者のほうで、

壱岐病院へのお願いと長崎県への課題等を含めた要望を行っておられるところであります。 

 先ほど来、申し上げておりますように、やはりネックとなる部分は、医師の確保でございます。

これにつきましては、全国的に精神科の医師が不足をしている状況もございます。 

 そういった部分を、まずクリアしながら、早期の再開をしていきたいと考えておるところでご

ざいます。 

○議長（豊坂 敏文君）  植村議員。 

○議員（７番 植村 圭司君）  今、医師不足のお話がございました。現実的に医師不足というの

は、まさにそのとおりで、全国的に手が足りないという話です。 

 ここに至って、医師不足についてはお願いをするというふうな立場でございますので、まさに、

やっていらっしゃることは正しいと思います。 

 その中で、やっぱり医師不足が解決するということはあり得ない話なのかなと、すぐに全国的
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な話の中にお願いして、「はい、分かりました」ということは、なかなかあり得ないと思うんで

す。これを早く打開したいという思いがございますので、島民の願いといいますか、熱望する気

持ち、そういうのを伝えていかないと実現しないんだろうと思うんです。 

 それをするには、やはり、壱岐市を代表する市長であるとか、市の幹部の方々の働きかけ、こ

ういったものを積極的にやっていかないと、伝わっていかないんじゃないかというふうに思いま

す。 

 そこで、市長にお伺いします。この問題に対しまして、壱岐市はどういうふうに対応していこ

うと思っていらっしゃるのか、市長の御決意をお願いしたいと思います。 

○議長（豊坂 敏文君）  白川市長。 

○市長（白川 博一君）  植村議員の御質問にお答えします。 

 この医療の問題につきましては、御存じのように、長崎県下内で医療圏というのがございます。

今、７つかな。７つの医療圏がございまして、壱岐医療圏が独立をしているんです。 

 そういった中で、県も市も、特に精神科病床につきましては、ずっと一生懸命協議を重ねてき

ております。そういった中で、やはり一頃は、入院の中で措置入院というのがございまして、精

神科医が２人いる。なおかつ１人は、指導的立場の医師でなければいけない。そういったもろも

ろの点につきましても、ずっと協議を重ねてまいりました。 

 私も、担当といいますか、内容、このくらいは存じておるわけです。それほど県も一生懸命に

なっていただいています。壱岐病院も一生懸命になっていただいています。 

 そこで、今おっしゃるように、陳情と申しますか、そういった民意を、旗を上げていくという、

それも一つの方法かもしれませんけれども、私はそうではなくて、一体、その旗を上げて一生懸

命わーわー言うても、私は実際にできないものはできないわけでございまして、我々は行政が怠

っているというようなことはないということを自信を持って申し上げたいと思っております。 

○議長（豊坂 敏文君）  植村議員。 

○議員（７番 植村 圭司君）  怠りがあるというようには思ってはいないんです。やっぱり難し

い問題ですから、解決が非常に難しいということで、今、このタイミングは２月末から起こって

いる話ではございますが、そもそも、壱岐病院の休床というのは、１０年前に始まっている話で

もございます。しかも、その間、復活させようといった努力もあったことは当然でありまして、

しかも、それを認めるところでございます。 

 ですから、これが発端となりまして、今後、上五島のように、ずっと長い間、島外に行くしか

ないといったようなことは避けていきたいと思えば、やっぱり壱岐島民の熱意、願いを、ぜひと

も県と関係機関、壱岐病院さんに分かっていただきたいという活動をしていただかないといけな

いのかなというふうに思います。 
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 そうすると、やっぱり時間的にも、余りにも放置しておくと、このまま、またズルズル行きま

すので、なるべく早い段階で願いがかなうように、何とか努力をしていただきたいというふうに

お願いをしまして、私の質問を終わりたいと思います、ここです。この件につきましては、ぜひ

とも積極的にリードをしていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 次の質問に移ります。 

 壱岐空港のお話なんですけれども、壱岐空港の整備方針の早期決定をということで質問をさせ

ていただきます。 

 壱岐空港の整備につきましては、毎年、県知事要望等を行いまして、県知事からは難色を示さ

れ、進展がほとんど見えない状態だというふうに理解をしております。 

 一方で、平成２９年４月に空港土木施設の設置基準の改定というのがありまして、平成３１年

４月には航空法省令の改正で、国内の全空港、壱岐空港を含みますけれども、国内の全空港で滑

走路端安全区域と言いまして、ＲＥＳＡとも言いますが、滑走路の両端です。そこにあります

オーバーラン対応の滑走路安全区域が、今、短いということで、９０メートルまで伸ばしなさい

という省令に変わっております。 

 そのことによりまして、令和８年度末までということですので、あと４年うちに、この滑走路

端の安全地域を拡大しないといけないということで、今、全国の空港が動いているところと承知

をしております。 

 具体的には、オーバーランがしたときに、滑走路の両端９０メーター以上を確保しないといけ

ないと。壱岐空港については、過去にもセスナ機が滑走路を通り越して、柵を越えて転覆すると

いったようなこともございました。 

 こういったことの対応のために、オーバーランの対応のために安全帯を設けなさいということ

で、今、全国で動いているところです。 

 この対策としまして、３とおり国が示していまして、用地の拡張、滑走路の移設、次にアレス

ティングシステムといいまして、ちょっと工事を施して飛行機が滑走路から始めるときに減速さ

せるシステムというのを造るか、もしくは滑走路の延長変更をしなさいということで、最悪の場

合、滑走路を短くするといった対応もしないといけないといったことが決められているようでご

ざいます。 

 これに乗じまして、例えば兵庫県の但馬空港でありますと、今、１,２００メートル滑走路で

はありますけれども、これは２,０００メートルに伸ばせるんじゃないかというふうな方針が決

めてあったように確認をしてございます。 

 ところが、最近の新型コロナによる需要低迷で、この２,０００メートルという計画が、今は

立ち消えになっているという報道がございました。 
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 壱岐空港なんですが、このＲＥＳＡですね。この滑走路端安全区域の対策対象となっておりま

すので、何らかの措置を、令和８年度末までにしないといけないということになっております。 

 その対策内容を、県管理でございますから、県が近い将来示すものと推察をしておりますけれ

ども、この空港の整備について、現実的な判断を迫られる可能性が高いんだろうというふうに思

っております。そして、この対策をどのように考えていらっしゃるのかを質問いたします。 

 そして、そもそも空港の施設整備につきまして、国のほうで平成１５年に、一般空港の個別新

規事業の取扱いについてという通達を出しております。並びに一般空港の滑走路新設、または延

長事業に関する整備指針ということも示しております。 

 その指針を見ますと、事業評価項目がございまして、事業の必要性、候補地の比較、計画の妥

当性、事業の実現性、そして事業の効果を必要としているようでございます。採択要件にそうい

った項目を必要としております。市はその整備にもまだ手がついていないのではないかというふ

うに考えております。県知事要望も大事でございますが、市としてできることにまず手をつけて、

市の努力を具体的に見せないと、県と国は動かないのではないかというふうに思っております。 

 その点につきまして、どういうふうな考えであるかをお伺いいたします。今回のＲＥＳＡ対応

が一つの契機となりまして進展をするということを期待して、質問をしたいと思います。よろし

くお願いします。 

○議長（豊坂 敏文君）  久間総務部長。 

〔総務部長（久間 博喜君） 登壇〕 

○総務部長（久間 博喜君）  植村議員の質問の、壱岐空港整備方針の早期決定についてお答えを

いたします。 

 まず最初に、壱岐空港自体は県の施設であるということを、まず申し述べておきます。 

 植村議員、御指摘の滑走路端安全区域（ＲＥＳＡ）、これでリーサですが、航空機が滑走路を

走り越す事故であるオーバーランや、滑走路の手前で着陸する事故であるアンダーシュートとい

った事故を起こした場合に機体の損傷を軽減し、人命の安全を図るため、着陸帯両端に緩衝区域

を設けるものですが、平成２９年３月に、国から滑走路端安全区域（ＲＥＳＡ）整備に関する指

針が公表され、令和８年度末までに、地方管理空港を含む全ての空港で、新基準によるＲＥＳＡ

を確保することとする方針が示されました。植村議員が御説明のとおりでございます。 

 壱岐空港の滑走路長は１,２００メートルであるため、両端に９０メートル以上、滑走路端安

全区域が必要とされておりますが、現在は両端を合わせて４５メートルしか確保されていない状

況となっております。片側のほうが、筒城側が１０メートル、反対側が３５メートルということ

でございます。 

 ちなみに、対馬空港や福江空港も、同様に国の基準は満たしていない状況となっております。 
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 このことについて、壱岐空港の管理者である長崎県からは、これまで本市に対して概要や方針

に関する説明などはございませんでしたが、植村議員が県に対しお問合せいただいたこともござ

いまして、２月２８日に長崎県公安課が来庁され、初めて説明をお聞きしたところでございます。 

 その内容としましては、壱岐空港の滑走路長１,２００メートルの場合、９０メートル以上の

ＲＥＳＡ区域が必要となり、経過措置が設けられているものの、令和８年度末までには、少なく

とも工事着手する必要があるとのことでございました。 

 また、県としましては、本市からの知事要望において、平成２８年度から滑走路延長に関する

要望を受けていることもあり、ＲＥＳＡの配置と滑走路延長が密接に関連していることから、こ

れまで話ができておらず、今後、壱岐市とも調整をしながら進めたいとの内容でございました。 

 本市といたしましては、議員御指摘の空港整備指針の評価項目もございますが、まずは、現在

の場所での滑走路延長のための調査費用について、ＲＥＳＡ対応も踏まえた上で、どの機種でも

離発着できる、最低でも１,５００メートル以上の滑走路を有する空港の整備に向け、県に対し

強く要望の申入れを行っていきたいと考えております。 

 以上です。 

〔総務部長（久間 博喜君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  植村議員。 

○議員（７番 植村 圭司君）  今後も要望を続けていくということでございました。この要望を

続けるというのは、やらないといけないと思います。今後も、滑走路延長の実現のために、要望

はやっていく必要が絶対にあると思います。 

 あとは、その内容なんですけれども、今回、そのＲＥＳＡ対応で着工しないといけないという

ことが決められていますので、税金を投入して、滑走路に何かしらの工事がされるのであろうと

予想されます。 

 ただ、あの空港を見たときに、海のほうに出すものなのか、陸側のほうに伸ばすものなのか、

その辺がまだはっきりもしていない。この状況で要望を出したときに、やっぱり地元で固まって

いないものを、じゃあ、採択しましょうというふうなことも考えにくいんです。そうなった場合

に、最初の、このＲＥＳＡの話からいきますけれども、ＲＥＳＡの対応には３つ、さっきお話し

しましたが、現実的に海側に出すにしても、陸側に伸ばすにしても、いろいろ問題がございます。

環境であるとか、社会的な影響でありますとか、まず、これをクリアしないことには、令和８年

を迎えることができないという状況ですので、市として何らかしらの提案なり考えなりがないと、

県との協議もできないとなった場合に、考えられる一番あり得る話といいますのが、滑走路を短

くするということで対応されるんじゃないかというふうなことが一つあるんです。 

 私としては、今、１,２００メーターですから、これを縮めるわけにはいかないと思っている
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んですけれども、それも選択肢に入ってくれば、時間も決まっていますので、迫られる可能性が

あると思うんです。その辺の考え方をどのように整理するかというのを、お伺いをしたかったん

ですが、可能であれば答えていただきたいんですが。 

○議長（豊坂 敏文君）  久間総務部長。 

○総務部長（久間 博喜君）  今、いただきました植村議員の御意見、そういう心配も考えられな

いことはないと思います。ただ、今、壱岐市は滑走路延長について、県に対して、知事に対して

要望しております。 

 ですから、延長距離を短めるというようなことは、到底考えられないことでございまして、そ

のためにも調査費の要望をしているところでございます。 

 以上です。 

○議長（豊坂 敏文君）  植村議員。 

○議員（７番 植村 圭司君）  ぜひとも、そこを強く要望したいと思います。 

 滑走路を短くするということになってくると、今から入るＡＴＲ機の定員の数を減らしなさい

とかというふうにも話にもなってまいりますので、航空機の制限が出てきます。そういったこと

になっていくと、ますます壱岐にとっては、経済面、文化の交流面も含めて縮小、減衰していく

話になりますから、今の滑走路は最低維持です。 

 最低維持にすると、今度は海側か陸側かという話になりますので、そこの解決をどうするかと

いうことで、当面は頭を悩ましていくんだろうなというふうに思いますので、そこを宿題という

ことで、早急に考えていただきたい。 

 壱岐市はどう思っているかということを、県に言えないと駄目だと思いますから、そういうこ

とでお願いをしたいと思います。 

 その次に来るのが、今度は滑走路の延長の話。さっきの評価項目の中にも幾つかあるんですけ

れども、３００メートル延ばすとなると、やっぱり海側か陸側か、これの話は絶対に出てきます。 

 今、考えてあるのは、両方ではなくて違うところにも移そうということも、あり得ない話じゃ

ないと思うんです。選択肢として幾つかあるんですけれども、１,５００を獲得するにはどうい

った手があるのかを具体的に考えておかないと、県との交渉もできない。 

 しかも、今度の令和８年までに滑走路が確定してしまうと、さらなる税金投入ができなくなる

可能性もあると思います。 

 この時代ですから、何回も工事をしてお金をどんどんつぎ込んでいくという発想も、なかなか

認めてくれないと思うんです。そうすると、令和８年も含めて、ここ近年のうちに全ての空港の

考え方を整理しておかないと、県との交渉ができないだろうと。 

 県との交渉ができないということは、国との交渉もできなくなってくる。お尻が決まっている
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時間帯ですから、何とかして進めないといけなくなっているというところで、そこを、よく頭に

入れていただいて、対応を考えていただきたい。それを、ちょっとお願いしたいと思っているの

ですが、いかがでしょうか。 

○議長（豊坂 敏文君）  久間総務部長。 

○総務部長（久間 博喜君）  ありがとうございます。植村議員、御指摘のとおり、その辺も含め

まして、最初の答弁の頭に、壱岐空港は県の施設でございますということを前置きさせていただ

きました。そういう中で、調査費等をまずはつけていただきたいという形が、今、第一歩なのか

なと思っているところでございます。 

 ただ、本日いただきました植村議員の御助言を参考にさせていただきながら、壱岐空港の整備

方針が好転するように、引き続き取組を強化していきます。ありがとうございました。 

○議長（豊坂 敏文君）  植村議員。 

○議員（７番 植村 圭司君）  ありがとうございます。私も、これを、ずっと思っていたところ

もあって、何とか進めたいと思っていたところでございますので、こういった情報を、市民皆さ

んとも共有しながら、ぜひとも前に進めていただきたいというふうに思います。 

 それと、この空港については、滑走路だけじゃなくてターミナルの話もございます。ターミナ

ルが老朽化して、使い勝手もよくないという話も聞いていますので、いろんな使い方を考えなが

ら、空港の活性化、建物だけじゃなくてソフトも含めた空港周辺の活性化をやっていただきまし

て、交流人口拡大とか関係人口拡大のほうに進んでいければいいのかなと思いますので、大変な

話だと思いますけれども、御検討のほう、よろしくお願いいたします。これも前向きに考えてい

ただけるということで、次のお話に移りたいと思います。 

 最後になりますが、市長希求のエンゲージメントとは何かということでお伺いしたいと思いま

す。 

 ここは、市長の施政方針で述べられておられますので、思いの丈をたっぷり話していただいて、

私は期待をしておりますので、よろしくお願いしたいと思いますが、施政方針の中で、市長はエ

ンゲージメントという考え方の必要性を述べられておられます。具体的には、市民皆様の充実し

た生活のために、外からの活力を取り込むという戦略を、より具体化するための取組、そして、

壱岐市へ共感し愛着を感じ、壱岐市に対して主体的な貢献を行っていただける企業、大学、自治

体等をエンゲージメントパートナーとして登録していくというお話でございました。 

 しかし、市長の選挙公約でありますとか、壱岐市総合計画の中にも記載はございません。そう

いったことでありまして、この中身がどういうことなのかということが、非常に分かりにくいと

いうこともございますので、市民の皆様に分かりやすくお伝えをしたほうがいいだろうと思って

おります。 
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 そこで、うまく市民に伝わることも含めまして、このエンゲージメントというのは何なのかと

いうのを教えていただきたいと思って質問をしております。 

 このエンゲージメントの考え方につきましては、これまでの連携協定と何が違うのか、そして、

この取組が市民にもたらされる社会的影響、効果、成果、これが何なのか、そして、市民生活が

このことによってどのように充実するようになるのか、具体的にお伺いいたします。 

 そして、これまでエンゲージメントパートナーとして登録された団体があると思いますけれど

も、その数は幾つで、その効果がどのように出てくるのかということをお伺いいたします。ほぼ

市民に知られていないと思いますので、皆様方に教えていただきたいということで、積極的に周

知をしていただきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

○議長（豊坂 敏文君）  白川市長。 

〔市長（白川 博一君） 登壇〕 

○市長（白川 博一君）  ７番、植村圭司議員の３番目の御質問でございます。施政方針にあるエ

ンゲージメントとは何ぞや、との御質問でございます。 

 横文字は使いたくないんですけれども、適当な日本語がありませんので、お許し願いたいと思

っております。 

 エンゲージメントと聞くと、婚約のことかとお思いになる方もあるかと思いますけれども、ま

さにそのとおりでありまして、互いの歯車がかみ合う、あるいは固いつながりという意味でござ

います。 

 すなわち、本市に共感や愛着を持ち、主体的に関わってくれる、そのような関係を築きましょ

うというのがエンゲージメントパートナー制度でございます。 

 もっと平たく言いますと、人、物、金を誘導することで、壱岐市の活性化につなげようとする

ものです。対象といたしましては、企業、大学、先進自治体及び個人を想定しております。 

 この件に関しては、東京事務所が最前線で活動しておりますので、１５日の予算特別委員会で

具体的な内容について御説明する機会をいただいておりますが、一例を申し上げて、御理解を賜

りたいと存じます。 

 施政方針でも申し上げましたが、３月１日に日本郵便株式会社とエンゲージメントパートナー

シップ協定を締結いたしました。このことによりまして、日本郵便の職員１名が、本年４月１日

から２年間、本市において研究テーマを、壱岐出身者のオープンイノベーションサポート、つま

り、壱岐から出た人が外から見た目で、壱岐をどのようにサポートができるかについて研究する

こととなっております。 

 その研究成果を日本郵便にフィードバックして、全国の自治体活性化の参考にするというもの

ですが、当然のことながら、併せて壱岐の活性化にも大きな期待をするものでございます。 
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 これに至った経緯につきましては、同じくエンゲージメントパートナーシップ協定を締結して

いる慶應義塾大学ＳＦＣ研究所が、本市と北海道東川町にサテライトを開設しておりますことか

ら、日本郵便に対し、地域課題解決のための研究自治体として御紹介いただいたことが、事の始

まりでございまして、壱岐市と東川町に職員１名が派遣されることとなっております。 

 次に、これまでの連携協定との違いでございますけれども、これまでの連携協定は、ある目的、

例えば災害が起きたときの協力、あるいは人材育成等々、特定の目的をもって連携協定を締結し

てまいりました。しかし、エンゲージメントパートナーは、ただいま申し上げましたように、本

市のために主体的に関わりたいという組織と結ぶために、連携の相手によりまして様々な目的に

なるといえます。 

 また、一対一の関係ではなく、目的によっては複数の相手とタッグを組むなど、お互いが、よ

りいい共創、共につくり上げるということでありますけれども、そういった体制の構築が期待で

きるところであります。 

 そのため、エンゲージメントパートナーについては、まず、壱岐市を訪れていただき、市民皆

様と直接触れ合う中で、組織が持つ人、物、情報、時間、そしてお金をどのように生かして、組

織として本市にどのような貢献ができるかを見つけていただく仕組みといたしております。 

 エンゲージメントパートナーは、昨年１０月末に開始をいたしまして、約４か月で１０組織と

締結をいたしました。まだ始まったばかりの制度ではありますけれども、具体的な効果も早速出

始めております。 

 例を挙げますと、日本旅行とのパートナー締結の発表を見て、ＳＤＧｓを学ぶために、本市で

の教育旅行を希望する島外の学校からの問合せが相次いでおりますし、先ほど申し上げた２万

４,０００もの郵便局ネットワークを持つ日本郵便にパートナーになっていただいたことも、ま

さに効果の一つでございます。 

 また、パートナー企業からは、企業版ふるさと納税も期待できると考えておりますので、その

推進も図ってまいります。 

 市民皆様への周知につきましては、議員おっしゃるとおり、今回のエンゲージメントパート

ナーは、市民皆様とのつなぎ合わせが非常に重要でありますし、仕組みを御理解いただくことが

重要でございます。そういった意味から、本日の御質問は大変ありがたいと思っているところで

あります。 

 まずは、議員皆様及び職員の理解をいただき、市民皆様に対しては、エンゲージメントパート

ナーの活動窓口となる、壱岐みらい創りサイトと連携しながら、積極的に広報活動を行っていき

たいと考えているところでございます。 

〔市長（白川 博一君） 降壇〕 
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○議長（豊坂 敏文君）  植村議員。 

○議員（７番 植村 圭司君）  お答えいただきました。 

 相変わらず片仮名が多くて、理解には苦しむところもあるんですけれども、おおむね、大体、

関係をつくっていくことによって付加価値がついて、いい方向に伸びていくといったことかなと

いうふうに思います。 

 片仮名なので、実は日本語では簡単に言うと何ですかという話を聞きたかったんですけれども、

お話では、日本語は、ちょっと適当なものが思いつかないという話だったんですが、例えば、今

のお話の中では、つながりとか、強いつながりを関係団体と結んでいくというようなことをして

いくんだろうというふうに思うんですけれども、それでよろしいですか。 

○議長（豊坂 敏文君）  白川市長。 

○市長（白川 博一君）  なかなか日本語で、先ほど申しますように表すのが難しいんですけれど

も、先ほど申しますようにエンゲージメントというのは、歯車がかみ合うとか、固い絆とか、そ

ういった意味でございますから、そういった強いつながりを持っていく。そして、お互い不足し

ているところを補完しあうとか、補いあうというか、そういった関係であると理解していただき

たいと思っております。 

○議長（豊坂 敏文君）  植村議員。 

○議員（７番 植村 圭司君）  ありがとうございます。分かりました。大体分かりました。完璧

じゃないんですけれども、いろんな関係団体さんと強いつながりを持って、上昇志向でお互いが

いい結果を求めて活動していくということかなというふうに思います。 

 それで、今、１０団体とパートナーシップ協定を結んでいるというふうなことでございました

ので、早いなと思います。 

 そして、ちょっと私が一つ気になったのが、これ、東京事務所のほうで音頭を取ってやってい

るような形なんです。実は、私、２月に東京事務所に行かせていただきまして、担当されている

方と会いました。時間も時間だったので、そんなに深く話をしたわけじゃないんですけれども、

東京事務所の雰囲気も何となく分かって帰ってきたところではあるんですが、残念だったのが一

つあって、このパートナーシップ協定の話を、私、知らなかったんです。 

 ２月の２０日過ぎぐらいに、私、行ったんですけれども、そのときに、既に２月の１７日とか

１６日に協定はできていて、日本旅行さんですか、こういった方々との協定が終わった後だった

んです。 

 悔しかったんですけれども、東京事務所に行ったときに、これを知っていれば、もっと突っ込

んだ話ができて、より理解が深まって、よりいい活動になるような話もできたのかなと思ったん

ですが、知ることができなかった状態で、私が東京事務所を訪れてしまった。 
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 言いたいのは、担当している東京事務所の方は、事務所があってパソコンがあるので、そこか

ら発信すれば、私もそこはチェックできていたはずなんですけれども、それができていなかった

という残念な話があって、せっかく東京事務所があるのに、情報発信が遅れていたというところ

がありまして、こういうことでは、やっぱり時間が、なかなか皆さんタイムリーな時間で活動し

ている中で、東京にいながらして田舎時間になっているというのは、ちょっと非常にもったいな

いなというふうに思いましたので、この辺、改善をしていただきたいというふうに思っておりま

す。いかがでしょうか。 

○議長（豊坂 敏文君）  白川市長。 

○市長（白川 博一君）  東京事務所から、植村議員がお見えになってびっくりしたという話も聞

きました。 

 やはり、私がこの説明をする前に、東京事務所としては、情報発信できなかったということを

御理解いただきたいと思います。 

 やはり、皆様方にお話をして、先ほど言いますように、昨年の１０月末から、私は命令をして、

やっていこうと。今まで、平成２７年の富士ゼロックスのパートナー連携協定から、やっとここ

まで、今、来ているんです。ぜひ、１５日の予算特別委員会で、それこそ徹底的に、所長にその

ことを聞いていただきたい。 

 ただ、申しますように、皆さんにこの取組をしているよという前に、篠原所長は情報発信はで

きなかったと。それは、ぜひ御理解ください。 

○議長（豊坂 敏文君）  植村議員。 

○議員（７番 植村 圭司君）  分かりました。とにかく情報化社会でございますので、何事も迅

速に処理をしていただく、お知らせをいただく、そういうふうなことを通じて、私たちも理解を

しやすくなっていまいりますので、そこはしっかりと、今後も対応していただきたいと思います。 

 私も、この仕事をする前に、富士ゼロックスさんが入っていただいて、壱岐なみらい創りプロ

ジェクトが始まって、ずっと見てまいりました。島外の知恵を借りるというふうなことでやって

いらっしゃるんだと思いますけれども、そこには私も共感をしております。 

 島外の知恵を借りるのはいいんですが、島民の方も頑張って知恵を出し合っているところもあ

りますので、その辺はこれからも、いろんな意見を聞いていただきたいと思いますので、その辺

もよろしくお願いいたします。 

 これで私の一般質問を終わりたいと思います。どうもありがとうございました。 

〔植村 圭司議員 一般質問席 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  以上をもって、植村圭司議員の一般質問を終わります。 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 
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○議長（豊坂 敏文君）  ここで暫時休憩いたします。再開を１４時といたします。 

午後１時47分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午後２時00分再開 

○議長（豊坂 敏文君）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 一般質問を続けます。 

 次に、８番、清水修議員の登壇をお願いします。 

〔清水  修議員 一般質問席 登壇〕 

○議員（８番 清水  修君）  皆さん、こんにちは。３月会議の一般質問の２日目、最後務めさ

せていただきます。よろしくお願いいたします。 

 初めに、前回１２月会議におきまして、一般質問の中で、子育て施策について市長さんにお尋

ねをしたところ、新年度の予算等では思い切った子育て施策をやりますという力強い決意を聞い

ておりましたので、今回の新年度予算等を楽しみに拝見させていただきました。本当にいろいろ

なことを重装備にしていただいていることに感謝申し上げます。 

 それでは、８番議員清水修が通告に従い、今回は大きく４点について通告をしておりましたが、

３月会議の議会質疑の冒頭で、議案第１６号の撤回がなされ、撤回理由として、民間の認定子ど

も園の事業の方より撤退するとの連絡があったのでという発言等が了承されましたので、私が

２項目めに挙げていた認定子ども園に関する質問につきましては削除して３点質問させていただ

くことにいたします。 

 それでは１つ目の質問です。これは、昨日、土谷議員の新型コロナウイルス感染症についての

お尋ねにより、詳しく答弁を伺うことができました。 

 私の質問であった、屋内でのマスク着用が個人に委ねられることについて、市としては、これ

までのように国や県の動向を見ながら、これまでの感染対策の実績を踏まえながら、緩やかな対

応で取り組んでいくこと等が理解できましたので、その重複を避け、地域での対応について１つ

お尋ねします。 

 先週の日曜日に、私の所属する公民館では、恒例の春の道つくりと、いわゆる除草、溝掃除等

の作業を行い年度末総会を行いました。総会においては、新年度の役員と、コロナ前までには毎

年行っていた親睦行事、いわゆる花ちらしというそういう行事について、今年はどうしようかね

という話合いを行いました。 

 役員は順送りで決めることができますが、全館員さんを対象とする親睦会の実施については、

５月の連休明けの５類相当になってできないかなという希望があったり、いやあと１年は辛抱し

た方がよかよという意見がほぼ伯仲いたしまして、もう１年待った方がいいというようなことに
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なったようですが、市からの感染防止対策はこれまでと変わることなく、手指消毒の励行や３密

の回避、マスクの着用は個々人の判断で、場所などの状況に応じながら行動することになること

は当然と考えていますが、地域でのこういった親睦会とか、地域の小学校での合同運動会の開催

などが、これから何とかしたいけどなかなか踏み出せないという状況を感じますので、特にうち

の地域などは、限界集落にほぼ近い高齢者の集まりにもなりますので、やはりリスクの高いこの

コロナ感染につきましては、なかなか踏み出せないので、できれば何らかの指標みたいなものを

出していただければというようなことを思うわけですが、その点について何かお考えがあればお

聞かせください。 

○議長（豊坂 敏文君）  﨑川保健環境部長。 

〔保健環境部長（﨑川 敏春君） 登壇〕 

○保健環境部長（﨑川 敏春君）  ８番、清水議員の質問にお答えをいたします。地域での行事の

在り方等に対する質問だということで、御答弁を申し上げたいと思います。 

 御存じのとおり、５月８日以降は２類から５類への分類変更が行われます。マスクにつきまし

ては、３月１３日から個人の判断ということになっておるところでございます。しかしながら、

昨日も申し上げましたようにまだ収束のめどもついてないというふうな状況もございますし、そ

ういった状況を考えますと、やはり本市におきましては重症化しやすい高齢者が多い状況でもあ

りますので、そういった方々に感染が及ばないよう配慮する必要があると考えております。 

 これは一例ですけれども、不特定多数が集まる集会等につきましてはマスクを常に持っていた

だくなど、必要に応じた場面でつけていただければと思っております。 

 また、感染防止の基本的な考えとしましては、症状があれば自宅療養か医療機関を受診してい

ただく、２つ目には、流行や混雑状況などに応じたマスクの着用、３つ目としましては、換気と

３密の回避、４つ目としましては、手指消毒の習慣化、それと５つ目としましては、適度な運動

と食事が必要であるということで国の方は示しておりますので、このような感染防止策を日常か

らやっていただく必要があると考えております。 

 以上でございます。 

〔保健環境部長（﨑川 敏春君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  清水議員。 

○議員（８番 清水  修君）  部長さん、確認を含めたこの５つの取組についての提案ありがと

うございます。 

 やはりいろいろな地域での活動をする中で、ちょっとこれはやばいかなというようなそういっ

た場面等が遭遇したときに、やはりマスクを持っておれば、つけてなくても今つけようとか、そ

ういう対応がすぐできるという安心感とか、ちょっとした体調の変化とか習慣化とか、そういっ
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たものがやはりこれからは各自が注意をしながら日常の生活を取り戻し、地域での活動もできる

範囲で取り組む。 

 その前提としては、やはり役員さんとかお世話をする方々がいろんな意見を出し合いながら、

しっかり共通理解を深めながらやはりしていく以外にはないのだなということを改めて感じるこ

とができましたので、部長さんが確認していただいたこと、または具体例につきまして徹底して

まいろうと思います。 

 そこで、ちょっと少し気になることが２つほどありますので、追加のお尋ねをさせていただき

ます。 

 それは昨年の秋に政府が全数把握ということで、島内での、市内での感染の状況がちょっと分

かりづらかったことがありましたので、かなり近隣の方等のお声は、どうして分からんとかな、

そういうことが分かれば注意もできるとやけどなとかいう、そういうお声がありながら少し感染

者が増えだして、この１週間単位での放送、公表をしていただいているところですが、３月

１３日以降、もしくは５類に引き下げられた５月の連休以降につきましては、この広報といいま

すか、状況の周知といいますか、そういったことはぜひしていただきたいなと思うわけですが、

その辺はどういうお考えであられるかというのを教えていただければと思います。 

 もう１つは、私たちの地域には出会いの村があります。皆さん御承知のように、この施設はコ

ロナの感染療養のため、拡大しないように県等が借り上げられていますが、４月以降６月から真

夏期にかけてはいわゆる出会いの村本来の活動の場であったり、学校関係の宿泊学習等の施設等

にも大いに毎年利用されているかと思うんですけど、この出会いの村の活用が幾らか本来の活動

等に取り戻せるのかどうか、見通しが分かれば教えていただけたらと思います。よろしくお願い

します。 

○議長（豊坂 敏文君）  﨑川保健環境部長。 

○保健環境部長（﨑川 敏春君）  清水議員さんの再質問につきまして、お答えを申し上げます。 

 まず、感染者数の報告でございますけれども、まだはっきりしたことは、県の方からは示され

ておりませんけれども、２類相当の段階では、毎週１週間分の数の公表はされるかと考えており

ます。 

 ８日以降の５類につきましては、インフルエンザと同じ扱いとなりますので、恐らく１週間ご

との感染者の発表といいますか、そういった把握はなされないのではないかと思いますけれども、

まだ先ほど申し上げましたように、県からの正式な通知等もございませんので、今の段階ではそ

ういうふうになるのではないかということで、お答えをさせていただければと思います。 

○議長（豊坂 敏文君）  谷口農林水産部長。ちょっと待ってください。マイクをちょっと清水議

員の方にずらしていただいたら震わんと思われます。自分よりちょっと遠ざけたら。はい、いい
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です。はい、どうぞ。 

○農林水産部長（谷口  実君）  清水議員の御質問の宿泊療養施設がどうなるのかといったこと

でございます。３月上旬に、これは報道等であったのが、政府は新型コロナウイルス感染症の法

的位置づけを５類に引き下げるのに伴いまして、ホテルなどで軽症者らを受け入れ、隔離する宿

泊療養の制度を原則廃止する方針を固めたということになっております。 

 この費用は、国が全額今まで補助しておりましたが、例えば高齢者や妊婦向けは自治体判断で

９月末まで継続可能ということになっております。この方針で、まだ正式な方針はこちらとして

はまだ決まっておりませんけども、一応５類に引き下げるのに伴いまして、そういったことで宿

泊療養施設は原則廃止する方針となったことから、今後本来の姿に戻していくことを、農林水産

の方での関連施設でございますので、そこを考えていきたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（豊坂 敏文君）  清水議員。 

○議員（８番 清水  修君）  ありがとうございます。これも２類から５類への法的措置といい

ますか、そういうことに伴う、こうなるという見通しの下で、私も理解できます。これもあくま

で見通しであると思いますので、いろんな急変あれこれ起こりかねないのであくまでというよう

なことで、しばらくはワクチン接種等のことも続けられるということですから、いきなり法的に

なったからこうだということの対応にはならないかと思います。 

 ただ、こういったコロナ禍がまだ収束したとは言いかねる状況の中で、少しずつそのような対

応を理解しながら進めていきたいと考えます。御答弁ありがとうございました。 

 では２つ目の質問は、スポーツ合宿等の誘致に向けての展望についてという、今回はタイトル

にさせていただきました。 

 この内容とほぼ同じ御質問が、令和２年の１２月会議におきまして、鵜瀬議員の方から御質問

があって、特に大谷のこととか、または筒城浜公園のこと、そして芦辺中学校の跡地のこと等に

ついては、本当に詳しく御答弁がなされた経緯は存じていますので、改めてその辺も読み返して

は見ているところです。 

 ただ今回は少し状況も変わったところもありますし、この３月会議の冒頭で、施政方針におい

て、はじめにこの冬には多くの実業団や大学等からの合宿ができたこと等が報告され、私も大変

に、やっとようやくこういった長いトンネルを少しは抜けれるような状況等も感じたものですか

ら喜んでいるわけですが、その方々が来られて少しのお声を聞いた中では、年間を通じてのこの

合宿誘致の取り組みを可能にするためには、４００メートルのトラックのタータンコースがあれ

ば、いわゆるこれから先のトラックシーズンに向けて走り込みだとか調整とか、いろんな形での

合宿も可能になるし、あそこは気候もいいし、景色もいいし、行ってみようかなというような、
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そういった可能性が高まるのではないというようなお声も聞かせていただきました。 

 私が、今までのイメージはどっちかというと、陸上競技場とかいうとびしっとした施設が必要

なんじゃないかなというような気持ちを、どうしてもそういう概念から抜けきれなくなってたん

ですけれども、そういうのも予算やいろんなあれがかなうならいいでしょうけれども、やはり、

壱岐ならではのそういった施設といいますか、場所というかそういったのができればなというこ

とでちょっと思い直したりしたものですから、２つほど質問をあげさせていただいています。 

 １つは、筒城浜公園にある１,０００メートル、今ですね、タータンコースを造っていただい

ていますが、その中の芝生、このごろ、芝生内の松の木が突然といいますか、何本か伐採されて

いると思います。せっかくの景色がと思いながら、これはそれでと思ったり、何か意味があるの

かなという思いがしたりもしてましたので、そういったことも含めて、中につくるパターン、も

しくはレストハウスの奥にある野球のできる多目的広場があると思うんですけれども、あの辺を

少し広めて、そういった４００メートルトラックのタータンをできるようにすれば、もっと合宿

場としての機能が充実してくるんじゃないかなというふうな思いが出てきたものですから、１つ

目にそういったことに対する展望を後でお聞かせください。 

 ２つ目の、芦辺中学校跡地の多目的広場での活用ですけれども、たしか２月と先月に、田河地

区でのまちづくり協議会が設立されたというニュースもありました。以前の質問の中では、公募

等してもなかなか芦辺中学校跡地の活用計画等については、まだ出ていないような状況でしたけ

れども、やはり地域にそういったまちづくり協議会等ができれば、あそこを中心拠点等、またい

ろんな利活用を考えられるのも当然かと思いますので、そういった兼ね合いなども含めて、今後

の壱岐の合宿誘致等にプラスになるような展望がありましたら、またはないならちょっとまだ厳

しいということでも構いませんが、お聞かせいただけたら幸いです。よろしくお願いします。 

○議長（豊坂 敏文君）  中上企画振興部長。 

〔企画振興部長（中上 良二君） 登壇〕 

○企画振興部長（中上 良二君）  私の方からは、筒城浜公園のタータンコースの近くに４００メー

トルタータントラックの検討はできないかという部分につきまして、答弁をさせていただきます。 

 まず、本市が取り組んでおりますスポーツ合宿誘致の状況について御説明をさせていただきま

す。 

 令和２年度は、８団体の合宿受入れが内定をしておりましたが、新型コロナウイルス感染症拡

大の影響を受けまして、わずか１団体のみの受入れで、大変厳しい状況が続いておりました。 

 令和３年度から徐々に回復をいたしまして、合宿誘致の成果も出始めたことから、本年度は計

画しておりました４団体に新規で２団体加わりまして、合計６団体の合宿を受け入れておりまし

て、そのうち陸上競技は４団体で、団体受入れ総数及び延べ宿泊人数ともに過去最高の実績とな
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っております。 

 合宿誘致の折には直接面談をして、事前に本市での合宿に必要な練習環境や御要望をヒアリン

グを行いまして、宿舎や市が所有する体育施設の予約が整ったことを御報告することで、マッチ

ングする団体様から一定の練習ができることが判断された後に、本市が合宿地として決定をされ

ます。 

 また、合宿期間中は監督やコーチの方々から意見交換をする中で、さらに本市が合宿地として

選び続けていただくためには、何が不足して何が必要であるのか、専門的な見地や経験による貴

重な御意見をお聞かせいただいているところでございます。 

 陸上競技の練習のベースとなりますのは、筒城浜ジョギングコースでありまして、朝食前の早

朝練習や選手の自主練習のフリージョグなどは、１キロメートルのタータンのコースを常時御利

用をいただいており、舗装面のクッション性やコース設定にも一定の評価をいただいております。 

 議員がお話の、筒城浜ジョギングコース付近へ４００メートルタータンのトラックコースの設

置が検討できないかとのお尋ねでございますが、本年２月に本市出身の濱田監督率いるＹＫＫ陸

上競技部合宿の折にも、監督、コーチとの意見交換の中で、４００メートルタータンのコースが

あれば合宿に訪れる機会が増え、また、実業団や大学など壱岐市を合宿地として選ぶ団体も増え

るとの御助言をいただいておりまして、本市といたしましても、求められる合宿環境に必要な施

設であることは認識をいたしております。 

 しかしながら、建設費用もさることながら広大な敷地が必要でございますし、現在の練習や宿

舎のメインとなっております筒城エリアからの移動距離などを考慮しますと、慎重な検討が必要

であると感じているところでございます。 

 議員の御提案される趣旨、また合宿を実施していただいています監督、コーチからの御要望も

十分理解しておりますので、今後もさらなる練習環境の充実に向けた取組や先進事例などを参考

として、研究を進めてまいりたいと考えております。 

 ２つ目の旧芦辺中学校跡地の関係につきましては、教育委員会からの答弁になります。 

 以上でございます。 

〔企画振興部長（中上 良二君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  塚本教育次長。 

〔教育次長（塚本 和広君） 登壇〕 

○教育次長（塚本 和広君）  清水議員の２番目の御質問にお答えします。 

 旧芦辺中学校跡地は、第１グラウンドと第２グラウンドがあります。第１グラウンドは、横が

約１４０メートル、縦が約７５メートルです。４００メートルトラックを設置するには、１レー

ンあたり１.２２メートルの広さが必要になりますので、横が約１７６メートル、縦が約
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９６メートルの広さが必要になり、現状での設置は難しいと考えております。第２グラウンドは

第１グラウンドよりも狭いため、こちらも難しいと考えております。お隣の対馬で設置してあり

ます３００メートルのトラックであれば、広さだけを考えると、第１グラウンドの広さで設置で

きると考えられます。 

 整備の財源として、スポーツ振興くじを活用し、３００メートルの８レーン、第４種ライト公

認陸上競技場を本体工事費のみ３億３,０００万円で設置され、助成金の額は８,０００万円と聞

いております。 

 議員がお話しされた多目的広場風に整備してタータントラックを設置する場合、どのような規

模にすることが適切か、また、設置のための財源をはじめクリアしなければならない課題もある

ことから検討しているところです。 

 なお、跡地利用としてドローンスクールでの利用や、また、令和５年度からグラウンドの一角

に長崎県埋蔵文化財センターの保管場所設置の話もあっておるところでございます。 

 以上でございます。 

〔教育次長（塚本 和広君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  清水議員。 

○議員（８番 清水  修君）  状況はよく理解できますし、ただ少しでも一歩前に進めるために、

どういった努力が私もすればいいのかなというのを考えながらいるんですけど、前も言ったと思

うんですけど、ちょうど昨年のこの３月会議が終わってから、自分は地元の活性のために、まち

協で小牧部会というのを立ち上げて、小牧崎の少し利活用ができないかというようなことで、ク

ロカントレイルのコースづくりなどもして１年間様子を見てきました。 

 そのコースを利用する人はそんなに多くはないんですけど、散歩やいろんな、夕日を見るとか

何かいろんな形でのお客さんは以前よりは増えたかなというぐらいの感触しかないんですけれど

も、やはり先ほどからずっと出ていますが、お願いするだけじゃなくて、自分たちまたは自分で

できるようなことは、いろんな関わりを持ちながらやっぱり進めていかないと届かないなという

思いがしておりますので、先ほども言いましたように、田河地区のまち協の方、采田さんとも同

級生でもありますので少しそういった形でお話を聞いたり、何かできることはないかなど、少し

でもやっぱり壱岐に来てここはよかったねって、やっぱり八幡半島からずっと青島公園、内海湾、

そして原の辻に出て筒城まで、確かに移動距離云々はあるとは思いますが、いろんなニーズをか

なえる場所としては、筒城浜も芦辺中学校跡地も非常にうらやましい場所だなというのを、私は

全く反対の場所に住んでいますから、うらやましく思います。 

 これは、できるだけ自分がこうやって頑張れるうちに、少しでも何かこうしたらどうかなるん

じゃないかというぐらいまでは、子どもたちが一生懸命今頑張ってるうちにという思いで、また
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私なりの取組を進めさせていただきます。 

 それでは３つ目の質問に移らせていただきます。施政方針でお知らせいただきました、壱岐市

定住促進奨学資金償還補助金の創設についてです。 

 このことは、昨年の６月会議での一般質問で若者の人材確保について、壱岐出身の若者の人材

確保のために、定住促進奨学資金償還支援という検討はできませんかというお尋ねをしたときに、

中上企画振興部長さん、そして久保田教育長さんから違う視点といいますか、私はそれまでは奨

学金の見直しとか奨学金の返還に困っている人を何とか支援できないかとか、そういった狭い枠

での質問が多かったかと思うんですけれども、昨年の６月会議において、もっと幅広くいろんな

職種の方々にもこういった支援策が検討できないかというように受け止めていただいて、前向き

に検討していきたいという御答弁をいただいておりました。私もこんなに早くそういった取組が

出てくるというのは、ちょっと予想していなかったものですから、施政方針のあれを見たときに

ちょっとびっくりしました。本当にありがとうございます。 

 それで、私たちの方には概要として対応の状況は資料としていただいておりますけれども、市

民の皆さま方、そして壱岐市の出身の若い方々に、壱岐市でもこういった奨学金の２分の１補助

の返還支援ができたということをまず少しでも知っていただくために、支援の対象者とか補助額

とか、これからの周知等について概略を、概要を教えていただければ幸いです。よろしくお願い

します。 

○議長（豊坂 敏文君）  中上企画振興部長。 

〔企画振興部長（中上 良二君） 登壇〕 

○企画振興部長（中上 良二君）  清水議員の壱岐市定住促進奨学資金償還補助金の創設について

の概要等につきまして答弁をさせていただきます。 

 令和５年度から創設する壱岐市定住促進奨学資金償還補助金につきましては、ただいま清水議

員お話のとおり、昨年６月会議の一般質問のおり御提案をいただいておりまして、制度創設に向

け前向きに検討したいと回答をさせていただいておりました。 

 壱岐市における若年層の定住促進及び産業人材の確保を図り、少子高齢化及び人口減少を抑制

するために必要な支援であると判断をし、今回新年度予算に計上しており、壱岐市内に居住・就

労し、奨学資金を償還する方に補助金を交付する内容となっております。 

 補助対象となる奨学資金の借入先は、独立行政法人日本学生支援機構及び公益財団法人長崎県

育英会、そして壱岐市を含む他の自治体などから借入れた奨学金を対象としております。 

 次に、補助対象者の要件といたしましては、１つ目に、本市の住民基本台帳に登録され生活の

拠点を置いているもの、２つ目に、交付申請時点で補助対象となる奨学資金の償還を行っている

もの、３つ目に、就労しているもの、４つ目に、奨学資金を自ら償還するもの、５つ目に、５年
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以上の定住を制約するものなどの条件を付しております。 

 公務員は対象外ですが、会計年度任用職員は補助対象としております。 

 補助額につきましては、会計年度中４月から３月に支払う償還額の２分の１以内の額とし、年

間の補助上限額は１０万円としております。補助期間は、補助金の交付を開始する月から記算し

３年間となります。 

 本補助金の周知につきましては、広報紙の広報いきやケーブルテレビ、ホームページはもちろ

んのこと、自治公民館の回覧などで幅広く周知を図ってまいります。本制度の創設によりまして、

若年層の定住促進及び産業人材の確保を支援し、少子高齢化及び人口減少の抑制につながるよう

に積極的な活用を促進してまいります。 

 以上でございます。 

〔企画振興部長（中上 良二君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  清水議員。 

○議員（８番 清水  修君）  ありがとうございます。私も概要版の資料を拝見したところ、幅

広くいろんな奨学金を借りておられる若い方が今償還してるけど非常に苦しい状況にある。でも

地元に帰ってくればこういった制度がある。自分もそれに該当するだろうかとかいろいろ思いな

がら見られたときに、壱岐に帰って何か就業してみようと。 

 これまではやっぱり特定の業種の方、介護とかいろんな医療関係、教育関係、人材確保のため

の支援がなされていましたけど、この制度は幅広く、新しく自分の土地に帰って農業を始める方、

漁業を始める方、お店を開かれる方、いろんな就業の仕方があられるだろうと思います。やはり

そういった方々が１人でも多くふるさとに帰られるための、本当に待望の支援策だと思います。 

 ただ、先行して行われている県内の市町等のものと比べると少しいろんな面で、何ていうか期

間が短かったり額が少し低かったりはしていますけれども、令和５年度につきましては５０人分

の予算が計上されてありますので、やはりその部分はしっかり全体的な見地に立って、今年１年

の実績等を鑑みながら、また次年度、その次と、できるだけ今喫緊の課題、子育て支援もそうで

すけれども、人口減少に歯止めをかけるのが、また婚活等でそれを成婚させていってという、そ

ういった道筋ができていくことを本当に期待できると考えますので、どうかしっかり対応、支援

をお願いしたいと思います。 

 まずこの３つの質問を終わらせていただきましたが、やっぱり私が今回いろんな質問を考える

中で改めて感じたのは、自分たちにできることを、やはりいろんな人のつながりをこれから、コ

ロナ禍もウィズコロナで少しずつ手を取り合いながら活動等もできていくと感じますし、そうい

った機会を捉えながら、できることをしっかり積み上げていきながら予防を行い、一番の願いは

やはり有能な壱岐出身者の方々を一人でも多く帰ってきていただける環境づくり、そして子育て
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支援が多く受けられる、いろんな悩み等に寄り添える、そういった壱岐にしていくようにお誓い

をしまして、私の今回の一般質問を終わらせていただきます。ありがとうございました。 

〔清水  修議員 一般質問席 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  以上をもって、清水修議員の一般質問を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（豊坂 敏文君）  以上で、本日の日程は終了いたしました。 

 次の本会議は、明日３月１０日金曜日午前１０時から開きます。 

 なお、明日も一般質問となっており、２名の議員が登壇予定となっております。 

 壱岐市ケーブルテレビ、壱岐ＦＭにて生中継いたします。市民の皆様におかれましては、御視

聴いただきますようよろしくお願いいたします。 

 本日はこれで散会いたします。お疲れさまでした。 

午後２時44分散会 

癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘 
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 

午前10時00分開議 

○議長（豊坂 敏文君）  皆さん、おはようございます。 

 会議に入る前に、あらかじめ御報告いたします。壱岐新聞社ほか１名の方から、報道取材のた

め撮影機材等の使用の申出があり、許可をいたしておりますので、御了承願います。 

 ただいまの出席議員は１５名であり、定足数に達しております。 

 これより本日の会議を開きます。 

 ここで、白川市長より発言の申出があっておりますので、これを許します。白川市長。 

〔市長（白川 博一君） 登壇〕 

○市長（白川 博一君）  おはようございます。３月７日に御報告をいたしました社会福祉法人北

串会の認定こども園施設整備事業の撤退の申出について、３月８日、理事長中路秀彦氏ほか２名

の理事がお見えになり、今回の撤退に至った経緯及び理由について御説明の上で、文書による撤

退の意向を正式に受け取りました。 

 主な撤退理由としては、認定こども園の開設に向けて準備を進める中で、一部の市民や報道機

関による偏った度重なる批判や反対運動、関係者への幾度とない誹謗中傷等を受けて、認定こど

も園建設の安全かつ継続的な工事と開設後の安定した保育事業運営の継続が困難であること及び

誹謗中傷等の改善の兆しが見えない状況の中で、最も優先すべき児童の安全が確保できない状況

では、本事業の撤退以外のすべはないとの判断に至ったとのことでありました。 

 本事業につきましては、昨年６月会議で予算の議決を頂き、これまでも様々な議論がなされた

中で、現地工事まであと一歩のところでの事業撤退は、本市といたしましても、保育環境のさら

なる充実に大きく期待を寄せていただけに、非常に残念な思いでなりません。 

 また、市議会には、別途文書を提出させていただくとのことでございました。 

 今後は、国、県及び関係機関と連絡調整を図りながら、撤退に伴う事務手続を進めてまいりま

す。 

〔市長（白川 博一君） 降壇〕 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 
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日程第１．一般質問 

○議長（豊坂 敏文君）  日程第１、一般質問を行います。 

 一般質問通告者一覧表の順序によりまして、順次登壇をお願いします。 

 それでは、質問順位に従い、１４番、市山繁議員の登壇をお願いします。 

〔市山  繁議員 一般質問席 登壇〕 

○議員（１４番 市山  繁君）  皆さん、おはようございます。昨年の２月１４日未明、ロシア

がウクライナへの侵攻以来、今日まで世界中が全てにおいて大きな打撃を受けて、早期の停戦を

願っております。本日は、令和４年度の最後の一般質問で、朝一番の登壇でありますが、皆さん

もお疲れさんでございましょうが、今日は半日でございますので、よろしくお願いいたします。 

 それでは、１４番、市山繁が通告に従いまして、一般質問を行います。 

 質問事項は、大きくは３点ですが、質問の要旨として何点か挙げておりますので、順次質問さ

せていただきます。簡潔な御答弁をお願いいたします。 

 それでは、１項の壱岐市婚活事業についての質問に入る前に、少子化、人口減少の歯止め対策

については、政府をはじめ離島県である長崎県知事、壱岐市においては白川市長を先頭に、私た

ち議会も島民全体が取り組んでいる重点課題であります。日本国では、少子化が加速し、将来の

国の危機が報じられております。 

 白川市長も、議会初日の施政方針で申されたように、厚生労働省は、２月２８日、２０２２年

の国内の出生数速報値が、前年比５.１％減の７９万９,２２８人と発表されておりますが、この

８０万人割れは、統計を取り始めた１８９９年以来で１２４年間で初めてであり、一つは、新型

コロナウイルス感染症感染拡大による２０２０年から２１年の婚姻件数が減少したことが影響し

たと思われますが、国立社会保障・人口問題研究所の２０１９年の統計では、８０万割れは想定

より１１年も早く少子化が進んでおると言われております。 

 壱岐市においても、令和３年度の出生数が１４１人であったのが、令和４年度の出生数は過去

最少の１０７人であり、令和４年度の婚姻届数は７５件であり、婚姻数の減少が原因であります。 

 隣国の中国では、１９７１年に、人口が増加していることから一人っ子政策としておりました

が、６１年ぶりに人口が減少したことから、２０１５年に一人っ子政策を終了し、２０２１年に

３子出産と将来の労働人口の確保としております。これを見ても、どこの国でも人口、人材確保

が子供を出産することが国の発展にいかに大切か明らかであります。 

 地球上の生物は山川草木、魚介類、鳥類から万物の影響、人類に至るまで自分の子供を残すた

めに努力しております。その中で、人間は男女が正式に結婚し子どもを産み、子育てをし、人づ

くり、人材確保をし、産業の振興と国の繁栄の礎としての循環をしてまいりましたが、昭和

３０年が人口のピークで年々下降し、子どもの出生数が減少し、少子化となっております。 
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 その原因の一つは、戦後、平和となり教育が高度化し、大学教育や高等教育や専門的な教育が

学ぶようになり、教育費が増額し、親が負担増となり、優秀な子どもでも進学できない状況とな

り、出産を控えるのではないかと言われております。これは、政府が教育の支援策に取り組むべ

き政策でありますが、一方では、結婚したくても本人や家庭の諸事情ややむなく晩婚になって、

出会いを諦めたりする男性が多いように思われます。そのような未婚者のためと、結婚して子ど

もを育てていただくための壱岐市が取り組む婚活事業でありますので、次の５点についてお尋ね

をいたします。 

 なお、５点とも関連がありますけれども、分かりやすく答弁を頂くために項目を挙げておりま

すので、よろしくお願いをいたします。 

 それでは、（イ）の壱岐市の婚活事業の中止の理由と婚活事業の直近３年間の実績についてお

尋ねをいたします。 

 この件は、現代の大きな課題である少子化、人口減少の歯止め対策には、壱岐市が率先して取

り組んでいる婚活事業の中止について、壱岐市の事業の中止の話を聞いて、正直私もびっくりし

ました。これは、コロナ禍のためイベントの中止や参加の募集もできなかったことは理解できま

すが、ほかに中止する理由があったのか、その理由と壱岐市が取り組んでいる婚活事業の中止を

議会に報告はあっていないと思いますが、これはどんなでしょうか。お尋ねをいたします。 

 壱岐市の婚活事業の中止に当たり、直近３年の事業の実績をお尋ねをいたします。 

 次に、（ロ）の今回、壱岐市の婚活事業を壱岐商工会女性部の活動について、壱岐市はこの事

業を以前から女性部と協議されていたのでしょうか。壱岐市商工会女性部がサポート活動に取り

組まれることは大賛成であり、女性部には、それぞれの立場で情報のキャッチが早く、この活動

には期待しておりますが、壱岐市はどのような流れで壱岐市商工会女性部に移行されたのか、女

性部からの申出があってのことかの説明をしていただきたいと思います。 

 次に、（ハ）の壱岐市商工会女性部の婚活事業の内容と取組方法と今年度の実績見込みについ

て、壱岐市商工会女性部が婚活事業に活動していただくことはありがたく感謝しているところで

ございますが、女性のパワーで企画されていると思っておりますけれども、事業の内容と取組方

法と壱岐市と変わった点があれば、説明を頂きたいし、令和４年度からの取組で事業の初年度で

はありますけれども、今年度の事業の実績見込みをお教え頂きたいと思います。 

 次に、（ニ）は、壱岐市は婚活事業を中止されていますが、壱岐市としての支援策と婚活事業

は完全に中止されるのかどうか、再起の考えはあるかについてお尋ねをいたします。 

 壱岐市は、少子化、人口減少歯止めの対策として、未婚者、結婚に恵まれない方たちのサポー

ト事業として、長年方策を練り、婚活イベントや個別訪問など企画をし、実施されてこられまし

たが、その人気事業を今回、壱岐市商工会女性部が婚活事業に取り組まれますが、壱岐市として
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どのような支援をされるのか。補助金の窓口だけなのか、別に支援策を考えておられるのか、ま

た婚活事業の中止はコロナ禍は少しは落ち着き、５類となっていますが、状況次第では再起の考

えはあるのかどうか。 

 壱岐市商工会女性部が事業を開始したばかりなので、壱岐市は今後、婚活事業は完全中止され

るのか、壱岐市商工会女性部と連携して婚活事業に取り組んでいくのか、お尋ねをいたしたいと

思います。 

 次に、婚活事業に関連がありますので項目を挙げておりますが、結婚相談所の設置についてで

すが、この事業については、最近まで壱岐市の結婚相談員として２名の方が活動をされておりま

したが、御本人様の御都合により退任されて、現在は皆無であります。この結婚相談員はどこで

もというわけにはまいりません。市の婚活事業では、自分では登録し、相手を紹介していただき、

カップルとなれば成婚とつながることもありますが、まず、その登録に行くことに抵抗がある人

も多いようでございます。 

 活発な人とおとなしい人の控え目の違いはあるかと思いますが、結婚相談所がそのようなこと

を考慮すると、美容室のような若い女性から高齢者まで来店し、いろいろな話題の中で情報も早

く、豊富で気軽に話せて相談もしやすいなど、美容室が適所と思っておりますが、そんな話もち

またであっておりましたので、私も提案をいたした次第でございますが、美容室の経営者に設置

のお願いをしてはと思っております。当然、成婚となれば成婚報酬は支払われるわけでございま

すので、協力を願ってはどうかと思っておりますが、以下、質問をいたしましたが、お願いいた

します。 

○議長（豊坂 敏文君）  市山繁議員の質問に対する理事者の答弁を求めます。中上企画振興部長。 

〔企画振興部長（中上 良二君） 登壇〕 

○企画振興部長（中上 良二君）  おはようございます。１４番、市山議員の壱岐市の婚活事業に

つきましての御質問に答弁をさせていただきます。 

 まず、１点目の婚活事業の中止理由と直近３年間の実績についてでございますが、婚活イベン

トにつきましては、出会いの場を創出してほしいという地域の声に応えたもので、令和３年度ま

で継続して事業を実施しておりましたが、コロナ禍もあり、イベントの開催が厳しい状況が２年

間続きましたので、令和４年度は一旦事業を休止しているところでございます。 

 婚活イベントの直近３年の実績は、令和元年度は１泊２日のイベントを開催し、男性１７名、

女性１４名、計３１名の方々に御参加を頂き、１１組のカップリングが成立したものの、その後、

成婚まで至ったという御報告は頂いていないところでございます。 

 令和２年度につきましては、単日のイベントを複数回実施の計画を立てておりましたが、天気

の都合、また新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け、１回のみの実施となり、男性１７名、
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女性１４名、計３１名の方に御参加を頂きました。カップリングにつきましては、複数回実施す

るイベントの最終回に行う予定であったため、令和２年度については、カップリングまで至って

おらず、成婚についてもゼロ組となっております。 

 令和３年度につきましては、長引く新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け、参加者の獲得

に大変苦慮いたしましたが、１泊２日のイベントを２回開催し、男性２１名、女性２２名、計

４３名の方々に御参加を頂きました。参加者の希望によりマッチングは行わなかったため、カッ

プリング及び成婚については、前年度同様ゼロ組となっております。 

 なお、この壱岐市の婚活事業の令和４年度は一旦休止をするということにつきましては、令和

４年度の当初予算におきまして、令和４年度については商工会女性部の結婚相談会を重点的に行

うというようなことで、御説明をさせていただいた折に御説明をさせていただいております。 

 次に、商工会女性部が主体となった結婚相談会の取組についてでございますが、婚活イベント

が、ただいま申しました状況の中、令和３年末に壱岐市商工会女性部より、未婚化、晩婚化の抑

制及び地域活性化に寄与する取組として、結婚個別無料相談会の実施について、御相談、御要望

を頂きました。 

 この相談会は、これまでの壱岐市主体の婚活支援から、地域住民が地域の独身者のために支援

を行う共同支援につながり、これまでの出会いが主となる婚活イベントと比較し、ピンポイント

で個々の相談に応じることから、成婚率も高まるものと期待をし、令和４年度から県、市、商工

会で連携を図り事業を進めてまいりました。 

 事業初年度となる今年度の相談会の実施につきましては、外部専門家、恋愛カウンセラーを招

聘し、５月から２月まで毎月、相談会を実施し、男性２１名、女性５名、計２６名癩癩延べでい

きますと６５名でございますが癩癩の方々に御利用を頂き、そのうち６回のお見合いを実施した

ところでございます。 

 次に、今後の壱岐市としての支援についてでございますが、引き続き、壱岐市商工会女性部が

実施する結婚個別無料相談会の事業を支援し、さらに既存事業の結婚新生活支援補助金や成婚奨

励金、そして、長崎県婚活サポートセンターが運営を行っておりますマッチングサイト、お見合

いシステムへの登録を推進してまいります。 

 なお、長崎県のお見合いシステムについて概要を御説明いたしますと、平成２８年１０月から

システムへの登録が開始をされており、本年２月末現在の登録者数は全体で２,０１５名、男女

比はほぼ半々となっております。このうち、壱岐市の登録者数は１３名で、全て男性でございま

す。 

 これまでのカップル成立数は、全体で１,９３１組、成婚実績は３３１組となっており、壱岐

の方も２名がお見合いシステムをきっかけとして成婚をされております。このような実績もある
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ことから、今後、システムへの登録をさらに推進をしてまいります。 

 また、令和５年度より、壱岐市ふれあい交流事業の拡充を行い、市内在住者で構成する団体、

または市内事業者が参加者を募集し、実施するイベントなどの事業に対する補助を拡充すること

で、出会いの機会の創出や地域の活性化に寄与できるものと考えております。 

 なお、従来実施をしておりました市主催の婚活イベントにつきましては、現在、中止としてお

りますが、令和５年度からのふれあい交流事業の拡充は、出会いの機会の創出を図るものでござ

いまして、従来の婚活イベントと同じ効果が期待できると考えております。積極的な制度活用を

周知するとともに、引き続き、地域のニーズや時代背景に沿った形で婚活事業を展開できるよう

に努めてまいります。 

 最後に、御提案を頂きました結婚相談所の設置についてでございますが、全国的に見ますと、

結婚相談所が併設されている美容室や運営母体が異なる婚活事業者と美容室が連携し、新たなビ

ジネスとしてお客様にサービスを提供されており、魅力的な事業であると考えております。 

 市民皆様や民間事業者様と連携を深めて、婚活から結婚、そして出産につながる地域の機運を

高めていく必要があることから、大変貴重な御意見として、今後、調査、研究を進めてまいりた

いと考えております。 

 以上でございます。 

〔企画振興部長（中上 良二君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  市山議員。 

○議員（１４番 市山  繁君）  壱岐市の婚活事業の中止の理由と婚活事業の直近３年間の実績

についての説明では、私も同じで、令和３年まで実施をしておりました事業も、令和２年からコ

ロナ禍によるイベントの延期や参加者の限定など、大変苦慮しているときに、壱岐市商工会女性

部より結婚相談会の実施の御相談があり、要望を頂いたことも理由であるとのことでした。双方

とも連携を図りながら、事業の推進に頑張っていただきたいと思っております。 

 そこで、直近の婚活の実績を見ますと、ちょっと重複するわけですが、平成３０年度の参加者

の男性が１９名、女性が１９名、カップリングは９組、成婚はゼロと。令和元年度は男性が

１７名、女性が１４名、カップリングは１１組、成婚はゼロ。令和２年度は１７名、１４名、双

方ともこれはゼロです。令和３年度は２回で２１名、女性が２２名、カップリングゼロ、成婚ゼ

ロ。平成２７年度から令和３年度までの実績は、カップリング数が５１組で成婚数は２組で、カ

ップリングができても成婚が少なく、事業の実績は、相手があるのでこれは仕方ないわけですけ

ども、これを見ても女性が少ないということが一番の原因であるというふうに思っております。 

 （ロ）の次の婚活事業を壱岐市商工会女性部が活動をされますが、壱岐市は以前から協議され

たのかについては、先ほどの説明で御理解をいたしました。女性部のパワーで、相手の相談を受
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け、県、市、商工会で連携を図りながら、目的達成に期待をいたしておるところでございます。 

 続けて、（ハ）壱岐市商工会女性部の婚活事業内容と取組方法と今後の実績見込みについては、

婚活の取組については分かりましたが、５月から２月までと毎月相談をされておるようでありま

す。１０か月で相談者が６０人、そのうち男性２１名、女性５名と、女性が非常に少ないのが気

になります。これは、女性がおらないともうカップルはできないわけですから、女性の募集とい

いますか、そうした希望者を募ってなるべく頂いて、成婚につながるようにしていただきたいと

思います。 

 そして、相談者の年齢を見ましても、２０代から７０代までおられました。それは私もびっく

りしましたけれども、２０代では男性が３名、女性が３名、３０代では男性９名、女性はゼロ、

４０代では男性が４名、女性はゼロ、５０代では男性が３名、女性が１名となっていて、相談者

も見合いも女性が少ないので、女性の相談者が多くなるような方法を検討してみていただきたい

と思いますが、（ニ）については、壱岐市では婚活事業を中止しているが、支援策については、

これは、いろいろ連携していくということでございました。 

 （ホ）については、結婚相談所については、結婚相談所とは違った知った方の紹介ということ

が、気楽にこうしてできるということが言われております。カップルにつながるのが成婚につな

がるということでございます。 

 そういうことで、結婚相談員もそういう登録をするよりも、そうしたことで、うちの娘が帰っ

てきたいばってん、誰かよかとはおらんなとか、いろいろそういう話題があるそうでございます。

それでやっぱり一応当たってみて、一番私が一般の結婚相談所よりも入りよい、じいちゃん、ば

あちゃんたちが、じいちゃんは行きませんから知りません。おばあさんたちが行って、そうした

話があっておるようでございますから、そうしたのを相談して利用したらと思っております。 

 それから、私がいろいろ調べまして、参考までに申し上げたいと思いますが、未婚率の上昇に

ついては、５０歳までに一度も結婚したことがない割合が急速に増しております。厚生労働省が

公表しておる結果の全国平均では、男性が２８.２５、女性が１７.８、近年、特に女性の伸びが

顕著で、少子化が進んでおるようでございますけれども、次に、結婚の願望がある人は６５％、

しない理由は、精神的・経済面を感じておると、それから、次に、急速に進む少子化には７０％

が危機感を持っておるということです。そして、実施してほしい政策は、教育無償化がトップで

ありました。結婚しない理由は、男性では、恋人・パートナーがいない、そして見つからないと

思うが４７.３％、これも最多の多いほうでございました。経済的に難しいが３５％。 

 女性では、結婚しない理由は、一人のほうが精神的に負担が少ない、これが５３％、子どもを

産みたいと思わないが３６.９％、女性として自由を失いたくないというのが３５％、非常に時

代が変わっております。少子化への危機感は非常に感じているが３７.７％、将来子どもを持つ
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障壁については、男女とも金銭的な負担がトップでありまして、実施してほしい少子化対策には、

教育無償化が最も多い、教育費、国は高等教育、大学の一部負担を２.４兆円の予算計上をして

おります。県も子ども政策として１２億９,２００万円、壱岐市も子ども・子育てに重点的に取

り組んでおります。 

 少子化は、その時点だけでなく、２０年後の国の労働人口確保として、日本経済の発展に大き

な影響を危惧しております。各国の家族の関係社会支出の対ＧＤＰを見ましても、ベスト６か国

ではスウェーデンが３.４％、一番多いです。それから、フランスが２.７％、ドイツが２.５％、

イギリスは２.４％、日本は１.７％、米国は０.６％となっており、日本もＧＤＰを増加し、人

口減少歯止め効果のある政策をしなければ、人口減少が加速するばかりと私は思っております。 

 そうしたことで、これはいかに結婚して子どもを産んでもらうかということが、やっぱり世界

中大事なことであります。 

 ゆうべ韓国のこともありましたけれども、韓国の出生数が、今までは３８万人ぐらいが２４万

人ぐらいになると。それが半分以下が男性ですから、労働人口も非常に減少するという報道があ

っておりましたけど、やはりこれは今の時代でなく、先ほどから言いますように、２０年先、日

本の経済に影響するということでございますので、今後とも私たちもいろいろ頑張って、婚活し

ていただいて、成婚していただいて、子どもを産んでいただくように、これが一番原因と思って

おりますので、今後ともひとつよろしく活動していただきたいと思っております。 

 次に、２項の民生委員、児童委員の活動費の増額についてですが、活動費増額の提言を私がす

るのはどうかと思いましたが、活動の状況を判断し、弱者のため、よりよい相談相手となり、活

動できるように提言したものであります。 

 民生委員、児童委員さんは、民生委員法及び児童福祉法に基づき、厚生労働大臣から委嘱され

た地域福祉を担うボランティアであり、非常勤の地方公務員として位置されており、福祉法では

無報酬であり、活動費として必要な一部は活動費として支弁されておりますけれども、見守りの

増加と物価の高騰を考慮するとき、活動費を増加すべきと次のことをお尋ねをいたします。 

 ①の民生委員、児童委員の活動について、毎年、高齢者や独居老人が増加し、２年後には戦後

の団塊の世代と言われてあった方々が後期高齢者となられます。独居高齢者数は令和４年１０月

末現在で１,７２９人、高齢者率は３８.７％になってまいります。社会福祉協議会と連携し、高

齢者や独居老人の見守りや心配事、いろいろな相談の手続など、関係機関との連絡、訪問、相談

相手など福祉維持の負担が増加し、今年度の改選でも、全国に定員割れとなっており、２地区を

受け持つ市もあり、無報酬による活動には限界を感じるとの意見も全国に挙がっておると新聞に

も報道されておりました。 

 壱岐市では、欠員もなく現在活動費として年間１０万円を支弁されておりますが、仕事増や物
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価の高騰から見て、活動費を増額され、弱者のよい相談相手としての報酬ができますことを提案

するものです。市長の御英断をお願いいたしたいと思います。 

○議長（豊坂 敏文君）  西原市民部長。 

〔市民部長（西原 辰也君） 登壇〕 

○市民部長（西原 辰也君）  １４番、市山議員の御質問にお答えいたします。 

 議員が申されましたように、民生委員、児童委員は、民生委員法及び児童福祉法に基づき厚生

労働大臣から委嘱された地域福祉を担うボランティアで、非常勤の地方公務員として位置づけら

れております。 

 地域福祉を担うボランティアということで無報酬となりますが、電話代や交通費などの活動に

必要な費用の一部は、活動費として支弁をされております。 

 今年度、壱岐市民生委員児童委員協議会連合会に対しましては、県からの市町民生委員児童委

員協議会等運営費補助金が直接交付をされており、また、それとは別に、壱岐市より７１６万

３,０００円の補助金を交付しております。その中より、個人活動費、研修費用など地区民児協

運営費に支出をされております。 

 議員御承知のとおり、壱岐市民児協では、活動費１人１０万円と定例会等に出席された折の交

通費として、１回５００円が個人へ支給をされております。この活動費につきましては、県内離

島４市町の平均金額は８万３,９００円であり、ほかの離島地区と比較をしましても、決して低

いものではありませんが、各町の民生委員児童委員協議会の中でも協議をしていただきたいと思

っております。 

 また、見守り等の増加につきましても、民生委員、児童委員の方々だけの負担にならないよう、

まちづくり協議会や自治公民館など、地域や見守り協力事業等、民間の協力を得ながら進めてま

いりたいと考えております。 

 以上でございます。 

〔市民部長（西原 辰也君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  市山議員。 

○議員（１４番 市山  繁君）  この質問は、今回委嘱された委員様からの要望ではありません。

近年の社会経済状況の見地から私の思いを提言しておりますが、委員さんはボランティアの精神

に非常に強い方ばかりでございまして、ですが、金銭の問題ばかりでなくて、見守り活動に対し、

訪問回数が増えるほど時間と費用も増加となってまいります。快く活動ができる弱者に安心感を

与えるための活動費の増額をしたいと私は提言したものでありますが、１０万円と言われますけ

れども、月にすると８,０００円ぐらいです。 

 それで、その手当も、費用弁償ですか、５００円ぐらいと言われますけれども、他所よりも安
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くはないということですけど、安い高いじゃなく、活動を快くして、やっぱりそこに３０分ぐら

いおりたいと思っても、やっぱりお年寄りはいいときに来ていただいた、１時間ぐらい話してく

ださいとかなって、時間が２軒回るところが１軒しか回られんやったり、そういうこともありま

すので、やはり私は、こういう時節でございますので、月に１万円ぐらいはやっぱり支払うてあ

げないかんとやなかろうかと思っておりますから、提言をした次第でございます。ひとつよろし

くお願いいたしますが、市長、どうでしょうか。 

○議長（豊坂 敏文君）  白川市長。 

○市長（白川 博一君）  市山議員の御質問でございますけれども、先ほど、市民部長が申しまし

たように、なかなか制度そのものについて、いろいろ制約もあるようでございますし、ただ、民

生委員さんについては、ボランティア的な要素が非常に強うございます。そういった中で、議員

の御意見も参考にしながら検討してまいりたいと思います。 

○議長（豊坂 敏文君）  市山議員。 

○議員（１４番 市山  繁君）  それはなかなか今、良識のある人は手当が少ないとか、そうし

た活動がしにくいとか言われる人は一人もおらないと思いますけれども、やっぱりこうした時代

に、私も手当を見て、１０万円ぐらいではこれはひどいなということを感じましたので、提言を

したわけでございますけれども、今後よく検討をして、市長の御英断をひとつよろしゅうお願い

いたしたいと思います。 

 次に、３項の芦辺町イオン前面道路の横断歩道の設置についての再要望についてでございます

が、平成２９年４月１１日に要望していました壱岐警察署地域交通課から県本部への回答につい

ての再度の要望についてですが、この件につきましては、芦辺町イオン横の芝生広場での老人会

グラウンドゴルフの方々から要望を受け、総務部長に相談し、依頼を行っていました。 

 警察署地域交通課では、早速交通調査を行い、県本部に上申されましたが、本部の調査の結果、

横断歩道の設置は見送りされたことについて、次の再要望をしたいと思って、次のことについて

質問いたします。 

 芦辺町イオン前の前面道路の横断歩道設置の再要望についてですが、この要望については、平

成２９年４月１１日、総務課長に依頼し、警察地域交通課に要望し、地域交通課は早速道路の調

査を実施され、平成２９年８月３１日、交通課より横断歩道設置の方向で本部に上申すると、今

後、本部で最終審査となるとの連絡があり期待していましたが、平成３０年５月末、県警本部が

現地確認を行った結果、今回の横断歩道の設置は見送りとなったと報告があり、困惑をいたして

おりますが、その回答は次のとおりでございました。 

 芦辺町イオンの前面道路の横断歩道の設置が見送りとなった回答は、①交通量が多くない、市

内では多いほうかもしれないが、県内で見ると多くない。②トイレの利用者が少ないなど指摘を
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受け、今回は横断歩道の設置は見送られた。 

 私は交通課の交通量の調査は暦どおりの平日だけの調査か、スポーツがあっていないときの調

査か、スポーツ競技は平日はあっておりません。交通量が少ないのは、イオンのお客が土曜、日

曜が多いです。トイレの利用が少ないのは、普段は通行人が公衆トイレに行くのは、よほどのと

きじゃないと利用しません。サッカーやグラウンドゴルフ大会は土曜、祝日が主に開催されてお

ります。トイレの利用は、大会の開催前は人間の精神的作用が誘い合ってトイレに行く人が多く、

休憩時や試合終了後など特にトイレ利用が多く、イオンの駐車場から出てくる車や買物の車も多

く、車の安全確認で老人、子どもは待ちきれない様子です。そのような状況を見られていないの

でないかと思っております。 

 トイレなど、交通課との調査と現状は相違があると思われます。要望された利用者たちに要望

の回答を報告しますと、万が一、事故があったらどうするのかと、事故防止と言っているのに納

得がいかない様子であり、ほかに方法はないのかと、市は分からないのかと興奮して話された、

これを見て私は、次の要望はみんなで渡れば怖くないとのとおり、各クラブで団体要望として横

断歩道の必要性、再要望するほかはないと私思っておりますが、これについて市のほうでも助言

を願っていただきたいと思いますが、市長の御見解をひとつよろしくお願いします。 

○議長（豊坂 敏文君）  久間総務部長。 

〔総務部長（久間 博喜君） 登壇〕 

○総務部長（久間 博喜君）  市山議員の御質問にお答えをいたします。 

 芦辺町イオンの前面道路の横断歩道設置につきましては、ただいま市山議員から詳しくお話が

ありましたように、平成２９年度に壱岐警察署に要望し、結果としては、県警本部の調査におい

て、交通量が県内他地区の交通量と比較すると少ないということで、設置が見送られたところで

ございます。 

 今回、改めて市山議員からの御助言を頂きまして、先月、２月２０日付で島内スポーツ団体か

らの要望書を受理し、市といたしましては、当該道路においては、大型商業施設「イオン壱岐

店」、壱岐市地域福祉活動拠点施設「壱岐市芦辺町クオリティライフセンターつばさ」及び島外

からの人流の拠点港である「芦辺港フェリーターミナル」に通じる道路であり、時期によっては

交通量が多く、交通事故の発生のおそれがあるため、横断歩道の設置を希望するとの市の意見を

付して、２月２４日に壱岐警察署長へ進達をしているところでございます。 

 本日現在まで、まだ回答はあっておりませんが、今後、再度の交通量調査が実施されるものと

考えております。市といたしましては、歩行者の安全を確保する必要があること、状況説明を各

方向そして各場面において具体的に示しながら、横断歩道の設置に向けて継続的に働きかけをし

てまいります。 
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 以上でございます。 

〔総務部長（久間 博喜君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  市山議員。 

○議員（１４番 市山  繁君）  ありがとうございました。今、報告されましたように、平日と

祝日は違うと思っているんです。やはり交通課は平日はそこで調査したとかどうかというふうに

私疑っておりますけれども、これが日曜祭日になると、ジェットフォイルが着いたり、フェリー

が着いたりすると交通量が増えます。 

 それから、イオンの駐車場にいっぱい車がおりますが、それが時間帯では、こっちの出入口と

２０メーターぐらいしかなかわけですが、そっからどんどん車が出てくる、こっちから入ります、

そしたら、小学生の人が、私は近いからあそこにトイレに行って、２月も３回ぐらいありました

が、もうこうやっちょるとですね、それで、後ろからバンドを引っ張って、危ないぞっちこう言

いよる人もおりました。そうしたことで、横断歩道があれば、車も止まっていただく、停車して

いただくし、横断歩道の方も堂々と安心して渡られるということでございますので、市がそうし

た力を入れていただければ幸いですから、ひとつ今後ともよろしくお願いをいたしたいと思いま

す。 

 それでは、婚活事業についても、ひとつ商工会女性部と連携して、県とも連携して、一人でも

多く婚活ができますように、ひとつよろしゅうお願いをいたします。 

 それでは、私はこれで質問を終わります。ありがとうございました。 

〔市山  繁議員 一般質問席 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  以上をもって、市山繁議員の一般質問を終わります。 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

○議長（豊坂 敏文君）  ここで暫時休憩をします。再開を１１時とします。 

午前10時46分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午前11時00分再開 

○議長（豊坂 敏文君）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 一般質問を続けます。 

 次に、１番、森議員の登壇をお願いします。 

〔森  俊介議員 一般質問席 登壇〕 

○議員（１番 森  俊介君）  それでは、１番、森俊介が通告に従いまして、一般質問を行わせ

ていただきます。よろしくお願いいたします。 

 まず、１つ目の質問としまして、壱岐市の公式ＬＩＮＥについてお伺いさせていただきます。 
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 壱岐市の公式ＬＩＮＥをより多くの方に届ける、かつ、より便利なものにしていく方法を模索

するための質問となっております。 

 まずお伺いいたします。現在の壱岐市の公式ＬＩＮＥの登録者の人数、そのうちの島内の人数、

その年齢比について教えてください。お願いいたします。 

○議長（豊坂 敏文君）  公式ＬＩＮＥのこの分については、一応質問だけは一括で。 

○議員（１番 森  俊介君）  一括で聞いたほうがよければ、一括でじゃあお願いいたします。

順番的には後のほうが分かりやすいかなと思っています。 

○議長（豊坂 敏文君）  質問の要旨のときにそれからして。 

○議員（１番 森  俊介君）  分かりました。 

 じゃあ併せて、公式ＬＩＮＥの中にあるメニューの中で、メニューごとでこれまで使われた回

数についても教えてください。お願いいたします。 

○議長（豊坂 敏文君）  森議員の質問に対する理事者の答弁を求めます。中上企画振興部長。 

〔企画振興部長（中上 良二君） 登壇〕 

○企画振興部長（中上 良二君）  １番、森議員の壱岐市公式ＬＩＮＥについての御質問に答弁を

させていただきます。 

 壱岐市公式ＬＩＮＥにつきましては、令和３年１２月から本格運用を開始をし、新型コロナ関

連情報や市政情報、イベント情報をお届けするとともに、市民皆様方からの通報、御意見、御提

案などを受けることができる電子窓口として利用していただいております。 

 また、これまで火災情報メールとの連携や移住定住向けメニューを新たに追加するなど、充実

した情報の提供による利用の拡大にも努めております。 

 御質問の現在の全体の登録人数でございますが、３月９日現在、友達登録が２,３９３人でご

ざいました。ただいま確認をいたしましたら、今日、ただいま２,４１４人となっておりました。 

 島内の人数でございますが、受信設定を登録された１,９６１人のうち１,８６４人、約９５％

が島内の登録となっております。 

 年齢比でございますが、受信設定を登録されている方の１,９６１人のうち、内訳につきまし

ては、２０歳未満が３６人で２％、２０代が１６４人で８％、３０代が３１６人で１６％、

４０代が５４５人で２８％、５０代が４４８人で２３％、６０代が３０１人で１５％、７０代が

１２７人で７％、８０代が２４人で１％となっており、４０歳代、５０歳代を中心に登録を頂い

ております。 

 次の御質問の公式ＬＩＮＥの中にあるメニューの中で、メニューごとの利用回数でございます

が、これまでは情報を取得できておりませんので、今月１日から情報を取得できるように設定を

いたしました。今後改めて情報提供をさせていただきたいと考えております。 
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 なお、これまで市民レポートとして３５件の情報提供があり、危険箇所など担当課において対

応をいたしております。また、ＬＩＮＥの機能要望が２９件で、可能な範囲で機能改善をいたし

ております。 

 これまで、壱岐市公式ＬＩＮＥを１６か月ほど運営をしておりますが、より効果的な情報発信

やＬＩＮＥを窓口とした行政手続の導入などを実証していくため、今月からサポート会社を変更

し、リニューアルをいたしております。これに併せまして、市民皆様をはじめ多くの皆様に御登

録を頂きたく、壱岐市公式ＬＩＮＥの市民皆様への周知についてでございますが、広報紙に定期

的に掲載をし、また広報紙の今月３月号にも記載をするとともに、自治公民館の回覧文書でも本

内容について周知を行ったところでございます。 

 また、壱岐市ホームページをはじめ壱岐市ケーブルテレビにおいても紹介をし、併せて、壱岐

市ケーブルテレビの公式ユーチューブにおいても配信をするなど、周知と登録の推進に努めてい

るところでございます。 

 今後も利用者目線で内容を充実させていくとともに、将来、スマートフォンで自治体のデジタ

ル総合窓口が可能となるよう、デジタル化にも取り組んでまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

〔企画振興部長（中上 良二君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  森議員。 

○議員（１番 森  俊介君）  御回答どうもありがとうございます。この後に質問させていただ

こうと思っていた内容についても、かなり触れていただきまして、とても助かりました。 

 それでは、今の御回答を踏まえて、追加で質問させていただきたいと思います。 

 まず最初が、現在の登録人数であったり、年齢比に関して、当初の目標があったかと思うんで

すけども、その目標と比べて現在の数字の推移というものについて、どうお考えかということを

お聞かせ頂いてもよろしいでしょうか。 

○議長（豊坂 敏文君）  中上企画振興部長。 

○企画振興部長（中上 良二君）  森議員の御質問にお答えをいたしますが、目標数値等について

は、ちょっと設定をいたしておりませんが、より多くの皆様にというようなところで、これまで

周知等を行っておりまして、今回、そういった特に登録者数を増やすということが非常に重要な

ポイントでございますので、ただいま申し上げました周知など、適宜行っているところでござい

ます。 

 以上です。 

○議長（豊坂 敏文君）  森議員。 

○議員（１番 森  俊介君）  ありがとうございます。僕が今の登録者人数をお伺いした肌感覚
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だと、人口の１０％弱の方が登録してくださっているといったことで、かなり悪くはない数字な

んじゃないのかなということをお伺いして思いました。 

 その中で、市民レポートが３５件、あと機能要望が、ごめんなさい、聞き取り切れなかったん

ですけど、１５件とおっしゃいましたか。これまでに機能要望。（「２９件」と呼ぶ者あり）ご

めんなさい、２９ですね。 

 ２９件の機能要望があったとのことですが、先日、担当課にお話を聞かせていただいたときに、

公式ＬＩＮＥを導入する大きな目的の一つとして、市民と双方向のコミュニケーションを取るこ

とだとお話を頂きました。まさに市民レポートであったりだとか、機能要望だとかというところ、

あとはパブリックコメントだとかいうところに関しましては、市民との双方向のコミュニケーシ

ョンの部分かなと思いますが、これについて、当初、もっとたくさん来るんじゃなかろうかと想

定していたであったりだとか、この部分を特に公式ＬＩＮＥの使い方として伸ばしていきたいん

だとか、そういったお考えがあるかどうかということについてお聞かせいただきたいです。 

○議長（豊坂 敏文君）  中上企画振興部長。 

○企画振興部長（中上 良二君）  森議員の追加の質問でございますが、どれだけそういった市民

レポートなど、市民の皆様からの御要望等々があるかという想定まではしておりませんでしたけ

れども、今回、これを導入した、当然大きな内容としては、そういったいろいろな御意見も頂く

ツールを市としても設けておく必要があるというようなことから、今回、この公式ＬＩＮＥを導

入したところでございまして、これが多いのか少ないのかというのはちょっとなかなか難しいと

ころでございますけれども、先ほどから申し上げておりますように、できるだけそういったこと

についても、こういったＬＩＮＥを活用して、いろいろな御意見等、提案等を頂くことに今後も

努めていきたいと思っております。 

○議長（豊坂 敏文君）  森議員。 

○議員（１番 森  俊介君）  ありがとうございます。もし、ここでお話できる内容で、具体的

に機能要望２９件の中で、こんな要望があったよというものがあったら教えていただくことは可

能でしょうか。 

○議長（豊坂 敏文君）  中上企画振興部長。 

○企画振興部長（中上 良二君）  ＬＩＮＥの機能要望で、主なものとして改善した内容について、

少し御説明をさせていただきたいと思います。 

 要望がありました防災情報の配信につきましては、令和４年９月に防災メールと連携をさせま

して、避難に関する情報とか気象警報などの配信も開始をいたしております。また、１２月には

火災メールとの連携も開始をいたしました。これも機能の要望に基づいて改善をした内容でござ

います。ほかにも、自治公民館の回覧板をＬＩＮＥで見られるようにしてほしいだとか、また、



- 189 - 

告知放送の内容を配信してほしいなどの要望をお受けをいたしております。 

 今後、それを全て実施できるということはなかなか難しいところもございますが、今後、関係

部署と連携をいたしまして、対応を考えていきたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（豊坂 敏文君）  森議員。 

○議員（１番 森  俊介君）  どうもありがとうございます。既に要望があったことについて実

装しているものがあるということで、大変すばらしいなというふうに感じました。 

 僕からも一つ要望というか、提案をさせていただければと思うんですけれども、壱岐市のパブ

リックコメントについて、ＬＩＮＥ上から入っていってパブリックコメントをしようとする項目、

メニューがあるんですけれども、実際、その項目をクリックすると、結局市のホームページに飛

んでしまうので、ＬＩＮＥ上から回答できないというところがあり、そこで諦めてしまう方が結

構多いんじゃないのかなというふうに感じましたので、ぜひそれもワンストップで公式ＬＩＮＥ

の中でできるようにすると、よりパブリックコメントに参加してくださる方が増えるんじゃない

のかなというふうに思っております。 

 ちょっとお待ちください。 

 先ほど、中上部長のほうから先んじて御回答頂いた部分でもあるんですけれども、やはり公式

ＬＩＮＥの登録者数というのは、市としてはぜひ増やしていきたいところなのかなというふうに

思っております。新しいツールを３月１日から導入したというお話だったんですけども、それは

何か、例えばＬステップのような分析ツールのようなものを導入したという認識でよろしいでし

ょうか。 

○議長（豊坂 敏文君）  中上企画振興部長。 

○企画振興部長（中上 良二君）  森議員の追加の御質問でございますが、サポート会社の変更に

つきましては、全体の見直しの部分もございましたし、ただいま申し上げましたいろいろな機能

の追加等もございました。 

 また、これまでＬＩＮＥの内容につきまして、担当部署としては情報管理課でございますが、

そこでの一括した入力ということになっておりましたが、各課での入力を拡大をするために、入

力のシステムも改善をしたということで、より多くの情報提供をできるような改善のために、今

回、サポート会社も変更しリニューアルも行っているところでございます。 

 以上です。 

○議長（豊坂 敏文君）  森議員。 

○議員（１番 森  俊介君）  ありがとうございます。先日、この件について、事前に担当課の

方にお聞かせ頂いたときに、１人でこの公式ＬＩＮＥをしているんだというお話を聞かせていた
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だきましたので、やはりかなり大規模な運用になっていると思いますので、なかなか１人で全部

やるということは難しいかなとそのとき感じました。それは、できるだけオペレーションの大変

さというものを各課に分散したということは、とてもすばらしいことかなというふうに思います。 

 少し話は戻りまして、ＬＩＮＥの登録人数増加に向けてどういうことができるのかというとこ

ろで、先ほどいろいろ今後やっていこうとしている施策についてお聞かせ頂いたんですけども、

今の御答弁の中で、どういう分析ツールを入れるかというところまではお伺いできなかったんで

すが、例えば、ＬＩＮＥの分析ツールを入れるとどんなことができるようになるかといいますと、

どういった経路で登録してくださった方が、例えば市の広報紙に載っているＱＲコード経由で登

録してくれたのかであったりだとか、あとは市のホームページ経由で登録してくれたのかであっ

たりだとか、あとは市が運用しているＳＮＳだとか、例えばユーチューブだとか、どこからどの

方が入ってきたかということを分析できるようなツールになっているんです。 

 それができるとどんないいことがあるかといいますと、例えば、先ほど２０代、３０代、

４０代、５０代、各年代の方がこのぐらいいらっしゃるんだよということを教えていただいたん

ですけども、もしかしたら、今後、高齢者の方に、年齢の高い方にもっとやっぱり便利に情報を

届けていきたいといったときに、そこを増やしていくために、どのようにしたらその層の人に届

けることができるんだろうかということが、分析ツールが入っていることによって、より効果的

な打ち手ということが分かるようになっているので、そこに絞った打ち手ということを考えるこ

とができるようになります。 

 先ほど、新しくシステムについて新しく導入したという話をされていたんですけれども、どう

いうシステムを使っているかというところまで僕は分からなかったんですが、そういうことがで

きるツールもありますし、ツール、非常に安いものになっておりまして、そんなにお金かからな

いので、導入することによって、より登録者を増やすことであったり、それが市民の方の利便性

につながっていくことだと思いますので、ぜひ、もし新しいシステム、そういった分析ツールの

機能がないのであれば、そういったものを検討していただければなというふうに思います。 

○議長（豊坂 敏文君）  中上企画振興部長。 

○企画振興部長（中上 良二君）  御提案を頂きましてありがとうございます。先ほどのパブリッ

クコメントのことも含めまして、ただいまの内容について検討させていただきたいと思っており

ます。どうもありがとうございます。 

○議長（豊坂 敏文君）  森議員。 

○議員（１番 森  俊介君）  御検討頂けるということで、どうもありがとうございます。 

 ちょっとお待ちください。 

 あと、先ほどの新たな機能についてというところなんですけれども、例えば、近くの自治体で
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ある福岡市であったりだとか、あと、東京の渋谷区といったところが、全国的にも先進的なＤＸ

の取組をしているので有名な自治体かというふうに個人的には捉えています。 

 福岡市と渋谷区のＬＩＮＥに僕も登録しているんですけども、やっぱり提供されている公式Ｌ

ＩＮＥの中のメニューにかなり違いがあるんです。もしかしたら担当課の方もその辺を見て勉強

していただいている可能性はもちろん大いにあると思っているんですけども、例えば、一例でい

くと、福岡市だとか渋谷区とかだと、証明書、住民票だとか各種自治体が発行する証明書の手続

だったりというものをもうＬＩＮＥ上で完結していて、電子発行のときもありますし、あとは郵

送で届いてくるだとか、そういった機能がついていたりもするんです。個人的には物すごく便利

なものかというふうに考え、僕も使ったことがあります。 

 例えば、ゼロからそういったものを、こういう機能があったら便利なんじゃないか、こういう

機能を入れるために何かシステムを開発しようとすると、もちろんすごくコストがかかる話かと

思うんですけれども、よそでもう先に取り組んでいるものに関しましては、いい意味でもまねを

するというか、まねをして、これをやったらもっと便利になるんじゃないかということを取り組

んでいくことができるかなというふうに思いますし、あと、先日、担当の方にお話を伺ったとき

には、結構福岡市とはコミュニケーションが取れるんだという話を聞かせていただいたので、も

しコミュニケーションが取れるのであれば、ぜひそういったこれをやってよかったよとか、これ

をやったけどあんまり効果がなかったよとか、そういったところを勉強させていただきつつ、壱

岐市のＬＩＮＥをより便利で多くの方に届けるような取組をしていただければなというふうに思

っております。 

 以上です。 

○議長（豊坂 敏文君）  中上企画振興部長。 

○企画振興部長（中上 良二君）  ただいま福岡市の公式ＬＩＮＥなどを実際実施をされてあると

ころも参考にというようなところにつきまして、以前、ごみ分別でのＬＩＮＥの実装なども御提

案をあったところでございまして、これも福岡市の公式ＬＩＮＥなどの同じようなシステムを活

用しまして、現在、データの作成がほぼ完了をしているということで、実装に向けた準備を進め

ているところもございますので、そういった他の自治体の事例なども参考に、今後より充実した

内容に努めていきたいと思っております。 

 以上です。 

○議長（豊坂 敏文君）  森議員。 

○議員（１番 森  俊介君）  ありがとうございます。今回のこのやり取りの中で、もうかなり

いろんなことに取り組んでいただいていることを、さっき先回りしてといいますか、感じました。 

 デジタル、ＤＸ、壱岐市も推進していますが、デジタルのいいところというのは、やったこと
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に対する結果が数字で明確に見えて、それを基に改善を重ねていけるところかなというのは思っ

ておりますので、ぜひ今後もそれを継続して、よりよい市民の便利なものをやっていけたらと思

っておりますので、よろしくお願いいたします。 

 続きまして、次に、壱岐市のペーパーレスについて質問させていただきます。 

 現在、壱岐市で年間の印刷費用は幾らになっているのか、ペーパーレスを今推進されていると

思いますが、ペーパーレスを推進する前と比べて、印刷費用の推移はどうなっているのか、どこ

まで紙を経費ベースで削減することを目標としているのかについて、お聞かせください。よろし

くお願いいたします。 

○議長（豊坂 敏文君）  久間総務部長。 

〔総務部長（久間 博喜君） 登壇〕 

○総務部長（久間 博喜君）  １番、森議員の御質問の年間の印刷費用は幾らになっているのかで

ございますが、令和３年度の印刷製本費の実績は、学校などの出先機関を除く４庁舎、事務所も

含むところでございますけども、実績が約２,２４０万円となっております。この中には、「広

報いき」の印刷代５０３万円、税等の納税通知書や各種通知書の印刷代２２３万円、壱岐市の広

告入り封筒や窓開き封筒の印刷代１８０万円などが含まれているところでございます。 

 庁内の事務に係る印刷製本費の目安といたしましては、４庁舎の複合機の使用実績、カウン

ター料を比較することが最も現実に近い数字になるかと思いますが、これにつきましては、令和

３年度が５４６万９,０００円、１月当たり約４５万５,０００円となっております。令和４年度

は年度途中でございますので、１月当たりの数字だけをお答えをいたしますが、約５２万

３,０００円となっており、前年比では増加をしております。 

 また、印刷製本費と併せまして、用紙の購入状況につきましても調べましたところ、令和３年

度が１月当たり約２３万８,０００円、令和４年度が約２４万６,０００円と、こちらも増加をし

ておりました。 

 これらにつきましては、コロナ禍における各種会議やイベント等の自粛が徐々に緩やかになる

とともに、行政側としての活動も活発になってきていることの影響ではないかと考えております。

コロナ禍前の平成３０年度、令和元年度の印刷製本費の実績が、いずれも約３,３００万円と、

令和３年度と比較して１,０００万円以上大きかったことからも、このような特殊な状況下であ

るために、ペーパーレス化による効果額として把握するのにはちょっと難しいところでございま

した。 

 しかしながら、本市のペーパーレス化につきましては、議員皆様御承知のとおり、壱岐市議会

の発議によりまして、平成２７年からタブレット端末が導入され、議案配付をタブレット上で行

うことでペーパーレス化が図られているところでございます。導入以前は、大量のページ数とな
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る議案について、予備を含め１００部ほど印刷をして紙ベースにて配付をしておりましたが、紙

資源の節約のみならず製本作業等の省力化も図られ、大きなメリットを生み出しております。ま

た、当時、タブレット端末導入は全国の中でも先進的な取組として評価され、これまで多くの行

政視察の受入れ等が行われております。 

 こうした中、本市においてはＤＸ推進を積極的に図っており、ペーパーレス化による業務改善、

行政事務の効率化等を目指し、特に電子による内部決裁事務、以下電子決裁と申し上げますけど

も、その推進に取り組んでおります。 

 これまで紙ベースでの決裁がほとんどであった内部決裁事務について、ＤＸ推進の取組の一環

として、電子決裁を本年度の壱岐市部局行動目標の具体的取組の一つに掲げ、まずは総務部総務

課から試験的に取組を始め、その後、マニュアルの作成、課長等会での周知等により、全庁的に

電子決裁事務を進めているところでございます。 

 総務課においては、部局行動目標に示した６０％を既に超えたところでございまして、市全体

においても令和３年度末に６.１％であった電子決裁比率が２１.５％と徐々に浸透が図られてい

るところであり、今後も引き続きペーパーレス化の取組を進めてまいります。 

 以上でございます。 

〔総務部長（久間 博喜君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  森議員。 

○議員（１番 森  俊介君）  ありがとうございます。とてもよく分かりました。 

 本来、この質問の後に各項目別の印刷費の内訳を出せるかということを聞こうかと思っていた

んですけども、先に御回答頂きましたので、とても理解できました。 

 ちょっと細かい話になってしまうんですけれども、今、御答弁頂いた内容と重複があったら申

し訳ありません。広告入り封筒事務印刷費、あと納税通知書だったり「広報いき」の印刷費用と

いうものが、前年でいうと２,２４０万円分の大体９００万円ぐらいかなというふうに今理解し

たんですけども、今後、仮に今上げた費用というものを圧縮していくのはなかなか難しいと仮定

したときに、残りの１,３００万円分ぐらいのところが圧縮の余地が残されている部分かなとい

うふうに思うんですけども、その中に多分、先ほどおっしゃった決裁事務であったりとかという

のが含まれているのかなと思いました。 

 そのほかの、例えば１,３００万円の中の内訳をもうちょっと細かく見ていったときに、ここ

の項目についてもっと減らせそうだなと考えているとか、ほかもうちょっと何かやっていきたい

なと思っている箇所があったらお聞かせ頂けるとうれしいです。 

○議長（豊坂 敏文君）  久間総務部長。 

○総務部長（久間 博喜君）  森議員の再質問のほうにお答えをいたします。 
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 今、議員のほうからお話を頂いた項目等の中でも、やはり「広報いき」とか、その他、市民へ

の文書等の配付についてがウエートが大きゅうございます。この部門をどのように縮減するかと

いうよりも、どういう形で市民の皆様に理解を頂けるかというところが、今一番大きな問題と思

っております。 

 特に広報紙、回覧文書の電子化につきましては、現在、市民向けの行政情報においては、御存

じのとおり自治公民館を経由して各戸回覧、そして各戸配布を行っているとこでございます。ま

た、市民等へのお知らせの手段として、告知放送、ケーブルテレビ、その他、先ほどの公式ＬＩ

ＮＥ等のあらゆるツールを活用して、紙に頼らない手段を定着をさせていく時代となっていると

いうことは感じております。 

 そうした方向に持っていくことが、そして効率的ではございますけども、やはり、市民の方の

目線で見た場合、全ての方にやはり平等に情報を提供するべきだというところの点で考えますと、

やはり電子機器等を活用できない方もいらっしゃいます。そういう中では、現時点では重複する

ことになっても紙ベースの情報提供は、ある一定、今の段階では必要じゃないかと思っておりま

す。ただ、今後におきましては、今申しました分野においては、大きく縮減されるところではな

いかと思っているところでございます。 

 以上です。 

○議長（豊坂 敏文君）  森議員。 

○議員（１番 森  俊介君）  ありがとうございます。おっしゃるとおり、紙じゃないと伝わら

ない方がいらっしゃるというのは、僕も本当にそのとおりかなと思っております。 

 「広報いき」については、先ほど中上部長から御答弁頂いたように、公式ＬＩＮＥのほうで機

能改善のところでデジタルで配信でもいいんじゃなかろうかという声が市民からも挙がっている

というお話があったので、もしかしたらうまく折衷案というか、使うことによって若干費用を減

らしていくことは可能なのかなということを、今、お聞かせ頂いて思いました。 

 あとは、やっぱり市民向けのペーパーレスに関しては、残さないといけない部分というのがど

うしてもあると思うんです。なんですが、市役所の内部の部分に関しては、市役所の中の決め事

で何とかなるところかなというふうに思いますので、どちらかというと、市民の方に負担を強い

ないような形で経費を削っていく、あと、ＳＤＧｓの観点からもやれる余地というのは、市役所

の内部のほうがより大きいのかなというふうに思っております。 

 僕もそんなに詳しいわけじゃないんですけれども、市役所にお伺いすると巨大なキャビネット

が結構あって、そこにすごくたくさん資料があるような印象を受けておりますので、今ここで具

体的に何の項目をもっと減らせるじゃないかというそれは全くないんですけれども、もちろんも

う検討していただいていることだとは思うんですが、段階的に今後の資料を減らしていくという
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こともそうですし、あとは、今、以前の紙の保管場所でかなり大きな物件を使っているというこ

ともあったりすると思いますので、物理的な余地をスペースを圧縮するという意味も含めて、検

討しなければなというふうに思っております。 

○議長（豊坂 敏文君）  久間総務部長。 

○総務部長（久間 博喜君）  最終的に、完結文書につきましては、どう処分するかというところ

になりますけども、そこまでいく前にやっぱり減らすというところが、森議員言われておるとお

りと思っておりますし、具体例を挙げて説明したほうが一番早いと思うんですけども、電子決裁

以外の取組としては、本市では昨年４月より行政手続における押印の見直し、国にならって押印

の見直しをしたわけですけども、国、県の条例などにより求められるもの、そして契約等の会計

手続に関するものなど、一部の例外を除いて、８００件を超える事業や手続等について、押印の

廃止を実施をいたしました。 

 押印廃止の関係条例等の改正が整備できたことによりまして、既にメール等によって提出を認

めているものもございます。そういう中で、今後、行政手続のオンライン化がさらに進んでいく

ものと思っております。 

 以上です。 

○議長（豊坂 敏文君）  森議員。 

○議員（１番 森  俊介君）  ありがとうございます。とてもすばらしい取組だと思います。 

 今後ももちろん継続して、そういった一連の取組をしていただけることかと思っているんです

けども、なかなか見にくい部分だったりもするので、できれば何らかの形で、何かもう少しこう

いった進捗でプロジェクトが進んでいますよということを分かるようにしていただけたらうれし

いです。特にこれについて答弁は要りませんので、僕の一般質問をこれで終わらせていただきま

す。どうもありがとうございました。 

〔森  俊介議員 一般質問席 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  以上をもって、森俊介議員の一般質問を終わります。いいですか。 

 以上で、一般質問を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（豊坂 敏文君）  本日の日程は終了いたしました。 

 ３月１３日は各常任委員会を、３月１５日及び１６日は予算特別委員会をそれぞれ開催いたし

ます。 

 次の本会議は、３月２２日水曜日午前１０時から開きます。 

○議員（１０番 音嶋 正吾君）  発言を求めます。 

○議長（豊坂 敏文君）  はい。 
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○議員（１０番 音嶋 正吾君）  本日、一般質問冒頭で、壱岐市長白川博一氏から、認定こども

園の撤退の理由が北串会から送付された文書並びにそれを精査した内容で壱岐市長として壱岐市

民にコミットメントがありました。ということは、壱岐市長が容認をして発言をされたものと考

えております。 

 この中には、言論の自由、そういったものを抹殺するような言葉もございました。私はあくま

で公序良俗の精神の中で、言論の自由は保障されるものであると考えております。壱岐市として、

市長として、市民にコミットメントする適切な文書であったとお考えかどうか、その件をお尋ね

をいたします。 

○議長（豊坂 敏文君）  白川市長。 

○市長（白川 博一君）  音嶋議員が、私が北串会の文書をまとめて申し上げました。それは、先

日、正式な文書が来たらお知らせしますというお約束をしておりましたから、そのままお知らせ

したわけでございますけれども、今、音嶋議員がおっしゃるように、言論の自由、そういうこと

でいろいろなことがあったかもしれません。しかし、北串会にも言論の自由があるということで

御理解頂きたいと思っております。 

○議長（豊坂 敏文君）  音嶋議員。 

○議員（１０番 音嶋 正吾君）  それは理解をいたします。と申しますと、壱岐市長として市民

にこのことをコミットメントされたわけですから、責任は重大であると考えております、私は。

市長として、行政の長として、皆さん方に発言を受け入れて、そして市として発言の内容を精査

し、その中で市民向けにコミットメントされたわけですから、私は慎重にやるべきではないかと

考えております。 

 以上です。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  関連で。 

○議長（豊坂 敏文君）  今回だけ許します。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  今、市長は言論の自由だからそれぞれ言い分があるということで

したが、市として、やっぱりどう受け止めるかというところで、はっきり御意見、市の立場を明

らかにされていないんです。今回、向こう側はいろいろ理由を言って、工事の安全性が保たれな

いとか、それから安心した保育事業が運営できないというふうに相手は主張していますが、この

点で、市長はこれを納得してそうだなという受入れなんですか。いや、そうじゃないという立場

なのか、そのあたりはっきりお聞かせ願えますか。 

○議長（豊坂 敏文君）  白川市長。 

○市長（白川 博一君）  私は事実を申し上げたところでありまして、私の立場といたしましては、

子どもの保育の環境が充実する、そういった期待をしていたけど、それがなくなったのは残念だ
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ということで、私の気持ちは申し上げたところであります。 

 また、内容的には、私が申し上げた内容について、別途議会宛てに北串会から文書が届くとい

うことでございますので、それ以上の詳しい内容は申し上げませんでした。 

○議長（豊坂 敏文君）  以上、本日はこの件についてはもう今報告がありましたが、ここで閉じ

たいと思いますが、いいですか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  それじゃあそのようにいたします。 

 本日はこれで散会いたします。皆さん、お疲れさまでした。 

午前11時40分散会 

癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘 
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令和５年 壱 岐 市 議 会 定 例 会 ３ 月 会 議 会 議 録（第６日） 

 

議事日程（第６号） 

                    令和５年３月22日 午前10時00分開議 

日程第１ 議案第３号 

壱岐市行政手続における特定の個人を識別

するための番号の利用等に関する法律に基

づく個人番号の利用及び特定個人情報の提

供に関する条例の一部改正について 

総務文教厚生常任委員長報告・

可決 本会議・可決 

日程第２ 議案第４号 
壱岐市個人情報の保護に関する法律施行条

例の制定について 

総務文教厚生常任委員長報告・

可決 本会議・可決 

日程第３ 議案第５号 
壱岐市職員の分限に関する手続及び効果に

関する条例の一部改正について 

総務文教厚生常任委員長報告・

可決 本会議・可決 

日程第４ 議案第６号 
壱岐市職員の特殊勤務手当に関する条例の

一部改正について 

総務文教厚生常任委員長報告・

可決 本会議・可決 

日程第５ 議案第７号 
こども家庭庁設置法の施行に伴う関係条例

の整備に関する条例の制定について 

総務文教厚生常任委員長報告・

可決 本会議・可決 

日程第６ 議案第８号 

壱岐市特定教育・保育施設及び特定地域型

保育事業並びに特定子ども・子育て支援施

設等の運営に関する基準を定める条例の一

部改正について 

総務文教厚生常任委員長報告・

可決 本会議・可決 

日程第７ 議案第９号 

壱岐市家庭的保育事業等の設備及び運営に

関する基準を定める条例の一部改正につい

て 

総務文教厚生常任委員長報告・

可決 本会議・可決 

日程第８ 議案第10号 

壱岐市放課後児童健全育成事業の設備及び

運営に関する基準を定める条例の一部改正

について 

総務文教厚生常任委員長報告・

可決 本会議・可決 

日程第９ 議案第11号 
壱岐市福祉医療費の支給に関する条例の一

部改正について 

総務文教厚生常任委員長報告・

可決 本会議・可決 

日程第10 議案第12号 
壱岐市出産祝金支給条例の一部改正につい

て 

総務文教厚生常任委員長報告・

可決 本会議・可決 

日程第11 議案第13号 
壱岐市国民健康保険条例の一部改正につい

て 

総務文教厚生常任委員長報告・

可決 本会議・可決 

日程第12 議案第14号 
壱岐市公共下水道事業受益者負担に関する

条例の廃止について 

産業建設常任委員長報告・可決 

本会議・可決 

日程第13 議案第15号 
壱岐市公共下水道区域外流入に関する条例

の一部改正について 

産業建設常任委員長報告・可決 

本会議・可決 

日程第14 議案第17号 公有水面埋立について 
産業建設常任委員長報告・可決 

本会議・可決 

日程第15 議案第18号 
令和４年度壱岐市一般会計補正予算（第１２

号） 

予算特別委員長報告・可決・討

論 本会議・可決 

日程第16 議案第19号 
令和４年度壱岐市国民健康保険事業特別会

計補正予算（第４号） 

総務文教厚生常任委員長報告・

可決 本会議・可決 
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日程第17 議案第20号 
令和４年度壱岐市後期高齢者医療事業特別

会計補正予算（第１号） 

総務文教厚生常任委員長報告・

可決 本会議・可決 

日程第18 議案第21号 
令和４年度壱岐市介護保険事業特別会計補

正予算（第３号） 

総務文教厚生常任委員長報告・

可決 本会議・可決 

日程第19 議案第22号 
令和４年度壱岐市下水道事業特別会計補正

予算（第３号） 

産業建設常任委員長報告・可決 

本会議・可決 

日程第20 議案第23号 
令和４年度壱岐市水道事業会計補正予算

（第４号） 

産業建設常任委員長報告・可決 

本会議・可決 

日程第21 議案第24号 令和５年度壱岐市一般会計予算 
予算特別委員長報告・可決・討

論 本会議・可決 

日程第22 議案第25号 
令和５年度壱岐市国民健康保険事業特別会

計予算 

総務文教厚生常任委員長報告・

可決 本会議・可決 

日程第23 議案第26号 
令和５年度壱岐市後期高齢者医療事業特別

会計予算 

総務文教厚生常任委員長報告・

可決 本会議・可決 

日程第24 議案第27号 
令和５年度壱岐市介護保険事業特別会計予

算 

総務文教厚生常任委員長報告・

可決 本会議・可決 

日程第25 議案第28号 令和５年度壱岐市下水道事業特別会計予算
産業建設常任委員長報告・可決 

本会議・可決 

日程第26 議案第29号 
令和５年度壱岐市三島航路事業特別会計予

算 

総務文教厚生常任委員長報告・

可決 本会議・可決 

日程第27 議案第30号 
令和５年度壱岐市農業機械銀行特別会計予

算 

産業建設常任委員長報告・可決 

本会議・可決 

日程第28 議案第31号 令和５年度壱岐市水道事業会計予算 
産業建設常任委員長報告・可決 

本会議・可決 

日程第29 要望第１号 
会計年度任用職員の不安定雇用問題に対す

る緊急要望書 

総務文教厚生常任委員長報告・

不採択 本会議・不採択 

日程第30 要望第２号 

「第２期壱岐市子ども・子育て支援事業計

画」の中間見直しに対する壱岐市議会基本

条例第１３条の規定に基づいた慎重な審議

を求める要望 

総務文教厚生常任委員長報告・

不採択 本会議・不採択 

日程第31 諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦について 
市長 議案説明・質疑なし・ 

委員会付託省略・討論なし・了

承 

日程第32 諮問第２号 人権擁護委員候補者の推薦について 
市長 議案説明・質疑なし・ 

委員会付託省略・討論なし・了

承 

日程第33 発議第１号 
壱岐市議会の個人情報の保護に関する条例の

制定について 

提出議員 議案説明・質疑なし・

委員会付託省略・討論なし・可

決 

日程第34 議員派遣の件 原案のとおり決定 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

（議事日程第６号に同じ） 

────────────────────────────── 
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出席議員（15名） 

１番 森  俊介君       ２番 樋口伊久磨君 

３番 武原由里子君       ４番 山口 欽秀君 

５番 中原 正博君       ６番 山川 忠久君 

７番 植村 圭司君       ８番 清水  修君 

９番 赤木 貴尚君       10番 音嶋 正吾君 

11番 小金丸益明君       13番 中田 恭一君 

14番 市山  繁君       15番 土谷 勇二君 

16番 豊坂 敏文君                 

────────────────────────────── 

欠席議員（なし） 

────────────────────────────── 

欠  員（１名） 

────────────────────────────── 

事務局出席職員職氏名 

事務局長    山川 正信君   事務局次長 平本 善広君 

事務局係長   折田 浩章君                

────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

市長  白川 博一君  副市長  眞鍋 陽晃君 

教育長  久保田良和君  総務部長  久間 博喜君 

企画振興部長  中上 良二君  市民部長  西原 辰也君 

保健環境部長  﨑川 敏春君  建設部長  増田  誠君 

農林水産部長  谷口  実君  教育次長  塚本 和広君 

消防本部消防長  山川  康君  総務課長  平田 英貴君 

財政課長  原  裕治君  会計管理者  篠崎 昭子君 

 

午前10時00分開議 

○議長（豊坂 敏文君）  皆さん、おはようございます。 

 会議に入る前に、あらかじめ御報告をいたします。壱岐新聞社ほか３名の方から、報道取材の

ため撮影機材等の使用の申出があり、許可をいたしておりますので、御了承願います。 

 ただいまの出席議員は１５名であり、定足数に達しております。 
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 これより本日の会議を開きます。 

 本日までに白川市長より追加議案２件を受理しております。 

 ここで、白川市長より発言の申出があり、これを許します。白川市長。 

〔市長（白川 博一君） 登壇〕 

○市長（白川 博一君）  おはようございます。 

 ３月１日から行方が分からなくなっておりました椎名隼都さん（１７歳）に関し、御報告を申

し上げます。 

 一昨日３月２０日、壱岐警察署から壱岐市消防本部へ、午前１１時２９分、原島の原島神社付

近の海岸に男性が漂着しているとの通報があり、消防本部救急隊３名と消防隊２名、計５名が

１１時５８分に現場に到着し、衣服などの確認を行い、現場を確保した後、壱岐警察署の到着を

待ち、引継ぎを行いました。 

 昨日３月２１日、警察とお父さんにより身元の確認が行われ、椎名隼都さんと判明いたしまし

た。衷心より御冥福をお祈り申し上げます。 

 また、捜索に携わられました警察、消防、消防団並びに有志の皆様に対し、心からお礼を申し

上げます。 

 以上、御報告とさせていただきます。 

〔市長（白川 博一君） 降壇〕 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１．議案第３号～日程第３０．要望第２号 

○議長（豊坂 敏文君）  日程第１、議案第３号から、日程第３０、要望第２号まで３０件を一括

議題とします。 

 本件については、各委員会へ審査を付託しておりましたので、その審査結果について、各委員

長から報告を求めます。 

 初めに、総務文教厚生常任委員長、報告を求めます。市山繁総務文教厚生常任委員長。 

〔総務文教厚生常任委員長（市山  繁君） 登壇〕 

○総務文教厚生常任委員長（市山  繁君）  皆さん、おはようございます。 

 令和５年３月２２日、壱岐市議会議長豊坂敏文様。 

 総務文教厚生常任委員会委員長市山繁。 

 委員会審査報告書。 

 本委員会に付託された議案は、審査の結果、次のとおり決定したので、壱岐市議会会議規則第

１１０条の規定により報告します。 

 議案番号、件名、審査の結果の順に報告いたします。 
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 議案第３号壱岐市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に

基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正について、原案可決。 

 議案第４号壱岐市個人情報の保護に関する法律施行条例の制定について、原案可決。 

 議案第５号壱岐市職員の分限に関する手続及び効果に関する条例の一部改正について、原案可

決。 

 議案第６号壱岐市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正について、原案可決。 

 議案第７号こども家庭庁設置法の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について、原

案可決。 

 議案第８号壱岐市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援

施設等の運営に関する基準を定める条例の一部改正について、原案可決。 

 議案第９号壱岐市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正につ

いて、原案可決。 

 議案第１０号壱岐市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部

改正について、原案可決。 

 議案第１１号壱岐市福祉医療費の支給に関する条例の一部改正について、原案可決。 

 議案第１２号壱岐市出産祝金支給条例の一部改正について、原案可決。 

 議案第１３号壱岐市国民健康保険条例の一部改正について、原案可決。 

 議案第１９号令和４年度壱岐市国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）、原案可決。 

 議案第２０号令和４年度壱岐市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）、原案可決。 

 議案第２１号令和４年度壱岐市介護保険事業特別会計補正予算（第３号）、原案可決。 

 議案第２５号令和５年度壱岐市国民健康保険事業特別会計予算、原案可決。 

 議案第２６号令和５年度壱岐市後期高齢者医療事業特別会計予算、原案可決。 

 議案第２７号令和５年度壱岐市介護保険事業特別会計予算、原案可決。 

 議案第２９号令和５年度壱岐市三島航路事業特別会計予算、原案可決。 

 以上です。 

 続きまして、令和５年３月２２日、壱岐市議会議長豊坂敏文様。 

 総務文教厚生常任委員会委員長市山繁。 

 委員会審査報告書。 

 本委員会に付託された要望は審査の結果、次のとおり決定したので、壱岐市議会会議規則第

１４５条の規定により報告します。記。 

 受理番号、要望第１号。付託年月日、令和５年３月７日。件名、会計年度任用職員の不安定雇

用問題に対する緊急要望書。審査の結果、不採択とすべきもの。委員会の意見、下記のとおり。
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措置、なし。 

 委員会意見。 

 会計年度任用職員は、市政の様々な部門において行政サービスを展開し活躍している。市政運

営においても大変重要な役割を担っており、本市でも報酬、休暇、福利厚生面も含め、労働環境

整備に取り組んできているところである。 

 要望趣旨については十分認識し理解しているが、現状においては、国の法改正等の動向などを

注視しながら、市の制度設計と運用について適切に対応し、会計年度任用職員の処遇改善、雇用

安定を図ることが必要であり、議会としても引き続き執行部への働きかけを行っていく。 

 続いて、令和５年３月２２日、壱岐市議会議長豊坂敏文様。 

 総務文教厚生常任委員会委員長市山繁。 

 委員会審査報告書。 

 本委員会に付託された要望は審査の結果、次のとおり決定したので、壱岐市議会会議規則第

１４５条の規定により報告します。 

 受理番号、要望第２号。付託年月日、令和５年３月７日。件名、「第２期壱岐市子ども・子育

て支援事業計画」の中間見直しに対する壱岐市議会基本条例第１３条の規定に基づいた慎重な審

議を求める要望。審査の結果、不採択とすべきもの。委員会の意見、下記のとおり。措置、なし。 

 委員会意見。 

 第２期壱岐市子ども・子育て支援事業計画（中間見直し）の策定については、議案の撤回につ

いて承認されたところであり、要望については不採択とするが、要望内容については真摯に受け

止め、議会として子育て環境の充実を図るため、引き続き慎重な審議を行っていく。 

 以上でございます。 

○議長（豊坂 敏文君）  これから、総務文教厚生常任委員長報告に対し、質疑を行います。なお、

委員長の報告に対する質疑は、審査の経過と結果であり、議案内容について提出者に質疑するこ

とはできませんので申し上げておきます。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  質疑がありませんので、これで総務文教厚生常任委員長の報告を終わり

ます。 

〔総務文教厚生常任委員長（市山  繁君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  次に、産業建設常任委員長の報告を求めます。赤木貴尚産業建設常任委

員長。 

〔産業建設常任委員長（赤木 貴尚君） 登壇〕 

○産業建設常任委員長（赤木 貴尚君）  令和５年３月２２日、壱岐市議会議長豊坂敏文様。 
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 産業建設常任委員会委員長赤木貴尚。 

 委員会審査報告書。 

 本委員会に付託された議案は審査の結果、次のとおり決定したので、壱岐市議会会議規則第

１１０条の規定により報告します。 

 議案番号、件名、審査の結果の順で報告いたします。 

 議案第１４号壱岐市公共下水道事業受益者負担に関する条例の廃止について、原案可決。 

 議案第１５号壱岐市公共下水道区域外流入に関する条例の一部改正について、原案可決。 

 議案第１７号公有水面埋立について、原案可決。 

 議案第２２号令和４年度壱岐市下水道事業特別会計補正予算（第３号）、原案可決。 

 議案第２３号令和４年度壱岐市水道事業会計補正予算（第４号）、原案可決。 

 議案第２８号令和５年度壱岐市下水道事業特別会計予算、原案可決。 

 議案第３０号令和５年度壱岐市農業機械銀行特別会計予算、原案可決。 

 議案第３１号令和５年度壱岐市水道事業会計予算、原案可決。 

 委員会意見。 

 議案第１４号壱岐市公共下水道事業受益者負担に関する条例の廃止について。 

 受益者負担金が廃止となる旨の市民への説明及び周知を徹底し、今後も継続した下水道加入促

進を図ること。 

 また、公共下水道加入時に納付された負担金の返還にあたっては、漁業集落排水と下水道使用

料の統一を慎重かつ速やかに実施した上で行うこと。 

 以上です。 

○議長（豊坂 敏文君）  これから、産業建設常任委員長報告に対し、質疑を行います。質疑はあ

りませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  質疑がありませんので、これで産業建設常任委員長の報告を終わります。 

〔産業建設常任委員長（赤木 貴尚君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  次に、予算特別委員長の報告を求めます。中原正博予算特別委員長。 

〔予算特別委員長（中原 正博君） 登壇〕 

○予算特別委員長（中原 正博君）  令和５年３月２２日、壱岐市議会議長豊坂敏文様。 

 予算特別委員会委員長中原正博。 

 委員会審査報告書。 

 本委員会に付託された議案は審査の結果、次のとおり決定したので、壱岐市議会会議規則第

１１０条の規定により報告します。 
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 議案第１８号令和４年度壱岐市一般会計補正予算（第１２号）、審査の結果、原案可決。 

 議案第２４号令和５年度壱岐市一般会計予算、審査の結果、原案可決。 

 以上です。 

○議長（豊坂 敏文君）  これから、予算特別委員長の報告に対し、質疑を行います。質疑はあり

ませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  質疑がありませんので、これで予算特別委員長の報告を終わります。 

〔予算特別委員長（中原 正博君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  以上で、各委員会の報告を終わります。 

 これから、議案第３号壱岐市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関

する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正についてから、

議案第１０号壱岐市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改

正についてまでの８件について、一括討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  討論なしと認め、これで討論を終わります。 

 これから、議案第３号から議案第１０号までの８件を一括採決します。 

 この採決は起立によって行います。各議案に対する委員長の報告は可決です。委員長の報告の

とおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（豊坂 敏文君）  起立多数です。よって、議案第３号から議案第１０号までの８件は、原

案のとおり全て可決されました。 

 次に、議案第１１号壱岐市福祉医療費の支給に関する条例の一部改正について討論を行います。

討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  討論なしと認め、これで討論を終わります。 

 これから、議案第１１号を採決します。 

 この採決は起立によって行います。本案に対する委員長の報告は可決です。委員長報告のとお

り決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（豊坂 敏文君）  起立多数です。よって、議案第１１号は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第１２号壱岐市出産祝金支給条例の一部改正についてから、議案第１５号壱岐市公

共下水道区域外流入に関する条例の一部改正についてまでの４件について、一括討論を行います。
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討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  討論なしと認め、これで討論を終わります。 

 これから、議案第１２号から議案第１５号までの４件を一括採決します。 

 この採決は起立によって行います。各議案に対する委員長の報告は可決です。委員長報告のと

おり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（豊坂 敏文君）  起立多数です。よって、議案第１２号から議案第１５号までの４件は、

原案のとおり全て可決されました。 

 次に、議案第１７号公有水面埋立について討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  討論なしと認め、これで討論を終わります。 

 これから、議案第１７号を採決します。 

 この採決は起立によって行います。本案に対する委員長の報告は可決です。委員長報告のとお

り決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（豊坂 敏文君）  起立多数です。よって、議案第１７号は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第１８号令和４年度壱岐市一般会計補正予算（第１２号）について討論を行います。

討論はありませんか。山口議員。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  令和４年度壱岐市一般会計補正予算に対する反対討論を行います。 

 認定こども園建設については、昨年の６月で突然建設の発表、そして予算の提出から始まりま

した。それ以来、市政や市民の中で混乱が続き、そして今回の３月議会で補正予算が提出された

後、また突然認定こども園の建設が取りやめとなり、予算の取下げという事態になりました。こ

のような大失態は、市民の市政への信頼を大きく失うものにつながります。 

 社会福祉法人北串会は、壱岐の市民から度重なる批判や中傷等を受けた、そのために安全かつ

継続的な工事ができないとし、また、開設後の安心・安定した保育事業が困難だとして撤退する

としています。自らの市民への、そして地元住民への説明不足を省みず、撤退の理由を市民のせ

いにするのは不当なものです。市民は建設予定地の危険性に不安を持ち、子どもたちにとって安

全で安心できる施設建設を望み、声を上げてきたのです。その声に耳を貸すことなく、強引に建

設を進めてきたのが北串会であります。反対の声が悪いと責任転嫁することは許されません。 

 一方で、市長、そして壱岐市は、市民の不安や疑問にきちんと応えることなく、民間がやるこ

とといって、責任ある建設への取組を行ってきませんでした。保護者、市民の、壱岐の子どもた
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ちに安心して通えるこども園の建設を求める声に、北串会も壱岐市も真摯に応えてこなかったこ

とが、今日の混乱に至った大きな原因の一つだと考えます。市民は建設がなくなったことに安堵

の思いをしているのが現実です。 

 今後、このような混乱を生むことのないよう、行政としてしっかり今回の事件を検証すること

を望みます。そして、市民の信頼を回復するために、市民の声をしっかり受け止め、保護者が安

心して働き続けることができる壱岐市になるよう保育行政を進めていくことを求めて、反対討論

といたします。 

○議長（豊坂 敏文君）  ほかに討論はありませんか。植村議員。 

○議員（７番 植村 圭司君）  令和４年度壱岐市一般会計補正予算につきまして、反対の討論を

いたします。 

 補正予算の一部について、３月３１日付、専決補正予算で処理する旨、説明が委員会でござい

ましたが、私自らが不適切な事務があったと指摘をしておりますので、その立場を考え、反対と

いたします。 

 以上です。 

○議長（豊坂 敏文君）  ほかに討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  討論なしと認め、これで討論を終わります。 

 これから、議案第１８号を採決いたします。 

 この採決は起立によって行います。本案に対する委員長の報告は可決です。委員長の報告のと

おり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（豊坂 敏文君）  起立多数です。よって、議案第１８号は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第１９号令和４年度壱岐市国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）から、議

案第２３号令和４年度壱岐市水道事業会計補正予算（第４号）までの５件について、一括討論を

行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  討論なしと認め、これで討論を終わります。 

 これから、議案第１９号から議案第２３号までの５件を一括採決いたします。 

 この採決は起立によって行います。各議案に対する委員長の報告は可決です。委員長報告のと

おり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（豊坂 敏文君）  起立多数です。よって、議案第１９号から議案第２３号までの５件は、
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原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第２４号令和５年度壱岐市一般会計予算について討論を行います。討論はありませ

んか。山口議員。 

○議員（４番 山口 欽秀君）  令和５年度壱岐市一般会計予算に対する反対討論を行います。 

 今年度予算では、子ども・子育て支援策が充実したことで、子育てをする保護者の皆さんにと

って評価できる予算にはなっております。出産祝金が第２子から３万円から１０万円へ、第３子

以降は１０万円から２０万円へ引き上げられました。出産・子育て応援事業として、妊娠時に

５万円、出産時に５万円が支給されます。保育料が第２子以降、無料に、保育所の副食費が助成

されます。幼稚園預かり保育料が無料になります。このように、子育て中の若い方の生活を支え

る施策が前進いたしました。歓迎するものであります。 

 しかし、年金生活をしている高齢者への支援の拡大がありません。入湯券や敬老祝金の復活を

求めるものであります。 

 反対の１つ目は、財政難を理由に補助金の減額を進めていますが、一方で、無駄と思われる事

業を整理し、効率的に進めるべき事業があるところであります。壱岐市ＳＤＧｓ未来都市推進事

業や外部人材推進事業などです。今年、新たな事業として、エンゲージメント型共創推進事業や

日本郵便株式会社から地域活性企業人の受入事業は、先々の事業計画が明確でなく、これまでの

事業とまとめて整理して行うべき事業だと考えます。 

 ２つ目は、Ｐｏｗｅｒ－ｔｏ－Ｇａｓ実用化推進事業が問題です。始まって４年になるこの事

業は、今年は６,４８６万５,０００円の予算が投入されます。今年度も実証試験を続けるとして

います。その後の計画は不明であります。巨額の予算の投入の一方で、フグの養殖事業への利用

が進み、一企業の利益につながっています。壱岐市全体、市民の、地域経済の活性化につながる

事業にすべきであります。 

 ３つ目は、いきっこ留学生の支援の充実がないことであります。いきっこ留学生の悲しい事件

が起きました。このようなことが二度と起きないようにするために、行政の支援の拡大が必要だ

と考えます。今年は、いきっこ留学生が大きく増えるのに、新たな支援策がないのは心配であり

ます。万全の体制で受け入れることが受入側の責任であります。壱岐の子どもたちを大切にされ、

いきっこ留学生も豊かに成長できる支援が必要であると考えます。 

 ４つ目は、壱岐市の１次産業である農業、漁業の振興のために、未来を見据えた政策が乏しい

ことであります。今日の国際情勢の中で、世界の食糧難の危機を考えた食料政策を今から取るべ

きであります。壱岐で、この食料政策をしっかり先取りする計画を持つべきであり、推進してい

くべきだと考えます。 

 ５つ目は、議会費で３００万円を超す公用車の購入の予算があることであります。議員の島内
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視察や島外からの議員視察は頻繁に行われるものではなく、民間業者の車を利用した運行で十分

であると考えます。財政難を理由に市民に補助金をカットする一方で、不要不急の公用車の購入

は市民の理解を得られないものであると考えます。子どもだけではなく、高齢者も安心して暮ら

せる。一部企業がもうかるのではなく、農業、漁業も発展して安心して暮らせる。誰一人残さな

い壱岐にするために、政策の推進を求めて、反対討論とします。 

○議長（豊坂 敏文君）  ほかに討論ありませんか。土谷議員。 

○議員（１５番 土谷 勇二君）  それでは、議案第２４号令和５年度壱岐市一般会計予算に賛成

の立場で討論させていただきます。 

 令和５年５月８日より、インフルエンザと同じ５類に移行されるようになり、コロナ禍の通常

の生活を取り戻す時期が来ている。また、ウクライナ戦争の影響で物価高騰など、国の経済を取

り巻く環境も変わってきております。 

 壱岐市は自主財源が少なく、収入の多くが地方交付税や国、県の支出金に依存しているのには

間違いがないことと思います。１０年延長になった離島振興法、また有人国境離島法など、離島

に有利な補助金を多く取り入れていただき、また、ふるさと納税などにも力を入れられ、限られ

た財源の中で予算規模２４１億９,０００万円、前年度比１８億円、８％増と増加はしておりま

すが、効率的な予算になっていると考えます。 

 歳出において、壱岐市の基幹産業である農林水産業は、国の施策を積極的に取り入れていただ

き所得向上に努めていただきたい。 

 観光、商工も、脱コロナを見据えて、人の流れを壱岐市に呼び込み、活性化を図っていくこと

が必要です。 

 少子高齢化で、子育て支援についても、保育料、給食費、高校生までの医療費と手厚い保障は

なされていること、ＳＤＧｓの取組についても国が掲げる目標であり、壱岐市の小学生、中学生、

高校生が取り組んでいるＳＤＧｓの活動発表、壱岐なみらい研究所活動報告など、壱岐市の職員

が市役所を変え、壱岐市の未来を変えていくなど、将来的な視野に立って研究をしてあります。 

 ただ、ＳＤＧｓ未来都市に選定された本市としては、関係する企業、団体だけが活動している

ことにならないよう、いま一度、全市民の周知を高めるよう取り組んでいただきたい。 

 若者が壱岐市に定住するため、仕事をする場が必要不可欠である。県と連携し、企業誘致にも

力を入れ取り組んでもらいたい。 

 移住、定住の促進を進めていただき、市民の安全・安心な生活、財産を守り、第３次壱岐市総

合計画の政策を着実に実行していただき、壱岐市政の活性化と市民の福祉向上に努力していただ

きまして、この予算を着実に執行していただくよう期待をいたしまして、本予算の賛成討論とさ

せていただきます。 
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○議長（豊坂 敏文君）  ほかに討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  討論なしと認め、これで討論を終わります。 

 これから、議案第２４号を採決します。 

 この採決は起立によって行います。本案に対する委員長の報告は可決です。委員長報告のとお

り決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（豊坂 敏文君）  起立多数です。よって、議案第２４号は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第２５号令和５年度壱岐市国民健康保険事業特別会計予算について討論を行います。

討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  討論なしと認め、これで討論を終わります。 

 これから、議案第２５号を採決します。 

 この採決は起立によって行います。本案に対する委員長の報告は可決です。委員長報告のとお

り決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（豊坂 敏文君）  起立多数です。よって、議案第２５号は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第２６号令和５年度壱岐市後期高齢者医療事業特別会計予算について討論を行いま

す。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  討論なしと認め、これで討論を終わります。 

 これから、議案第２６号を採決します。 

 この採決は起立によって行います。本案に対する委員長の報告は可決です。委員長報告のとお

り決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（豊坂 敏文君）  起立多数です。よって、議案第２６号は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第２７号令和５年度壱岐市介護保険事業特別会計予算について討論を行います。討

論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  討論なしと認め、これで討論を終わります。 

 これから、議案第２７号を採決します。 

 この採決は起立によって行います。本案に対する委員長の報告は可決です。委員長報告のとお
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り決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（豊坂 敏文君）  起立多数です。よって、議案第２７号は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第２８号令和５年度壱岐市下水道事業特別会計予算から、議案第３１号令和５年度

壱岐市水道事業会計予算までの４件について、一括討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  討論なしと認め、これで討論を終わります。 

 これから、議案第２８号から議案第３１号までの４件を一括採決します。 

 この採決は起立によって行います。各議案に対する委員長の報告は可決です。委員長報告のと

おり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（豊坂 敏文君）  起立多数です。よって、議案第２８号から議案第３１号までの４件は原

案のとおり可決されました。 

 次に、要望第１号会計年度任用職員の不安定雇用問題に対する緊急要望書について討論を行い

ます。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  討論なしと認め、これで討論を終わります。 

 これから、要望第１号を採決します。 

 この採決は起立によって行います。この要望に対する委員長の報告は不採択すべきものです。

要望第１号を採択することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（豊坂 敏文君）  起立少数です。よって、要望第１号は不採択とすることに決定いたしま

した。（「議長、もう一回はっきり言ってください」と呼ぶ者あり）もう一回言えち……（「不

採択に賛成する人が立つんですか」と呼ぶ者あり） 

 今の、もう一回言います。委員長報告は不採択すべきものです。要望第１号を採択することに

賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（豊坂 敏文君）  起立少数です。 

 いいですか。不採択とすることに決定いたしました。 

 次に、要望第２号「第２期壱岐市子ども・子育て支援事業計画」の中間見直しに対する壱岐市

議会基本条例第１３条の規定に基づいた慎重な審議を求める要望について討論を行います。討論

はありませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  討論なしと認め、これで討論を終わります。 

 これから、要望第２号を採決いたします。 

 この採決は起立によって行います。この要望に対する委員長の報告は不採択すべきものです。

要望第２号を採択することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（豊坂 敏文君）  起立少数です。よって、要望第２号は不採択とすることに決定いたしま

した。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第３１．諮問第１号～日程第３２．諮問第２号 

○議長（豊坂 敏文君）  次に、日程第３１、諮問第１号及び日程第３２、諮問第２号人権擁護委

員候補者の推薦についての２件を一括議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。白川市長。 

〔市長（白川 博一君） 登壇〕 

○市長（白川 博一君）  諮問第１号及び諮問第２号の提案理由を申し述べます。 

 これは、人権擁護委員の後任候補者を推薦し、法務大臣より委嘱していただく必要があり、人

権擁護委員法第６条第３項の規定により、人権擁護委員の推薦につきまして議会の意見を求める

ものであります。 

 諮問第１号につきましては、郷ノ浦町東触の人権擁護委員大浦五九子氏が令和５年６月３０日

をもって任期満了となりますので、引き続き同氏を人権擁護委員の候補者として法務大臣に推薦

したく提案するものであります。 

 諮問第２号につきましては、郷ノ浦町坪触の人権擁護委員牧本行秀氏が令和５年６月３０日を

もって任期満了となりますので、引き続き同氏を人権擁護委員の候補者として法務大臣に推薦し

たく提案するものであります。 

 なお、各候補者の経歴につきましては、議案裏面の略歴等を御参照願います。 

 御審議賜り、御了承いただきますようよろしくお願い申し上げます。 

〔市長（白川 博一君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  これから、諮問第１号及び諮問第２号の２件について、一括して質疑を

行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  質疑がありませんので、これで質疑を終わります。 

 お諮りします。諮問第１号及び諮問第２号については、会議規則第３７条第２項の規定により、
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委員会付託を省略したいと思いますが、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  異議なしと認めます。よって、諮問第１号及び諮問第２号については委

員会付託を省略することに決定いたしました。 

 これから、諮問第１号及び諮問第２号の２件について、一括討論を行います。討論はありませ

んか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  討論なしと認め、これで討論を終わります。 

 これから、諮問第１号及び諮問第２号の２件を一括して採決します。 

 この採決は起立によって行います。諮問第１号及び諮問第２号については、これを了承するこ

とに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（豊坂 敏文君）  起立多数です。よって、諮問第１号及び諮問第２号については了承する

ことに決定いたしました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第３３．発議第１号 

○議長（豊坂 敏文君）  日程第３３、発議第１号壱岐市議会の個人情報の保護に関する条例の制

定についてを議題とします。 

 提出議案の説明を求めます。１５番、土谷議員。 

〔提出議員（土谷 勇二君） 登壇〕 

○議員（１５番 土谷 勇二君）  発議第１号壱岐市議会の個人情報の保護に関する条例の制定に

ついて、御説明を申し上げます。 

 本日の提出でございます。壱岐市議会議長、豊坂敏文様。 

 提出者、壱岐市議会議員、土谷勇二。賛成者、壱岐市議会議員、市山繁、赤木貴尚。 

 壱岐市議会の個人情報の保護に関する条例の制定について。 

 上記の議案を別紙のとおり、地方自治法第１１２条及び壱岐市議会会議規則第１４条の規定に

より提出します。 

 提案理由。個人情報の保護に関する法律の一部改正に伴い、議会における個人情報の適切な取

扱いに関し、必要な事項を定め、議会の事務の適正かつ円滑な運営を図り、個人の権利利益を保

護する必要があるため、新たに条例を制定するものであります。 

 それでは、条例制定の内容について御説明をいたします。 

 「個人情報の保護」と「データ流通」の両立・強化や国際的制度調和を目的に、個人情報に関
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する関係法令が「個人情報の保護に関する法律」に一本化され、これまで地方公共団体等がそれ

ぞれの条例で独自に規定していた個人情報保護制度について、改正法による共通ルールが直接適

用されることとなります。 

 しかしながら、議会については改正法や施行条例の適用対象外であるため、議会における個人

情報の保護に関する条例を新たに制定し、個人情報の適切な取扱いに関し、必要な事項を定めて

おります。 

 第１章（第１条から第３条）において、「総則」を定めております。 

 第１条では、議会の事務の適正かつ円滑な運営を図り、個人の権利利益を保護することを目的

と定めております。 

 第２章（第４条から第１６条）において、「個人情報等の取扱い」について定めております。 

 第７条では、個人情報の適正な取得について、「議会は、偽りその他不正の手段により個人情

報を取得してはならない」ことを定め、第９条では、「保有個人情報の漏えい、滅失または毀損

の防止その他の保有個人情報の安全管理のために必要かつ適切な措置を講じなければならない」

ことを定めております。 

 第４章（第１８条から第４６条）において、「保有個人情報の開示、訂正、利用停止及び審査

請求」について定めております。 

 第２０条では、「保有個人情報の開示義務」について定めております。 

 第２５条では、「開示決定等の期限」を開示請求があった日から１５日以内と定めております。 

 この期限につきましては、壱岐市と壱岐市議会における個人情報保護が基本的に同一の制度と

なるように、先ほど可決されました「壱岐市個人情報の保護に関する法律施行条例」における開

示決定等の期限との整合性を図り、１５日以内としております。 

 第６章（第５３条から第５７条）において、罰則を定めております。 

 この罰則につきましては、地方自治法第１４条第３項に基づいて、条例中に罰則の規定を設け

ることができるとなっておりますが、事前に地方検察庁との協議を行うことが必要であることか

ら、本条例の罰則につきましても、長崎地方検察庁への事前協議を行っております。 

 附則としまして、この条例の施行日を令和５年４月１日としております。 

 以上で説明を終わりますが、各議員におかれましては、本条例の目的達成のため、御賛同を頂

きますようよろしくお願いをいたします。 

〔提出議員（土谷 勇二君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  これから、質疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  質疑ありませんので、これで質疑を終わります。 
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 お諮りします。本案については、会議規則第３７条第２項の規定により、委員会付託を省略し

たいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  異議なしと認めます。よって、本案については委員会付託を省略するこ

とに決定いたしました。 

 これから、討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  討論なしと認め、これで討論を終わります。 

 これから、発議第１号を採決します。この採決は起立によって行います。本案は原案のとおり

決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（豊坂 敏文君）  起立多数です。よって、発議第１号は原案のとおり可決されました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第３４．議員派遣の件 

○議長（豊坂 敏文君）  次に、日程第３４、議員派遣の件を議題とします。 

 壱岐市議会会議規則第１６７条により、タブレットに配信しております関係議員を派遣したい

と思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  異議なしと認めます。よって、議員派遣についてはタブレットに配信の

とおり決定いたしました。 

 以上で、予定された議事は終了いたしましたが、この際、お諮りをいたします。３月会議にお

いて議決されました案件について、その条項、字句、数字、その他の整理を要するものにつきま

しては、壱岐市議会会議規則第４３条の規定により、その整理を議長に委任されたいと思います

が、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  異議なしと認めます。よって、そのように取り計らうことに決定いたし

ました。 

 ここで、白川市長から挨拶の申出があっておりますので、これを許します。白川市長。 

〔市長（白川 博一君） 登壇〕 

○市長（白川 博一君）  令和５年壱岐市議会定例会３月会議の閉会に当たり御挨拶を申し上げま

す。 

 議員皆様には、３月２日から本日まで２１日間にわたり、本会議並びに委員会を通じまして、
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慎重な御審議、また様々な御意見、御助言を賜り、厚くお礼を申し上げます。賜りました御意見

等を十分尊重し、市政運営に当たる所存でございますので、今後とも御指導、御協力賜りますよ

うお願い申し上げます。 

 本３月会議においては慎重審議を賜り、全議案可決いただいたところであり、令和５年度の一

般会計の当初予算規模は２４１億９,０００万円、対前年度比１８億円、８％増であります。 

 新型コロナウイルス感染症、ロシアによるウクライナ侵攻等に起因する原油価格、物価高騰な

ど、本市を取り巻く環境は依然として厳しい状況にありますが、施政方針において申し述べまし

た喫緊の課題であります少子化対策をはじめ、市政振興に資する各種施策について迅速かつ適正

な予算執行を図り、市民皆様の暮らしの向上につなげてまいります。 

 新型コロナウイルス感染症につきましては、本市で初めて感染者が確認されてから３年が経過

いたしましたが、その間、長きにわたり、市民皆様並びに事業者の皆様方には感染防止対策の徹

底に御協力を頂いているところであります。医療現場の最前線で御対応いただいております医療

従事者の皆様の御尽力に対し、改めて心から敬意と感謝を申し上げる次第であります。 

 本市における感染者数は、県の発表によりますと、今年に入り、１月２日から１月８日の週が

一番多く２８６人でありましたが、直近の１週間におきましては１７人と落ち着きを見せており

ます。 

 また、今月１３日からマスクの着用が個人の判断に委ねられたところであり、５月８日からは

感染症法上の位置づけが季節性インフルエンザと同等の５類感染症に引き下げられ、コロナとの

向き合い方について大きな転換点を迎えることとなります。 

 今後、コロナと共存した社会経済活動の実現に向け、様々な施策に取り組んでまいりますが、

５類変更後もコロナの存在自体がなくなるわけではありませんので、市民皆様におかれましては、

引き続き感染防止対策を継続していただきますようお願いいたします。 

 さて、３月に入り、全国的に気温が平年より高い状態が続いていることから、桜の開花、満開

とも、平年より早くなる見込みとなっており、東京では統計開始以来、最も早い３月１４日に、

また、長崎県では平年より２日早い昨日３月２１日に桜の開花が発表されました。本市において

も各地で桜が徐々に咲き始め、躍動の春を迎えており、４月からはいよいよ令和５年度がスター

トいたします。壱岐市の振興発展に寄与するべく、これまで取り組んできた各施策をさらに加速

させ、市民皆様にお約束した「全ての産業振興に全力、壱岐の未来へ必死」をスローガンとして、

壱岐市の市政の主役は市民皆様であることを常に念頭に置き、市政運営に邁進してまいります。 

 結びに、本３月会議において賜りました御意見等を十分尊重し、将来にわたって持続可能な行

財政運営に努めてまいりますので、今後とも議員各位、市民皆様の御理解、御協力を賜りますよ

うお願い申し上げまして、閉会に際しての御挨拶といたします。ありがとうございました。 
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〔市長（白川 博一君） 降壇〕 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（豊坂 敏文君）  以上で、本日の日程は終了いたしました。 

 これをもちまして、令和５年壱岐市議会定例会３月会議を終了いたします。 

午前10時57分散会 

癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘 
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      地方自治法第１２３条第２項の規定により、署名する。 

             令和  年  月  日 

                                     議  長 豊坂 敏文 

                                     署名議員 市山  繁 

                                     署名議員 土谷 勇二 
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議 員 派 遣 に つ い て 

 

                               令和５年３月２２日 

                           壱岐市議会議長 豊坂 敏文 

 

次のとおり議員を派遣する。 

 １．長崎県病院企業団議会令和５年第１回定例会 

 （１）目  的  第１回定例会出席のため 

 （２）派遣場所  長崎県長崎市 

 （３）期  間  令和５年３月２７日～２８日（１泊２日） 

 （４）派遣議員  清水 修、市山 繁 
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